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北海道北部 山岳地帶 の 原生林 にげする 研究

元北海道魔技帥 服 部 正 H

An Investigation on the Primeval Forest in the 
NorthernMountainRegions, Hokkaido

・ w
Masasuke Hattori

緒 言

北海のA川は 火林分天然科で' 樹種や立地関係にそれぞれ特色を彳しているので' こ t 
らの本質を究明 し,これにいて合ﾡ的施述法を確立ナる必場がある。 森朴施飛の要は自公 

町をeし, これに出いて更新, 前,保護などのチ区を賞ぬするのであるから 公然代 

と く に未だ斧鉞の入らない原生科の研究は極めて は要である。

本のう然朴の研災については総多の犯糧がめあり, ことに近4谷太における ト ドマッ, 

ェyッ 天然林の研究が盛んに 行われ,天然林の實態が漸次用明せられ るょうに つて, 朴ﾡ 

の進姓に崙與した班が極めて大である'

し力,し北海の然朴については トドマッ及びェソマッの犬然地新に関する所究, その他 

天然林にっいての研究の發表せられた も のあろか, と れらの木Iについて終的に 研究した述 

ﾡがばめて2しいのはﾡに道世とすナるとこ ろでめる。

戒闘の木材の派 と成後の役興材の神災の激のな め ・ 増伐 に決 ぐ増が行われ, 他 少 

ル地の政のため,Mt人な商iftと人な裕積をイけする北派述の株朴も清大県地に向つて利川 

開發が進められ, かつてﾡの人らい原生朴は僅にIf地州の一tu, その他保竹4として 

fのJルに残厶ノるに過ぎないようになつた. 瓜生林が林學上貴朮な資料を提供す•ろことは
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ダをL ないと ころで, 今や, 木調衛研究は必父に迫られている緊念な課題というべさであ 

る。

北市道の針葉出犬然朴は大部分け山断徹に分命し, と く cti地を除く 傾斜地竝びに, 

tT4地に扱述 I ていろ。山品徹の針卜準樹犬然林をげナるためにとの代炎的卒朴と られ 

る迫催体林※!.起替K典4生川M財イ朴のトドッ, ェソマッ, ン◆カ エゾマッ 原生林に試驗地 

を 設 L,M和l16- 17 4の 2 施年に 互つて場長主宰の. ドに 當場の各専門分野から 調査を行い, 

原生林の實役について綜合的に研究の取 り 物め を 行ったので,と と icその果を す ろ。

木研究の分ﾡがは次の如くであ る。鮮落睁に QJ Y ば%北海道庭嘀託刑農學博士館臉操, 

森林永像についてはた北海適魔技的口部が:。 同技手故太川静夫 本cついては 円投 

(内川大大,同技手故渋迎賢第, 林分の構成,版, 新,生, 遷が 施業については同技 

的松井許,同技手小4川秀,同iyPit, 朴木の崎朽による飛ﾡについてはﾡ部ル博士 

/井用次を分嫌すると ころで, このnの線合収り緒めはた北あ立#来み略場以仲版商1正州1 
が常したものである。

本研に常り Pなを いただいた北海道 大學教 投中島辰吉氏 iびiに御 方 助に 興った元 北海 

地磨林政的長南部ーカ氏,た北が道#系験場」MaII/it, 元玉以験場uりiS, 元朴 

基が験場札幌女場地ば原I楽氏, 林系路場川米三氏,同札幌支場朴行五氏に野し深謝 

のぜ を交する。また 如松地のな定 •調伯こ 便を いただいた元遠郡群林府m 長安林勇 兵氏数 

びに製山(に到し深団のなを炎する。 本なの謝布,a計3数びに賞験に悩せられた場口 

のガ名は前させていただいなが:, ここ に史心よ り謝なをする ものである。

木根岩の刊行に當って,御女扱にﾡつた北見替朴ルよ楽野武Aに釣しに謝なを炎する。

, 第一章 北日本における原生林の研究史

北日 本地Kにﾡする祈様太及び北派におけ る犬然科の研究については 比忆幾多の栄制 力： 

発衣されている。今そのなるものを拘数しょう。 まナイ太の大然朴について述べよう。林 

みN士が付協三郎氏は 192844神太に4生がする王 ソマッムび トドマツの天然史新について 

渝に 兩相和の •般的性質に言及L, 原生林の現状は林木が過熟で, 札地はa比を4し, ﾡ 

ﾡの数がを叫ナるから,ﾡもな施季述はﾡ区期を処! て過熟を避け, 料地の土地解 

を「すため竹代仰の作来を可と ナベ を を 1e らtな。 さらに l"1は 19:。 4ル大杵太 

irnl おける 火紺•麻交代 に関する硏究を 発衣 L, ﾡMせる原生朴内のﾡ山地上に坐 

ﾡるものは奴で消級,どW砂聞木」のみにイL,ェy マッのドにかLろ トドマッ世榻 

が 多く 發達 I , トドマ ッ の下には工y マッ 多 く イ企 し,附世団は 交代する ものと認め られ, ※ 

ﾡ地力における針業樹の思地W係について除ぜ られ た。商同"は 1952 年督樺太北部原生林 

におけるエソッ, ト ドマツの関新及びﾡ系について所論をﾡ炎し, 九火演秒林における大而 

就の山析と I て焼盼地の植生り遷移她びにその林木の生長状態を研究せられ,また小面精の更 

新と I ては宿朽例木上の用秋の泥交歩合,その生映ﾡ並びにが朽団木における機系の特殊な 

波達を研究せられた。

逃N-I・HTt太"B氏"Sは 19304が排太の大流"朴に対ける トドーッ, エゾッ犬 

然林にっいての林究を發如,雨樹秘のか林學的性質蚊びに天然林の特性について詳細な硏宽 

を造べ, 林分構成は投伐林型を呈」N生はﾡめて徐々に行われたととをりらかにし,野度の押 

伐作業に據るべきこと を主我せられた。 なおF"は 19514生朴の世師,、朴形及び生状 

態について論及し;1様太の人流朴においては製い己期を維持しつつ外ぷが押伐林犯を品 

するのうならず, 殻姉押代生が:行われ,しかもトドッ, エジマツW世種の交状態に著 

し いW 異の ないこ とが注 Iナべさ 特徴で ある と 述べられた。

r川行aiC) は 10324 ﾡ太W回試験朴の ・ドベッ,ェ ソマッ大然朴の柳派態から朴 

型をM分I ,併せて朴床植物を测査登表せられた。

m弘-NS®は 1 阚史械9型か3見た部樺太火然林について研究を資義し,京火演日 

林の 工 y マッ ,トドベッ ue ※人然#でオ ク Y マッグ 優勢“, ェyクロッス ゴ侵勢 F；； を エゾ マッ, 

・ドッ, グイマッiと交然朴でヤドリゼンイピめKをiMし,各松生型はそれぞ』心4分 

術ル, u橋 生必 係を飛にし,林4のM分の確なことを逮べらlれた、

山畑川'胎氏師は 193』年舊栉太の市北に支る トドッ,エソマッ原生朴の山督ル償につ 

いc所論を述べ, 南部系森林は トドマツ 7 或は 8分,エソマッ3政は2分の制合で, 北部系株 

4では これと反対のル態を叫するが, こ れらN体朴系は一定不契な情独を形ルするいのでな 

くc , 北ﾡ系森朴は 商 然に前部系業朴にﾡ運 ろ も のであ ろとせ られた。

山崎次男氏'")は 1934 イ様太北商に分布ナろグィ •、•ツの天然分布と群就のM別について 

研P を張し, グイ ッ大然朴は一ﾡに= ゾッ, トドマッを交し, cれら の地林物と グ 

イマッ林の状ﾡとのIIie はW扱なW係が:イrし, それぞれ#ﾡ 飛樹の弦生, 朴木の生 

1に ら かに 州がiめ らu, 朴にのJR扱 を 県cす る 地か, らこれを 4 部の朴収に 大別せ ら 

れた, さらにlIバ)は19804イi岬太げ4Aにおけるモシマッ, トドマツの混交状態; こついて 

所諭 を 述べ,北荒に 他する京大淌 N林の代表的株相を準定1, 朴情版に興かる i山木 ■M 
川 の雨圈悖混交状態を究め,cれをii森林の調在材料ど」桜し; 過のﾡ掃ルﾡ店花化材
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分析の方法を適用し, M樹団の交状態を研究せられた。

費ワN士川中i一® は 104 4省ﾡ太北部ル大流ﾡ朴におけ る 多年の研究成果を 發表 し, 

トドマッ, ェソマツM生朴の性状についてﾡ細な研究を抑け,M生林の特被とその本uをりら 

かにし, この施飛法を商じ,作新団はﾡ償は特殊の場命において採促を探川ナペさ もo 
とせられた。 '

以上イ太の原生朴については多くのによ り各代女的朴地でトドマッ, エソマッの 

M察的性質,林分格成,植生型ないし林型など極々の観酒から多くの研究踰議が行われ,原生 

朴の代態が市げ明するに至つた と と は8に科従す るとこ ろ大であ る。
• -

北海道におけ ろ トドマツ,ェ ゾ マツ 犬然林に關する研究は ・ ﾡ放T作"」が: 1900 年 

ト ドxッ, ェソマッの然災祈について所論を委炎し,附樹師の関光に釣するり係から条役作 

来を部せられたのをﾡ矢とする。

ついで林學博士新島 杼血氏" は 1921 年北海道の工 ソマッ, ・ドマ ッ然林についてェ y 
マッ の役熱ﾡとそ大木のﾡ係を崎 トドマツ はミ然において川幼樹にみ老大木の制合少な 

いが, 喲マツは老火木が多く, この後械機たるべさ幼棚が少なく, トドマツは比似的く 

研を繰 り 返し,= ソマッ は艮い期間で徐々に交代すると述べられた。

外球N本多所六氏")は10264ド北ﾡ道大然朴の生状態について論じ, エソマッ, トド 

マツ大然みにおいて老大木にエソマッが多いのに版L, 幼樹に ト ドマッの多いのは朴州ﾡ化の 

一段册を示す もので,商B団は女のに然林を女間し,政はエソツﾡﾡとなり,はトドマ 

ッ優勢となろは, その犬湖=ソッー代にトドッニ代山新するに凶るとせられた。

朴学N士数犬氏)は 1029 4ェ ゾマッ 大然更新上の虚氏要件と その適川について研究 

を残炎し,北池道に»けろ=ソマッの4内的性山を部細に論逸せ られ, この山新法と して術 

llを出の叫分の一とナるﾡ状ﾡ伏法をm1等せられた。

Iff="は 1929年柳前山麓のエゾマッ林について所論を喫衣し,. 該地方においては 

エ ソッ は战葉福と 泥交 I , こ れらのllに樹部の製投を行つて, 姉めて森林がル立する も ので 

あると述べられた。

札単博:行i償三氏")は 1039 年上城件から見た ・ドマッの然以新について 研究を災 

し,トドツ確の反生刑と:のj界性とのIには新なﾡ係があり, ことに須と 

水の比ポ Uw の道否を光然するにとの似めて派災なると と そ商ぜ られた。

渋 兵』徹"氏いは 19)4北渉血におけ る トドッ ,ソーッツを 卜木と するべ然朴の 

從師M ついセキ;総役衣し, ト ドッ,ェ yマッ然は怖殺的にﾡ察して耐岡飛にy新し 

つつあ る ので, この施T と I てTIl を礎 とする 図状作業法 を批我せ ら iれ な。

今井亮氏'5 は 19:;4ド北i海述・ば地における トドッ, ェゾマッ然朴について研究を 

我し,小%の火然朴の朴刑は譲状もしく耐肌に山せられた押代朴側を"し, =yマ 

ッ, トドーッは押代に対することを除述せられた。 .

松井 除空 は 同年天然科施 ﾡの共磁的場楽について所ﾡを我炎 し, 北海道におけ る 主要计 

更樹天然林は大而从科分を対象と して越的に殺ればやと してお伐栋やを構成する と述べた。

ハ・川久、A氏の)"ドPペ以l公Iに内の県型的プ カェジッ朴として知られた川湯ﾡ央附 

近ア カ エゾ マッ 林の科分構成 につい <研究 を 会表せ られなた。

燃學博士他脇抑”は 10お3 年麻結の硏究を一括してアカエゾマッ林の油落學的硏突を發表 

, プ ヵエゾマツの特異性な群落步他學的に 紀述し送雎的し件を明らかに した。

Jの上 う 正■海道の天然林につレモは トドツ・ エ ジマツの#ntEItたは札地の 

」か.ら メ然地 断を論じ, 朴分神取催から施来上のお然を行い,Jは研新的所究を 

行うなど多く の研究派領が 山 られるか, 原生林の實態を得合的に関明せる も のは殆どない。木 

、研究では」北部山I/Lあ代よ的トドツ, エゾーツ, カー:ソマツ原生朴について飛なTと

A分のイﾡ的情 ﾡびに そ の動向を 粽合的に 調し, 原生林の木賞 を 究明 すろとともに, この 

応来についでお究I たも のであ 2 ま ナ城N丁と ・ てはー唸林氣秋过びに林內局部氣象要 

をMらかにし, ついで森片にの竹状, に:域と州生との劇係を求めた。 さらに柳 

来と朴分ル, 山新及び生との削係をジめ,よ木の形i, 林相の邃移を考察し この 

施装方法 を院じた。かくI で原生林を施型に •際する資料だ 确すると とも忙, 度然林に为す 

る 介*的施 里法の防 'ににでt! ようとナろも のであ る,

第二章 試驗林の概說

菊一前 地 況

北海道の地形は根ね平灾または大波狀で'本州とは多少趣を異にして'やや大陸的相貌を

する. I かL 成m5 もfでな く ・ 幾 多の大小河川に fつ<地統が分劇されていろ。地形良 

なrな商順KCIに濃牧地に代され,妹朴内の地労は必ナしも』灯でないが, 鋼路 ﾡ品, 

北見, u)mに北n地形松神な簡が:多く,商市li流後池。ﾡ/,Hs地方は修地勢像ﾡ

である。 .

北派通の II品はt ィ i 狩のド原に よ つc1山 に三分され, そ の部に ある もの を 千鳥 火 山; 

liwsI脈, yHI脈,北I販及び州CIiなどとし,西部にあるものを後志火山ﾡ,ﾡヶ
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l山列及び淡ぬ山地とする。 千め火Il,lis山I脈R及び北山脈のメ明は旭を即 i:とす 

ろ 人雪火 山なで,その他の綾峰 とどいc 北海道におけ ろ rsルﾡ を 形す ろ ・

河川はその数性だ多く, ィi分川, 十勝川及び天ﾡ川を姉め大小幾多のif川は千ル,北, 

日崎。 ミ大山脈のするI高5地希にその源をﾡして,山uﾡを品い,.天野を流流! てそ 

れぞれおに注ぐ。 .

本試験朴は北処W地転替林※内岡行朴野上耗着Wに所ﾡして, 北枠448, 紀 142 
に位し・ 束北直蹈*)km でオホーッ ク海に逆する。野上紅替Wは"小央れお地か,ら北に向かつ 

て分ﾡ L た女支脈のﾡ L た山 舟推精で, 下滅別,上ﾡ別, 遠軽及び生川 原の 4 内町村にPが: り , 

商iHi 2G,GSG ha ﾡを 行ナ る。木試験林は同經熒戸の南西瑞を 占め生川 原川木流の水源塊に沿い, 

49 朴班及び 50 林班の 2 簡所に分かれ,商i税49 朴項の分は 24.18 ha,50朴ﾡの分は:.00 ha, 
合計ol.lsmを行iする。

木試除林の处す ろ 生m原川木沈城は同経ﾡﾡの最市端に 位し,商i 方ー帯は浦島内川 と の 

分水燃及び市別事暴Kと相帰し, 商 方から糸方一帯は郡界に よ つて溫根湯經密 口造 和接 し, 

北ガの一部は生叩原原野に 面する。土地一般に急後で,その商5加は木燃朴のﾡナる 方温

根湯終替 m に接する部分に あつて,高田賞に 975mに治する。それから淌次北東.方に進むに］. 

たがい地勢緩裕とな り ・ ー般に南西方から北東方に向かって下降する； 本試験林の地形を見る

S.生町収川本比の上北比びにこが、女iの経体V邪の分水燃から我するM斜地%で A葉 1 
い図ルは深頭の凹地に一部不 も L く は級斜地を るも, 一般に商市に 向かつて約30 斜 

し,商配000-920m.の川に介する。 50林所験地は40林班と分水燃を陥ててﾡし,.4 
川原川本流の源彩當 り 漏祥風の般為触妙を包含 し, 地勢市ガに向かつて 20一方。 度傾斜す る 

も,澤頭及び酸航では局荒的に 平投もしくは綏斜地を見, 5師030-975m のl川lIに介rイすナる。

北道の地算"は深ル4, 火歩岩,中生層,第三紀 肘 及び第四紀周から成り,中に も分 

布の奴 も廣いのは第三紀腑及び火成岩で,第四紀時がこれに次ぎ,中軸骨格と してロい地店: 

商市北に走り, とを叫んで白亜紀及び郊三紀ﾡが:大部分をめ, i近の大Iilicよろら物及k 
び第四紀ルがこれをﾡうている。

本試略朴の劇する野上紀なﾡ生I原川流城地力"は大I才の斜災イ炎相商ダけが:地の部 

を な 广中生杆の 大部分を 蔽 ってWく分布し,Lしば凝次ダな V、I .角礫寂灰外 を 随ナる。 そ 

の他火山*•と しては生川原川」•.流分水樹附近で斜長府 英用面岩よ り も後期にﾡするものと 

処られるW交山がを, 生I原川上淡イル深及びﾡ端上北でル坐生及び科災不炎ﾡ商ダを1t 
き焼岩波及び岩脈と して件する複輝/安山招を, たI川須U族洋上流に主に**がんと して 

複ﾡィiな山を賞うメドイi交Iがのつが川けナるのをる その他行第三紀末の選出にかかる玄武着 

力:内;品:200m 以L.のl使ない、LIIに逃々先«Pナるをる。"生は所a那別でI,砂が 

の梨 もしくはから り,分水燃地分では針よ1炎札商でﾡわれ, 三紀所は新第=紀 

牀 上部として計名週屑に和常する地制が小地秘初•するのだである。その他坐町駅川と域にﾡ 

川原火山灰内がかな りMく分布し, また各『川iな域には僕1に積物解が役歌をなして分作し・ 

砂隊及 び材:片か。ら る ・

聡片のﾡは4及び50朴mと もにイi淡#tで, 凝灰空 の混するのを 見るが' 前 林 

iに 用ナろ地技の s00 m 以.の地は 女公から 成 ろ ﾡ地がで ある ■

なホ*邦式依K分によ/i。本区朴は北道の北Nに位回し, オホーツク海科而;こ個 

L, 北n木製然W川に北が道ルル北成ルPにﾡする。

第二簡 林 況

Aをﾡﾡナるに北洲並の森Aはと して天然朴で,未はﾡ究れ上か、られ希北働か 

ら莫寒報南邵に為がり, 4欄は外業掛朴M製関 tDit交Aの3課に大加することができ 

る H樹朴は もに トドッ・ ェゾッ, ブカェゾ マ ッか らル り ・ 木道西部に 少な北 

にiむに したがい海次増加 し' 中央高地帯を 中心 と L <千脈,北品,Hふ山頭の一部 

こは廣火な他湖麻親剛”英皮*林价力:密AI第1岡冬照)

〔ェソッ

ェyマッは北ﾡ述松W以北®神太,例館,請洲,派は洲,#※加に分介仙する。北沖通 

こよいてはHNit,I本i海流げ犬魔地方に少なく,北収に逃t;に1 ながい海大加ナるbで, 

ん」ルするに! たが:い市太ェゾッのﾡ生稀となり ト ドマッを増加し,他方退度低下するに

こたかい= yッ こ#加するM内が:める"。 ' j

こyーッの立状態を見るに/商的に純朴を形なするも,多くはトドッ マカェッ 

ッと泥交林を彫成するか' はこらとと も忆陆归樹との泥交林を形成する” 、曲的の分布仙:

・すれば価いゆtでは ・ドマッ多く, M度をすに I たながい トドマツ を減じて工 y
ッ を増加ナろ。

エ ゾY ッ は空中源球の多い こ とさせむもので,A所では北ﾡ商に多いが,商所で退の 

W係力ら:と してバ泗而に生ずる. ェ yマッは単の化ﾡ代よ り も桜に物頭に叫型!て

山べl.よに も分イiる。

〔アカエゾッ〕



カエソマツ は森林と し て は想松內低地帯以北に分布【ド', 北海道本島東部及び北部に 多 

く,神太では重陸洲の一部に生するに過ぎない。その他本海では北P利)及び犬ﾡ岡ﾡ 

尻島に速 1,南千島では色川 •,国後,界捉の諸為に译する Lばし人商市の純よを形版する 

が,散2,4境状にメーッ, トドマツ と混交して廣く 分布する。しかしエソッ, トド 

ッにべてその希ﾡは少ない。

fMN士"Pによればブカェソッのmは当駅系, 蛇終ダ地ル系, Iﾡ系; 砂I系, 

際地系,I火跡地系の 6 系に分かも問 ら る

〔トドマッ

トドマツ は:i 海道及び科;太に分布 し, 渋島同版川附近ではヒバオ"に況生し,畑松内価地 

宿以げで多くブオに徹坐生するに過ぜない力"の # 海道の北部及び東部ではエ ッマッ, ア 

カ エゾマツと混し 或は廣葉樹 と 混交林を 形成 し,またししば純朴が見られろ。 北部n水海 

パ地方では ト ドマツかにエ ソマッをするにﾡせないカ, 北東'部では漸次エ ゾマッの 

を加する トドツは災地のぶ候に感することゾツ上 りだしく, した力:つて5川地方 

にI ない た然中の混氣を 要す る こと エゾ マツ より 少ない よう であるが,適潤記沃な土城を 

好み 小N以卜:ではエ ソマッと 同 じく沿のﾡ係上商山imic多く 生する。 一
・ ・

木試驗林の照する好」; 經耗囲は天然生科で畑友帯林に屬 し,その固方 の林相は ト ドマツ・ 

ェソッ, ア力エゾマツを大林木とし,地況により战葉樹を混じ,針廣混交林を形成する。し 

かし流域によ っては伐採, 火災などにより朴ﾡにﾡ化を米たし, 伐採跡地は概ね針葉樹,こと 

にエゾマッを多く伐採したため,とくに=ソマツをじ,Me樹の交沙合を加!, また 

部治44 4イ不の塗道的大の被特をﾡ り ・ 明作の葉樹朴と なつていろ。

M生林は木純神W小搬川の関係上代を廻れた生原川流及び江んP川L上にに数百町サ 

イし, いキれもトドッ, エゾマツ, カェゾツを主朴木とし ミズナラ・ シナノキ, イ 

クv, グケカンンなどのM地樹を交している。→般に大何木にみ掲熱木多く,M業樹は紙 

ね澤沿の低地に多く混生し ﾡ筋載はIlmiに進むにしたが:いへ湖大少するが:,Iび山mi商iに至 

グケ カ ンの交が:加わつて く ろ。

奥生川廃方面の加: 生林はエ ソ・ マツ, カェ ソーッ, ト ドツ の大杯木が:北較的多 く； 外線 

I押代朴型を品する。大作木は災ﾡﾡ節の良材を流し, 材質の優良なるかから Mに上生間 

i材の で知られている。

験朴はル生と して の代表的林分を 方す る 49,50 兩林班に 設定せる ものである。料内は 

精部的に地勢,土性及び単象な ど を県ie し,林相もまたこれ ら.地旅にLじ多少の愛化はあ 

るが, 七と してブカェッマッ, トドマツ, エゾ マッの針葉樹朴か らない, こ の林相の大親は第 

2w, 第 3He 示す よ ゥ であ る。 こ れら林分に対l第 4 Aい 第 5 ょうに16 崎所のi平地 

を通し, 林分の構成,成立,更新,生長' 運しなどを可し, この施業方法について若察し 

な。この林況の慨要は第1 い,ろ炎に示さ北,諾5加iまI(60m以下の級科商は針政交朴で, 

第1れ消地 1,2,4iびに 施業栄特調 作れ判地 I,IIのょうにェソッ, トドッをもとし, 丁 

カェソーッの交が:ﾡめて少なく,M樹はシサノキ, モジイクヤ, ミズナラ, グケカンバ, 

ハリ、ギリ,オヒョウ, ホオノキ, ヒロハノトハグ,ェッヤーザクラなど樹可に高み, 302%P外 

のu変事を行するが, 概ノ 川材件の大役 木は 少ない。朴は主と してネマォリザサの優する 

ところで, 倒木を除いて確訓の我生はイである。M戦樹は高iiを光すにしたがいその交 

竝びに抑划を減少 し 巾腹傾斜而では僅かにミ ズラ, グケカンバなどを 見るに過ぎない針葉 

樹朴となるか:,ﾡ供通りにはグケカ ンバの炎交4を形広する。 = ゾマツは海面緩斜地には火径 

木が多いが,商s昨i端び"に傾斜を増すにしたがつてW渋し, アカェゾマツ,トドマツの針葉地
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山典下部 T級

w下部 な

h部 な

地
消

而 税 高ni

(ha)
・

(m)

1 0.0I70 coo

2 0.2500 630

・ノ 0.2500 68o /

4 0.2500 670

5 0.1056 m

G 0.0787 720

7 0.0000 , 750

8 0.1287 700

9 0.0725 700

10 0.0797 s:o

11 0.060G 820

12 1 0.1000 s!0

部 急

下部 公

""部 公

上部 公

上i な

小部 な

林 和

代 「就計度

グ5 1 い 表

方代

1 ha リ

迫 床 M な
新状沈 -- 型

幻菓弭由菜樹計

ネガリッサ 不

用

i

下部 な i

部 省 ii

"部 公 ii

甫

ネマガリザサ

ネマガソ ッサ

ゴンゲン スゲ

ネマガリ ザサ

ゴンゲン スゲ

ゴンゲン ス

ゴンゲン スゲ

W

ゴンゲン スゲ 

シラネレラビ

"
"

類"

；

g

ゲ
ビ

イ

H不

極英

M汽 

林臭

Hx

+x

Hg

tos

27S

4:6 152 5SS

444 100 544

10S 4sS G5G

50S ・ 1 / 5GS

7S9 13 802

1314 16 13:0

442 ... . 442

28, 
M

9/

(49 林 班)ﾡ6

コ: 林 木
材 (

+稀汎半(22)
パ繁樹の主要 樹K
(○は洪災多いもの) ,

・

1)
エ ッ 1 
ご

ブカェ

ゾマツ

ト ド

* ツ
略条出t

303.9 30.9 424.s 48.3 11.0 3.う 7.: 100.0 ダケカンバ, シナノキ, エイタヤ

200.2 46.S 337.0 2:.1 16.G 4G.4 13.9 100.0 ○シナノキ, Oダケカンバ、リギリ, ェゾイ 
ダヤ, ホオノキその他

:301.9 0ツs 447 0.4 50.3 21.: 19.1 100.0 ○ミズナッ, ダケカンバ, ナナカマド, ミヤマ 

ザクラそ の仙

G1.5 :3S2.7 70.0 0.6 12.4 16.1 ○ダケカンべ, シナノや, ヒロハノキハグ, オ
321.2 100.0 ヒコッニレ ミズキ、 エゾイタヤその他

073.6 — G7:.G 0.5 91.0 S.5 ・ 100.0

440.5 0.1 440.6 0. 16.7 ; s3.0 — 100.0

45ツ..; 10.2 462.5 0.2 0b.2 3..4 100.0 Oダケカ ンバ, ナカ r

403.6 463.5 45.0 75 •— 100.0

4745 9. 4s3.6 — 85.2 1:.0 1.9 100.0 ナナカ * ド

59:.6 0.1 593.7 1は.4 sus 2.8 ・.. 100.0

702.6 | - 702.6 一 94.7 5.3 — 100.0

414.3 4.s 419.1 27.: 4.s 2s.s 1.1 100.0 ナナカド .

第 1 ろ 表

+iハ
而 飛

(t)」

1 I lha 常iり
高m

他 7
.___ 1

術パ

1
泊 床 叶 新状

番 照

_(m) it

x茶I 29.0000 —! 一 ネマガリザサ mイ 2: S7 ::21

求茶I 1.0000 540-5C0 緩 — ネーリザサ 竹不 :90 75 471

0.2500 1 700 2 エゾシヤクナ ゲ +i • : Is 1000

14 0.1000 750 n市WiMO) T一級 M ネーガリッサ 不 294 19 313 :

15 0.1400 750 前番頻) T松 ネ ヤ ガリザサ 不 :o7 4: 35(

1G 0.1440 790 a 州 商 類 * 1s01 49 1910

17 0.5000 840 上部: 緩 ネガリザ サ 不J 374 182
如

1s 0.1120 i 800 上怖 4 難 疝. J 864 — so4i
___ t

概
(う。 朴 那)

*

林 木 商稲 r ズy (2)

豺菓剧

i(n
W"樹)

)
* ツ

カエ 

ゾツ
・ト r
マ ツ

内地樹
、 燃t業出の

280.0 80.4 370.3 47.1 2s.s :41 100.0

J71.0 50.7 tS.( 46.0 1.-1 3s.3 1:.4 100.0 シ ナ- ノ 

ハ リ ギ

ル エゾイク 1, ミ 

ソ,ヤザクラ, t
ズ・ラ,オヒ ウ 

オ ノ ヤ, ヒロハ
むレ

41b.s 42 420.0 "5.S 1,0 100.() ナ ー カ ド・コンゲグ, < ヤマザクシッツ リ バナ

S5o.4 I®7 s67.1 73.4 ッs7 1.0 100.0 ダケカ ンバ, ナナカ* ド

•

679.9 12.4 69ツ.3 s1.0 0.0 s2 1s 100.0 グケカ ン バ, ・ ナ カ V ド

30i5.0 8.1 :373.1 ・ 0.3 77.0 21.1 i 100.0 ナナカ ド, グケカンバ ッ リバナ

4s:.0" -443 526.: • 46.4 I.S 100.0 ケカ ンべ, ミズナク,シ ナ ノ や, ヒロハノ tハダ

502.S — 50ツ.S — bl.:
・ ・

4ss ▼ 100.0
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第 7 圖 9林班試験林林相縦断面園 

(第4回Iﾡﾡ映標準地)



第8園 49#班試験林林相ﾡ断画山 

(城4回I設ﾡ映ﾡ争地)



朴に移する。 平沿ないI 北面の诵度高 V、立地では高用、傾斜度にかかわらす,ェソマッの川 

現が見られ, 第 1炎い消地 1,15ﾡのょ うに, 源ﾡ総斜地には第6Nのように部的にその巻 

大木の-册林を構成す ろことがあ る。 ブカェソツは第1炎状判地5,7,9.10,11,1,16 號の よ 

うに臓以L:のl面iMi付地に多く,と! て上唇科冠を占め,巾ド府にトドマツが密に混交し 

た押朴ルﾡルもしく はつ:段朴獄を単ナることが多く, 下に卜葉確樹のﾡ生が良灯であろ。 

&供 り 殺斜地 に は 1びネマガッ ザサ, ときにソツッンザサなど の彼知の侵 入を処, カェ ジ 

マッを淡じ, ェソッ地びにグケカンバの交を増加し,種ﾡのﾡ生不良となろ。以」卜分の 

ﾡ cつ いて 山腹傾斜 面の• ド部か ら上に互つてブカェ ゾッ, ェジ ッ の説けナ ろ 林相縦断面 

口をければめ7,w8 岡で示される。

これ ら林分の荒殖(6cm 以 1は術 1炎のょ う c, ササ 洋落の港田やや疎な乳俄混交林分で 

l1h常り300-」00m"であるが, 局部的にアカエゾマツの大役木を主とする處ないし深以緩斜 

旭のェ y ッ の老大木の多い朴分のﾡ許は桜めて大で, 600-700m内外にするものがあ る:

t#木 本製はM業謝の i 多い F た は ェソッ 老大本一#下で サ選生する は 

Aで1ha 常り 300-400水であるが,商市商Mi斜地の カェソマツートドマツ 分は立木特どが 

大で, ブカ エッマッ *大木の 多 いでは1ha 常 り 550-650 本, トドマツ 小林木の 多い拝伐林 

型の朴分では 1800本を出え,立木諾及が桜めて人である。トドマッ幼稚樹 は概ね 生氏が速やか 

であ る か,エゾ マツ,プ カェソッ は 生よ地報で, 樹 1-2 m 内外で, 樹電 70-80 年を経た 

も のが多い。 ま た トド マ ッセ樹は樹崎 170--180 で, #iに な る ものが:多いが, エゾマッ, 

ソ: カェソマッ は水 く 生よを持ﾡし,30一400 4に述する ょうである。

第三節 群落生態の梅要

A・ 株 地 m 落

燃朴一冊を合む」0片ﾡ及び50林ずを,Wﾡ学的に級すれI大ﾡ分が:トドマソーェソ 

・ツロﾡで代炎せられる。 トドマッー匚 ソ'、•ッ 疔Hの中では ト ドツ純業が人ﾡ分の地がを占 

め, f分(iに:yマッ純ﾡ,カェソマツ純搬がある。またしばしばこれら優ﾡの生する 

ﾡがある。 、

本地を札mでM生パに分 arれは単 Mm8 (iosere,ッ ヤクナケA(Rhiodlodendro 
type), ス ゲ(Crex typo),y り24(Snn type), シ グ (Dryopteris type)c分かつこ とがでさ ろ 

こ の M生 LとのM係は 用 2 で示 さ れる (I ここでは型の 県型的な もをお父て 

とを代しな。
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第 2 衣 試験林一の林型一質炎

•殿名.
_____  _ 商 -. 44-________

シヤ クナグt スゲ※! サ. サ I シグ

ト ドマツ,エゾッﾡ並 

エマッﾡﾡ

ァカエマッ就載

•

十

+

十

+

+

+

+

+-

1

+

今各純選と基哇ねてついて簡略に記述しよう。

1. トドマツーエゾマツﾡﾡ

>• トドマツーェンマツ ー部類ﾡﾡ

本基郡我山 松林に は比校的小地秋に 現われ,ことに才降地の朴地に多い。Akicetて 

林休に散生する種ﾡとしてはスギカズラ, ジンョウイチヤクソツ, ヤマイチヤクッツなどが普 

通でなお次の植物を随伴する。

シノブカグマ ブスヒカズラ ミッバォッレン

マルバノチヤルメルッッ コキンバイ ツル ッゲ

ゴゼンクチバナ ゴンゲンスゲ マイヅルソツ

ヒメマイヅルソツ など

樹旭下を"心と してゴゼンクチバまたはゴンゲンスゲの※ナることがある。

ii. ト ドマワーエゾマソーゴンゲンスゲ*群矗 ・

木期億は東部及び北愉匕海道の一部に見られる ト ドマッ林中の一型で,本ﾡよにも一 

林に見ら" る。』•.特木は トドマツ純成のこと も あるが, エソマッ, カェソマッを生する= 

とがある。流木としては少しくオオバスノヤを生じ, 林ルにはゴンゲンスゲの他, 大の種類を 

生する。

オシグ スギカズラ マンネンスギ

クシロ ワチガイ ルバノチヤルメル ソ ツ コ キ ンバイ

コミヤマ カタバミ ゴゼ ン ク チバナ ジンヨッイ尸ヤクソツ

ヤ マ イ チヤ クソッ コ メ ヤ
*

フォー リーガヤ

イワ ノガリヤス , ショツジョウスゲ マ イヅルソ ツ

ミヤマエン レイ ソ ツ など

イピンタチバナは仙 ドに 多く,と もに楽落する こ とがあろ。 主 c所に よつてイワノガリ

1ス も ※す ることがある。 なお企 く部分的であ ろ : ッルシトミ の聚落 をことがある。的 

木,代探などによろり光のﾡ化に伴い, ゴンゲシスゲが減退して,トドマツの桃苗幼樹の年 

生；•るのを見ることがある。

iii. トドマツーエゾツーシラネワラビ確炎

木ﾡはが監朴内では比地教的少なく, ときに トドマツ純茂の處もあるが,またブカェy 
マッをじ, とくにブカェソーツの※ﾡするがある。.50よ班でカェジマツをナるﾡを処 

ろに, には シラネワラビとと もに群類が多い。混交加葉樹雨木と しては中層にナナカマド 

を, 低 層にオガラ バナの 多い こと がある。灌木としてはコ ヨツラクッッジが鼓も 多く, オオ 

バスノヤを散生L。 とtにヒロハノッリバナがある。 変n期としては少しく ミャマハシショッ 

ゾルを坐生じ, B光射入するにはミヤママククビを見ることがあろ。林床には複勢種の他、ス 

ギカズラ,ゴゼンタチバナ, コミマカクバミなど通で, お大のﾡ類を生する。

マルバノチヤルメルソツ ズタヤクシュ コキンバイ

ミヤマソラビ ヒカゲノカズラ マンネンスギ

ホ ソバノ トッゲシバ ヒメイチゲ ミ ッバオ ッレン

ツルッゲ

ヒメーイ ッル ソ ツ

ゴンゲンスゲ マイヅルソツ

り林Jでは木Tカモ ゾツの変交ﾡめて少な く ・ 林床にはシラネワラビとと もに 

ゴンゲンスグを件い,独知は少ない。 e交ム業木と しては屮盾に僅かにナナカマドを生じ, 

低 研 舟木として•オガラ バナがあ る。i木と! <コョッラクッッジを少し生じ, オオスノキ 

が:かに生する。変と しては料下のミヤママクタ ビがある。朴には次のﾡﾡを生する。

クルマユ リ

オシグ Tマドリゼンマイ スギカズラ

ホソバノ トツゲシ バ シラオイハコべ マルバノナヤルメルン ツ

ズダヤクシュ コ キンバ 1aミ ヤマス ミ レ

ミヤタ=タデ ゴゼンクバナ ェゾョッバムグラ

イ ッ ノガリヤス グレーンスゲ ビメマイヅルソツ

iv. トアマツーゾシ ヤクナゲル求

ネ&#第 は£ 課地に 見 られる 』である 木と してはししカ 〒 ソ マ

ツがある。Mこ卜と しては小命木を も合め, ナカド, ヒ"ハノッ リバナ, ハツ チッカェ 

デ, オガラバがあろ。ii木としてはェゾシヤクナゲの他, コョッラクツッジが多く, オオカ 

メ ノヤがこれに火ざ, なおゾムラリトッツジがある。 たにノリッッギを生することもあ
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る。低灌木としてはツルッゲを見, とさにッルシキミが見られろ。ネマガリザサは比較的少な 

く,朴に生する松物は比桜的少なく, 次の林類を生ずるに過ぎない。

スギカズラ スヒカズラ ヒメイチゲ

ゴゼンクバナ ヤマイチヤクソツ ツバメオモト. 

マイヅルソツ など

v. トドマツーエゾマッーネマガリ ザサ基胖矗

本ﾡは適河にポ通に現われるも ので, 部分的に光供 り またはル棋近 くにチシマザ 

サ,ソ ッ ッ ンザの現われると よがある。 これらﾡﾡは任種の他に他樹をじないことが: 

あるが, オンコ, ッグイカンバーグケカンバ, ミズナラ, オヒョツ, ホオノキ, ナナカマド, 

アズキナシ, シロザクラ, エゾヤマザクラ, シウリザクラ, エゾイク ヤ, ベニイ クヤ シナノ 

キ, ハ リ ¥リ, ミ ズキなどの廣葉無木を 生ずる。混交廣葉樹は所に よ つてその混生.址を異に す 

る。D集樹の多いと きは針魔混交林と な り ・ 所によつては部分的に廣英樹の多いことがある。

根筋にはミズナラが多く, グケカンバとれに次さ, ハリギリ, ェソイクヤ, シナノキなどが 

ある。澤沿にはケヤマハンノ ヤ, ミズナラ, ヒロハノキハグ,シナノキ, チグモなどがある。 

我木と1てはエゾスグリ, トガスグリ, オ=ツコギ, コョツラクッッジ, オオバスノキ, エソ 

クロッス",オオカメノキ など かあ る。 小沛木 として ツル ッゲ を 見, 変i規に は ツ ル ナ ジサ 

ィ, イワガラミ, ミャママタグビがある。そ の他林には い 少の他の種期 を 生ナ る。

シラネソラビ ホソイノデ シ ノブカグマ

スギカズラ マンネンスギ ヒ ト リシズカ

ブカミ ノルイョッショ ッマ ヒ メ イチゲ マルバ ノチヤルメル ソ ウ

ズグクシュ ミヤマスミレ ゴゼン タチバナ

エゾヨッバム,ラ レンプクソツ ク=ギキョツ

ヒロハスゲ ヨンゲンズゲ グレーンスゲ

メカポシ ソツ ギョッジヤ=ンニク ッ バメオモ ト

ク ル マ ユ リ マイヅルソツ ク ルバックバネソツ

オオマ ドコロ エンレイ ンツ ミヤマエンレイ ソッ など

2. キマツ純来

i. ッーッーネマ リザ ナ店济最

# 丛群欢はデ郦 を たは澤ﾡのややドルに 児 etz も のである. 混交而木と してはダケカ

ン, ェグッ,トドツなどあるが, 伝地には小地秋ながらしばしその純林型な 

ろことがある。 小番木としてはとさにオガラバナを見,木としては少しく トガスグリ, オオ 

バスノキがあろが, ドがを占店する ネマガリザサはポ5約1.5m で, 殆ど他物を混じない。樹 

幹直下または倒木上に コミヤマカタバミ,ゴゼン タナバナ, イワッッジ, ゴンゲンスゲを生じ, 

なおスギカズラ, マンネンスギ, コキンイ, ミヤマスミレ, ヒメマイヅルソツ, マイヅルソ 

ッ な どがある。 と さ に樹体上に ェ デンタを 生する。 深の地では ネマガ リ ザサの薄い處に, 

シラネソラビ, オシグ, クシロワチガイ, ヒメイチゲ, コンロンソツ, ズダヤクシュ, クルマ 

バソツ, レンブクソツ, オオョブスマソツ, チシマブザミ, スゲ類, クルマユリ, クルマバッ 

クバネッツ, エンレイソツなどがあ a。 なお池木にはエソスグリ, トガスグリ,登莖類として 

は ツ ル プ ジリイを 生す ろこと があ る。

ii. エゾマッーゴンゲンスゲ進昨来

木ﾡは= ソッ朴の特県な一型でﾡめて部分的のものである。 下ﾡにはゴンゲンス 

ゲが多いが, 隔光度によつてはマイヅルソツの多いことがある。泥交小海木としてはオガラバ 

ナ, 流木としてはコョツラクッッジ, オオバスノキ,交量期としては ツルアジサイ があ る。株 

ホには ゴンゲンスゲの他,散生するものに大のﾡﾡを生する。

シラネワラビ オシグ メシダ

ミ ヤマソラ ビ ッサギシ ダ スギカズラ

マンネンスギ ー .ホ ソバ ノ トツゲシ バ クシロy デガ イ

カミ ノルイヨソショ ツ マ ヒメイチゲ ズダヤクシ

マルバノヤルメルソ ツ コキンパ コ ミ Yマカタバ ミ

ゴゼンタチバナ ショツジョツスゲ ンゲンスゲ

グレーンスゲ クルマユ リ マイヅルソツ •

クルマバッ クバネ ソ ッ エンレイ ソツ ミマェンレイ ソツ

なお浮ボの木T海中にオシ グの米済をることがめる。

3. ブカェゾツ純来

i. ブカェソマッーA期歩評 ・

カモシッ朴下にﾡtﾡの多いルは発ど力 = ソマッ朴の純で, 比較的初期ほの森林で 

ある。蘇類に混じて林床にはスギカズラ,マンネンスギ, ヒカゲノカズラ(少), スヒカズラ 

(少)などのイi松知, ジンョウイヤクソツ, マイチャクッツなどのイチYクソツﾡ多く, ゴ 

センタナパナが所々にある。 ﾡ派木としてはﾡ対下にッルッダが*! い。ことに部分的にヒ 

カゲノルズジ及びッルッゲの多いがある。 た木とし てエソシヤクグ; オ サバスノキ,
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コョツラクツッ ジ が散生 し,ときにカミノイメツゲを 生する。な お林に 生ナ ろ ﾡ物には上 

記の他に次の種期があ る。

シノブカグマ ミャマハンショツヅル(少) ミッバオッレン

コキンバイ コミヤマカ クバ ミ ツメガリソツ

シロッジコツソツ (少) ゴ、ン ゲンスゲ マイ ヅル ソ ツ

ツバメオモト ヒメ ミヤマツズラ コフクバラン

ii. アカェゾツーゾムラサ ヤ ッッジー コ ョ ッラクッ ッ ジ她昨我

本昨ﾡは カェソマッ ーﾡぷ研ﾡの一型と もら れ る 着際地に現われ る 県期的一川ド 

である。・どプカェソマツの純朴であるが,少しく ト ドマッをじていろ。林ド所々にエゾム 

フサキッ ッ ジが:米ﾡ, コョウラクッ ッジとれに次いでいる。 なお通にる流木と して 

ミノイスッゲ,ツルッゲ,ッルシキミなどがある。

iii. カェゾマツーゴンゲンス ゲ -

木叶ﾡは部分的にブカ エ y マ ッ 工師期強胖,次についで現われ るようであろ。 本林地では 

しばしばト ドマッを生し, トドマッの交性は部分によつてなろ。小雨木としては ノーナカ 

マ ド, オガ ラ バナ, ヒロハノッリ バ, 流木と してェソシヤク ゲ, 低小流木 としてッルッゲ 

がある。その他林.床に生する植物と して次の種類あるが数室は少ない。

シラネワラビ (少) シ ノブカグマ メシグ(少)

ミヤマッラビ ヒカゲノカズラ ホ ソバノ トツ ゲシ バ

・マンネンス ギ ヒメイチゲ マル バ ノ チヤルメルソ ツ

コキンバイ ミマス ミ レ ジショッィチ1クソツ

ヤマ イチヤ グ ッッ ホ ガェリカヤ コ メ ガY
ヒメマイ ヅル ソ ツ マイヅルソツ など

以上のマルバノチャルメルゾッ, コキンバイ, ミマスミレ, ゴ •ゼンタ 「バナ, ヒメマ 

イ ゾルソツなど は もであ る. なお 木Wﾡが:淡 くにあるとせはクジヤクシグを 生する 

ことがめろ。 た所によ りときとしてはイソ ノガリヤスゐ災することがある。

iv. カェゾマツーェゾシクナグル昨ﾡ

木ﾡはﾡ木店の弦述! =オイi系ブカェッー ッ林の 特徴ある一•型であ る。アカェゾツ 

t内5附世をW立し, ときにミズッラ を少! く4にL, 主たが5州樹たるカソッの ドに卜 

ド マツ.の川: 齡樹または幼木 を 生す る、 lFにはiﾡ才としモェジシヤクッゲが多く, コョッラク 

ツッジがこれに次ぎ, なブミノイメッゲ, エノム ノリ V ッッジ, オオバスノヤ, オオカメ 

ノキを生することがある。小喬木と I てはナナカマド. ヒロハノツリバナ, メイゲッカェデ・

オガラバが:あ る. 低小灌木と しては ッ ル ッ ゲが多く, とさにッルシ キ ミ がある。林には

のつ種知を生すろ。

ス ギカズラ

ゴゼンタチバナ

ヒメイチゲ コト ンバイ ・

ヤマ.イ チ ヤク ソツ ジンョッイチヤクソツ

ゴンゲンスゲ ツバメオモト マイ ヅル ソツ など

v. ブカェソマツー(トド マッ )ー ネ ガリザサsポ
本試ﾡ朴でェ ソマッ朴下の ネマガリザサの多いはCにトドツー ゾマッ林への推 

移を現わしたところで, ともとしてはなおゴンゲンスゲの泥任することがあろ。 ササの少ない 

處に はスギカズラ,ホソバノトツゲシバ, ゴゼンクバナ, ゴンゲンスゲ, ヒメマイゾルソツ, 

マ イ ッル ソツなどがある。 た流木と ( <はェ yシ Yクゲ及びコ ヨ ッ ラクッ ッジをその主な 

ものとする。

なお以上に互り純型を述べて來たが,賞Wには優1針業樹が:それぞルﾡ合して共i優勢部 

となり,しばし 1樹和と I てのi交ﾡを情ルする ことが少な く ない. この切合下生要素 

は 世に述べて來た 和ﾡがﾡiじ,主要群落型は」•.記の も のに準する.

1. 溪畔草木群落

\ F.バ ボ l

木Wは怖かに が験朴下部淡谷に 見られ る のみで, エゾイラクサーエソベ=バナシモッケ

W及で代炎せ られろも, エゾ イラクサが狼 も 多い。 午相にはエゾリュッキンカ, 夏不相に 

は部分的にキッ リ フ ネの期書なる處があゝ。ッ ラゲョブスッ ウはと もに聚落するが,ハンゴ 

ンッツは少ない その他生するものとしてリ次の種ﾡが:ある。

メシグ

オオ レイジンソツ

コンロンソウ

ハクモッイノデ タ=ソバ e
エゾショッマ カラマッッツ

オオパ タネッケバナ ッルネコノメソツ

エゾクロクモソツ

ナガジラ ミ

キッ リ ブ ネ トバナ ノコマノツメ

・ エゾオオバセンキツ クルマバソツ

ミ ミゴウモリ オオブキ オオョブスソツ
・

チシ マザミ
•

フリカヤ オ=トボシガラ

ハクリンスゲ ヒラギジスゲ エソツバュリ

バィケインッ など
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2. 崩」斜面本

木研は怖かに第 4り林J川部でN山桜下ガの斜u地に見られ, オオョブスマッッー 

ェゾ=ュッーハンゴシソ ツ確飛で代表 される。 所ic よ つて エゾョモギ, エゾイラクリ, エゾ 

バ=バナッモッケの多いルがあろ。全般的にチシ マザ ミ を散生する。

s. 地ﾡ落

溪畔沿の岩石地 または 岩礫地 に は一の 優勢和は な いが:, の和類が:L られる。

ミヤマワラビ フクロシグ イソデンク

クシロワ チガイ ミャマハンショ! ンヅル ヤマハナ ソ ウ

ジッ ノケグサ コ メ ガヤ フォリーガヤ

ヒメ ノガリヤス マッマエスゲ クルマュリ ・など

4. 昨迎研ﾡ -

『逆には他の地野に比べて, 人映木だ繁くない関係上所生要米少なく, イスタデ・ オオイ 

メクデ, クサノオウ, ッルキケマン, コッゾリナ; コガネギグ, ヤノゲシなどを見るに過ぎ 

ないe

第三章 森林 氣 奈.

森林の樹種,成立,朴犯, 生ﾡ状態などはその地方の氣ﾡによつて女配されることが多い 

が,同一林内でも地彫,樹所, 林型,鬱明度,林ﾡ生などを異にナるにしたがへ, 局ﾡ氣4 
に自 ら差異を 生する。この特性を知る こ ど は 土件の調布と 相供つて 原生林の實態 た 究明 ヶ る上 

に必2なので, 木求では試験林の→般然像政米をﾡげるとともに,朴内局部氣ﾡiびに預2Fの 

temtについて刷した納果を 記 しょう。

第一ﾡ 一般ﾡ条

北海道の気候は 条通,除水量の特徴に よ って た別ナ北I? MにW分 さ れ る"。叫りち 第 

1 は南西地 順 で看かド以の南四課を境界とする渡髙牛鳥部,第 2 は山地Wで木道をh北に縦述 

するが梁山脈以冲 第31Hで同山脈以iじであ る. 木試験札地ﾡJU地W北部に位すナる。 

南冲也餌は氣候溫験で雨诂が多く,木邦氣候帝」8屮11木占變し, 森林林物上:i沿術才にめナ 

る に rL, 地Kは 無沼価 く 降水 itま た 少な く 森林植物紙上か ら は si媒s料e 属 し,山地Wは 

その中間に位する。

北派道は W 商iiE M縦 ら れRつﾡがのm税を 保イナ る 剛係上, 沿海地 方 と内ル地 ガでは

式淵の派ﾡを災にし, i海はi海洋年条の影管を交け災公のはだしくないが,円F®ガ 

は投弟が淡だ人で空夜の気温も同様現化が大である。

また北海道は狹い 口木海を隔てて西 比利亞火陡に献する こ とがべ候上に特性を創す米岡 

と 考え られ る。卽ち.変率は出來風の影響を受け るに討して, 冬季は西比利亞大陸に高氣mか登 

生しw%, 北太不ポ」の低氣川と相伏つて北西ﾡが心越し, 多飛の雨生を腐すが,中央に依す 

る た雪山旗に遮られ,その以西iのn本お側は比ﾡ的体水述多く,改試監朴地補のめするその以 

東は比較的降水駅が少ない。さらに「本海側が黒湖の影審を受けるに対し, オホーツ ク海及び 

太不洋ボは製湖の影冊の大なるこ とが該地方の低温を示ナ変因であろとおえ られる。

しか し木試験林地帶の氣象は海拔 を 増加する に しながい, 大郊に複ﾡ化ナろもののよ う で 

おる。試み;こ旣往約 15 箇年の統計について見ると 大雪山翎炳に优する當麻 (#抜 280m) 
の年不均気温 5.7C, P水ﾡ11920.mm に封し,同山ﾡ以に位する上:回月(洲校 280m) で 

はn.oC, 796.;mm を卒する。しかし大S山益に近接するM円2商所の最近1崎年の基備を 

較する に, 以iの.川 (お 380m) では 5.C, 1373.3 mm にﾡし, 以東に當る本試験林 ( 

投400m) では 4.yC,110.2mm を示し, 海扱の.上するとともに無混低下L, 両派は修州 

加するを認める。

野上経替囲の試験林附近の 47 札坪ろ小那市向iは:代問地にあいて 自町和 16年6 II - 
I7471 箇年間の氣象状況 油旅の結果は第 3 炎に示さ nる 本開は 2商4に重つたが, 

似上全年分 とな! て これ を 表示 した。

本調地は前述の う に上場川伐開地で 澤沿南而緩斜地の籟約 8o m,炎さ約 250 m の 

狀孔狀地にある。海抜 460 m で周送に は次林を統 らし 試驗林から北朿方約 2 km のm態に位 

する。

第9炎よ り 6一9川の生期川にける氣衆状館をﾡ川ナるに,共内然通均21.C, 
ﾡ価然温不均J10.3C,』で5小均4混15.SC,降水述5S9.7mm で, 降水 II 数も多く, 亞寒帶林 

木の生には適地である。 冬不は似的雪で,晩ﾡiも主な少ない。しかし他地方に比べて生 

」期川 n救の多いととは 常地 ガの一特性であつて, 父: 天 II 數は 半ば以上に 及び, 海校の5 
い試験林J也帶では』霧の去來がとくに烈！ く, この 口数や彼は想像以上に 多い ものがあ る。 し 

とがつて過度が高 く,Ii射を当り, 低ねな る 無候状態 を 現川す る。針計業樹の最ﾡ期は 5 月F 1 
c,政び業ﾡの紅期は 9 小ドイとする。
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第3 氣 ﾡ 微 衣

別
164
I

番番ず

K X I
I74

I I DI V II

-ニニ

父

10 町 不 均 18.1 16.3 10.1 - 46 -10.4 - o.: - 0.9 5.0 11.5 1s.0 21.5 G.4

小 w T 均 21.1 19.1 12.7 a51 - 1.8 - 7.3 - G.6 26 9.3, 15.:; 21.0 24.2 9.6

i ペ 不 均 11.5 8.7 2.7 -4 -10.2 -16.5 -17. - 7.9 -2.0 2.8 7.9 12.5 - 1.0

高優T均」 16..; 13.9 7.7 ・ 0.7 - 6.0 -11.0 -12.0 -2.7! 3.7 9.1 14.5 18.4 4.:
(C)i i 高 ﾡ 29.5 2s.0 21.2 138 3.8 - 2.5 3.5 14.6 23.5 25.8 28.S :1.5 :1.5

殻低様 4.0 0.0 -6.0 -12.0 -1G.5 -22.4 -26.5 -17.2 -9.0 -1.5 2.0 5.0 -26.5
_ 1

降 降水%Kmm) 156.3 269.4 233.0 84.2 25.s 6.7 14.0 64.7 l 50.S 90.9 731 11:0.2
水

降 水 H 致 I 19 19 9 14 叫 9 8 no 12 1 9 II 151
_ こ』 1 ェ ! / A

野 深 (cm) — — 8 32 53 50 45 14 一 — -

% 1 9 11 — — 2 .. 2:

ﾡ 9 1 4
1

— 1 1 16
象 F 野 - — 4 o** I2 9 8 7 1 .... — 4s
類 

別
め 風 ト ー — 1 5 1 5 I — 4 1 — •1' 24

II 快 w 2 G 10 15 s 10 G 9 7 s 7 5 8
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・

7 11 8
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隆
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i 三 10.0 ・ 5 8 9 1 3 I 二. . 2 1 4 3 :7

三100 4
/

G 6 1 1 ・- 1 1 1
ロ
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第 4 米
林内ﾡ部気象殺測ﾡ所一党

第三節 .林内局郡氣象

林内氣候の北磁的特性についてはCに GEiGrr氏のにょつて明確な設期を興えられていろ 

が, 朴内の氣候は樹冠ﾡに よ つて特後づけ られ, 林地 商iと 樹冠ほ間の氣塊は 樹冠府 を通じて自 

山大気と逃絡すろこととなろので, 樹師,林型などにより樹冠忻の形態を異にすれば,樹'ぜ精 

を通じて外内氣候の受けろ形呼もまた白ら鼻なるものがある ここに試験林内の代炎的朴ﾡを 

選んで, 林内氣象の調布ヒ行った所以であ る。

第一救 調 布 力 法

ﾡ定した簡所は第4女端びに第9, 第 10に示すよ うに, トドマツ,エ ゾッ, カモ ゾ 

マツ,廣葉樹の各林分を主とし,その他林内孔狀部に 

つい < 調 した。これらの 調在地は遠岡 不優な山同u
で, ロ々型試調布をすることが不可確なため, , 

必 秋, のWﾡに互り一定期間究(H・9-10『5に 

5回) 調を行い, これと'••般氣象を調査していた 上 

場代『地に設mしたFIi記itに よ る林外氣宗と 対 比する 

方法を採用した。

清に s ろが吸計指度の%県は該朴地の代ﾡに鑑 

み, 100 m について年を通 じ て 05C 減少の割杳で更 

林究
聡 

配 愛 林 ﾡ

40 A ト r→ッ的株

B ブカエ ゾマッ林

• " C 孔状荒小傑

50 D トドマツ幼呢林

E M染樹

F ェゾマッ株

G 孔状部大

正を行いラ, 地通に及ぼす海扱の影罪については確かな流料にこしいが, BinuEN氏" のW 
代によれば, 生長•期間の表層地腰のる異はかな り 期苦たので, ﾡ抜 100m上するととに条温 

と 同校に 0.5-C 少の割合で災正を行つた。大にﾡ比泌に及ぼす沙扱の影研は本場地の よ 

う にhみ少な く ・ また天候映態の特代からそのルﾡは機めてないのでいナれ も 山T:を行略 

した。 .

白ii計は地よ:1.3m のmi戦術内に設置し,A内で測定!にたかi川災K計とﾡを近似せしめ 

るため,.可業備の銀八は調時太陽山射を受け ない東間及ムび北側 を 除した。料内では朴外と 

同り地上:1.3m で凋左を行い,實験タ都令」酒出悪唆計を使阳した。Amann氏』によれば爾HI 
・ 

ペ吸計はM射に討してﾡﾡがあろ と され, 印ちiのa度に比べて niはrsく 夜間は低い狀態を 

示す。それでﾡ高低炎吸i計に釣しては I ルー定の印網に被徭を施し,瞬間的に使川ヂる 舟山 

殺W計は使川i数Wの坂動に よ ってあ る村度 この缺點を矯正 L た。

M利104攻及び秋午1在の際に一て地に=nそしたが, 昭和 1744, , 以の 

不 1 商よJにﾡする8イ地は間時刻に順大調行を 行w・ それぞれ1 商朴分-「で丁 し 

技的照に便した それぞれの林班所周の腑血をド次 1m明先了するには20一0分を2し, 

かくして9時から16時の間にそれぞれ5 m悯査を遂も|1中の平均値として比校対照した。

炎と して掲載したものは 10時前校の氣条映館とi記ロ 中平均気象で, それぞれ迎定せる時刻 

にﾡI高した朴外ﾡ地の治扱にゝ る山正氣象を附加! た。

nの茶象はM納の添動 も 旺 盛な時期の無象状態 を意味 し, 10時の本条状館は一般に- 

Fの不均に近い と して 慣習的に 採探せ られる。最高域低平均氣温は ロ 平均然濕に 殆ど L く, 

公小u然は 8-9『でロ不均に近いﾡ館にある。 当度は受北度の他水業氣張力で絶討9度を 

示して比較對照した

次に紙面然發計によ って茶發室 を旅 したが,= の紙面蒸發加に影容す る気象因子は林木の 

蒸發策に作用する諸因子と 同一と せ られ,雨間に は高5交の相剛酬係をす るので", 雌、' 

によつて朴木の生に及ほすナ影Tをﾡ楽する さ とができよう

p光の強区は GrukcilPhotomcterにょつて測し, 地ﾡは地下$cm の表宿で曲管寒暖計

で測した。

林外採の氣祭 どL て比核到照に供L た土地代地は40, 50 各林%•湯地 と 同ゆに前市質 

容地である。 この 師の#»伐開地 (80m *250m)は森朴施采地ﾡに通にら北, 林外然象 

と して測定に使川せられるが,一部の朴内北状の性『と衛びる こ と は展いがない。

處嘆樹は春季調査の晩には 2分通 りWずし,秋不にはど落葉した。

ま た木調布は所謂愀腺象で, 林や外の比止ﾡ も 調布『の候, こ と に雲の多奔に よ って 

※黙が:あ り ・ ー般にﾡに は弟が顧瞽で助火に は 少ない。

上のょう な理由で気象状態の眞值を 知るには極めて困惻なが情にあるが,調緒果の堂

Mc ょりその大ﾡを孤知するととができろ。

• 二救 トドマッネ内無象、

試験A内でトドツの純4と してナるのはﾡ崎片と幼朴の2mである。

A ト ドッ朴

木間イ地動は 10林J市ﾡ斜地にイし, 傾科座 3G,商5l i(8o m, プカェソツ・ ェジマ 

ッ, トドマッ の生する 朴内に小ﾡと して純片を 形ルす る ・分のe ある。 トドデッ は 

不uif約30cm, 樹な5約 29m, 1本り占傾商iu約11m" である。林床に は ササ少なく’、 

一部に ェソマッ, トドマ ッ の稚粉が可生して い る 朴内ﾡ光の強度W地の S.92% であ る。四 

科に分けて朴門の氣ﾡル態を調した斜は第 5 改の ょ っである,
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第 5 表 ト ドマ ツ ﾡ齢須 象

ミ-

1 an 

(c

泌四

1 (%)

水禍公 

張 J
(mm)

.紋差

1 (mm)

ﾡ 退 

(C)

数張 

o

Jt高; 

須 is.
(°C)

条tis. 
(°C)

姫高低 

不 光

(°C) (c)
春季 1745H 例 (n2;償箱i退はは 5 月 2o, 30 IwHE)

109 深 地 1.4 71 7.65 3.13 11.1
林 内 10.2 S2 7.5S 1.68 7.5
ァ 地 12.6 71 s.2s 3.3s 12.5 44 17.2 4.1 10.7 1:.1
林 内. J0.9 S:; 8.00 1.69 7.6 ".0 I4.4 :.5 S.0 10.9

& 〒 (1) 16s小4H ﾡ

10時 1.s G7 189 GS4 22.9【ホ 掛 l ' 20.6 79 1.32 :,70
前t 謝 下 29.0 S 1443 2.9 10.5 .

iT 21.6 G4 1:;.11 7.:7 : : 15.8 2G.4 12.4 19.4 140匿 樹上

20.3 81 1..:! :.SS :.4 2I. 15.2 18.3 G,0 
G.5ﾡ 樹 ド 20.1 83 147 :.9S 10.8 2.5 1.9 1S.2

a 季 (3) 174S4H 9

10m 2..2 5S 12.32 8.92 20.5
林 内 20.4 79 116 3.6 17.G

II不均 p , 22.2 64 13.59 7.05 21.6 149 23.7 13.0 1S.4 10.7
林 円 10.9 8; 14.l 3.01 I7.1 20.5 1:.G G.9

内 季 • 16410j2Sli F

10 裸 地 G.9 45 3.00 4.30 6.8

円 樹 下
44

・4.。 i
6G
82

4.15
5.00

2.00
1.07 2J

nT均 p , 7.1 52 424 s.9 10.5 s4 -31 2.7 11.5
蔭 け 上 4.4 72 4.51 1.76! - 1 3.0 6. -4.9 0.7 11.1__|
札樹ド 38 S2 4.91 1.10 23 i 2.0 4.9 0.3 0.2

そ f 174P2小21〜22 II 公; m

1oa ： 条 地 -8.0 5: 1.42 1.:32
1

株 内 -8.0 84 2.14 0.27
IT均) 深 地 -GS 46 1.3s 1.0 / - -4.s -17.2 -11.0 12.4

一, -8.2 ( 78 2.05 0.うお; — -7.1 -17.5 -12. 10.4

変季⑴ 及び秋季の神找の. 上の氣象は第 5 表の林内氣象に和當する。 該炎によつて裸地に 

釣ナ る 殊県を抑じて第6 炎に炎示 L た.

今cこに 示 I た特徴 を 次に 記そう。

1. 氣 通 仲内の須温Wを通じて朴内の制り地上りも低く, 10nサでI1.5C, II <l> 
平均では 1.9℃ 低く,このなは秩手においてもだしい また和: 樹辞の上下では o.5C 内外 

の*があ る r5 筑温は 州内外にかな り の 第かあ る 撤価然温はX砕朴内が高く 他は A内が紙 

い. 域高価不均は常に朴外外が/5く,ボ均1.6Cの必がある。 ・li本温の振崎は坐生期に大で,

第 6 表 裸地封 トドマツ 齢林須象比校式

或,、
一、別

4 a 温度1 水ね領
張力 地a 滋委量 最鬲 

須 系温 不 均 岡益

3•時 - (C) (の) (mm) 1 (mm) "o 一 (a) . _(C) パC) (C) (o
卷 季 10n -1.2 +11 : -007 -1.45 ; -36 •
x (1) -13 +12 1 +0.43 ; -3.14 —

-1s +16 +0.54 -3.01 - 1..4
() -1.s +:1 +1.S4 -5:s 一:.9

秋 季 -2.5 +21 +0.55 -2.:。 i —
+37 +1.40 一.ぶ: .-4.7

そ 季 -0.9 +33. +0.73 -1.05 -i
む -15 +20 . +0.59 - 2.25 -53

・

春 季 II中平均 -17 ： +12 -0.:s -1.69 -4.9 -24 -2.S -0.6 -1.7 -3.2
夕 (1) -13 t17 +1.20 3.99 — -1.4 -53 +:s -1.: -S0

-1.5 +19 -4.39 -11.5 -13.3 -50 +:5 -1. -7.5
( -33 +19 +0.73 -404 -45 -1.4 -3. +0.6 -1.3 -3s

映 季 -2.7 +20 +0.:7 -3.10 — 7 5 -1s - 2.0 -0.4
一:.3 +:0 I-O.G7* : 一2.76 -67 -S.5 一:5 -1.3 -2.4 -23

4 -1.i +3 +0.07 -1.00 — — -23 -0.3 -1.3 -20
均 : -10 1 +21 +0.41 -2:30 -o5 -2.0 -03 -1.6

・-2.6

摘 災 ポ均は林内の不均製価とする (以下同所)
+は飛地にべて数血の大なるもの ( " )

一は保地に比べて戦旗の小なる もの ( " )

小均2.6C林内は少ない。

2•温度 到比北u度は朴内がに大で小均20%, まな種税の」:下では夏干32。内外の 

Mがある。絶ず拇度を見るに,4季を除いて水ﾡ茶の合量は朴内のガはとくに生よ川にも大 

で, また飛樹Wの下市は上市よりもに令量が:人である。飽迷は裸地が並かに大で, ことに生 

町に #しい。史た和.樹群の』:あは各季を通じて下部よ り もに大であろ。

激發命 朴内小均株役ば裸地の215 に相當し, 紙mﾡtのH"の遊は生長期に 

も大である.

. 地 沿 朴内と裸地における以不(1のが*しく人であるが, 1均fで約(Cのﾡ 
・ 

があろ。

D. •ト ドマッ幼位

本調地納は504のHa(M1斜地にイし,で距790m,針l逃t交仲の川に小『岡ととして 

ぼ形成する一が储I、分の中に ある. ト ドマッt山ii!-10cm, 1均世5ラm, I 本り1領i
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町t 1.9m であるe 林床にはササが殆ど無く,ご期圧 1.0 の密林で,関光じ裸地の 2.2% であ 

る。樹低の密度が大なるため,数製米するもﾡﾡに迫られ,したがつて朴内のﾡ氣光大せナま 

た温度低下 しない場合があ る。氣象状態調査の結果は第 7 表に 示され,裸地と の※県は第 s 炎 

のようである。 ,

第7 表 トドマツ 幼齢林象氣制作表

該炎に示 さ れる特徴を列記すれば大の よ う であ ろ。

t 回
別 ベn 汹度

(©)|(%)
; 水※須
|3 カ 

.(mm)_
他 塗

(mm)
地

(c)
ﾡ猛量 

(g) (°C)
最低 
祭浮.

(C)
i高0T 均

(°C)
岡 2 

_(O) .
科 1745川 30 H M (最窝 低無温は 5 川 29H 研)

10n 課 増 18.7 34 6.01 11.68 18.2
林 内 16.9 57 8.15 6.15 s.3

ロT ﾡ 18.4 35 6.08 11.28 16.0 41.1 12.9 22 7.6 10.7
林 内 17.0 62 s.ss 5.61 s0 6.5 9.0 0.2 4.6 8.8

或季 (1) 1648川 8 11
10y 地 10.4 74 13.07 4.80 20.2 1

林 内 17.0 84 12.85 2.:8 1:.5 -
ロT 16.6 84 1:.04 2.4s 10.0 13.2 • 20.9 11.2 16.1 i 0.7

为 内 10.6 03 12.0s 1.00 1:.2 1.5 1s4 1:.: 15.s 5..
() 1748J7H 公 (例)

1oiy 他 172 68 10.06 fi.16 20.4 *
林 内 146 o1 11.29 1.06 12.6

HT均 地 164 (4 11.11 6.25 22.0 175 : 23.0 12.5 179 10.7
林 内 16.8 83 11.93 2.34 14.0 20 10.0 13.5 16.7 G.4

秋季
:

こ 16411月 1II
10 裸 追 7.6 56 4.85 3.s1 12.0

林 内 76 70 5.48 2.:0 40
探 s6 56 5.19 407 13.0 ・ 7.0 0.5 -1.0 4.3 10.5
株 内 7.1 73 5.05 2.01 4.3 1 45 1.2 4.7 7.0

1742J25H〜27I 時； 咕 一

101 . 深 池 -40 | 1.72 157 ., •
林 内 -70 o7 I.88 0.81
課 他 1 -3.8 | 2.06 1.8:: .一 *ママ -0.G 16.G -S.G 16.6
林 内 -5.S "7 2.16 1 oo8 —1 - -3.

、 ....
-1.2 -83 9.8

第8求 裸地ﾡトドマ ツ ダ林須象比教交

_"©). (%)
水蒸尊
熱力通用

(mm) (mm)
地温

co.
a録量

具高 
須送

-(C-
試n i5低 岡益 

co)
不 均

(C)
春 季 10 -1.S +2.14 -5.5 -9.0
x 季 (1) -15 +10 -0.8 -2.42 -6.7

() -2.6 +: +0.33 -1.10 -7
一秋季 0.0 +1 +0.63 -15.1 -S.0 *

冬 f -2.1 +19 +0.16 -106 )
ボ 均 -1.5 +1s +0.67 -34 -S4 1. .

洋 季 H中ポ均 -1.4 +27 +2s。 -5.07 -7.1 -34.6 -:3.9 -2.0 -3.0 -19
s 季 ⑴ 0.0 + 9 -0.06 -1.39 -5s -11.7 -2.5 +2.0 -0.3 -15

() -1.6 +19 +0.S2 -:01 -S9 -15.5 -33 + 1.0 -1.9 -s
秋季 -1.5 H17 -0.i4 -2.06 -S7 一 2.5 -i3 +2.. +0.4 -3.5
冬 P -2.0 +14 +0.10 -0S5 — — -3s +34 +03 -63

ボ 場 -14 IS +0.79 -2.5 -7.7 -16.9 -2. +13 -0s -40

1. 須 l 林内知温はH中ド均して裸地とのさが:1「Cで逃が少ないが,昭和16年 

の夏季調査日では 11時にから採地の力が:な激に温がP下し 特異な現象を呈したためであ 

る。ﾡ氣温は朴内1均2.7C 低 く,M低無源は 1.3Cい。附交は朴内の力 C 少ない。最 

髙低平均奴溫は秋,冬季には林内の方が僅かに高く,特典な現象を呈している。

2. 漏 度 登比当座は朴内の方が:不均18%大,絶3山災は様地に比べてボ均079mm 
大で, 必す し も 少i並でな いが, 大小不折な 現象を品し て い ろ。

3. 株彼述 林内均森数量は裸地の 18% に相當している.

4. 地 油 朴内 H 中平均 と 裸地 との菱は 7.7C で欺的大であ ろ。 
「 /

第三※ エソッ4内氣条

本調社地断は50朴那松斜地iにイrし, 傾科度G, i5田i790m; 針lt交床林内で叶状 

に純林を形ルする一資朴分小にある。= ソッ は T均uif約70mm,均前高5約 2m, 1本な 

り領商iti52m:である。Aには一miにネガリザサが生じ, その商高さ不均12m, 1m内 

生育 不数 54 本である。林内陽光の帆度 は 課ルの 0.9% e, 朴内位下の別度は裸地の1.6 で 

ある。梨像状態の調緒果は第9炎に示され,裸地との遊処はめ10炎のよっである。

該炎に示された特徴を列記すれば次のょうである。 .



32 33

第9 エゾマッ林氣 象割布衣

そ
稲

、 別 A温 

(C)

導
()

を分

(mm)

1 他 逸 

(mm)

負温

1 (O

|数量

|(g

ﾡ高

(°C)

最低

(C)

i 
イ 均 

(°C)

岡 父 

(©)

春季 17 45J30 II 防 (" 超低気温は 5J29H )

101 ﾡ 追 18.9 33 5.91 12.00 18.1
# 内 18.0 43 6.55 8.78 s.2

ロT均 ﾡ 地 18.5 35 6.11 11.36 16.6 41.1 12.9 2.2 7.6 10.7
株 内 17.0 56 704 6.4s1 ___

05 13.0 $.5 0.1 4.3 s.4

夏科 (1) 1648J1 II W 後 公

10時 ﾡ 地 17.9 73 12.30 444 21.2
征 上 16.1 ) 89 12.14 1.46
征 下 16.0 94 12.69 0.82 12.4

HT 喫 ﾡ 18.6 ： 71 124s 1 5.10 21.4 15.0 25.3 10.0 17.7 15.3
缶 上 17.8 83 1251 2.69 - 5.5 一 12.7 — —

i 1- 175 .87 12s5 1 2.05 12.0 5.0 12.0
-

攻? (9) 174S月 711 公 (の)

10 課 地 17.1 | 67 10.73 5.29 19.9
林 内 15.0 84 11.16 3.01 13.8

HT均 保 % 18.2 c4 10.08 6.17 224 17.5 23.2 12.5 17.9 10.7
林 内! 174 80 11.06 2.56 15.1 53 19.0 13.2 16.6 6.7

伏? 16 411 川 211 u 後 会

10m ﾡ 地
10.2 50 515 5.15 12.0

i 上 • ss ' 77 G.49 1.04 — ・

価 下 75 0.17 2.04 4.5 ・

nT均 ﾡ 地 12.。 : 51 5.01 : 5.67 13.0 5.0 1:.0 0.1 6.1 11.0
征 上 9.0 । (4 5.51 : 3.06 — 3.5 11.0 0.3 5.7 10.7
簡 下 S.5 1 0o 5.7G 253 j 4s 0.8 0. 0.1 4.7 0.1

174ッル26〜2sH 時 ; w

10 , w 州 コ 02 108 1.89
林 内 -56 ・o1 1.80 1.26

HT均 w 地 -4.1 47 !7I 2.10 — — -1.0 -15.4 i -S.7 13.5
林 内 -5.7

w 1
:.2 ; 0o5 1 

1 — ・ - -4.: -1.』! -$2 7.s\

摘 要 従上は征のt上J20cm Lil, 確tは地.10cmとナる。以ド同ﾡ。

1. 無 溫 朴内須温はH"ポ均然温において裸地とら1.7Cを示し, 笹の下部は上 

部c比べて0.rC内外紙油である。战高然温は総 じ て林內低く,裸地との巡は不均2.8C, 低 

然溫は林内高く 差 0.5C とする。附逃は 3sC 朴間が少ない。最高低平均無温は冬季は林内が 

itいo

め104 課地到エ ソマッ 林氣象比較表 ・

四
花 m

、 別
水※4
弘 力 他 地溫 然発斜

以 高

' 式道 ボ 均

(©) (の) (mm)_ (mm) (o) _w MB (o)
卷 季 10 -0.0 +10 -i 0.G-1 -3.:2 -99

--- -

季 (1) -1.s +16 -0.25 -29s
-1.0 +21 +030 1 -3.62 -S.S

() -1.5 +17 +043 -3.2s -61
内 -14 +27 +1.34 -331 —

-1s 卜25 +1.02 -3.11 -7.5
冬 季 -1.5 + 9 +0.12 -0.57

-1.4 +16 +0.55 -253 -83

季 II'1'W -1.5 : 21 +1.S3 -4ss -7.1 2s 1 -44 -2.1 -3.3 コ

・ x (1) -0s +12 +0.03 241 — - 9.5 , - +2.7 —
-1.1 +16 +0.37 -3.05 -94 -10.0 — • +2.0 —

() -0.s +16 +0.0S -3.61 -7.3 -12.3 3.3 +0.7 -13 -40
映 -3.0 +13 -0.40 -261 — - 1.5 -10 +0.3 -04 -1.3

-:.5 +1S -0.15 , -3.14 -S.2 一 4.: 0.0 -1.4 .-2s
冬 李 -1.6 +20 +0.41 -1.15 — 二 -34 +3ぶ +0.5 -57

T 均 17 +17 +0.59 -291 -7.0 -135 1 -s +0.5 -1.1 ss

ッ.当ﾡ 封比温度 は總 じ て林內が高く,その旅17%である。 朴内外の絶到出度は 

II均0.59 mm のながあ る。また笹"』： ドにおける温度の差は 5% 内外で, 笹 Fは常に水 

本張ノが大で, 他が小であ る。

3. 然發駅 林内平均蒸發卡は裸地 の 355 にﾡ常する。WA1 164政平刷在の精果は裸 

J 也に對 し笹上は 37%, 笹 Fは 332% の求及述 を示し, ﾡ下は征.の 90% に用端 している。

. 地 道 内HI均と裸地との逃は約ぶCを示している。

川茶 ケカエワマッ林内無象

本調イ地勝は 49林班ﾡ斜面に行 し, 傾斜ﾡ 40,高出 i680 m, トド マッ,ェ ソマッ, ッ

カェゾ マツ の光する林内で, ブカェゾツ の大木生6すろ防所に逃定 I な。 カエゾ
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マ ッ は山行 30-100 cmで,大行木は樹30 mに地する。 1本i り i領mitt 38 m, そ の川川に

2 m E 1本の制合で ト ドマッ小行木 入し, さらに 下 照に トドマツ, カェソマッ の確樹が: 

ある。 かく本朴分は多店朴分で,ﾡ上にからは呼らかに純と柄しイるが, 林ﾡ上からはﾡ裕 

ななでの純林とはﾡしﾡい。朴にはササがなく朴内のﾡ光の逃度は裸地の 3.5% とする。 

氣像状ﾡの刷術岩果は第11炎に示され,裸地とのﾡ県は第 12炎のようである。

cれら の特徴をに 列記しょう。

第5 11 ブカェゾマツ 林須災調査

益

一 i

H
別

岡所・# w# *** - r •

公 浮」漫

(C) (%)

! 水※須 

崇力

(mm) (mm) (o (g

ﾡ高6

(°C)
糸i
(C) 1

ボ 均

(°©)」 "o_
春李 I7 4 5 川 3!H 8 (ﾡ高億糸(ぷは 5 月 20, 30 Hw:)

10時

ロ#均

深 地

林 内

な 地

株 内

11.0
11.3
12.5
11.0

77
78
71 ・
85

8.41 
7.72
S..2 
8:27

251
2.24
336
1.52

12.2
7.3

12.6
8.0

4.4
1.0

17.2
144

4.1
2.6

10.7
A5

1:.1
1rs

マ (1) 16 4 7 】 31 I 3

109y

HT1
林内

n m i
林 内 j

185
16.8
10.0
16.5

74
94
72 ・
05

1254
1337
12.5S
13.38

440
0.84
4.89
0.64

1s.2
107
18.6

9.5
97 
1.1

23.3
10.6

12.5
12.4

17.0
16.0

10.s
7.3

里季 (2)r •' 一
174S4H 9

10By

HT9
林 内

環 漁

林 内；

一

21.0
19.3
22.1
10.9 ；

63
85
62
81

12.00
14.14
13.09
14.071 *

7.58
2.40
8 02
3.25

20.0
17.5
21.5
17.5

1.0
2.5

23.7
20.6

13.0
13.4

18.4
17.0

10.7
72

秋

10

H均

飛 地

株 内

林 内

1う.:

14.1
17.0
140

16 年10 川 25 11

53 j 7.1 , G.45

TG 計 o.01 2.95
:;6 5.77 10.25
G1 7:79 4.86

W 後 4

14.2
S.6

15.3
9.6

15.5
4.0

20.4
19.S

55
7.8

13.0
13.8

i4.9
1.0

冬 j 17 42 川 21〜22 II #

Hg

w ・ :

林 内

ﾡ 地

林 内

-8.0
86

-G.8 •
-8,0

52
・ 8G

46
80

1.49
2.24
1.38
2.13

1.:2
0.:2
1.02
0.48

1 二
-4.8

: -0.
-1.72
-151

-11.0
-10.7

12.4
8.s

第 12 表 裸地討ブカエ ゾマツ林象比校炎

調 Jr ' ?
何 叫

ata 

cO

濕度

_(2o)
强 力 s ざ

(mm) i (mm)

地温 

co)

・...x.....マ

熱会量 

w)

-
| 選s
氧沼

(C)
本n
(C)

料時 R*

(c) (C)

作 合 101y -0.3 + 1 -0.69 -0.27 -4.9
或季 (1) -1.7 +20 +0.S -3.56 -7.5 ・

() ・ +22 +1.:4 -5.09 -2.5
ﾡ 季 -1.2 +4 +1.80 -3.70 -5.6

冬・季 -0.6 +3 +0.82 -1.10 一 •

T 均 -1.0 +20 +0.74 -2.35 -5.2
1 ZJ

等季 nT均 -1.5 14 +0.05 -1.S4 -46 -34| コ。 -1.3
x 科 (1) -35 +23 +0.80 4.25 -0.1 -s6 -37 -0.1 -i9 -36

() - 2.2 +19 +0.9S -4.77 -44 -194 -1 +04 -14 -3.5

映 季 2.7 +25 +2.02 -5.39 -5.7 -11.5 -0.6 1 +2.5 1 +o.s j -2.0

冬 f -1.2 +34 1 0.75 -1.14 — 一 -1.5 +2.1 j +03| -36

T
・--〜〜--入-

-2.0 * +24 +0.03 -3.22 -u7 -s5 1
"wemYwTmr\

+0.8 | -0.7 1 -9.0

1. 須 i温 林内然沿は裸地に比北べてド均10時で10C, 日Hイ均で20C低い。炎尚 

然道は不均 2.rc 4内低 く 価条温はT均o.sC 林内が高い。附はポ均 2gCA内が:少な い・ 

高5紙ボ均条温の姿は 07Cである。

2・ 当 L 野北当度はロ"卜#リ164内が大で, 飽のは岬さである。 

株銀量 林内不均蒸弦道ﾡ地の 19% である.

. 地 a #内H"ド均と裸地とのは57Cである。

第教 欧樹#内条楽

木調イ地助ド 50 林班の南東斜 地に f し, M斜座 32,高M i 780 m, 黑筋の上流水源限界に 

常る凹状地形の小服に位し, グケカンバ, オヒヨッ, ェソイクヤ; シナノオ, ミズナラなどの 

Me樹朴のIIに あ る「ト均直僻” 0 cm, 1 り ・ia商itn ms である。#内に 少 し く 流木 

Mをじ, Hにはネマみリザサが坐生じ, その尚さポ均1.im, 1mボり生育木数はが均00本 

であbる。4内ﾡ光の強雌はﾡ地の10.6%とナる。 鉱条状態の訓作州処は第13炎に示され, ﾡ 

地 と の興は菊 14の ょうである。

次に該求に 示さ北た竹微を列記しよう。-

1 氣 ﾡ 4n氣i温は地にべて10Bに必.ぷC, nilで06C尚いのが4賞 

であ る。添加打ヒべて J®* 溫の高いのは他の林分 と同様であ るが, 最高氣温の高いのは
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第13 表 樹林氣ﾡ司

察、
別

水糸
銀力 i < 地温 流a量 氣 . 氣 浅 ボ 均 岡益

'込
两所 で

一 (o). (%) (mm) (mm) °(c) (g) (°C)! (°C) (°C) c©)

1745】 30 II 騎 (最為低氣温は 5 J29 H 洲ぜ)

iow i P •„ 過 18.s 33 5.87 11.93 17.5
林 内 24.0 45 10.12 12.03 15.7

Hポ 地 1S.0 33 5.91 12.00 16.4 41.1 12.0 2.2 7.6 10.7

______
林 内 20.6 52 9.34 0.75 15.4 22.5 11.5 0.1 5.S 11.4

攵李 1648 3 II 会

10m 追 17.4 77 12.57 3.75 21.4

征 上 10.3 S3 13.03 2.70 —
簡 下 10.0 ss 14.34 1.0s 12.6 4

日1均 課 地 19.4 0o 11.08 7.39 21:7 15.3 21.4 o.7 15.6 11.7
进 上 19.9 75 1320 420 • 3.7 23.7 11.: 17.0 11.4
年 下 19.6 80 1 13.44 3.s 13.2 2.0 20.s 12.3 16.6 S.5

■(
7

1748J7H . •

Iouy i 地 17.4 66 10.77 5.55 21.0
林 内 17.1 s7 . 12.07 0.84 15.6

HT均 喫 地 18.0 (6 I1.s 5.7G : ツ:.1 17.5 ツ:. 1ツ.5 17.9 10.7
# 内 17.6 s4 12.53 2.10 1 Io. : 50 20.5 13.2 16.0 7.:

秋李 16410 JJ 2o'u
啮 •

10 飛 地 5.0 55 1.44 1.17 0.3
・

t 上 7.1 os 5.14 — •
下 Gs, 72 5.:3 2.03 ッ.

Hイ 柏 G.6 41 1.02 1.46 S. G.b 7.6 -1.6 3.0 0.2

簡 上 G.: 07 4.77 2.37 — G.0 12.5 ,一0.3 6.1 12.S
下 6.6 70 5.14 ツ.13 4.s 5.5 11.0 -1.0 5.5 12.0

* / 17年2』:6〜28 防;

10 , -41 52 1.9s 1.8
林 内 0.0 4L 2.06 2.61

HT ぴ 地 -41. 47 1.71 2.10 — — -1.0 -15.4 -S.7 13.5
林 内 一:.: '6o 2.15 I.6

一
3.4 -1.: ーム4 15.6

第 共 裸地對烦■樹林気象北校表

a ia 濕度
水令

.他ﾡ ,ム・uた卜t, 批我 f ウx *
ガリ ポ カ ・2 '・ ・"いプー - 父 n 茶送 T 」

..........
I匚 Iy (©) (o) (mm). (mm) (©) o (©) (©) (©-

作 季 1OIh 5.3 +12 十.25 +0.10 ! -1.S
区 季 (1) 1.9 + 6 +1.36 1 -1.05 —

1.6 +11 +1.77 -1.77 S.s
(9) -0.3 +1.90 -4.71 -6.: ■

+1.3 +13 +3.70 +1.21 ・

+0.9 .r +3.89 +0.86 : 1

+4.1 s +0.0S +0.7s —

* +:S + 8 +2.43 -0.20 -42

祚 季 IrT均 +1.7 +19 +:.4 -2.25 -1.0 -1S.G -1.4 -3.1 -1s +0.7
裏 (1) +0.5 +15 +:13 -3.10 ・ -11.6 +1.5 +1.6 +1.4 -0.3

+0.2 +20 +2.36 -3.91 - 1:.3 -0.6 +1.。 1 -3.3
+0.4 +IS +1.35 -:.57 -G.7 -12.5 -37 +0.7 -1.0' -34

代 -0.3 +2G +3.75 +0.01 1 - 0.5 +49 +1.3 + 1 +6
0.0 +29 +4.12 +0.07 :.G - 1.0 +4.3 +0.6 +2.5 | +:.7

* +0.9 「+1: +044 -0.64 — • +5.3 +3.2 +21

不 均 +0.G ti。 ; +3.34 -1.:お - -10.4 +20 +0.9 +15 1.1

奇とすべく, 最が5紙小均無温もまた不均1.5C朴内ががうい。 岡もが 1.1C朴内が多い.夏

季笹の下折は上郎に べて o.3C 仙温であ る。 _・

2. 当 座 野北消度は10時でド1均S%,ilIItド均で10%A内が人で,水森氣張 

料内が神 し く 大, 施策は著 しく 小さ い。他の ト制; は」:猿 に べて到北ﾡ度約 5% 大,水ﾡ行張 

は常に大, 飽力は小である“

株弦ル 朴内 は 裸地の 425 に ﾡ L, 笹 の下程は上部の 77% に相當する.

4. 地 温 A内は御地にべてずCW外のながある。

の* 朴内北燃部筑条

孔状疎開地は林内至る所に存 在し,更新,地朴などのW係からこの氣条状館を鳴らかにナ 

ること はﾡめてと考え られ る ば朴外W内Iにイ する 人小 2 商所のつL地について,小.心 

部で調がした納果を記 Lょう。

. A. 孔 娘 怖 小 W
木調地当19朴班傾斜地にし, A斜度利 20, 7sBi080m, 外里由名 /雄林の闇 

c介イする孔状部である。孔の大さは 30m X 20mで,嵐倒木の獲生によつて生じたもののよ
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うである。N遺の林木は人小不で,ボ」均村約 20m, 孔状地の市は傾斜が:!いへためげルと

された彫をとっている。 孔内は一部にリサを生じ小流木,そ樹が役生していろ。氣象状態の調 

新果は 第 15 炎で示 さ れ, ﾡ地 と の形界は 第 1 6 炎に げ る

に 該に 示されなろ特徴を列記しよう。

1. ダ 溫 孔内の須江は裸地に比べて10時で0GC, n均で1.2C低温であるか, 

方 火 は比較的僅少である。最5条ﾡは孔状地が: 0.7C 高5 く, 価氣ﾡは o.5C 紙い。 条温の拡

第 15 表 孔状地気象司 (49 オ外班)

泄
査 > 別 i 

対所、

氣滔

co

漫座
(%)

卷彎
(mm)

他交 

(mm)

a ※ 

(C)

薬究量

(g)

ﾡ 髙 1
虱溫

(°C)」

氣溫 

(°C)

id7a
T 光 

(C)

商 強

春季
1

I745月31H 8 (以高低氟温は 5 J2, 30 II )

10時 預 地| “•7 7 $.13 1 286 12.0 **

孔 n7 S5 S.72 1.51 11.3 ゃ
IIT均 課 増 12.5 71 S.22 3.3G 12.5 4.4 17.2 ; 4.1 10.7 ' 1:.1

一 土」 12.3 ss 1 9.20 1.36 12.0 3.0 21.1 当0 12.1 18.1

g () 16 7川 31 II 発

10即 深 地

'/ -
18.5 74 12.54 440 i 18.2

れ 189 00 13.80 1.53 ! 15.5
11平均 ﾡ 地 19.0 73 12.5S 4.89 1 18.6 9:7 23.：5 19.5 17.9 10.8

」. 1
孔 17.5 92 13.00 1s7 1.7 21 , 22.7 i 10.8 16.s 11.9

夏季 (9 174SJ4I 羽

10 ﾡ 増 21.9 02 12.93 7.03 20.9
孔 20.1 80 15.0s 2.30 21.5

nT 24 02 13.33 8.17 21.8 14.9 23.7 ・13.0 1S.4 10.7

__• 20.9 82 15.43 3.91 22.3 5.0 23.7 13.5 ; 18.6 , 10.2

佐季 16410川 25 II

10m ﾡ 地 15.3 52 7.21 G.65 14.2
孔 14.6 75 9.2s $,07 S7

Iポ均 課 過 17.6 36 5.77 10.25 15.3 15.5 20.4 1 5.5 13.0 14.9
孔 15.2 5s 7.49 5.41 10.5 4G 204 5.3 12.9 in.1

冬季 1742川 21～22 II 濃；

10m i -S.0 52 1.42 1.32
।
।

孔 -8.0 S1 2.03 0.44
-6s 46 1.:s 1.62 1 - -4.s -17.2 -1!0 12.4
-7.G 
r.

76 208 0.60 | - -5.G |-17.3 -11.5 4 . 11.7

今 I6 表 郊地列孔状地氣依比技支

別リ
氣溫 :渺"更 水激4、

ﾡ カ 劇ﾡ 染役量 氣/

#イ -

最 M 
条溫

i高優
不 均 R交

_(C) : (2%) (mm) (mm) (o) (©) (C) (©) (。 一

春 f 10} 0o + • +0.59 -1.35 -07
(1) -0.5 +16 +1.26! -2S7 -27

(2) -1.s +:4 +215 1 -5.54 +0.6
内 季 -0.7 + i +207 ] -3.5s -5.5 |

冬 -0.6. +29 1 +0.G1 -0.Ss 二

♦
均 -0.6 +91 +1.25 -2.51 -24

・-

IT場 -0.3 + 17 +1.07 -2.00 -0.5 -1.4 +:9 コ ・l4 +5.0
季 (1) -1.5 +:0 + 1.02 -3.62 9 -7.6 -0.6 -17 -1.1 • +1.1

-1.5 +20 +:.10 -4.26 0.5 -99 , 0.0 +0.5 +0.3 -0.5

季 -24 +92 +1.79 -44 -4.s -10.9 0o -0.1 +0.3

冬 季 • . -0.5 +:0 +0.70 -1.02 一 一_ 1
-0s i -0.1 -05 -07

不 -13 + ' +1.26 -2.05 1 -7.。 1 +07| -0.5 +0.1 t1.s

幡l北状地が 1.2C大なのは特照な現ゆであろ。

2. 当 度 到比過度は各干を通じ孔派地が:2025大で, 水益体張力もまた孔映地が大 

で, その弟は覇禅である。他は孔状地が:少なくその茶は比ﾡ的大である。

然役量 孔内の益分量はﾡ地の $525 に机常している。

4. 地 温 孔内の地温は比核的向く, 標地との2.5Cである。

B. 孔 状 部 大 W

本調地動は 50 林班南京傾利也 に イu, 傾斜度約 s, is田i 790 m, 樹のに介 

する孔ル部である。 北の大さはSOm*50mで, 前より北西に長く,西側の一部はﾡ状に問 

放 し,南東方が急斜す る ため開放の形 を とつている。 孔内に ネマガリ ザサ密生し, の商 さ不 
、 ・ •

1.5 m, 1me 當 り 生可木数ド均82 本である。周邊の林木は樹高 25-30 m である。無象状態 

の調布料は第 17炎に示され, ﾡ地 と のな県は第 1s 楽にげ よ う:

試k炎 に 示された特徴 を 次 に列m L上う。

1. 氣 a 氣ﾡは二のに北ル地内i温で,特県現祭を4している。 共高氣温は裸地に止 

べて 3.3C 商5く,低然油は 02C い。 岡は裸地にべて $.C大である。 他の下部は上 

部に比べてnI不i通条温0.ぷC, 単れぶ紙不均J条通0.8C優く, 最高5氣ﾡは 1.9C低く,最低

氣温は 0.#C い。 須温の振怖は征の下部は上部に比べて 2.3°C 小さいカ, ﾡね裸地よ りは大
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5 17 し状地須ﾡ調イ (う0オガ6)

般ヽ

例所
別

(© (%)」

水が牡 
張カ

(mm)

他 交 

(mm)

地温杰発M
』馮 1 
須E.

_(°C)」
須te
(C)

最高低 
ボ 均

(C)

岡効

(C)(C) ； (g)

4 1745J30H I

10時 増 J89 33 5.01 12.00 17.7 、

征 上 224 46 9.37 10.74 —i
部 下 20.7 56 10.07 8.06 13.1 i

nT* 裸 増 18.7 i5 6.19 11.50 16.3 •11.1 20.4 4.9 17 16.6
毎 上 20.6 50 9.02 9.16 ,— 32.7 28.2 1 4.7 16.5 , 23.5

征 下 19.5 5S 9.65 7.20 1.26 11.0 23.5 : 5.0 14.3 1S.5

夏季 ( ・ 164SJ2 会

10 地 16.4 82 12.57 2.76 1.4
上 17.0 94 13.55 0.85 - ・

下 16.6 96 13.53 0.51 12.7
IT 追 17.2 80 12.90 3.22 19.3 ' 5.5 10.:' o7 15.0 9.G

征 上 18.5 87 13.07 3.G8 • —・ , 5.S 21.7 11.4 10.G 10.:;
範 下 18.2 89 ・ 13.80 1.85 13.0 2.1 21.2 10.0 15.G 11.:

・ ? (o) 1748月7 II

10 深 地 16.4 09 10.5S 4.75 21.6
上 1S.6 ；S3 13.s 2.84 -

価 F 18.0 90 13.78 1.55 15.5 *
11 T均 18.1 co 11.25 5.79 22.S 17.5 23.: 12.5 17.9 10.7

上 19.5 79 ・ 13.s 3.74 — 26.0 12.7 1S.0 10.6
下 、 19.1 84 13.63 2.77 16.2 9.4 20.9 13.4 17.2 7.5

伏や ・ 16410月31H

10時 卅 G.0 44 1.14 1.45 12.0
征 上 7.0 75 5.63 1.SA 1 、 ・* •
価 4.s 91 5.8G 0.56 4:

HT均 os 43 1.05 1.30 1:3.0 7.0 '8.1 -2.6 2s 10.7
価 1: c9 4.90 2.31 - 5.5 0.0 -47 ツ.6 14.6
笹 F 52 77 5.08 1.55 49 40 9.4 -1.G 39 11.0

17年2川 26～2s II •

増 -4.1 52 1.08 1.s:

孔 1 -:3.6 06 242 1.19
IT 地 4.1 47 1.71 2.10 — j ・ -19 -15.4 -8.7 13.5

・ L 60 1.28 — 1 -- 0.3 -1.2 -0.5 13.5

第18 共 裸地S孔地気象候共 (50朴所)

水な条 J is 巣償a 追 a 黑貝量
u 岡交7 : " 別 ' ノ 氣 ia イ 均

I (C) (o) (mm) (mm) (w) (C) (O) (C) (C)_

作 季 10mh :.5 + 13 +:3.46 -1.26 —
+Is +4.16 -3.04 -1.6

& 季 (1) +0.6 +12 4 0.9s -1.91 — ・

+0.2 +14 +0.96 -2.25 -1.7 •
(e) + 14 1 2.60 -1.91 - <

+1.6 +21 +3.20 -3.20 -G.1 ・

+1.0 +31 T 4.40 +0.39 ▼ 1
-1.: +47 +4.72 -0.89 -7.8

4 f +0.5 +は +0.44 -0.64 —

孔 内 1 均 + 1.6 + 1S +2.55 -0.86 -50 1
ﾡ下T均 +0.5 +29 +3.65 -259 —.

作 f HhT均 1 +1.9 +15 +2.S; -2.:5 — 一S +7.S -03 d as +S0
+0.s- +23 +.46 -4.30 -3.7 -:0.1 1 +3.1 +0.1 +16 +3.0

w 季 (1) +1.3 + 7 +0.77 +046 +0.5 +24 +1.7 +1.6 +0.7
+1.0 + 9 ・ 0.90 -1.37 -G.2 -3: +1.9 4 0.3 I 4 0.6 * +1.6

(2) +1.4 +3 . +1.93 -2.05 —1 +S.5 4 0.1 +0.2 1 +々T -0.1
+1.0 +1s +2.:s -10: -G.G 1 -8.1 -2.: +0.9 0.7
-0.G +26 +:3.S5 T o.ss -1.5 + 1.8 -2.1 -0.2 +:3.9

そ で

-1.6 +:4 +4.0 4 0.1G i -S.1 -0 +1.: +1.0 +1.1 +03
-0. + 13 +0.44 -0.S2 * ・ » *** 4f.2 +2 ! +2.ジ 0.0卜 X__ .

L 内 T 均 +0.6 +16 +ユ19 -0.79 -G.1 +3.3 +0.3 +171 +3.1
征 下 ポ均 、 +0.1 +24 +3.04 -ジ.11 — -12.9 +14 +0.6 +0.9 +0.S

である。

2・品ﾡ 北内の付比止ﾡ度は採地にべて下均で16%大・ 水茶須張はボしく

大で, ﾡ姿は孔内が不均小さいが:不済である。従の下部は上市にべて登比退度S5大で, 水 

氣張 は大,他みをはは小, 裸地に比べてﾡじてがしく大である。

. 株数 不均れの..簡は採地の05であるが。 文科に大なる価を示し 笹の下部 

は神地の37%, 衛の..i加の38%にしている。

4. 地 油 孔内は征術生するためがしく低温で,そのﾡ約けCを示していろ。

、 . 第•ヒ歌 総 括

前各款では主と して調布し な数価を礎に採地との止校付照を試みたが:, 木では相正の

ﾡ的比較を記述L よう。
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ﾡ地及びﾡﾡ地はいすれも市斜面で, 相にの方位り係同一ﾡ件を行しているが, 傾斜 

度はそれぞれ異なり,ことに裸地は総行であろ。.地の方, M斜などによる然ﾡ状態の# 

違についてはじに Woutv氏, BiriEr 氏" な ど の研f究に よ り 明礎小項は 明 らかにされて い 

ろが, 森朴のイすろ場合は樹所, 樹崎, 朴札, 朴型などにょつてﾡめて複縦となつていろ。

よつてi遊した項を針外業樹朴, D樹朴,朴内孔肌地, 4地ぐ作に分けて, 概括的な考察 

そ加え上う。

A. 針t ﾡ 樹 #

供心 ト ドマッ 齢朴及びェ y マッ 林は 普ﾡの天然生純朴』と 納 L 得られ る が,仏讃 カ エ 

マッ朴は Cに老liに 並し下木と して 林内 に トドマッ, ェy マッをじ 後繊桃張述 しつつある 

科分であるから普通の純林型と は冊 L難い。

ト ドマッ林はエゾマツ,アカエゾマッ林に比べて小種木で樹高が低く,朴分内では桃ﾡが 

督しく不で,枚下崎も高く, 陽光の9入が多い。 しかし改調イ地のように小ずWで傾斜地 

に広立している場合には,ルWlのつ朴卜机Iによつて影響せらるる動も少な く ない。

= ッ ッ 朴は大術木で樹高がく , 樹なの流4も 前 #にべてが一で,ﾡ葉の墳張 も新し 

く 朴内光 も低ve とにﾡ しカェッ マ ッ朴は F木があ る ので,光度 もポしく低下していろ。

クーメマッは世冠の墳張裕であるが, 隣接木の方向に枝の摘張を映ぎ,片枝の傾向あるのが 

4である: また ト ドマッ幼能林はﾡめてﾡ4生しているが, 更新良好な箇所に普通見られる林 

相である.

前した種の件は山A内須候に到 しそれぞれ県なつた影症を xす も のであ ろ。

朴内ﾡ光のﾡは朴分の水的鉱びに至uI的9をM】に関 し, 氣溫その他の気象因子と 密 

接な剛係にあろ。裸地に討jする比有の人なものから列記すナれト ドマツ壯齢林, ェソマツ札 

7カエゾマッ林, トドマッ幼ﾡ朴の順fである。

製温は犬候ル態に よ つてﾡ雑なﾡ化 をすナるも ので, こcとに 改験林のよう に 2%の米類 

繁な山は•氣象は単純でない, 一般に林分のなほど, また降水,•公天で爲の襲来する ような場 

合, 税, の炎冷な場には4内気測の低下はルなく,またﾡ政は夏やにはは上ルが少ない。 

換ナルー "Iの氣退のWがルな いのか; 普通で, = の關係は樹純に よって も 特徴がル られ 

ろものである。介各朴分のW干に力ける裸地とのWのが県を内示し, 樹印1作間松ツ とナ北

第11NIに示される。 このl繰 それぞれの片分介でi一の俳向 を 現わ, 朴分の球特 と ﾡ接 

なル係があ り, ま た林内光 と も 拡行的に1ナ るょう である。

公小当須と して为比讲度が林外に 比べ て •股に wLく れ;いのは,改数地のう大候ル態から首 

前と られるが,ﾡの川に 一だの附係はめﾡい。主 た 

他幫诵度は裸ルに対1てブカェゾマッ朴が大で, ト ド 

マツ幼齢林がこれに次ぎ,エゾマッ札, トドマッ崎朴 

の順. となり, 樹部の如何に 正 らす科分の疎徳 と ﾡ道す 

る Mi向が:あ る。難装般の源地に對する 比率は絶對的と氣 

と逆関係にある.

p. M:楽 樹 林

燃朴地稲のMC葉樹朴はﾡめて小商itで, 多 く の樹 

和の朴なため, 山if, 樹高,樹那など一株でなく, 

したがって林型の後敍は免れないが,羽右結果から廣葉 

樹料分 と して の氣泉上の特性は 楽知される。

(述の よう に朴内は地形上外部とのﾡ氣の交沈が少 

ないため氣象上特典な状態を呈する ようである。

夏済葉川の朴内光度は他の針葉樹朴に比べて高ふい。

第11回 ﾡ部によろ須 

ﾡの特性線

氣ﾡは消期を除けば 裸地に比べて 一般に itsい。これは 流業樹朴の特性に 加 た て 上述の地 

形の響に よるものとおえ ら北 ろ。

Me難樹林でも朴ﾡにょつて相違すべさ iのであ ろ力:,BinuEiパ"はプナ及び ドイット ッ 

e の森朴に ついての調細果と ・ ま た各地の利査就果を綜公 して, 針葉樹は.廣東樹 よりも 筑温 

を多く 低下せしむる と し,ル樹朴では特に裸地との交が少な く ・ 秋岡手には場つて高い場 

ヘがある。 別岡別価特性曲線は針葉樹林に 比べて夏季 川 嗽の」•母度が高い. 本間報でも, 

秋, 冬の三科は 裸地に 比べて 附途が多い。

期比温度は 裸地 に 比べて 大で ある が,針:赤樹林と 比べれば尊少の 方に附する。絶1的過須 

は裸地及び豺葉樹林に 比べて彊 しく 多く, 他ﾡは少ない。Biuut")iによju一般にM集樹 

林は針準樹林にべて油ﾡ小で, また交然の交沈の少ない林地は過座が崎5いと している こ と カー 

ら も 上記の新果ヵ: される。 ※張は 裸地 の約半數で針葉樹止 べて 多い。

C・ 朴 P 孔 狀 地

供秋北状地 をるに 小Wの孔イは 樹高の約 1.0 倍•,大圈は 御高の約 2.5 倍であ ろ か, 傾科 

地で下方がﾡ広ルを Rし, 周邊が完全に 田鎖されてないので, 孔内の氣は交沈移動し易い。 

だ企に閉ﾡ1.ている北ﾡ地とは此の動がL く 相違しているが,ﾡ常のﾡ斜のあるが通の山m
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林では前記の よ う な孔状地の方がろ多いよ うである。

料内孔状地の須察については Scnunrierﾡ)は孔のﾡが:大となろほど特別のﾡ候を現 

わし,江度の桜はよ内よりも大で, A外』りはール人となり,ﾡ高条油は朴外より高5く, 岐 

低氣温は林外よ り も低いと し,・所請孔の坐するのはなな空条がL状市に沈海し, 外部の交 

氣と新陳代謝されろことが少ないのによるとした.

DANCXELIANド 氏8*)は鬱閉松林で調布を行い, 孔がが:林分5の 1.25 倍で殆ど完全な保護か 

期行でさ, 被害抑制の限界を 1.5とし, 2.0ﾡの所ではﾡ衛の危際が:人する傾向が:あろと 

した。 .

孔の直役が如何程. の大さ で良 く 新陳代謝や行われ,所林外須祭と大なないよ う になるか, 

このﾡについて確認する必がある。Woiiru氏lは札地で孔のがと朴分i5との比3:1 か 

ら10:1においてなお低通現象を認めたが, 地形その他の関係で, もとよ り限度は定め難い。 

一 今が験で訓布したﾡ果を参合 すろに, 通条ﾡは小Wの ガが課地 より 低く, 朴内 よりも 

高い。大Wは朴内よりは勿商御地よ り もtい。また高5紙氣混の係を見るに小Wは裸地に 

べて大※ないが, 少しくなで, 大山it者しく高い。 ﾡ内5条温は御地に比べて小Wの方少しくi5 

く ・ 大Kは Wしく高5い。野松 平地林で小网孔状9の散低熱源 は 裸地 とど ローで,大W北地 

は禄地に比べて低い傾向があるに釣し, 本試驗林では一般に高い傾向にある。 このことは相 

高のM容 座 を 行する孔状地では 冷条は下方に 巣ttし, そ の地勝の朴炎,下木のﾡ述の否に 

よつて朴内な氣がど所せ られて集ﾡし,政はA内に体入秘動する こととなり, したがってかか 

る形状の孔では少なく も中心部ほ所謂:霜孔の观象を發生し難いものと推定せられる。

対比北過度はﾡ地のみならナ,予ﾡ内に此べても, 紙が5く, 秘到当止も間ﾡ大である。 

雑ﾡ 能 は 裸に べて い ナれ も少ないが:. 人 同 工共の尤僅少で,小囲は 貝: の 力 大で ある。

(、・ 、

D. 笹 J

彼期士北のょルにMく分介布し,然山新,人工逃朴な どーウ#R地行:にﾡめて 

密接の關係があム 御也の奴象上の特性を究明するこ と は當而の必要事項なので,該試驗林内 

*マガリザル生が地で河作しな純処について総的に記施1 ょ う.

他状歯所は 孔狀地 (人ル,針媒朴 ド(a yーッル),MU製機トドでそのﾡ果は第9,10だ, 

410,14炎及び第17,18に一折して炎示Lた いこ』れらのか,ら4川の以の「" . 
・

数眺を拘川し,範地の下部の-:命に釣けナる』について, 大なろものを (キ), 小なろものを 

(一)として示せは第 19 炎の」っである.

第19交 笹地上下京象訓布表

池ﾡ"間交「及量雑置雑艦ﾡ"S所効
(油 (mm)： (mm) () (C) (C) (C) (C)

3 0.:9 -1.40 S -1.51-04-0.9 -11
-1.6
-20

・0.3. -0.64 

+0.:4 -0SI

+0:9-0.05

90 -1S -02 -1.0
77 -10、+1.0-0.5
...... L 」
6s -1.7 +01|-0.s

エ ゾマツ朴内の征下部の関光圧は裸地の 1.6%であろが, 原氏" の報に よつて も 

樹港下笹下においては之と 大弟な く,ま た孔状地の征怖生地下部では課地の 3.7%5 であるが, 

同氏の開放地の1地内の調行は5.0% と され, 多少の※県は生育状沈の相達に よ るものとおえ 

られる。1地上-下の興はいナれもﾡ常大である。雀地の上,下に上つて生する通氣温, 当 

度などの差異は上木のイ i 話,ﾡﾡにM係なく大ﾡないことは注なを要ナる。

桃町我の比市は簡所に ょ つて, 麺の上下で 人が:L られ, この数値は飽きの承異と 竝 

行していろ。

俄髙然温は上部に 比べてい すれ も低く, 価氣濃はﾡ々である。その»響は政油知沿に大 

に, 低無道に小で, この陰樹冠の場合と同様である。 ・

高紙ボ均条道はその流通然通に比べて総 じて 大であ る。ま た隔差は上流に比べて小で 

あろ。

以上災ナるに徹地上下の筑災」にの州巡はおfのイi年,極期に開係なく, 樹林内外の気尊上 

の. 机遂に近似する も のであ る。

E. %氣縦N子の#嶋嶋係

..%調行に須条現ﾡにきする越括的楽を加え, #のW係もほりらかとたつたか, 

各調査箇所の林分のむ'件は ま た 各Hの 試条現像に相ﾡ係を附県すべ さ も のである。

例父陽光魔人なれこれに仲い須温も」たし,他の氣似山了もi行的にﾡ化する。供ど 

7崎所の無述, 光, 株数述, 濕おの各囚子について, め5女一17炎の松地にする止求, 

或は H小均がの不価を拘 して 第 20 炎の ような ﾡi位を附 し, さらに Rank method によつ 

<#A数をのi川Lて第91 炎に炎示した。も と より氣依現然こ ぬIr士ルW「は純でなく, 

こuに上ればいすれも陥H側を Rし, に開係のあるのが:判定される。
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第20炎 須象予順位炎

w 
四

4
----マ-=-- ママ

光 ﾡ&量 水盗力

(O M 位 (o) ( ﾡ 位 (mm) Ai位

・ rッ川郎林 -ュ。 6 4 24 5 ・ 041 7
卜rマツ幼郎株 -14 4 2.9 7 18 7 +0.79 5
エゾマッ林 一 1.7 5 6.0 5 35 3 +0.59
フカ = ゾマッ林 一 2.0 7 35 G 10 6 +0.03 4
嶺廣樹林 . 0.6 1 10.6 3 46 s** +2.:4 1
孔 映 部小 党 -1.2 3 30.0 2 33 4 +1.26 3
孔ﾡ部大u +0.6 1 45.0 1 99 1 +2.12 ・}*

第21女 須象岡 丁・相ﾡ係

九と熱銀 光と名
光 座 と 
水盗須張力 4と強役量

4 sと 
水ﾡ糸張

点 愛 量 と 
水A(ポカ

+0834士0.081 +0.079土0.144 +0.580士0.174
*

0.713+0.*1 +0.7820.104 .+0.580土0.174

第三飾 積 霊

本状験林のげの世賞について, 以ボげ(当州］としてI利I1742リ27,28耐jHを選び, 二, 

三調査しﾡ果を施じょう。 ・

第一 税 当 深

第二崎に逃べた然ﾡ状艦別地ﾡについてH2t深を調在した。秋雪深は樹冠を透過して林 

'地に镣 した雪の堆私 な’”で, 料外も9卜深に釣する北率で林冠の跡裕和ﾡを楽するとと がでせ, 

また その餘數でほぼ秋雪樹冠保利率を 知る と と 力tで き る。著者の一人阿部宮 上夫d の野幌にお 

け ろ調に よ れば林内外私雪深の 此は 降雨』の林內タドナ均の比と 大先な く ・ したがつて と の北 

数によつて内外の除間の比,リは附4卜の比 たは樹ﾡ保和ポなどのKを製でさ ろ。

比數の標準とな る裸は遮なﾡ所が:ないので,19,50 林班の孔狀地ゼと举と しc比似数 

を得る ことと した。この此故數値を算出すれば第 22 炎のょう であ る。

第 22 炎 # 3 深

___ __ ________________________.
、i 

別

60林 49 林 ﾡ

「- マ シ I二 
| 幼 地 林 1. ッ 尚 「・ ・ッ件「カェン

Lエツ 林.

飛 ae (em) 92 3 ハ 47 80 08 39 27
100 :5 51 100. 57 40

兩林班は高距が異なり,降雪量も異なるため,林班別に比較数を学出した。この結果比較 

数iに上つてt9深の大なるものからMに途すれは, Do集樹朴, トドマッ壯総や エゾマッ林, 

アカエゾマッ林,トドマッ幼齢林となり,このM位は関光の独度の顧位と一致して興味ある現 

4c, Pコトは光線と同様通札地に斜入すナるので, 税日でも朴分の平面的及びﾡu的己度に 

関連を彳する班で相通する ものである。また同時に積雪深は廃發;七 氣温,水蒸氣張力などと 

も 密接な相關關係を仃する よ うであ る。 該表の比校数に s つて それぞれ朴内に到述する問4量 

ヵ:知され, またそのﾡ数で樹ﾡ保ﾡ述を楽知ナることがでさ る。

^ 第二款 税 ・ の w 度

も(深を調布した商所でも雪全店の怖炭を調在した。調在に僕川した器は深さ 5ct, 直 

御10cm;mf302.7cmの山形のもので,科法によつた。50林班調在地は2月27日, 49 

林班調布地は 同 2s II にa査を行つた。各箇所の全層密度は 第 23炎で示 さ れ る。

第 もﾡ全片省度

H、、 所 
当

50林班
----コ 三 - = --------------マ 

49林

fL 状 地 海菜尚林 ニゾマッ林 ト ド マ ツ
-効島株 L 状 地

ブカェゾ
二 2 林 ト ドッ株

* 度 0.307 0.331 0.283 0.239 0.2u1 0.25S 0.359

ﾡ(卜度の變化はその時期に よつて異なるが,姙して木状驗林の密度は野挑の場合に比べ 

て小な る傾向がある"。 ま な孔状地 と 朴内 と の粒野全持密度の關保はk々 で一定の傾向が認め

い。

第三款y(雪の硬度

前述の調布と蛇行 して 告面よ り 15cm毎にもの関度を測定した。 本調布に使川したな加ﾡ 

はﾡ化供研究所でお特されたもので,U何20cm,尚さ 10cm,f307gのNﾡ形の測盤を

第2」 積 硬 度 (cm)

、、崎"ur
て Q i*デャイ*

50 林 ﾡ
* コボ*ャ" マ r ー、ー-ニニーニニ ニ

49 林 ﾡ

孔 状 地 ヒテン林1必遺 •fL 状 地
ア カに ゾ 

株
卜 rッホ

0 ・ ； 14.0 10.5 14.0 :0.0 10.5 13.5
15 8.3 12.5 11.0 1s.0 6.0 14.0 75
30 s.0 75 5.5 •♦1

45 5.5 8-0 
•

50
60 .・

।
5 1 . / -* 1 • *
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20emの尚さから推下せしめ,当商iに印ざれた山行を定! たもので, 雪が硬いほど直仲小と 

な り,軟らかいほど大とな る通であ る。第 2 炎は その調を結果である。

本制査によればトドマッ幼酔林内の精:雪は破も枚らかく・ アカェゾマッ林がこれに次ぎ, 

孔状地は…般に硬化している傾向がある。硬度は深さと と もに次第に増加し,密度の增加と過 

行的關係に あ. る。一平にがﾡ朴内の当は, 冬予低温で,条温の搬術ないため,W"で格が 

性に乏しく, 挑張力, 抗努力などは普通の雑具では測定し划: いほどである。したがつて幼諾に 

到ナ る 整客の機械的被害は 少ない。

ﾡ 要

1 試験朴か ら北単約 2 km のl帳にある場川I地で,MAI16 4 8 月 - 17 47 月滿 

1依4川須象状態の設測を行い, また試驗林の トドマッ,ェソマッ,ケカェソマッ, M護樹の 

特徴あ る朴分拡びに朴内孔状市を通定し,以秋多の叫季に重つて氣ﾡ子を短期川に開し, 

前記土場伐開地に 設田 した 自 記atに よ る 林外須※と 比段した。

2)試客よル常は/部600mか,ら075mに及び, 条退価く, 教茶なで, M物4生期II 

羽日致多く, 心大口 數半 り以上. に 及び, したが:つて越が:く , II 射を送 り ・P小 a もた多 

く, 氣候狀態が荒 く,山房•氣候の性貴を帯びる と と岬 ※であ る。

$)朴内各調作崎所の 部地iに 野ナ る 氣温隔紫の您異を 四手別に 樹ﾡ特性川線 と して 炎示す 

れば, 各林分と も一定の傾向を示し 針数樹朴と しては林分の喋特とW係を行ナる ょう であ り, 

また林内陽光度と も竝彳 j 的に關連するよう である。廣:襲樹林は 特に 曲線の財御 制である。

り 業樹朴は欧業樹林に比べて然温を低下せしめるらと大で, M難樹林の朴内光度は 

共樹林に比べて高5く ・ 木試験林では特に裸地 と ○少な く. 秋のMやに は却って高い結果を 

米たなした。 「

5) 型出は朴分によつてM終な、※災を聞めHいが,総3MべはM拠側Aの方が:※じく 

多く ・ 針斐機朴と しては樹印にW係な く朴のﾡな る iE と温気が 多く,熬發用は これと 逆關係 

icある。

の ﾡ斜地のし版でも 城内は 裸地に 比べて高く ,イルのそ と 然候上近似の 傾 向が:認8 

め られるが, 孔内空ガの移動L 易い 摒が本賞的に 異な り, 以低温は 一般に 高い傾向があ る。

7 節地の.:ドにおける44」にの県はが然温。 uM座では.上に木のイﾡ,所にMせナ大 

が:ない。蒸免*:の比率は箇所に より 笹地の トドで人差があ って, 二の数M+他のな"と支 

行している 最/超は」に商に」北べて,いナも(く,価温はW々で, その影州最諾温に犬 

に,以紙溫に小で, 樹戒のイする場イ介とけりである。土た血差は 上部に比べて小である。要 J

49

るに彼地の上:下のダﾡ数Kのな県は樹冠の行無, 利類にげせナ樹朴内外の条ペ価の交八と規 

似していろ。

s 樹印, 朴型などは一般氣祭災米に関係的N向を興えるもので,例え1関光ﾡ大なれば 

之に伴い奴溫も上 •シェ,他の気象因子も批行的に變化する。なお光度,氣溫,株委i, 水株者 

弘 など のlに は 川關關係が 認め られる。

3 秋2深は朴分の水不的比びに至山むMJ座と橋な開係が:あり, 相互に陽光の剛度と 

全く 竝行的關係にある。同時に他の氣象因子でめ る氣沮, 恭委述,水森茶張などにしても 

密接な相関關係があ る よう であ る.

10) 硫地価の預ざは金ﾡ裕度のM向として孔状地, 林分など によ る關係が認め難く,とく 

に林内で•は密度が小であ る。こ れは多干川低退で氣温の戦幅が少ないため,乾コとなるので抗 

張, 抗剪力な どは普通の器具では測定 し難い程度であ ろ。したがって天然苗の秋害 によ る機 

械的被害を蒙るものは極めて少ないようである。

1 ﾡ諾の被は孔状地の一簡に桜めて少製弦処されるのみである。その他風害などの版 

Nな楽 象的被害は 愛 ナ る iに Fら な い。

第四章森林土壊

ポAの量子と しての植は生前する出師地びにとの生前状態とやな叫係があ り ・駅 

生札の研究に 當つて は土城の性狀を 究明す る 必要あ るので, 木試験林中 代表的な箇所について 

の物用間娘びに化別的性質を調花,松耐い, と くにこれらの.よと林ﾡ生との削係を次 

めた。

第一節 土 ﾡ梅 況

代娘よの.よはその下Iにイi淡ﾡmiit,交山などの岩を行する。しかし直接林木根系 

の分布す纟: 上城は,總てがこれ ら川岩•の限 化生成物に 由 来する ものでなく,以の壌以外に 

凝灰川•の風化 した もの 及び 火 山次の連 ほ 土 から 構成 されている。

本試驗科は前述の ように, 野上継体M 40iびiに5o 林班の各一部分,@ち 未た伐採な ど の 

人ﾡ的Mの行われな いi城で, 上壊の第介. に 當つては兩林班, 海陰林において これ ○大然朴の 

IN を代すナペ きも の を選押す る 必耍があ る が, 本地共の単はだ似#で, 本試験朴士 を 

単純に 代表すると考えられる土壌の選卅は困则であ る。し か! 木, 松林は前述のよ ク に, 工 y 

ッ,カェソマッ, トドマツの極々混交する林相を包イi し, 札権物から製すろに,み二
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1第=部の上 う な統一的なﾡ果が認め られな。と れ ら林床ﾡ物はその環境に上つて特行のﾡ 

を構成する ように なるので,供試土壌の探区に際してはエマッ, カェソマツ地びiにトドマ 

こ ッの交状態と各種ォn流の"l, 本試験朴中でとくにﾡ明なものを押び, これらの本がﾡ 

林土城に對し,ほぼ一般的と考えられる城域 17簡所を選定した。(第9披びに第10日I参間0)

林床状態については優占植物を電象と して大略次の 5林味Kをﾡ定した。

1. ネマガリ ザサ開 (第1NI版4参!) . ・

2. 蘇 類 W (第IIII版10参聞

3. ゴンゲンスゲW (第IVNI版11参照)

4. 蘇類ーゴンゲンスグM (第IVW版12参県

5. 地 床 裸 地 ﾡ

運定した地場で さらに一定uC刻を決し, この他域内で土壊調在及び供就資料の採取を 

行った。隅在の際にはM 刪の大小によ り,各を 3-5mc分し, 各ド行線の交説について 

後め肉底的®I 察を行う こととした。以の振城的調の後, 代表的な 地點について御布を 進め 

た。

も(柳については以一のナ決によ り ・ その柯由的: びに形状など を訳必Eすると と もc各 

のさを調定した。その後逃i地Nli炎的な地Mをなるべく 多放置び,MMitt200cm: の微 

向を他川し その内内の午を分加探収し,Nールのものはu合し, 各精別に布袋忆入れ,實 

ﾡ内の供がと した。阳買土壊について は同述の試掘後各麻 位 の深度,その他肉眼的視察 

を行つて後, 一先を選び,1m密し, 条店位の土を探取した。聲坑した各地點の状態を 

略す北ば第25 炎で示される.以17 飾 所の試喩地を林床状態か らK分整mし, io5 m 

に包括すれば第 26 表で示 される。

これ ら各 । 沢験地の 中第 LX, 第 xl,w% xv, 及び施 xVI試地が:やや下ムな地地にある 

他は,すべて,急:後な南面傾斜地にある。

今が験地を通託するに,50林班内娘地の土整は術 xmil地を除いて, ナべて大ま 

たは中型の岩川が地表而に近く 横たわ り ・ その間に土壊が充塡している。4A班秋崎朴では行i 

隊は 50 朴班験林と 同 じ く北単に多i合イされるていが, 前林Jのょうに大型ﾡ行の地表 

近 く に米秋せ ろ ものは認め られ なかつた。50外班の午総地は戦ね山miに近く ・ 傾斜の上力に 

位置L, J9 林 般の もの は槪ね 傾 科 の ドルtたi淡imicイすナろ。第XVI秋政地が50林所 

労行の般態を示すの は, その他 港 が 兩 山小1用の 注 岫に 高 る地ﾡにあるなめであろう。

iのよ う に木 i綸地は林床植生において駛幣な 否異が認め归れる。CAJASDER氏 は林

第2う交 土城採取地の槪況
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第 26 & ﾡ探、収地の林ルWー・共

-------------------

改地
番 2 売

・1. ネマガリザサ低 XIV 49 火山灰脣か ら な り, エゾマッの大ﾡ木をナる地域

• XVI 50 ; 石ﾡ面改となみ, やや 訥 性を带びた:161からなり, エゾッの大 
役木をすろ九域

• " 1
XVII 49* 大 M の石英祖面岩礫及び秋灰岩礫  を ☆むﾡ懸な 土ﾡからなり, エッ マ 

ッ の大小径木 をイする 他忱—
2.卒 類 ﾡ I 50 火山 灰質土典で, カニッ ッ iびに ト ドゴッが:らなる 域

II 50 火山吹賞上壌が らなり, カェッマ ッ大便木の下に トドマツ のう#樹 

する地坂 ,

III 50 前何様の士ガる. らなり, エゾーッ 大電木の下に トドッ の小小 径木が: 

改2めらる。

XI 50 前同樣の 土膜で, ァカエゾーッ の大ﾡ木か、らなり, そ のドに トドーマ ッ 

の小径木イナ る 地

XII 
_

50 前 同樣の上取から なり, カエゾ マツ の大前木の下に トド マ ッ 小、イ、 

多xする地坂

3. コンゲンス ゲ匹 49 G領*, 極灰岩課を含むやや那秋な:上次からな ろ。トルマッのi 
従木とびエゾマッ の大伴 木 作するもて の六ﾡは 少なないs

VII 40 前同様の土か らなり, トドマツ のh 径木が散作ナ る に過さない、。

. T < IX 4o 石 炎ﾡ面士リ【.らなるもののょ-で, アカェソッッ の大ﾡ木の ド 

に トド*ツ の小小役木 (F イ 乙 地域

X 4 火山氏ロ十改も,らな:るも ののxうで, ト ド →ッ のﾡ木の力T2め ら 
れる通坂

- XV 40 火I境ビ-で, エゾ* ッ大ﾡ木のみからなる血地

・

4. 獅ーゴンゲン 

スゲ.

■ V 49 火卅旅賞土壇か らなッ, ブカエソマッ大ﾡ木のドに卜Y ッ の木 
が認められる地域 1 .. ヽVIII 49 火山灰賞上小から なり, カ エゾーッ の大役木多 最kイナ 乙 ドに卜Y
マツの城削町生する地域

5. 追 床 課 地 u VI 49 石災ﾡ面びﾡ灰岩隣をﾡみ, やや性をﾡびる土りからなリ, ア

カエソマ ツ の大御木 ドに トドツ の小木が生ナる池城 -

xm 5o 火川灰土りが.ら なり, ア カ = ゾー ッ の大役木下に 多ﾡの卜 r ッ 小役 
木が生している地wwww*.....」...〜w.....〜〜〜.*〜マ*..〜..............-」....」. -〜 * 〜..xw.......---ハvt.v-v*--ママ--

休州i:上 り森朴卜の地位の利定をなし, さ らにこのI題gについては多ﾡの調イな行われていろ。

例父 GAsssi 氏⑸は北部跳びに 中央獨逸における ブナ林について林乐桢生と 敗也; との間に 

明らかな關係のあるのを認め,ま た松朴にづいて も 間の精果を認めな"。このょう に地位級 

と林広純生との開に関連性を認め毋るとすれば,必海道においても林地の艘に聲味ある一つ 

の校をﾡ2得ることとなろう。 木調では, 前述のょっに派監朴の土城を校討するととも
• \iに, 札ﾡ生とに墳のについて止核し,以上の削係を次めな。

第二節 土壊の物理的性質

:墳の物m的tの如何は化学代賞とﾡ伏ち, 林木の生育に至大な影舞を及ぼすことは 

多をしないところである。本研究では土壌理學件の中,とくに林木の生育と密接な關係の 

ある土壊个水灵の狀態,礦質土壊の機械的組成,さらに険質土壊の件員我びに林ネ植生と因果 

的M係 を イナ ろとおえられろ 積がれの性状につ い て調 L た。

第一救 含 水 ﾡ

ﾡ物の生に到して壌水分の派災なことはを依なないところで,且つこの水分が朴木 

の生前に対し主災な凶子であると と については0に多救のﾡががこれを認めている。 地水分 

の朴木生所にﾡする山接的嶋係のみでなく, さらに他ガ土の性派に及ナ影審から, ひwて 

は林木の生け に 対する間接的影響 も迫uな い ところである。故に林木の好な生前にはﾡ 

常な土墳水分のイイが:布されるもので, これに明する トドマッ稚樹の存績消長については既 

に行i原供三氏")の研f究が:ある。また北海道油葉樹種の坐生がに到すナる土堪水分関係について 

は才i原供三一登A5用j氏"»の研がある。その結果から見るに,エソツはﾡ型地ではト ド 

マッに 比べて成載が進 し く5るこ とを知つなた。

土壌水分は」. 述の ように 山接iびに I川接 に 4外木の 生よに 到して 形客 を イす る ものである が, 

これを白然状態のままで測定することがも遺で, ﾡ生期を通じﾡからそのル態を知ろと ・ 

とが般も妥當であるとみえ られる。かかる見城から師々の方法が提案されている。しかし木・

ぬ地, ことに50 朴功の大部分のが験地の ように, 大』のダtィilにかにRtにﾡの充ﾡし 

cvる 場合に は針 •葉樹の生育 に 我味深い點果 を 席す と 考えられる 許に ょ る 万は賞(行 不可ﾡ 

なので, 本調ではﾡ生期川u1Ilic 瓦 り ・ 大校をにナろけに』地の"から代よ的な も 

のを選び, Hが女びにf.」10cm深さのものを探ルし,派的に水分量を測必し, そ 

の狀態を窺う に止めた。227炎の数係はG川」り 10J迫のlに1N測定しないのの, 以高

地びに導底含水刀を涼し神 ので,般曲含水賞を得な時期は'採取前 1 測冊よ りPHを比, ル
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時もなお降用が多つた。 政紙合水を代たのは杯取i1選間以上-附用才全く とない時であつ

た。- ---

第27 土 壊 含水龍

ﾡ 要 地=千事バ拡 項=事"上の炎用10利

M合水量

_____ (2%)_____ :
最低含水畑

_____ (o______〔 ________也________

平 均

(%)

I
$s.2s 
69.0S

70.92
62.3S

17.36
G.s0

7S.44
GG.77

II
. ﾡ 

呪

, 77.89 

50.26
G1.36
43.20

•

16.53
13.0G

70.27
50.01

III
び

7G.13
01.20

G1.36
46.17

14.77
15.03

70.77
55.1S

IV
増 81.29

5414
GG.65
31.53

14.04
22.61

----\- - -
7:.74
4:.45

V
77.47
4S.70

5S.99
36.09

1S.4s
12.GI

72.59
44.10

VI
0o.ss
41.35

36.84
31.1S

3:.04
10.17

57.61 
:S.1:;

VII >
墙 $2.7 

5496
G9.59 ・
40.07

12.0S
14.29

77.00
43.06

XIII
册 75.S7

G0.07
44.45
51.2s

:31.42 
S.79

G5.0G
50.75

XV
増 79.71.

68.71
・ ・ - -

59.63
43.92

20.08
24.79

69.47
40.77

第27 式の結果から川我窗権は奴高竝びに最低含水wともに顧:質土壊に比べて多く, ri

一 合水北は70一88%を, ﾡ低合水では37-71%を示しているのに討し, 略は高合水

は 41-60% を ・ 最低合水述 は 31-0225 を 示すに 過ぎない。こ の附合水川川の県 をるに

川 Hi 腐植の場合には 1- 33%, W1で.城の場合には7-25%を示し, ※はやや8『T-:が:少な

いﾡがある。 次に以上の測定価について体林州物を 県にナ る も の毎に平均すれば第 28で

示されろ。 。 .

BrcKri-DIL.LNGEN 氏"は,業などで被われているによは他のﾡ件が同一な場は,禅 

地におけるよりもい水分量を示すとし, ハイゴケ類は上壊水分の蒸散を防止し,nLつまた水 

分の透通大好であるとした。

第28求 林Wと合水
..-: --こ -------

# パ W

......................
iぶ☆水i 、

(22)

.......こ.-。二 -マ。

t低G水i
(2%) (22)

T 均

(29)

ﾡ・知 K
地

m
S0.77
62.1s

(4.55
50.55 ,

16.29
11.03

i
7316-
57.32

ゴンゲンス ゲI
堀

----------------------マ---マ

s1.09
59.27

・*-----------------------で- 

05.29
3S.71

15.S0
20.56

73.09
45.73

.北店 飛 地 ﾡ
北

硫

72.SS
50.71

40.65
41.23

33.23
9.4s .

G1.34
47.44

本測定値内の最拓含水依は地砂何械については,•ゴンゲンスゲ用蚊び|こ御野ミともに大差 

がな く ・ 地床裸地岡がやや少ない。 大に最係合水ﾡを桜するに地ﾡ地Wも少なく, 他K 

は大弟ないことが知られた。

磁質土壊の4i 肝 10 ・mn -―髙令泳疑 は群颊紙展 も 高く,ゴンゲン スゲM 及び地課地区の 

順に減少する。般融含水ポは蘇類順奴 も 高く,他の 2Wは大がない こ と が認め られた。

この最高比びに最低合水述のを見るに,並神地Kの積が怖かも大で,他は大みな 

いことが知られた。 ﾡI.:様については地課地Wがも少なく, これと大差ないが,計風班 

がこれにむ, ゴンゲンスゲWがも大なる納果となつた。

以.:のﾡ果を示ナ各Wの江定M不均を るに, 派積崎Mでは朴怖物に被われた2Wは大 

なく, 地標地ﾡは少ないと と が知られた。 ﾡ:域について はﾡ町が も多く, 他の 2

Wは大ないととを示しな。

以..の納処か、ら朴ル析物を行する試略地客Wのﾡ術Wt地神地Kのそれに比べて, 

高她びに技低含水状,及び平均令水状が多いことが知られ, つ水分の域化も少ないととがﾡ 

われた。. ・ ー

A域においては,崎令水量抗がMとﾡにAげﾡ納のイナる 2 Kに 多いが,城 

紙合水ではかかる締果は認められナ, 平均含水力;:も 奴低含水:； と 同様の結果を 示 I た, 

ALHE T 氏“>は立木木数の減少 とと もに土壊水分片の増加を認めた, Lかし聞必制果では立木 

木製の 大い4や類脈及び地採地WのMI:たが%の不均合水ﾡはi ※がや102% 多く, ゴンケンス 

ゲWのものは, arよ.り約11%少なく,地採地以と大茶ない州果となつた。 .水分の 

消長は土堆粒了•の田合の割介,師ね含た,その他堆精物械の性状,環展などに関係するもので, 

以上の(少な測塾Mtで州所するのはﾡﾡであるが, ﾡ町の炎ﾡR 止が:ゴンゲンス ゲW
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のそれに比べて 多 の州iを合イすろこ と が後述の結果か ららかと なつな。

氏のハ イ ゴヶﾡに3する地か、ら1ﾡﾡのﾡI土城の最高抜びに最低合水ﾡの交が, ゴン

. ゲンスゲWのBIt:Hのそれに比べて多いとと は以」•.の結果によ る と こ ろ大であろう。地裸 

地 mの 地秋倂桢就びに 険質土壊の水分狀態が他国 と 異なる の は増積怖の制な, 環境" に 影響 

されると ころが多いためであろう。

第二な 堆積俗械の呼抗狀態

川秋腐植の林木生育に 財する影雲,その他 そ の下のMt土域に 及す各ﾡの形呼について 

は, 多数のみがによつて研究せられたところである。木試ﾡ朴の積松につて見ろに, 林

第 29 炎 一定表而積内の堆粒腐植 の乾物竝びに イ縄4

型験地
は 位

商税 200cm 中i
マニ--。-、ニニ 

ﾡ歌地
財 位

面私200cm- 中
物北 1

____ (F)____ 1
布物
___ (K)____

我 物
____ (F)____

オビ物
____ (o)____

F 13.01 11.78 F, 7.40 G.41
I F 63.60 56.04 X F 54.84 43.56

合 it 76.G1 G7.82 合 t 62.2-1 49.9G

F 0 11,44 10.45 F。 10.72 9.70
II F » 5払.64 46.29 XI F Sn.32 77.14

合 計 66.08 56.74 合 f 96.04 8G.A4

F 。 11.41 10.41 F。 10.19 9.44
III F 4.02 39.66 XII F 51.17 42.55

合 t 55.43
X

50.07 • _ 合 t 61.36 51.00

11.76 10.19 F。' 3.07 3.79
IV F 51.14 32.82 XIII F 79.S2 5S.1S

4 t 02.90 43.01 合 t 82.80 60.07

F ・ 12.S4 11.08 F 36.23 22.05
V F 6J.50 7. XIV H 8G.61 27.94

合 7434 5S.5 合 It 122.84 49.99

F 5.70 4.03 g, 15.01 S.36
VI F 80.38 C1.79 XV F 44.92 3:.04

4 t 86.08 06.72 合 it 60.s3 41.40 .

F o 8.76 7.97 F, 16.GG 14.16
VII P • 45.7: :S.ど7 XVI F 4,51 :12

合 tt 54.40 4G..4 合 t 59.20 4S.28
___ __ - - -

F o 10.24 , 9.1s 
51.74

ーー

F。 S.17 7.66
VIII F 58.18 XVII F 1D.3; 11.19

合 計 6S.42 90.92 合 nt 2.50 19.05

IX
F 
F

» 0.27
54.47

8.29
45.2う 摘公 Fo= 1条業, F=F用, 1 1=Hﾡ

■_________ 1 合 it 03.74 53.54 以ドのは これ らの記で示すo
—

床植物を 異にすると と も にその形ルを黙にするろこ とが知られた。今各; 燃地について前述の方 

法で渕先 した結果 を平均値で示せは第 29 炎の よう であ ろ。

この結果か ら て, ネ マ ガリザサWを除いてすべて相崎ﾡにﾡし,大部分が F 師か ら構成 

されていることを知る。WさはネマガリザサNを除けば5-l1cm に述している。

介cれ らの巣を さ らに明瞭にするため, 午林床状館を典にナる各ﾡの不均放価を示せ 

第 50 炎の よ うであ ろ。

第 30炎 林床順 と一定求而積り川積富校の性狀 200cms 小)

不 9 --一- ..... -ゝ J ..... 回 - 三
株 床 W 用 イと 化 熨 拡 量 M M 植 i

デ _(em) ____ (g)____ (g) ______ (g)______ _____ (g)______
1. ネガリザサW 常 ﾡ 12.19 n.01

F ﾡ 2S.94 22.66
-

合mt 3.2 41.36 33.67 23.50-59.:0 19.05 -4S.Ss

:.部 類. W 11.35 10.36
F ﾡ 1 59.75 52.4

・ 全 亠 71.10 G2.70 
:二.

55.3 90.04 50.07-S6.S4

3. ゴンゲンス ゲ【 10.62 8.24

F ﾡ 50.2 3S.59
合t 5.S 60.84 46.83 54.49-0374 41.40 53.54

荒 W 11.54 10.13 ・ ・4. 解烦 ・・ゴングン
スゲW

F ﾡ 59.sl 49.59

. 合t 79 71.38 59.72 6S.2-74.4 5S.52-60.92

m 地床 疎 ﾡ K 荐 ※
• 4.39 3.sG

F 届 so.10 59.99
合it 10.4 $L.49 6:.s5 s2.S7-86.0S 60.97-66.72

地床裸地mの" 时働'林の以 さ は最 も く 10 cmに述し、A類- ゴンゲンス ゲRは約S.。 Sm 

でこれにぎ, 4類は 7.0cm で, ネガリザサは :.0cm に過ざない。 一位表商秋下の 
・ 「- .■ •:

W物を 比ろに,さと と もに政少し, 地様地Nの Sg からネマガリザッpの 11 gに至つ 

ている。何Mについては, これまたiとぐ! く,いものからﾡいものに清の傾向が:認め 

られる。

ﾡ葉端びに F 層について 見るに, 葉の靴物量に地課地Kのものがと くに住少な他は 人 

来な く,一爪M商itt下の靴物の繊化は sと LてF 随のそれに支配せ られる。俗ﾡについて 

い様で地代裸地V以外の小のつKMは価ルななを認められるに過ぜす, 合計量を支配すろ
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ものはF 片のﾡ述な る ざと が知ら れ る ・

ネマ り ザサ協の川田瀉林は精仰植に施し, 落葉と rlとのNツは付然でな く, つ 

XIV試略地は Hﾡをイする。

第三款 ﾡ ﾡ 的 和版

土壌は大小印々 の粒子が混在して成立す るもので, この混合割合は土壌の4m的"に神 

しい影響を 及ぼす ものである。と の料: 子の分類について種々の方法が提出 されたが, 木丸では 

大正15 年 H 本農學科に もいて決定 された 方法が一般に 使川 さ れて い る。

木規約に よろとさ はれた球状と し,その直徑 2mm 以上の粒子をﾡと し,0.25-2.00mm 

を砂, 0.0ワ--0.2ウmmを細砂, 0.01-0.05mmを微砂とし; 0.01mm以下を材土としていろ。

ﾡはﾡ物の栄茶に 対しては 直接の關係 は 認められないが,七壊組成 に討し て は nﾡな富で . 

を有するもので,適にJ作すれは水分父び交知の透通可央となるが。 これが餘り 多く なると 

養料は貧弱となり過乾となる。 
・ ・

砂は茶益的な業よりは,:壌物那性に討し大きななをイするもので, あc4t, #明 

く ・ また降と同 ヒ く 空氣 及び水分の透通心 可 R であ るが., ﾡ北に北べて水分,ﾡなどの吸 

はiい。

納は最細な土域徴丁で, これに脛質物と しておえられる部分が命まれるので, りがﾡ 

く, 水分及び養分などを保井するが,水分及び空氣に對する透通性は眇分に比べて劣っている。

林木の 生に 関係 す る 土小の水分, 空氣 及び温度 などに y し ・ 適福• な 状態 を 保 け る や 

否やは土壊の现學性の如何に よるととろが多く, DpscLEi氏デ)は松林の比桜試ぬに おいて, 

土壌業キれのIに 人迷ないにかかわ らす, その坐生収館に著しい逃を認め, その原因を土壌の 

那"性に楽する 水分供給に 求めた。

また Horrs は土壌の水の大小を以て地仰付定の口子となし, Auo:r氏"はﾡ砂& 

び刺砂とのﾡ分比北を以て砂土遮にﾡする地位の制定を! た。またィル｛"は ト ドッ利iの 

消長は 土. 壊の容水M竝びに容氣 W に 関連する ものと した。なおその他,これに關する研究は多 

数行われている。

朴地は提材地の よ う に耕転が されないので, この動については 多 人の老慮を拂わな ければ 

な らい. しかし 本試験林上壊は 前述の よ う に多量のイi降を合イし, 前記谷に示されたよ う な 

法iびにこれに知すろ方法では,客水及び気を測するとと は口ﾡであ ろ。 それで 

械的知成分か らこれを 統知す る に」止め な。

本副査に際し, 現地で多の一ﾡから逃大5cm 以上の；;•屑林分を和M し,残 

餘の：上壊を供試資料として實驗宅に送付 し,ここで降分を測定し,前裕と合算して行隊分とし 

た。こ の細についてはすナべてn 木投ﾡ法に L たがった。各, 极地 Q 削げ土壌の機械的組成 

は 第 31炎ﾡびに 第 32 炎で示 さ れ る。

細:小cついてるに,10林所のが雌地の第1店は, 第I 及びXの術が験地のもの 

J外は ナべて納分と して0% 以下に.ま るに討し,50札ﾡにおいては第 xVI 試驗地を除け - 

は,他はナべて 40%以上の材分を合行している。砂分についての附林ﾡの返は幾分0林所 

に 多傾向が:のわれるがﾡで好でない。第 xVII地の第 Iが却砂と して 34%% を合行する以 

外は 15-26%% の粗砂を含んでいる。細砂については第 V試発地の 33%% 以外は 1-303% を合 

んでいる。微砂はwVIIが紫地において31%5を示すナ以外は12ーツ7%である。砂分の合計とし 

cは殆どすべてが:50%以上を示し, 多い場合は 70%以上に述していろ。

本秋戦朴の単はi述のように巡搬,増積されたもののようで, 一城の定け:に見られる 

ょうな 拠則的な納果を求め ることは 困難であ る。今介u的に 砂分または材よ分の配合状態を 

るに, 粘分は各店の深ﾡの度合によつて興なるが, 第IIﾡに多く合まれる験地の多いと 

とが知られた。第 II以下ではI題な精果を代ﾡたかつた。

次忆原土中の有 磔 (行iRとは 2mm以のものを継間している。 なお人力で簡に移動で 

はない上う な大型のﾡ行も攻がﾡ地では認められるが, これは記較するに止めたについて見 

るに, 第1片XV試盛地にﾡく以卜は 4-6 を合行している。 またﾡ砂は 11-27発, 細砂 

は11-30%,徴砂は9-30%, ﾡグは17--19%を合行している。49位びに50林班の各土壌 

のホ土中拈土分については…,ごの例外を除いて 9林ﾡにやや少ない緒果が認められた。 第 

II ﾡの行隊については, 50林Jにおいて一ﾡに多い傾向を認め, 第XI験地では調測定せられ 

c 行除量は 少ないカ, 本土は 大 型 岩イ iの I川隙 屮 に だせ ら れた状態 を している。粘 

分の般館を見るに, 合イ述は13-11%を示している。 本ﾡ果からて,M朴ﾡの第1の桁

分は 50 林班の 土壊忆 多く,第I は そliに I ら かなﾡ違を 己めﾡい。50朴ﾡの第 IIに 

はイ隊の多い傾向あるととが知られ, また下Hicるに したが:つて 49 株班の 土城に/僮の 

増加ナ る M向が:認 められた。

各林ル態に 処 る に, そのIe 明瞭な関連性は 認 り られないが, ただA 規げ:壌に やや

ﾡ土分の 多い船 向が窺われた。



第531式炎 機械的ﾡ分 (細上1)

62

1 店 れ
細 み 恐 計 ﾡ 土 分

1 _(29) 」 !___ (2%) _(2の) _(%)___ ___ (29)___
I 10.575 15.3532 12.784 47.601 52.300
I 32.134 14.705 12.003 5S.032 41.06S
I 21.093 14.450 . 15.645 61.188 4s.S12

II I 18:035 12.706 11.477 42.218 57.782
______ _I 35.009 12.872 12.128 60.009 39.901

I 23.194 ・ 15.855 16.590 55.639 44.301
________I 25.730 11.650 0.038 46.427 53.573

I 21.585 17.745 20.829 00.150 30.841
バァ

I 32.485 15.553 6.080 55.010 44.900V :1.880 21.410 14.261 GG.561 33.440
I 20044 31.055 22.590 80.508 19.402

I 10.151 33.493 15.005 6S.540 31.451
V I 20.018 22.079 10.303 01.400 38.600V ♦ 1 画 38.053 21.41S J5.722 76.003 23.007
_ 53.280 21.107 11.041 S5.51s 14.4s2

I 21.045 17.590 26.200 04.S25 35.175
VI I 32.207 18.275 13.103 63.0S5 • 36.315
: _____E 56.S82 10,062 S.335 83.279 16.721

I 25.768 15.340 J3.545 74.053 25.347
VII I 24.761 14667 16.408 56.836 44.164

I 40.208 14.105 1.111 GG.514 3J3.4s6
IV 4S.377 17.419 S.293 74.089 25.011

、ャ- I 20.365 23.800 16.402 60.06G 30.334Y111 I 10.284 16.725 15.400 51.469 48.531
I 14.600 26.271 12.006 52.037 47.003
I 16.386 16.774 12.775 45.036 54005

IX ロ 10.327 11.802 17.070 45.26S 54.732
IV 18.665 15.173 22.506 56.434 43.566

49.035 17.803 12.600 0.43s 20.562
I 10.576 16.016 21.120 56.712 43.28s

X
U 46.036 14.082' 7.005 6S.112 31.s88・....A-------------

てr I 16.850 15.736 22.016 54.002 45:398
I 20.816 12.834 11.S05 40.547 54-453
I 15.203 10.360 13.986 45.540 54.451

XII I 23.951 12.25s 13.036 49.24S 50.752
町 25.992 18.4y7 14.940 59.299 40.701
I 1S.0riS 1d.1(4 "5.19: 59.15 40.58n

xm I 28.362 2d.049 18.0tD 62.075 37,025
I 1 25.032 18497 14.91 50.209 40.701

63

用 位
細 砂 

(2%) (29)
徹 砂 

(2%)
砂 計 

(29)
粘土分

_(2の
I 24.:7S 26.20s 21.700 72.3S5 27.615

XIV I 21.767 1s.23S 73433 36.567
35.0:9 22.0Ss 16.100 74.136 25.864

I 18.481 29.539 21.020 60.040 30.060
I 24.060 1S.229 16.539 5Ss2s 41.173

XV 27.137 14.000 10.532 53.569 47.491
I 27.289 12.445 13800 53.534 46.466

20.03S 14.578 13.093 56.700 43.201
I 19.228 22.019 26.505 67.752 3224s

XVI I 41.622 21.6S0 11930 7S.241 当1.759
34.004 22.742 11.612 71.35S 2S.642

I 2S.295 21.510 15.03 66.72S 34.372

I 33.022 19.543 20.158 73623 26.377
I 20.853 23.30S 12.52 56.693 43.307

XVII I 26.02S 17.330 15.796 60.054 39.036
:8.600 18.406 13.05S 60.664 30.346
3S.017 18.100 1:.13S 69.255 30.745

第32 機 械 的 細成 分 (原バ土分)

北 中

ど坂增
府位 :

石 ﾡ
ﾡ 砂 代 砂 砂 計 納土分 都士分計

#染**ww (o. (2の (2a( -(28) (2 (22) (22
1 • « . 熱

I 28.910 13.020 10.802 9.089 33.894 J7.187 71.0S1
I 6s.6:2 10.080 4.641 3.765 18.4S6 13.Ss2 31.368
I 21.336 16.503 11.307 13.307 40.167 38.407 78.664

I I 51.95 $.667 6.106 5.515 20.2ss 37.767 4s.055
」 E G7.302 1Lti7 4.200 3.066 10.622 13.076 32.69S

III I 96.281 17.090 、 12.050 41.437 32.282 73719
I 62.013 0.516 4.321 3.352 17.219 10.SGS 37.087
I 15.400 18.239 14 095 17.610 50.S4i 33,756 ・ 84.600

IV I 18.403 26.507 12.601 5.695 4.s0s 36.704 S1.507
ロ 16.S41 26.829 1S.018 「! 11.i60 5G.007 2S.16コ 84.159
I 33.44 17.960 20.701 ' 15.064 53.005 13503 GG.66S
I 12.957 16.849 29.454 13.0S7 60.283 26.700 S7.043
I 26.129 14.787 16.300 11.259 45.355 28.51G 73.871

V 50.024 19.117 10.511 7.716 37.4 11.7ツ 40.076
•；_______ b7.824 23.471 S.90 4052 36.002 6.114 42.176

I :28S.076 15.:7 12.820 19.106 47.27s 24.65: 71.925
I 51.111 15.746 G450 . 31.10 17.759 48.8s9
I 70.95S 16.229 5.536 2421 24,186 4S66 29.049
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1 「_________________ ﾡ. に 中

殺 位 石 ヴ 

(9) (29)
細 砂 

(2の)

a 砂 

(2る)

砂 琳 

(の)_

粘分 

(

ﾡ土分計 

(2の
I 10.753 22.997 13.690 20.937 GG.G24 2:2.623 80.27

、ハT I 45.000 13.305 7.026 S.532 20.553 2:.47 52.000Yムム
ロ 70.721 11.370 1.014 3.4:4 18.80S 10.71 20.:79
I 76.851 11.10s 4.039 1.010 17.149 6.000 23.140

VIII I 34.215 1:3.307 15.603 10.S49 30.900 25.876 65.785
I 40.386 0.760 12.05G S.37 30.16: 20.451 50.GI4

4051 14.066 3.068 11.196 50.330 45.610 95.049
14.810 13.950 14.290 10.8S3 20.132 16.05S 85.190

IX 9.774 14.731 i0.703 15.410 40.S44 40.352 90.:26
・30.030 11.J79 0.250 13.775 3.404 26.560 60.004

77.036 10.810 3.928 2.780 17:527 4.5:7 22.004

I 8.000 10.576 16.016 21.120 56.712 35.10S 91.010
入 I 56.220 20.154 G.165 3.500 20.S19 13.961 45.780

xI 13.123 1.807 13.83s 10.917 47.932 39.895 S7.S77
I 25.207 15.500 9.590 8.896 33.964 40.890 74.70:
I 12.203 13.:47 14.363 12.279 40.089 47.70S $7.797

XII I 70.60 7.041 3.004 14.47s 14.910 :0.:07
2:.560 10.207 I3.0s 11.065 4:.0:0 33.511 76.4:1

I 4.304 17.200 15.40S 24.000 56.857 3s.839 05.606
XIII I 33.602 14.S4s I7.205 0.073 41.216 25.182 G6.:0s

I 20.433 20.650 14.630 11.903 47.241 32.36 70.507
I 36.259 15.533 10.756 13.832 46.121 17.500 63.717

XIV I 13.937 26.187 21.315 15.696 63.103 22.805 $6.063
I 6.303 33.674 20.605 15.004 60.44 31.233 03.607

18.4S1 20.530 21.020 60.010 30.060 100.000
I 0S04 23.S2 1S.004 16.359 5S.205 40.001 00.196

XV I 27.791 10.505 10.750 7.605 37.950 34.250 72.209
I 64.902 0.562 4.300 4.825 18.757 16.281 35.03S
V 03.777 10.518 5.2S1 4.743 20.542 16.6S1 36.223
I :3.54: 11.113 11854 17.S79 4:.846 :611 07.457

XVI ・ I 6.906 3s.72: 20.169 13.508 72.790 20.244 93.0:4
I 2S84s 24,195 10.1s1 10.397 50.77: :0.379 71.152
I

... ...」1 25.502 21.002 16.012 1k.S52 4S.927 25.511 74.43S
1 I 20.0044 26.s:31 15.40s 15.044 0S.2:3 10.863 70.096

I 2:.07 10.0449 17.039 0.045 43.633 33.330 76.063
XVII I 19.501 21.677 1:.950 1.716 45.:4:; 3..150 80.400

IV :.2:I ・2.242 I4.:14 10.022 47.17S :0.591 77.709
1 y :7.753 2.059 11.2Gi6 $.177 44,10 1S.1.10 62.24ッ

第三節 土ﾡの化学的性質

4水の坐竹にWしてIゴに域の物町的性Iと と bie, :のI化的性山に左行せられるとと 

ろが多い。 木別ではﾡ,t換行次披びに州M"のル態について根討し, 各始地 

域 I化的性Iの紙災を知ると ともに, 仲ﾡ生と これ ら との關係を求めた。

w一ま 活 性ﾡ (pH)
土城酸度が 植物の生方に關係 し,この如何か植物の分 俗に對 して 主要な因子と なること は 

多以の単に よ つて示 さ れたと こ ろであ ろ。 .

Sx IS8K 、•氏小>は土壊酸度の増加に 件いﾡ物の變化する こ と を述べ。 ま た S.uv氏" 

は各純植物の分布と 覆換性で 灰竝びに 土壌酸度 と に關する研究に よ り ・ これらのlに種々 な開 

係を認め, Mosrcow,"J"は節類の分布に討する墳ﾡ炭のﾡを認めた。 NにHEssEt- 
M.ss"は北部ス ッェーデンの トッヒ朴において域酸の増加は この天然更新の障害とな 

るとし, S.usnuNvIパoもまた林木の天然川新に討する土域破度のﾡ響を認めた。

林木比びに林M物の分布に討する」域ﾡ度の影町は不過し得ないと こ ろであるとともに, 

上 域微生物の 極類蛇 びに その活動性に 對 し て大な る 意を イナ ろものであ る。 @ち画ﾡは概 

敵性 を 好み, パクテリ プは 中性ない し桜ル カ り 代を 町rむ。 WAks.ss 氏は これら 土区生 

4によつて生されるBがﾡはそれぞれ県なるものと L た。

木調にﾡ り ,BMに到してはが1に対し水 10, 礦質土壌では試料 1に到して水」 

の劇合でWがをJ合し, 貴く振の後色法で数山測定を行い, その不均位をよめた。この納 

巣は第33炎に示される。 HWMについて総括的に比れば, 葉ではPH4.5-5.5, 不均7を 

示し,FHでは 3.8-52,2ド均J1.2 を示し, ※業にべて F ﾡが常に PH の低い新果を示した。 

49iびに50 朴項の ものについてるに, 50 林功のi XVI秋験地のﾡ葉が他に比べて特に 

tい PH を 示す以外は 4.5-4.8, 不均 4.6 を示し, 49 朴項では 第 XVII 試ﾡ地の も のが他に 

べて4特にい締巣を示した以外,他は14一.9, 均6を示し, 兩林班の間に大延は認めら 

れない。F片について見るに,50料のもいは38-46,不均1を, 40朴班では第XVII 
M地のものが他ﾡ地よ り もやや高く 3・2 を示ナ以外は・38-.S, 均1 を 力」,如 林班の 

Fは50朴Jの それに 比べて平均他では やや高い結果を 示 した。

大に S.usnuY,Miosrcoui.v, Siuvirその他の単がの認められなように, M 
と d力離度との關係が本制布結:果やおいて も認められるか否示について, 侵グな朴小植物をM 
LLて谷ﾡ地をW分L,そのPlI を不」しでるに第3」の上うな純県が代られた。
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第33交 土壊の 活性龄度 (PH)
ニ ニざ.

廠色 PH 蟀地 届位 PH ご・ 1 PH
Fo 45 Fo 46 Fo 46

T F s r 4.4 r 4.6
I 3.7 VII I 4.0 XIII I 4.5
I 40 E 4.7 I 4.35
Fo 45 I -L6 ロ 4.2
F' 3.S I 4.6 F 4.6

II I 37 F。 44 H 4.s
I 3.5 VIII F 4.0 XIV I 5.4

44 I 4.4 I 5.6
Fo . 1 I 40 町 5.6

TTT F 3s Fo 4.6 Fo 4.s
I 3.0 F 1.2 F 4.7
I 30 I 4.3 I 5.4

IV

F。 F 4.63.0
43

IX

........................

I
ロ

V

40
4.64.6
5.6 ・

XV

導 •• •■ w* — *

I I 
I 
V

4.0
5.6
6.0G.1

・ 55 Fo 40 F, 5.2
距 50 X F 4.6 F 4.4
F。 F 4.0

ss
II

4.4
4.0 XVI I

I
5.45.5

V I
I

4.2
44 Fo F

4S
40

-・

1 . 1 Y
5f
5.4

E 50 XI I 45 Fo 1 ・ 75.5
IV 5.0 I1 4.6 F 5.2

VI

Fo F
II

4:4.04.6
4.6

XII

Fw F
I 
1 
回

40455.0 
.4

XVII
I
I
I 
v

5.6
5.7

・

第3」交 林ﾡと地もﾡのPH

67

林 床 氏 府1 /ロ
位

---1 HoPH--
E 回 平 均

I. ネゲリザサじ
茂

F
業

恥

5.2 —5.5
44-5. 64

4s
・.1類W F 巣

用

4.5 -1s
3s-4.0

* 〜 4.6
39 ■ Mr 3

ゴンゲンス ゲi なF 業 4.6-4.9
39-4.7 474.4 —

4 iﾡーゴンゲンス"ﾡ
なF 4.4 - 463s-40 4.63.9

5. 床 飛 ﾡ 氏
荐F

4.6-46
4.2 -・4.6

4.6
4.4 --:——

/
これ ら植物群の根系は殆ど すべて 地林 用植の ド勝またはパ質との接ﾡmiに分布する も 

のであろ。落葉の PH は ネマガリ ザサ 战 が他に比べて明らかに高く ,他Kのﾡ葉は 大な く, 

ド では その川のは位少であるが雄分の札違が:認められ, 堂類M及びポ前ーゴン ゲンス グK 
はやや低い結果を示した。

破質土壊の PHに つ いて るに, 派ﾡがMの来典の PH に 比べて曲低いが,F らそれ 

cLべてやや商5い納果県を示し,』つ炎ﾡに低く下ﾡに至るとともに幾分の拡幅はあるが高大 

上ルナるﾡ向がある。各朴木の棋系の大市分が分布するとお られる餓 汉 士壌の第 1数びに第 

II がについて見ろに, 50林ﾡの第 I 対は第XVI 地では 5」を示ナ以外$7-15,不均41, 
第 II は 第 XVI 験地を除けば $.5- 5.0, 代均1を示L た。 9 朴項のﾡI 片は第 xIv, 
第 XViびに第XVIの各試験地のものが各 5.4,5.., &び5.6 を示ナ以外に,他のものは 

4.0, 小145, 第 II 層では第 XIV 及び第 XVII 試喩地が各 5.G 及び 5.7 を示す他は 4.。 46,
ボ均2 を 特に商いもの以卜は 50朴Jのものが所ものにべてやや低い傾あろ 

こ と が部め られる。 と れを唯ﾡﾡの場合と 同校の朴床 順に分けて比校するに,第 55 よの上 

うな納果を代た。

H(fMiの場合に見る上うに, ネマ ガリ ザサWの PH が战 も 高く ,.gドNにの PH がも 低 

く,他節は兩音の間にある。
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ダーが tt 換 性 イi 灰

第 35 表 林床Wと8［壌炎片の PH

____________ びTC十がの PH ____________
林 床 断 1 片 位 1 範 図 T 均

1. ネガッザ サW.
I
I ・

54一5.5
-5.5一5.6

5.5
5.6

ﾡ 類 w
I
I

37-4.6
3.5-5.0

4.2
4.2

3. ゴンゲンス グビ.
I
I

4.3 —5.4
4.0-47

・ 4.7
4.2

4. 獅類ーゴッゲン スゲW
I
I

4.2-44
4.0-44

4.3
4.2

5. 地床課 ﾡ 氏

・

I
II

45-49 
4.3-4.6

47 -
4.5

行べは飛料と I て林木 に 多;ホに排取せられ,これが必災性は常然と されるところであるが, 

さ らに本分は土比の改普に登! てi災なをイするものである。即ち本成分の充分木の 依 

在は. 上域粒子•にお【て図は補造を與え, 水分,空氣などの間分に適な状ﾡを叫える ものであ 

る。さ らにまなにﾡﾡi:の彼を演じ, ひいては適常な:単微生物の繁及び派動を以 

cL, W桃の分解を促進する納果となる。 ・

ﾡ物は以上にの よ う に行i本を必とするが, 爆灰植物は 多iの行よを令む-土場小では生を 

・

嫌忌し, また逆に灯本ﾡ物はだ分に行iどのあろときに血好な生向をすろと云われている。 川』 

氏な ど"は カッ, ヒノトの1f生8の敗で, 兩樹秋幼芮の 生方 に決定的影狎 を 與え るの 

は土よのﾡ明 よ りはそのt換イ;灰合がの 多効に ょろとし, まなスギ, ヒノキ地びに 力 

マツなどの各種生育地についての試験結果から, スャiびc ヒ キのがにﾡして換性イ灰 

含 MS 多少が上壊酸度よ りも燃響が:人さいとし, SivAI" は 4rw maculau,は低い酸度 

と 証換性行どの 多い 土城に 適し,外 函,"","〃り•"漏“ のよう な 座煩は酸度高く ・ 旦つ在換性石灰 

合にこしい土域に 生するのを認めた。

木がﾡ林の朴州物の供系の 大部分は前地の s っ な 川 船府地に分 し, その生活の根源を 

= れら の 内iに tくこと力おられ, 林床植物の .行灰に 対す る 要束は こ H(Mil。 ィ ;な: 
イ 

に削係するものと 拡測せ られる。

量作行;次のつ明兄置換イ硫め測先と とも に 和の 方法が案 されたが,本調在では,

WII IIハぷ"バのつ」L"' な1/ 以i商ﾡ を川 Lた。 これによ つてfたﾡ米は ・じ で示 

されろ。

第5:6 換性イ水 ($と物h)

戦

番 5
ぼ m換性石灰

_____ (29
監 

番 誠

武換性石灰

(2)
試験地

番 茂

こて ・ママ 

電換性石灰

(o)

Fo Q.G70 Fo 1.370
------------------------

1.1::
F 0.571 F 1.446 F 0.900

I
I 0.0GS

VII
I 0.204 xm I 0.027

I 0.123 I 0,212 、- I o.110

Fo 1.1SG
ロ 0.113 I 0.0:

F Q.G49 I 0.119
F 1.241

11 I 0.09: Fo ・w! , ・ II 1.0:9

I 0.059
VIII

F 1.0s9 XIV 、I 0.17:

』 0.079 I 0.1s2
. • ・ I 0.271

Fo 1.005 • , n 0.05: I 0.0t:

III
F
I

0.Gs5
0.126

Fo 
F

1.:Ss ・
1.004

1.692
1.57S

I 0.ots I 0.15n ・ I o.os

IV

、Fo
F
I
I

1.526
0.95G
0.220
0.169

IX I
I
I
ド

__________ :

0.126
0.140
0.19S
0.12:

-- - ・__ -

XV 

_____

I
ロ

丄」

0.1:9
. 0.109

0.149
0.14S

I 0.252-
・

F。 1.415 • 1 Fo 1.00S
I 0.319

X
F o.s:1 F 0.720

腔 1.095
0.643

0.074 
0.1o1

XVI
I 0.1d4

0.1s9

V
0.033
0.1Gs

F。 

F
0.67s
0.671 I

0.116
0113

a 0.se4 xI
I 0.054 Fo 1.733F 1

0.554 ! 0.06: F 1.686
: ず 1

◆

w •

Fo 
F
I 
I 
回

1.50S
1.116 
0.261 / 
0.212
0.14:;

XII

.―」

•Fo.
F

I
I

0.949
0.5:4
o.11s
0.06:
0.045

XVII

I
I 
I 
I 
V

0.250
0.135

H(州のの片について見ろに, 業は Fドにべやや多の置投iがを合イナる 二 と

が明らかで,ﾡかも PH が: F店上 りはﾡに行いのとその規を一にナるとこ ろであろ。 40
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明なびにぶ) 林班の 各試驗他に、ついて比较すれば. 0朴項の各みルのﾡ期は1.1 1.72%. T 

均12% を 示し,F 好は 0.6-1.7%,ド均 1.14%,う0既の各状ﾡ地の集は 0.7- 1.,ド均 

0.96%, Fﾡは0.5-0.925, 不均0.07%を示し, 49林項の各ﾡ地の※葉数びにF片ともに 

50朴班の各々のものにべて多いニとが知られろ。 大に各札Wにおけろ市W橋lのut換tl 

行淡を 比較すろ に, 第 7表の 上うな 制県 を 得た。 ・

止の札:州i物に合介イjさ れ る不なオ ろに 第

39ょうに, 計知及びゴンゲンス ゲほ

同のイがを示し ネマ ガリ ザリは他の林

床植物の イ i 灰含 Mの 2 価に述している。

こ のつ結県 と 積ﾡのがを較す

ろに,地積州ﾡの「間であ る 朴ﾡ物けびに

第 共

ﾡ竹名

ﾡ

才h物のイ灰

ﾡ

ゴンゲン ズゲ 

ネ*ガリザサ 

アカエゾマッ計菓 

ト ドマッ外

特小石氏 徒次分中石灰

(2%)- 
0.S64 
0.728 
1.6S6 
0.700 
1.410

(2る) 

32.65 
16.04 
24.65 
13.:x 
44.06第37炎 林休ﾡと H(ﾡの投性イ iな (4と物川)

用殿軻値の; 笈換性石灰 (2る)

、林 歩 床 位
範 m T 均

1. ネマガリザサ阪

---------------------------------------------

落

F

%
昼 1

1.1-1.7
0.7 -1.7

1.40
1.22

2.ﾡ 類 K-
F

楽

ﾡ .1
07-1.3
0.5一0.7

0.91
0.62

3. ゴンゲンス"阪
f 
F 駐 ' 1

1.4-1.7
0s-1.6

•
1.4S
1.1G

・

4. ﾡﾡーゴンゲンスグ叱
な

F
1.1 - 1.2
0.G 一1.1

1.17
0S7

5. 追 床 ﾡ a K Tコ

2 1.1 -1.5 1.:2
1.010.9 ・- 1.1

針葉樹の新群な落葉中のイi灰帝に比べて多策

の行がを合イする。 秋ﾡﾡの構広材料は こ れ ら札ﾡ物の枯死物のみな らナ, 針樹海葉,

枯枝などの添加物がこれに加わるため,直ちに比校することはイ; 適常否 あろうが,針業樹の新 

aFなﾡ葉は積W松小の糸業に比べて行iが量が先り,且つ州ﾡ物を候く第XIIIi略地の流業 

の行iど も新館な針情葉樹の葉の行iどに 優つている。

LusrIデ は各純樹木枯能を川い --8連Iこれを!外に量さ,無ﾡ広分の塁化を研究し,

卽ち独•類 Mに おける落葉の 置換性イ i次 。 平均値は 他の い すれよ り も竝も 少なく,』阳こお 

いても址も 少ない,落型においては ゴンゲンスゲ 也 と ネマガリ ザサ版とが般 も 高い砂換性石灰 

iを示しな。 F 田では ネマガリ ザサWがもﾡく , ゴンゲンスゲWがこれに次いでいる。

木試ﾡ林で林味状態をﾡにする戦地小の-.,三の例cついて, その川. 梢窗植中の席酸可 

T行どボ をろに 第 38 表で示 されろ。

第38 炎 林床胸と 増 HeWfifto。 ィ ;次" *
----------

4%中 石灰 (2の) ﾡル分小石灰 (2の) ・ ニ

林 床 u 試驗地小般 F 尉 1年 空 下 ﾡ

ゴングンス ゲW IV 2.25S 4.080 / 35.72
XI 1.01G 1.006 47.16 3l.02

地床区ﾡ w XIII 1.70S 1.671 47.14 26.12
ネ V ガ リリサW XVII 3.:73 2495 ’ 5:.29

即 ち 第 IV 試驗地公びに 第 XVII 試ﾡ地の石灰は他の地よ り も 大であろ。 さ らに以

灰分の相対的増加 を 認めた。

FAtcosrrrのは各和業樹の積的柳のiR派の少を調布し, 4簡月の試監斜県から(5 
-15% の減少を認め, RalSI)もはた1簡4間川の相斐物の少が:55% に述すろのを 

認&めた。さ らに RlSS riびに Nroouド J)は所田な どに よ つて流葉の無代分行次は 

も多く茂和し, このため他の無織広分に1し釣的に増加するのを認めた。純交分の行次 

を比校するに師類は純灰分中 $% キ示ナが:当知にﾡわルるXIが聡地の葉は ゴン 

ゲシス ゲは純交分小i0% を 示すに, ゴンゲン スゲに 被われ る 第I試験地のﾡ業35%,ネ マ 

ガリ は純炎分小 255 を示すが, ネーガリ ザサに被われる第 X\. II 試験地の 落葉は 5：；% を 

示 した。 @nち朴ﾡ物における純次ののィi次 iに釣し,積(怖iにおけるﾡ業の純次分に 

イ泳策の 多い = と が知 られろ。 さらにこれら ﾡつ純交の小の行i次述 と 雄M 阿箱落葉の純灰分 

・行i次と を比校する に, 朴冠のJ ・ て いるめI城びにあXVII 試験地のものは, その増州 

加ﾡが他の 2 試験地に比べて避しく 多い。F 府茶戦における よ う にしく ないが, なおこの 

M向を示している。他の蚀戏成分の排失によ る石灰の相 対的増加と ともに, 折合なM物Wの 

イ i 灰に 比べて乾物3;8 減少に 上 る川 院僧臓屮の石灰 q 相时的府加が考え られる-

puC」-hのMt投性イ淡について見るに, ﾡt第1府にべて第 II 状は少ない結果を 示

L, 第II, 第IV. 第V等の各ム地の節II注第II)に比べて大であるが。他についSl 
少ない結果を示した。

各試験地におい て深淺の弟ある が,$円葉樹根系分イにW係の多い第I暦覧びに第II ﾡと を
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似 ナろに, 13 林班の各試驗地の第 Iと う0外所の各がﾡ地の第 I とのl川cはIらか.なる 
/ ・

相違が認められる。@pち 9林度の第 I 肝が:0.0:2一0.2けろ,ド均0.1825 の出投性イiなを示すの 

に封し, 50札班の第! は 0.05一0.16%, 1均0.09% を示すに過ぎない。さ らに 出)林班の第 

II州が:0.05-0.27%, ボ均0.16%,50林外所のものは(.05一0.19%,ボ均J0.10%を示して. ここ 

でも 50札班のものが少ないﾡ向を示している。以上の結果から 生) 林班の 各 純験地の 表層 士. 展 

は 50 朴班のそれに此べて川ﾡ術ﾡと 同様に置t投性行次に高むこ と が:知られる。

各林林床狀態を異にするに 件いその増税(怖のイむ置t換性iを処にすろことから, 介 

林床側の倒賞土壊中の超換性石灰室を見るに,第 40 のょ う な結果を得た.

第 40 表 林床順 と 他質土城表圻の置換性石灰 (本と物)

項土Rの換性イル (2o)
林 床 一 T 均

I 0.10-0.25 0.20
1. ネマガリザサ

0.19- 0.27 0.20 ・

I 0.05-0.13 0.09
・.ﾡ 知 u.

I 0.05-0.12 0.0s

I 0.07-0.2 o.Is
3. ゴンゲンス ゲ -

I 0.10-0.21 (.lp
---- __ - -- ---

I 0.03 - 0.1s 0.11
4.部類ーゴンダンスゲ区

I 0.05-0.17 0.11

I 0.03 一 0.26 0.14
5. 地 味 W 北 W ・

I 0.11-0.21 0.16

第 IFでは ネ マ ガリ ザリW及び ゴンゲンス ゲは ほ同述の世投性行がﾡ を示し,A知 

は最 も少ない。第 I ﾡでは ネ ガッザサWが:と も多く, A知Fが も少なく, これ らの關係は 

川HWMiの置換がと その規を一にしている。

第三款 W 州

林堆に おけろ 動植物殘留間 が變化す る経過は 土城に イイす る 堀の 多寡,乾泌, Aの 如 

何,その他制度な どの他に死fMのイナる化利Uなの如何に 行られる。 と と に楽冷 多 

な地域では 土堆微生物の活動は 不設と な り ・ 「Lつ多の分船四ﾡな針外斐樹来葉が:集払ナるた 

め,璇質土壊の我而に多節の方機物から成る所芹川荷総植をあめる。 = の#W株はRI:: 

にs1 てパしく イなイ作川を興えろものと さu, この 有作によ つて酸性腐植即ち側砌後の形 

広が行われ,逃にﾡル類のﾡこした場イにはこれは不他和の米態をと り, 上境に屈い酸性を

せしめ,げにそれのfi作川により, 隣t-:よIのダ, ルミナ・ 朝土などを下持に移動 

I める @ち際1t-:単のル分のPなけれをﾡし,所訓公白化作川を生せしむるにる。さら 

にこの川M怖は朴木より:域小に退元せらるべき茶分・ ことに看索の大部分 を 複雜な化令物 

と してW神し, ためにげび朴木生に討する命交を光しイない純果となる。・しかしこれら積 

悔Wは環境條件の變化によつてその分解狀値を異に し,性狀の上に建化を生ずるに至る。 た 

pI::域"のW帆は隣i1に到1 て種々の性質を附興する ・のょ まれ, ことに.のよ う な 

1.に 討しては膨政性 を興え, 砂:の如 さ 市戦な域に じては林納性を興え, 水分な ど に 野 

する作川を化せしめるに至るとされる。ig記行iM氏")のW神で知られるように, これらは 

城理學性の上に 林:* の影容 を 與え,ひいc トドマツ杭*2消及に 封 I て意義を方ず•る ものの 

ようである。

本調にした条改略川Iiの#違あるが,ほI相柳に戯する積ががを行ナる。 

ここに秋験ルの積裕林iびに際I:小の簡ﾡを調定したが: 用技宿植については均製 ii 

失敬から引出し RtT::りのWMについては叫I*®,TuLr 氏の方法を押川した。そり結果 

は第41表に示される.

第1 判植,本端びに米 (統物l)

試驗地番金 用 位
w M ネ マ ド WPHルネ3k

二 --

※米* MtA小KAA*
(22) (28) (22) (29

F, 90.531 1.012 1.703 32.102
F $S.117 1.294 1.40s :.3S6
I 1S.36S 0.103 2.373 23.1
野 18.350 0.402 2.191 20.5

Fo 91.361 1.452 1.5S9 る 1s.137
F S5.870 1.462 1.702 24.0:7

II I 16.544 0.436 2.635 :2.0
I 26.101 。0.4s6 1.862 31.3 ■

・ - U 26.076 0.b11 1.960 29.5

Fo 91.246 1.557 1.70G 25.S95
F 90.0S5 1.369 1.520 2S.s21

III I 14.003 0.:351 2.304 - 23.9
20.212 0.366 1.S11 . 32.0 ©

Fo 86.092 1.807 2.154
F (4.179 1.317 • 2,054 34.193

IV I 5.452 0.208 3.S15 I5.2
I 4.82S 0.200 4.329 1:.4
I 1.496 0.0ss • 5.SS2 os
I " 1.040 0.070 G.7:1 S7

し....... - .... •
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-(28) . ____ (2%).......
N撬中今墻术

一 (29)
** 依林中寃価般

___ (29)____
F。 ・ 86.301 1.600 2.074 23.879
F グ 77.139 1.014 1.904 2S.:J6s

V 1( 1
I

0.754
7.205

0.206
0.208

2.112
2.959

27.5
20.4

ロ 12.089 0.306 3.028 19.1
5.783 0:177 3.061 19.0

F。 86.542 1.059 1.917 :3.:47
F 76.872 1.621 2.018 3S.74S

VI I 5.867 0.311 3.000 16.1
I 3.054 0.104 3.405 17.0

1.260 0.009 5.520 10.5

て o 90.971 1.644 ■ 1s07 25.450
F 83.080 1.976 2.361 28.25:.

VII
I

8.:02
4.822

0.365
0.209

-.397
4.:Ju4

1:3.2
13.4

I 2.60S 0.105 3.9:5 14.8
IV 2.750 0.140 5.091 11.4

P。 89.614 1.511 1.08G 25.190

VIII F
I

88.920
22432

1.42:
0.500

1.000
:.229 26.1 '

27.797

I 21.049 0.302 1.720 33.7
**ル"""**"

F。 89.1G6 1.606 1.801
1

23.559
F 83.078 1.:366 1.044 20.397
I 15.41S 0.005 :.92イ, 14s

IX I 15.724 ・ 0.b32 :3.383 17.2
I 11.955 0.409 3.421 I7.0
IV 12.890 0.533 4.135 14.0
V 1.871 0.070 3.741 15.5

80.574 1.450 1.675 23.341

X F
I

79.421
0.764

1.577
0.230

I.985
4.140 13.S

29.310

I 4.091 0.133 3.007 19.1 ・

F。 90417 1.349 1.4s4 28.40s

XI
F
I

88.670
13,026

1.073
0.48S

1.887
3.5S1

•
16.2

34.902

卜 12.1861 - 0.213 1.74S 33.1

F。
I *"

02.674 1.453 1.568 1 2S.001
F 83.103 1.555 1.870 29.030

XII I 14.207 0.403 2.897 20.6
I 11.408 ・ 0.386 3.:30G 17.2

ロ 13.041 0.29G 2.270 25.2
1 _ ・

XIII

片 位

F;
F
I
I
回

" !• 

(る)

90.S49
72.S91
15.710
10.5S1

9.6S1

个•；'

(2る) 一

1.443
1.640
0.459
0.313
0.195

(2る)

1.5S9
2.252

. 2.914
2.004
:.014

炭米単
I___________ I

MHhWAA2
(る)

99.410
31.426

__ •

19.9
29.1

F G0.S53 1.:312 2.157 2S.025
H 32.261 0.9s9 3.065 36.s;

XIV I S.077 0.40：5 4.989 11s

I 1.S47 0.o1 5.G:s 10.3
ロ 0.SS: 0.069 7.s:s 9.3

Fo SG.s10 1.45s 1.679 29.735
F 73.546 1.S70 3.543 33.674

1 1S.511 0.7S5 4.:t1 13.7
XV I 0.909 0.3:1 4.606 12.6

4.923 0.139 2.s2:3 20.5
1 3.60G 0.174 4.s26 12.0

2.794 0.209 7.4S1 7.8

Fo S5.014 J.925 3.265 29.025
F s0.210 1.770 3.206 、 、 30.797

XVI I 7.615 0.346 4.543 12S

I 2.5S1 0.107 4.146
-

hi 1.S95 0.0S9 4099 ・ 124

« ■ I 1.209 0.073 1 6.038 9.6

Fo 79.2:1 1.827 2.05 30404
F 5G.301 1.573 2.703 33.972
I 6.189 0.:35 5412 10.7

XVII I 1.s34 0.107 5.S4 9.9
ロ I跡 爪跡

F グ

・
—

秋林の州ﾡについてるに,50 朴Jの海葉に は紙多 く ・ 第 XVI 試験地を除いて 90 

% 以上.のMﾡを合行する。 40 林班において も 第VI, VI火び IX の各監地のものは 90% 

内外のWMを合イすろが, 他の駄仙のものはやや低く8G%内外を合イL ていろ Fﾡ小の 

WMについて見 る に,50林項の各献略地は 80-905 に述 し,19 朴班では前 3 試略地の来葉 と 

向やc他のt数地c べて多 く のWM を命イしている。叩ち 本, 代職結果から 49城びに50 林班 

中の林冠やや疎開 した試地のHHは, ごsl」のつiなが」地にべて加の少ないことが
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認められた。との!! なﾡルにゴ ン ゲン ス ゲ・ ホマガリザリなとの染に』なとと ろが 

多いこと が知られる。 介林休N別にこれを比岐すれ第42 炎の ょうであ ろ。

第52 炎 林床岡 と 址精腐植の窩植 (本物中)

-- ---- -----
通和MHのMfi (%)

林 床 低 位
I•.1 T 均

1. ネーガリザサ阪

F

発

用

79.3
56.3

-$5.0
一 80.2

82.1
65.8

・y
F

薬 90.4
83.2

-92.7

- 90.1
・

91.2
87.2

3. ゴンゲンス ゲW #
F

86.6
04.2

-91.0'
-83.7

8S.0
70.8

4. 計頰ーゴンゲン スゲW
%

F 財

86.3
77.1

-89.6
- SS.9

* ss.0
83.0

5. 地 味ﾡ増
&
F

範 8G.5
72.9

一 90.8
・7G.9

Ss.7
74.9 .

りち含別Fにその州H州U'iに 多の州を命み, ネガ リ ザ リ M は最 も 少ないﾡを示 

し,他ﾡは こ のlllic 介イすナ ろこと が知 らろ。 第 4*に 示す ように ネマガリ ザサ と ゴンゲン 

ス ゲはA類iに比べて相ﾡ分比びに純火分と もに多く, ために以上の 結果を 示す ものであろう。
• *

第43 市要林床仙:物の灰分含景 (#物中・)

■ 一
一— 
分

松 4% 名

---
ネマガリザサ 類

-.“ ….”-
ゴン ゲン X ゲ

ママ *.二

分 (2の) 2O.G24 4.621 1:.T:2

分 (2の) G.839 261G 4.541 *a

WT.そのつﾡについて見るに, 49林外班の各がﾡ地の第Iルは5.」-22.4%,ボ均10.72% 
を示し,50片外肝のそれ7.0-18.49%, 不均1.」%を示している。10朴所の各ﾡ地のI1025 
以」S 物桢を 含仃 j るの第Vlll, 第1x 数びに節 XV 燃地で, 他の 7 駆地は 5.5-9.825 
を示していろ。また 50 現では 109% 以 ドのMMtt を 示ナのは 第 xVIﾡのみで, 他はすべ 

・ ・

て 13.(-8.4% の範川に認め られる。 第5 II hcつてるに 49 林班は 1.8-21,0%,1 7.2 
%を示すに討し,50林外那は20一20.12%,2ド均145%を示している。 なお10林Jで第VIIIi 
びに郊IXW秋略地以外は 1.8-7.3%, 50 林斑で第 XVIiUM&地以卜は 10.6-20.12% を示し 50 
林班の試験地土.廉は第 I 加と同様に腐植に富むことが知られる。 第II以下でも同松の締県 

が認められ, 9林ﾡのﾡ氏土:墳は二, 三の決ﾡ地を除いて概ね50林既のものに比べてﾡ林合 

最が少ない。 且つ」0朴既の8加ゴ:よは:にり状態からてもりらかなように, 一 三の式験地 

を 除いて清大下力に向かつて州ﾡは減少 し, 各I川c 明瞭な 色彩の愛化は認め得な いが, 50 
林班では各藤の C感はUに 同別 され 得る も のが 多 く ・ その微植含 量 は ド方に寧ろ 多い結果を 

示しているものもある。

札W別に, 第 I ﾡびに第11 層における働質土城の懦植含量を見る忙第 44 委のよ うであ 

る。 ・

第求 林状ﾡ と 酸質土壌の■箱(乾土中)

びT(1のバh (%)
林 床 W 届 位

範 回 T , 均

I 6.3-S1 7.3
1. ネマかリザサ

I 1.8 —2.6 2.1

I 13.6-1S4 15.5
2. 部 類 M

I 11.5-26.1 17.7
---

.1 5.5-1S.5 .100 .
3. ゴンゲン スー

4.1-15.7 7.3

I 9.8 — 22.4 16.1
4. 蘇ﾡーンゲンスゲW

I 7.3- 21.0 14.2
-------------------- 

I 5.9-15.7 10.S
5. 期 床 深 地 順

I 3.1 一 10.6 6.8

各Wの｛域くのつM合のP範lはだしく『fいが, a類の第 I 竝びに第 II 層の腐植は 

Kt他Wic 比べて 多く, ネマガリザリWは炎 も少な い新果を示 している。 第 26 表で明 ら かな 

よ う にﾡ期Mが幅ね合水多いのはかかるﾡ果に基く ものとおえ られる。

A.傘 w 索

帘索は植物の生育上必要決く べからさるもので, これの映2はその生に人せな審を興 

えるものであろ。しかし缎半はmと して 火壊の 含栗素化合物に その供給を仰ぐ もので,この合 

な化イ介物はその 他札ﾡ物な ど ・残fMlc合まれるものである。 それらのc合れ ◆
% 自の索化合物が 上壊中に添加 されると さ分解し, その染は ンモニ態が米と なり, さら 

に 良好な土城状態では 亞棚雁歯, 町破mの流幼に よ つて町ﾡ催に継化ナ るに至る。 しかI 
NiMrc 氏 A’ によれば これ ら可溶性空素は神密植の中には僅少用 &作ずるに止ま り,他の犬部 

分は複縦形藍を行すると し, Sicir*G 氏… は これは 異節環状化合物と lて (在する と しな。
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ミらに GIOSSKOPF氏) は リ グ= ンの多のイ在はﾡ白の分解を出ﾡならしめるとした。この 

よ う に粗宿植中の条索化合物は,大部分そのままでは植物に直ちに利用される影態をと らナ, 

HEssELNrAsS 氏"は スッェーデンにおけ る松の大然災新と域のﾡ化作川の強度 と接な 

關係 ある の を 認めた。さら に 土壌のイ機物分解に 登して大な る 役割をイする 土地微生物は そ の 

種類に したがい要すべﾡ4楽は消ナべき数量にﾡし交があ るどしても, これが繁殖に御 

して桀素は必要な る も ので, 多述並の製を合行すろイﾡ物は 少の☆楽を行 る もoic比べて 

その分解が速やかである。

硝酸態空素の跳除によ り試数の前ﾡ帆城びに関証土単体の金縦業を ケル ダール述 

によ り定量したﾡ果は第1炎に示される。こ 0 結果から規端何林を見れば,49林班の流葉は 

1.3-1.9%, 不均1.6%, F肝は1.0-1.9%,イ1.5%を示した。 50林項ではは葉は1.3-1.9 
%,不均1.5%,F片では1:3-18%, 平均 1.5% を 示 I , そのlに大を認められない。

融西土壌においては19 林班の第 I 片は 0.2-0.8%, 1均0.40%, 第 II ﾡは 0.1-0.5%, 
不均 0.23% を示した。ま な50林ﾡの第 I 好は 0.3-0.5%,ボ均 0.」2%, 第 I 片は 0:1-0.5% 
平均 0.31% を示し, 第I店は岬林班ともに同ﾡの不均価を示し, 第I片では50林ﾡにやや多 

い 傾向が認められる。第II以下では一般に減少している。

・何株の全ﾡ米を見るに,0林所の集は1.7-2.3%, 不均1.0%, Fルは1.6-2.85, 
不均21%を示した。また50林所の※楽は15-2.3%,ボ均1.7%を,F肝は1.5-2.3%, ド 

均18%% を示し, 04項の積Wﾡを情ルナるイ帳物質は50朴項に比べてやや多くの楽を 

合行ナる。

SucurIsG氏)は生炎級授なﾡ物がの解した楽楽の衝に自場象興することが:不げ能なﾡ 

り, 朴ﾡ物は:域4米に野けするけﾡがとしてとれを認めた。木ﾡ地において,主媒な林味 

ﾡ物の全容楽を処るに第5炎のように, ネマガリザリ, インゲンスゲ, 想の順位に少 

する。この全缎素は堆精糊械の金縦索に彫魯を及ぼすものと考察せられる. _

第」5 炎 役林ﾡ物中の企全 (物中)

ボ * ー. *.

ﾡ 範 名 *ルリザ" ゴイン ゲン スゲ 都 類
〜*ママーギキ率ボ帝除ル導w卒ママアィママママママ番** ・........マ

余# (0) ・..5 1.02o 1.:22 ・

今前同様の方法によ り 林谷Wv川f州iv/Hilo全体米を比似すれば 10炎のょう

であるろ。

第16 炎 林床ﾡ と 堆秋鴨板のお植中全犁索

林 床 W
fiiiuF本っに(3

・
落 23 — 3.31. ネマガッザサル

r ユ:一3s ュ4

部 類 ば
な 1.5一1.7 16
F 1.5-1.9 1.7

ゴンゲン スゲ
地 1.7-2.2 1.s3. F 1.6 - 2.5 2.1

な 1.7-21 1.94. ﾡﾡ一=ンゲンスグW F 1.6-20 1.s
!------

1.6-1.9 1s5. ﾡ 床 W 地 W F 2.0-23 2.1

A類国のつ流葉びに F肝は他国に比べて全年米がﾡ も 少なく, ネマガリ ザサ重は最 も 多い 

數値を示した。

行機物の分解に際し炭水化物は土城徹生物に對して炭素源を供給まるが,この際穽素の充 

分な供給を必とする。これらの空素は土壊微生物に攝取され,曲開蛋白を構成するに至り, 

かくてイﾡ物小獲白質の増加が認められる。各が給地の藩葉量びに Fを比桜ナるに, 商松中 

c合ま れる全空米が F /に 多いの は と の型に よるも ocあ ろ う。

次にﾡ質域口のlM中全楽楽米を第1, 第 11 代について見るに第 47表のよ うである。

第 47 & 林床箱と 解質土壊衣肝の腐植中全2素

二 ------------------------- - www
恋面王nな万のい硫 ネ 読 (3) ____/

ﾡ 位
平 均wwTweeeweee"

4.5-5.4 5.01. *マガッザサW
4.1-5.S 5.2

I 2.4-3.6 2s2.
_______【 1.7 - 3.4 22

1 3.8-44 4.13. エンゲンス ゲ
『 3 n.... 46 3.0

I 21- ・2.24. ﾡ畑一ざングンスゲW
I 17-30 23

I 2.9 3.6 ..35. A 床 像 地 W
I •1 2.。 - 3.4 :7
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ネマガリ ザサﾡ郷I, 第 I 店中の附ﾡはそれぞれ炎も多の製米を合み, 第 I cあつて 

はﾡ類ーゴ ンゲンスゲ岡最も少なく,第IIM•において&経が旅も少ない。これらの結果から 

進積ﾡﾡに影守士られると光え られる8資:域災ル, その上に立つ林統物の純ぬに呼さ 

れるととが少なくないととが製知される。

B. 炭素 率

■冷 多泌な気候地希では有機物分解の進展と と t iに清大イ撮物災楽米と と の北単,叫ち 

ど米ポは減少して10に近づく。而 してお耕地の炭素率は狭く ・未ﾡ地では 10 よ り 遠ざかる と 

. され, 未耕地の廣い炭素率は廣い炭索率を有する植物残留體の徴続的堆殖と 土城のこれ ら物質 

の分解に対し不適當なることに起因する。ィiM氏のW件") も で機物分解の進抄 しておらぬ土壌 

では炭素率の廣い ととを認めた。か く %Mの ぬ楽料に ょって, その財植 の分解状態 を ﾡい 知 る 

ことができよう。今試略地の8山:域小の公米事をるに, 0林魔の第!ルは10.7-27.5,イ 

均16.3, 第II ﾡは 9.9-33.7,1均 16.7 を示しなた。 また.50林ずの第1ﾡは 12.8-23.0, ド均 

19.8, 第 n 减は 1.40-33.1, 不均262を示している。」0林ﾡのめ1, iIIHはM、50札JEに 

比べて狭い炭素率を示した. 第 II断以下においては附朴所と も漸次狭い結果を示すが,と く 

・ c 49 林功に おいて この傾向が願苦であ る 以上の第 I 竝びに 第11がを 比岐す る c ,Mj札kJと

も c第 II片Iにﾡdい2米が記められた。 50.卜Jにおいて こ と に他だしいのは, 本林ﾡの壌 

中,第1域びに第II州は各ル囚を県にするにﾡから主と してる締果とおえられ, 49林項の 

第1のややルのは祭米を令しことの少ない行機物のと入もおえられる。

第8炎 叱とﾡ:墳炎肝の淡楽事
.....」 _____ _____ :_______  _____  ......

林M 範 回 ポ 1

I 10.7 -1.8 11.7
1. ネマリザサW

I 9.0-140 11.4

I 16.2-230 21.1
2. ﾡ、 類 匪 ・

I 17.2 - 33.1 28.0

I 13.2- 15.2 14.1
3. ゴンゲンスダ以

I 12.6-10.1 15.1

* I 20.1-27.5 26.8
4. 獅ﾡ- ゴンゲン / W

:0.4 一:.7 27.1

I I6.1 -19.9 I9.0
5. a 床 W ル W

1 17.。 ・ 29.1 ・ 23.1

以上の結果を要約するに,50朴所の映上墳の米事は一般にﾡく' 0林肝のものは前i 

#に べ て 狭い炭素率 を示している。

超換性グ灰竝びに、二の例による石灰れは各林床地物を異にするにしたがって異なり, 

ま た全☆楽で も 同様の納果が:製われ る。こ れ ら成分の協植分解に對する影響は前述© ようで, 

と の岩県か ら 林生 植物 を 興に するとともに その炭素率の相違 もおえら れ る。今i同様に 林各 

Micついてその公楽市を比似すれば第 48 炎に示され る。

第1ルの状米者は苗類ーゴンゲシスゲWあﾡく, a1iが:これに大む,ネマカリザッド 

がも救い。第Iﾡでは幽NもMく, ネマガリザサMも狭い。各 府において腐植含室の 

多い も; のり演索率 は少ない もの に 比べて 槪ね廣い結果 を 示 し た。

C: 判 松 化 度

smie Nclw 氏.は個械の炭素•に対する 0.5% 尚性ッ - グ可油性Mの楽に よ つてWM化 
* ー ・

担敗を求秒土壊腐械の腐桢化を政究した。mjして0.5% ソーグiに可済性なﾡﾡは主と して 

リグ=ンにII米するM酸, フーモリグ=ン, ンミンなどからなるとした。リグニンは植物浇 

沖の分解に際し それらのイする土徴生物にけナる抵抗性のため,内部ﾡ化は生するが 他 

4の分解にべて残和 し,かくてと の相対的な増加が考え られる。 それゆえ 0.5%% ソ - 

グm性然ﾡのW権における増加は,WM小の以上のよ う な り グ= シに山ポする断ﾡの増加 

を意するものであろう。 今各が験地の増訓ﾡﾡについてとの炉態をれば第41 炎のよう で 

あ る。 0ち各心ﾡ地のﾡ林は業上 り F 対においてWM 0.5% かttyー グ可i性崎Mの

第 小)表 杯床順 と H株の(株化座

林 床 順 ﾡ 位
妙秋砥域"

範 回

2Ki化
T 均

浒 ﾡ 29.0-30.5 29.7
1. ネマカリザサ

\ F ﾡ 2S.。 340 30.9

1S.1-32.1 26.5
.ﾡ 類 ば* F 片 24.6 一 349 30.5

な 集 23.3-30.2 26.5
4. ゴンゲンスゲI

F 月 26.4-342 30.1

. . 1 荐 " 23.9-25.3 24.5
4. 价廊ーゴンゲン スゲ係

^ '
、 1 F は 27s -2S.4 2S.1

常 ﾡ ・ 20.5-33.3 31.4
5. 地 床 深 ﾡ ば

F 品 31.4 -38.7 35.1
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増加することが認められる。 大に各林床画について,以上のﾡ果を比桜すれば49表で示さ

れる。

木ﾡ果からﾡ葉における比率は地裸地Nがもく, ネマガリザサﾡはとれに次いでい 

る。F Hでは こ の比率は地裸地ﾡがﾡ も 5く ・ ネマガリザサM, 1期N及び ゾゲ ンスゲM 
がこれにいでいる。し力： し各開の堆抗恂植は 各構成する原料を異にするため,それらに合ま 

れる行機細分に も 和途があ ろう。よ つて同一材料に 山 來す るとおえ られる同一積が称の落 

業及び F 府間のこの比率を比較して, 積が松のが株化の趣移状態をるため, 各脇地のﾡ 

のﾡ化指数 を 100 とし, F片と の比北率 を求め, 料M別に こ の範Wliびに小均を ければ 

第50炎のようである。

第50炎 ■ 林床狀態 と 堆植樹植の扬植化度の 比校

/4 ---------------------------「 -------------------
域積図械の席極化度

--------

林 床 I f
範 ヽ M T

I. ネ〜ガリザサ.
拓

F 府

100
106-112 100

・部 類 u
落

F
100

106 -1:6 117

ゴンゲンス ゲ
# 
F

100 
110-125 114

土 ﾡﾡーゴングンスグW
落

F 肝

100 
i10-119 116

5. 地 床 課 州 W
F

楽 

片

100
107 -116 112

※葉に付する F店のこの比率は前分に比べて一般に人で, MRにの比率並も尚く, 4類一 

ン ゲンス ゲ囲はこれに次ぎ, ネガリザサWにがも低い。 ネマガリ ザサ囲の堆精腐植と師類

Kのそれとを校するに,商がは船桃, t換性イi次及び全4米などの合について明らかな姿 

を igめ, 「Lつその州株化のル館にもﾡ逃 を認めた。 ネマガリザMのつH(Miがその制UなにW 
してゴンゲンス ゲIとまの新果を示ナに かかわ らす, その富植化の 比率の低いのは ネ マ リ 

ザサの端部の行横数びiに無搬ﾡルが他のも の と 黙な り, このため分解に対する條件が良好で, 

多派のネガリザサ端部にiめられるﾡは他のものに比べて分解作川が進抄し, 業よ り F 
肺にろ川にイ機制のながなく, このため落打と ド府との間; こ以 Lのよ う な制小を生じたも 

のと池似される。

摘 要
f

1) 木ﾡ林の進がは行炎ﾡ価大部分を山め,小部分に交山着イ在する。朴木ﾡ系の分 

布ナる勝I城を見るに, 50朴項のものは上記石の大犯なるものの紫ﾡする川陸に基次ォに 

山 米ナ るとおえられる 城ﾡびに 大山次によ つてﾡル された 土壌がね 入壊充 した ものか ら成り, 

40林項のものは:と I て行炎ﾡ商の風化生ル物iびに凝矢及び大山次などに山米する もの 

の混合 した土ﾡか ら構成せられ ろようであ る。本試驗林を林床植物* 落か ら次の 5 Kに分け, 

朴ルNと 土ﾡの性ル 花 比投 した。

1. ネガリザサM

2. ﾡ ﾡ K
3. ゴンゲンスゲに -

4. 節類ーゴンゲンスゲM
5. 地 床 裸地 ﾡ

・ ・

2) 兩林班の各試験地を見るに, ネガリザサN以卜は多iの所洲術怖た被われ, その 

朴ネ植物の根系 は殆どすべてが こ のnb(WM c分 している。朴木稚の棋系 は 未だ この店 

cf年する ものもあるが, 稚苗, 稚樹及び大役木の根系は強質：1 球と堪積雷植との接涡面及び 

大崎15 em 内外の深 さまでに多く分仙している。

:) 状験地中の 主要な る ものの上壊において即用滴植放 巧 に 徴質・土壊表層 10cm cついて 

植生期間中 4 M に互 り 合行水分を測定した。 /5地びに最価合水及び」叫の調測定係の小均を 

るに, 料M物の県な る 試驗地の・堆林腐植成びに 的質上壊は各々 相異る 状態 を示した。

り 各決略地の地税がれは朴州ル態を県にナるとともにその呼さを典にし, 地保ルuの 

#が横のゆ さ が もく, ﾡーゴンゲンス グ‘岡 cれに, 的効順,ゴンゲシス ゲNの順 

となり, ネマガリ ザサ順が最 も 湖い。こ れらの川tがﾡの大部分は F 府から成って いる。また 

一必よM・小の林(がﾡの乾物は"さとと もに少u ,WMtもまたいものから背いもの 

に漸減の幅向を隅めた。

ラ) II 木frに x り 各M It.:の 機械的組成 をる c, 原上 巾大部分 は イ诚から り ・ 

もの はR:と して認められた。 H} 札Jの防i:城に は第 II N附近に多述のtiがWH.て 
いなa

t t色法に よ り 川 秘 I 愜 Miuびie ﾡn土u。 PHを 測定 t た針, ネ ガリ ザサ 町の 他 は 

一般に校性を した。JHW橋iのPH1I F肝におけるろ ものが:に」Cべで低く,【質Tﾡは
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その炎片においても地前松のF に比北べて5い価を示しな。林床度別に見ればネマガリザリ 

Kの葉の PH が く tsく,他1戚の落葉は火差がな い。r ﾡでは ネ マ ガッ ザルﾡが も 高く, 

画翔K及び解類ーゴ ンゲンス ゲKが最 も低い結果を得た。

7) N/2 商ﾡ法に よつ て用石'泌 f M竝びに礦質土壌各行の 後換性彳 i を 測定す る ic ・ 林乐状 

値を具にすろとともにそのiにﾡ逸のあるととが認められた。

8) 地併術ﾡの崎松に! ては刈熱払1失により測定し, また艦式土壌のそれに対しては 

Tvuu 氏法を用いて測定した。 そのﾡ果50朴ﾡの土単は修40林班のものょ り も積術M 

数びに改士地に多く の州ﾡを合行していた。 K別にろに, 離類開は概ねその堆 m 窩 

植竝びに餓賞土城に多く の腐植を會んでいた。 -

9) 全外索について ケルグール 法に よ つて測定 し た新果, 金3米は 各試略地 をiじ 川税ん 

ﾡ小系業はびに Fﾡと もに大ないが, 髄M士地においては一般に下方に向かつて波少L て 

いる。糕植屮の全空素は即济网根中 F ほにやや多く,陽賞土城中においては第 1 ﾡに多く下店 

に一時少し,1び増加のﾡ向を示した。林床務別に候植中の全や索を見るに, ネマガリザ 

Wのﾡ格ﾡは各がと も 一般に 多く,ゴンゲシス ゲPに, 地裸地ﾡ こ れにさ, 41はﾡ 

も 少ない。険買土域において も ほぼ同様の結果を認めた。

10 隣壌"の尖米事は一般に第1がよ り第IIMにMtく,下ルにおいてはﾡい傾向を示 

I な。 商して 50林度のB質:城のぬ率は一般にMく ・ 10林度の ものは前者に比べて狭い炭 

米率を示している。 今科料M別にそのぬ米を比桜するに, 第I肝ではﾡﾡーゴンゲンスゲドに 
' , ・ " • • -
が も く ・ 類と れ に次 ぎ,ネ ガリザサW以 も 狭い。第 II 肝では航湖開战 もwtく,ネマ 

ガリザサM最も狭い結果を得た。各時において物植含:让の多いものの炭素率は少ないものに比 

べて概ね廣い結果を示した。

11) 増積術ﾡの0.55NaOH可神性術統について測定U た新処, 腐植中のそれは落葉よ •り 

も『Hに増加していろ。これ を林床“別に比校すれば落奥の腐植化度に對するボ層の窩植化度 

の比率は含作ﾡMが並 も 尚5く ・ AドM= ン ゲン スヶ岡,ゴンゲンス ゲVは こ れic次当, ネ マ ガリ 

ザサuはも低い。

第五章 林分の構成竝びに成立

木略朴を主な本朴研ﾡ郷に大別Lて, その朴分の情広披びに立を究明するとともに, 

これらと立地体卜とのﾡﾡ剛係をお楽し, 1世ﾡのTﾡ的特性をげらかにしようとするもの 

であろ。

. 第一節 林分構成の基礎的調査

林分構成 の 用礎的部門と して樹れ;川報と地イ級との似係を松討した。 、

第一 樹 高 出 ﾡ

環境條件に恵まれた山腹下部と これに反する山秋科而とでは樹高にかな りのな県が ら 

北, ことに前がのごな一ず朴卜分と 後 ボの上ル木のﾡげした押代朴型朴分とでは甘げのだ 

が抑神 し く,同一也彳龈の大花木で樹高に 4-5 m の商代が:地 ら る。木試除林の地"像 

を地勢, 土性,風な どの環境條件や これらの現とも 見られ る樹高曲線 と か ら 3 Pに W 

分ナれは, 高5拓の大な川後地才はIII 地とな り, 中腹池帶は主と LてII 等地に包含され, 

u下部は I 守ルと な ろ。 本び験朴の斜mmoT均川 た樹高曲続は 第 51い次のよう に, 

H=30.13e""ペ"一げ+1.5 で示される。 次にI々FuやlII^年地の掛高曲報は測定資料がない 

ので, 多少の振幅は 見られるが,前正の數式によ って平部化するに, I 4儿の樹高曲 •線は, 

H =28.05e""ーデ + 1うで示され, m 地は,H= 3(30.13e-ず+91.015の"""一) 

+ 1.5 と 処な して大過ないよ う であ る。 = のによ ろa計3位は第 51 ろ 表に掲げてあ る. * 

oure地。 10-20cm 附の用高の高いのは稚幼樹が密生I n製代朴状を慰する朴分が多 

く,幹形細焼で樹近狭小な,@ちu/にべて的商5の商いものが多いが:,I,II"セはこのFの 

もの逆大木のﾡ性下にあり, 桃坐生の際ﾡ1 ているものが多いからである。Mu樹は 

少な く, ことに川材価ある大行木が少ないのと,立木諾度や樹ﾡによつて樹5曲繰が異なろ

めで,便宜上各地位級を平均 し,各樹種を包含せ【めて樹高曲線を ◎加するに, 第52炎のょ 

_!e.n ・
う に, H = 27.54e ～ +1.で示される

第ゴ: 村税 イ 定

戦樹の係のイにはiよ8MtrN:の= yッ, トドマッ胸高M幹形敷を 川vた。同N 

土の形數は樹高を函数とする形數式 F=061-0.0055H+5.se-"" と, 胸高直猟を函數 

とする形数F= 0.5 -0.000sD + 0.j21 ・-"" とでyu したものを不均L たのでぁ る。

廣葉樹の胸為樹儲形数 も小島協吉博 この道を 川いて算TH た“ 本式も樹為を函政 とする
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第51い 針端樹村総
謝イ : ト ドマッ, エソツ,ブカエゾマッ; 地化: IIﾡ; 地 :ﾡuiのl : 

t出線大: H=30.1:;e".5ロ-ゴ+1:; 第う2ﾡ 葉樹樹繰
ス H '' (m) Bait

_(em)_」
才致

1

併 高 (m)・"T・"バ A〜 

(cm)
用t本贬 Tti紙 交 Tit 3山K

-。- 5 5.95 G.12 + 0.17 4s 9 27.00 2G.GS -0.32
8 7.56 G.5S -0.0S 50 7 ・ 26.71 27.12 + 0.41

10 36 0.29 S.S5 一 044 52 ・»・ノ 97.07 27.53 - 0.14
19 29 10.05 10.89 +024 64 4 29.00 27.93 - 1.07

-14 パ 32 12.41 12.70 +0.29 66 .7 ; 28.44 28.32 - 0.12

16 30 13.76 14.30 + 0.54 5S 4 28.14 2S.70 ••ト 0.5G

18 29 15.6S 15.71 +0.03 co 4 . 28.50 20.06 +0.5G
2o 21 16.00 16.97 + 0.88 02 1 20.50 29.41 -0.09
22 18 17.83 1S.09 + 0.26 04 4 30.20 29.7G - o.4
24
26

24 1s.23 19.10 + 0.87 (o 5 31.14 30.10
30.43

- 1.04
20 19.12 20.02 ・ 0.90 0S 3 30.50 一 0.07

28 17 21.00 20.86 - 0.14 ! 7o 30.90 30.75 - 0.15
30 ir 21.09 21.063 + 0.54 | 72 1 32.00 31.06 一 0.94
32 20 23.10 22.:4 + 0.24 74 1 31:50 31.:7 - 0.1:
s4 14 22.01 23.00 + 0.39 76 2 31.:30 31.0S + 0.:S
36 10 23.22 23.02 + 0.40 78 1 3.sS 31.0S - 0.00
38 14 24.50 24.20 - 0.30 I 80 2 33.80 32.29 一 1.51
40 10 24.60 24.76 + 0.16 s4 1 34.50. 32.87 - 1.63
4: 7 25.04, 25.37 +0.23 s6 1 32.50 33.15 +0.65
44 12 26.02 25.7G - 0.26 + 9.44
46 10 25.50 26.24 + 0.74 1 -10.07

第51ろ 針樹樹5ﾡ j位級別樹(m)

J 通位 初z B; J_____地 位 4 Bf 地 イ 級
(cペ
cm) I I II ic名

_(cm) 1 I I 額 
(em) I _ロ

6 5. 5.3 . 5.7 32 22.8 , **"
-一 -

21.8 ： 5S 30.G 28.7 26.2
8 G.7 , 6.G 7.0 34 23.6 23.0 ッ2.4 : 0o 31.1 29.1 2G.4

10 8.9 8.8 9.5 24.3 . 23.6 22.9 i 62 3i.6 -29.4 2G.5
12 ： 11.0 10.9 11.5 ( 3s 25.0 1 24.2 23.3 . G4 3..! 29.S 20.7
14 12.8 12.7 13.3 j 40 25.G 24s 25.7 ; co 32.6 30.1 20.9
16 14.4 14.3 14.s ; 42 20.2 25.:j ッ4.1 G8 3:.0 30.4 27.1
IS 16.8 15.7 16.1 44 268 i 25.S 24.4 70 :3:.5 30.s 27.2
20 17.1 17.0 17.3 4G 274| 26.2 24.7 72 34.0 3/.1 :7.4
22 18.3 18.1 1s.3 48 28.0 2G.7 25.。 1 74 3.4 :1.4 27.G
24 19.3 10.1 10.1 U0 28.5 27.1 25.: 1 76 39 31.7 27.7.
26 20.3 20.0 19.9 52 29.1 27.5 25.6 1 78 35.:3 32.0 27.S
3s 21.3 1 20.9 20.6 54 29.6 97.0 25.8 < 80 a5.S 32.3 27.0
30 22.0j 21.6 21.2| 5 30.1 26.。 ■ *

■

樹 そ: ミナフ, ダケカンバ, ハリギッ, その他 

樹高曲線式 : H = 27.54 e- 5+1.3

M高i征

(em) 1

_______樹 高 9 m)______B商ic電

-(emと_

L_____ 樹 両 < m)_____
調に木ﾡ Tiut t山u 交 対正木k 實渊値 II;破

G 18 G.5 5.0 -0.5 40 1 ・ 21.5 21.7 +0.2
12 S.3 7.4 -0.8 43 2 22.0 22.0 00

10 1s oS 9.6 -0.2 44, 1 3 22.0 22.2 + 0.2
12 10 11.4 11.4 0.0 46 2 22.G . 22.5 -0.1
14 n 13.6 1:.3 -0.: 4s 1 240 22s - 1.3
16 10 14.0 14.:; +0.: 50 . * 295 23.0 + 0.5
18 8 15.S 15.4 -0.4 5: 1 23.5 23.2 -0.:

2o 7 17.4 16.4 一 1.0 54 1 23.4 +04
22 6 17.6 17.3 -0.3 5G 1 23.9 23.5 -04
24 5 1S.9 18.0 -0.9 5S 1 24.3 2s.7 -0.5
2G G 19.3 1S.7 -06 60 2 22.S 23.8 + 1.0
2s 4 18.5 19.0 + 0.5 62 24.0
:0 4 19.S 19.7 一 0.1 64 1 23.5 24.1 + 0.6
32 3 19.5 20.. +0.S (6 24.3
34 2 20.5 20.6 + 0.1 GS 1 '26.0 24.4 -0.6
36 :0.3 21.0 + 0.7 +53
:s 3 22.0 21.4 - (.6 • -Ss

形敷式 F=0.515-0.0H+2.814e-""" と, 関5uifを西数とする形数式 F=0.8- 

0.00006D+ 1.216e-・" とでwHL たものを不均I たのである。

以上 3 附教の地位に つい て, 樹川縦 とi記の形数を 用 いて単木材私 を算出すれば第 53 表 

で示 さ れ ろ。 本材サに よ つて各試験地の材秘 I を 求めた。

地位ﾡによつて樹ばうと樹や形政とが#違するので,同一Nは山i術でも材積が多少県なつて 

く る。 @ち胸尚5山i 70em の単木材税はI"地を 1009% とすれ,I"地は 90.5%, Is地 

18」.7% となる。
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第 53 地位級別針葉樹用木材技表

地位級 【

# 統 I 
(m)

I
1 ナ -

ロ
_ . 一。 ー ー

(er)
樹 高6 

_(m)
材体形致

_(m)
BwP形量t

# 1 
(m) _(m) .

掛作形類
■

# 「 

(m)

6 54 0.04S 0.0110 53 0.650 1.0109 5.7 0.055 0.0121
8 6.7 0.616 0.0205 6.6 0.61S 0.0203 7.0 0.62:; 0.017S

10 s.9 0.591 0.041G So 0.519 0.041:; 9.5 0.595 0.0:
19 n.o 0570 0.0705 .10.9 0571 0.0703 11.5 0.575 0.07:ドS
14 12s 0.552 0.1085 12.7 0.554 0.1084 13.3 0.560 0.11:l
16 14.4 0.540 0.1560 14.3 0.541 0.1555 14.8 0.545 ' 0.1602
18 15.8 0529 0.2124 15.7 0.531 0.2i10 16.1 0.5:1 0.2159
2o. 17.1 0.519 0.2785 17.0 0.520 0.2771 17.:; 0.522 0.2s1S
2 1s.3 0.511 0.3544 1S.1 0.512 0.3520 18.2 0.513 0.:5:
94 19.3 0.505 0.4100 19.1 0.505 04:350 19.1 0.50G 0.4:5S
26 ッ03 0499 0.5379 20.0 0499 0.5305 19.9 0.500 0.528:
3s 21.2 0494 0.6451 20.9 1 0495 0.6:300 20.6 0.405 0.02s1-
0 22.0 0489 0.7020 21.6 0.400 0.7403 21.2 0.491 0.7259

22 22s 0.484 0.8888 22.3 04S5 0.871 21.S 04S7 0.SD36
4 23,6 0.480 1.0281 2:.0 0.4S2 1.0001 22.4 0.484 0.9822

24: 0.477 1.1800 23.6 0.479 1.1518 22.9 0.481 1.1212
ss 25.0 0474 1.3422 24.2 0476 1.:063 23.3 0.47S 1.2G0:

40 25.6 0.470 1.5130 4.8 0.473 1.4720 23.7 0.476 1.41$0
49 262 0.468 1.7002 25.3 ’ 0.470 1.G450 21.1 0.474 1.5819
44 26.s 0465 1.8976 25.S . 0.40s 1.8G7 244 0472 1.7517
4G 27.4 0A62 2.1092 ・26.2 : 0.466 2.0323 24.7 0470 1.0251
48 28.0 0460 2.3206 26.7 : 0404 2.2407 25.0 0.46S 2.1175
5o 28.5 0457 2.5594 27.1 0.461 2.4542 25: :* 0466 2.:42
52 29.1 0.455 2.8084 27.5 0459 3.65:0 25.G 0.4G4 2.52:9
54 29.6 045: 3.06s5 27.0 0.45G 2.916G 25.S 040: 2.735:
5G 30.1 0451 :.:435 28.7 0.4M4 32115 26.0 0.461 2.95S5
5S 30.6 o448 3.0219 2Ss ! 0.453 34421 26.3 0.460 3.1S41
co 31.1 0.446 3.0219 当01 0.402 :.7133 264 059 :4264
62 31.6 044: 4.2240 294 0450 3.9955 20.5 0.457 3.6659
( :21 0442 45601 29.8 ： 044s 4.2891 26.7 0456 5.916c
GG 32.G 0.439 4.8884 30.1 0.44G 4.592G 20.9 0.455 4.1870-
68 3a0 04:8 5.25623 :04 0.445 4.9182 971 045: 4.46S5
70 ・ 1.5 0.4:5 D.GO5S :0.S 0.44: 5.2418 ; 272 0.452 4.7:6
7 :4.0 04:: D.9860 ：儿1 0A41 5.D776 :74 0i1 5,0:7
74 4 0.431 6.:80p :1.4 0.440 5.0:306 27.G 0.450 5.::22
70 34.9 0429 6.7865 31.7 0438 6.2941 27.7 0.449 D.G354
78 35.3 0427 7.2080 32.0 0.436 6.0021 ッ78 0448 5.9104
80 35.8 04:5 n.c44: 323 0.4: 7.0G10 27.9 0.447

1
0.2G4s

第二前 林分構成

木試験朴をカェソッ, トドマッ を i と す る朴分, 工yマッを主 と する林分, 針政ビ交 

林竝びに廣葉根林に大別 し,さ らに朴研ﾡ別に その構広を考業した。

木験朴の朴ﾡ生を そのﾡ占部に よつて植生型に大別 した。朴株生は域性に場界さ 

れるとともに,上木のきに つて髪化し, また稚覘の發生,消氏と密接な關係があるので, 

施第的見地からも林床植生型によつて森林離落を大別するごとは適常と考えろ。この施業上の 

栗準と してはこれ らの林巾植生と上木の構成状態と を 併せて, 位情群を分ナる ことにL 

た。 @ちこの記載には胸商山［年5cm以にの主朴木の任占樹部と朴ﾡ生の優占種と を叶記ナ 

る も のである。こ ○消町来Wは第二卒三協に造べた帆物生企常の分如mの基研素を着川 

I ないで, 一が狭い意味の群落とし,また掛木耐ないし朴延ﾡ成などの従米の施ﾡ爪位より 

は 厶 /囲丧に川いた。この名稱 も 便立上草に「辞」と呼柄た。@pち「群」には林分福成樹種 

のや以なものと朴州生の任げﾡとを記して示ナもので, 例父ば主朴木が:アカェ ソマッ, ト 
・ ・ -

ドッからなり,朴卜がゴンゲンスゲの優するときは, カェゾツ, トドツーゴンゲン 

スゲとし, また林株生についてはスゲ型とげぶのである。

各桁 生型の分布紙況は部 54炎に示さまれる。 各が生型の1 も 分布の廣 いのはサ サ 型で, 

金地域の54-G1%に重つて分布し, ﾡとしてﾡ下油不ないし松斜地, 山腹斜地及び澤西 

宿斜地などの能川やや球な針間混交林に 地 られ,=れに大ぐ のは ス ゲ型で,分布而桥率が 25一 

$% で,農な斜地の カェ y マッ, トドマツ を主 とする朴分に られ ろ。1題1型は分布商所 

3-0%, 山眼中部ないし上務急•附地のアカ エゾマツ, トドマッ林分に局部的に見られ, ジャク 

ナゲ型は分布而価 一5%,山1m..部な介uのァ カェジ ッ, トドマッ 球分に ん部的に分レ 

シグ戦は分布商面が一6%, 山腹下部深沿 の エゾマツ,トドツ朴分に責動状に分布すろ。

こtらのﾡ型には 多数のM生m を識別する こと がでさ る。 大にﾡ生ﾡ行に こ れらのWを 

一括して示そう。 '

神 M 卿

ブカェソマッー トド マッ ー用WY

デカェッマッート ドッー｛ピッルッﾡm

シ ャ ク ナ ゲ型

ブカェジマツート ドマツー エゾッ Y ク ナ ゲ

ス ゲ 型
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90

・エゾマツート ドツーゴンゲンス ゲポ

第554 ﾡi生の分イ紙沈
ゾマツー ゴンゲンスケ郡

林交
ueu 1 ﾡ4Xみ布 

面税合 而 税 
(2%) (ha)

生 m
植上単 
分画 
私合 

_2の)

解新馭

シヤク 
ナ グズ

3

4

0.72 1
0.97

フカエゾコツートドマッー｛ッグッスプ

カエゾ ツー トドマ ッ-エ ゾシヤクナ ゲ

3

4

スゲX 3: 7.98
カェゾツートドエツ - ゴンゲン スグ

エゾマツ - ゴン ゲン スゲ酢 .

30
3

49 ササX 4 ・ 1:.06

エゾ ッー ト r ッー許ﾡーネマガ ッ ザサ昨 

エソギッーアカェソマッー・ ドマツ-麻葉樹一 ( ・ブォジダジm 
ナカエゾツート r ッー期業樹ー ネ ガリザサI

エゾ ツーネ ガリザサI
エゾマ ッーア カエ ゾツー トドマツーネマガ ッ ゾサ

16
15
14

5
4

・

シ

・

6 146

エ ゾッ——ア カエゾマツ 

ェ ソマッー tドマ ツー ( 

エゾーッ - 卜rマ ッ- ｛ 

エゾ ツ- ・rマ ッー (

ートrマッー｛シ3ナりス»m
1ー ド リ ゼン マイ 
ゴングンス ゲ

ォ シ ゲ

オ ザキナェカ ド

オ シ グ
シラネワラビ" :

・»
・ノ

1
1
1

t 100 .18 100

. a知" G 2.22 アカェゾマツート ドマッニ善類I!)：
ァえマッートレマッー｛番ッルッス ダ

3
3

シ Y ク 
グ型 -- 165 カエゾッ ー ト ドツ ー こ ゾシク ・ゲロ 5

スゲ 25 9.25
アカェソーッー 卜 Fッ 

エ ゾマツーゴン ゲ・ン

ーンゲン スゲ 

スグW
22

3

50
ササが 61 22.57

- エマツート ドマツー席業樹一ヤマガ リヅサ昨

ェ マッーァカッートrーッー(サブジタツ ダジm
エゾマツーカェゾマツート ドー ツーグ ケカンバーネ * グリッサI
ェマッートドマッール業樹一｛オブザジm
エゾマッ ・ネガリザサ

エゾ ツーア カエゾ ツーネ ガリザサ

16
15 
1:3
7
7
3

シダ型

1

1

エゾ ツ- ト ド マ ツ -

エゾッ - ト ド ィ ッ- 

エマ ツ- トドマ ツ- :

ゴンゲン ゲ

オ シ グmホェザヤ ェーカ マ ド

「ヤマドリゼンマイ サ
し ンゲンス ゲ" ・

1
1

1】

琳 100 37.00 [―L…―]... .... •、 100

リ・サ パ!

エゾ マツー ト ド マツ -Mt葉樹ー ネ マ ガリ ザル

エェゾマッーブカェソマッート ドマツ-険楽樹_ ｛ブジチシヌ

エ ゾマツーエ

アカエゾマツー ト

ハ”トドマッー｛装器圈 

ドマッ ー廣葉樹ー ネマ ガ 次ア ッ

祥

昨

ェゾッー カェゾマツート ド マッー グ ケ カン バー ネ マ ガ リ ザサ

・ ッッー ト ドマツー成葉樹一 ｛ダ ザ»m .

エ ソマッーネーマガ リ ザサW
ゾツーアカェゾマツート ドマツーネガリザサ .

ェゾーマ ツーア カェゾマツーネマ ガ リ ザリ

型
 

グ

シラネソラ 

ゴン ゲン ス

.
群

第ーポ ・ ブデカ モソ マツ・ トト. マツ を 主 とす る朴分

カェソマッと ト ドツからなる針期樹朴は H として山腹の南商傾斜地に見られ、戦わね上 

朴冠に アカ エゾ マツ 多く,中 ド層林冠 ワ ト ドッ o 多 い採代林型林分 を情成し, 朴は ゴ ン 

ゲンスグの優山ナる場合が多い。1かI 局部的に M 知胖,エゾシャ クナ ゲ滞,ネブガリ ザサ本 

ぬびに之"各稲の交をWツリで1る。山所は各と もAt此trである。樹高曲線によって 业 

位本を 人Jナれ, ンゲンス ゲm,ネ ガリザサ前は II 等地に,4int, ェ ゾシ ク ナ グ 

は m"F地にﾡナる ことが多い。 これ らの朴分 iと I <押代朴型を ナろが, ル部的にはプ 

カェソマッ 花大木のﾡ if. ト ドッ I 木の他 n, トドマツ木, 小木の特生地びに 

こ れら のルP状な いLWIにと交ナる叶などがあつて, こ れ らが複雑に行損的に料合して, 

ウ'•代林状構成 を舉する ものである。これ ら林床植生型と 林分構成型との間には和心!的關係がみ 

られ, 55炎のように, トドマッ; ェゾマッの木, 小木の多いI朴分ェシ・Y
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拡 生 昨

標格地番 製w*wバwwマ*wwweewyewww
. 投地画積(ha)
メ ロ _亜_(m)

位区 
a _4座
4面方位

2 ヒ基 u 分

こ,.. #イG
cm)___  \、：

・

c- 10
12- 20 I
2一 :30
:2- 40
42- 50
5一 60
62- 70
72-- 80
82- 90
92--100

102-110
計

ううく 計落別林分構成 状況 (報級別主林,": 咬)

生 型 サ リ! ササ!
--

M ゾマッー ト ドマッー 

ネマがリザサ川

エゾーッーア カェゾマ ツー 

ト ド マシーネマガリ ザサ

施*冬 I I 2
1000 0.917 __________ 0.250

------

540--500 600 G30
___________r部_________________ _____________ やドi_________.

名2 __________________全___________________

•

1hawり 換1xt 1haﾡリ 換3ﾡ
卜 r
*ツ

トド

* ツ

エ ゾ 

••ン
•

エ ゾ

トドニゾ|ブカ 

マ ツツエ ゾ at

1
1
1
1
 

1
4
1
 

o1
 

- 

—f̂
nn̂
ll̂
î
iiililnnill̂
iiî
ii

— 

s

3:;
17
12_
a
l
 S

12
102
 s

「 

I
 
- 
-- 

I
-
 

1
 
:
:
 

:
I
 

17
43
48
部

2(.4

1

77
1

-
4

系

7
1
2
1
 

g

• 

1

一

一

i
<,5
1:5
s
93
7
i
>

4:!
,:!5
G
= 

^
3
4
4
6
9
5
6
3
 

5
 

一

器
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J00
110

0,250

ササ型
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エ ゾ

-------------ュと-、------------------------------------------
ー サ サ型 _ 一 ッサ型4

工,ゾマツート ドマ ッー 

ネガリザサ

エ ゾ マッ ー フ カエゾマ・ 

ネ*ガリ リサI

4 14
0.250 _________ 0100
670 _____ 750
ド部 一 ______ i(imm)___

平一級

___________ M____________ .... 連..

1uイwレ 1hリ 担がのr

ず /

4
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24 
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44 6
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44 じ
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計

一 摘 生. 1

H 生 m

出地番 襲

t増NA0ha) 
t mi(m)

• ___ _______ m 

ﾡ4

本動u分

BPiia、製®

(cm) 、

6一 10
12一 20
2一 :0
32- 40
2一 50

92- GO 
6:一 70
72— 80
S- 00 
92ー・100 

10-110
讯.

ササ"t

x ゾ→ツーネーガリザサ

15
__________ 0.140 :
___________ 750
________ NN (m)

ゲー級

南

ササ型 - 

王 ゾマツーァカエゾマツー 

トドマツー規弟別一おマカ. 

リザジ

17
0.500
S40
上部

製_____

lha常り換は本數

エ ゾツート ドツーシ ラ 

ネりラ ビーゴンゲン スゲ』

36
43
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I ha リ換本

・

橘4地
シケス •

モゾマ ツープ カモンマ ッ -

に 卬 ド トマ・-
_____ __. __ゴン

ーシフ事ソン 
ゲンゲ唯

=--

地番製 12
1 tifn画fia(hn) 0.100

話 罪 (m)| S10
•催________________________ i
u 4」 な

d 画 力 位

本 致 u分 1ha w ッ 換 む木職

胸河導、対*な
(cm) ____ _____ マツ

册葉 
ビ

〜------- -- 「

G- 10 300 80 70 450 ] 20
I2- 20 160 30 50 210 10
22一 :0 90 20 I。 120 ; 10
:2一 40 20 0 10 $0
イ*) . n ッn 1*)卜?

52一 60 10
* ツ ।

10 !
62- 70 10 10 i
72一 80 10 10 ；
82-:90
02-100

102--110 ■
6o0 190 ISO 970 : 40 i

メ型 スグ型4
エゾマ ツー ト ドマツ 

ゴンゲンスゲm
カェ ゾツー ト ド 3 

ゴングン スゲﾡ

5
0.1056

730
h

0.0787
730
hi

1
1haﾡtリ換ド1hリ損負1

前j

計計
ゾ ブ

170 g 1 1 13 13
152 101; 13 251 り j

66 ツ67 :31
57 102 i 1I6

が :8
35 13 13
3S
19
19

50S 59S is I79 790 13
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南

-444 ______________ス2K スゲれ

xマデママ。。。。-。--、------------------------
_スゲ型_____________

-------------- 

ろ ヶ型 _

植生群
カェ ゾマッー トドマツ 

ーゴングン スグ

ブカェ ゾー ・ ドツ 

-ゴンゲンスグ

カエゾーツ - ト ドツ 

ーゴンゲン スゲ

カエゾマツー

ト ドツーゴン 
ゲン ろ ゲ昨

7 . 9 _______ 10_____ 一 . ___1
振逆地画積(ha) 
商 距 (m)

」 0.0000 00725 00797 0.0606
750 760 S:0 s20

セ_________m • "i___ i __上i________
上i 
金_ﾡ年_パ

_______1_________a_____________
金 ーー _金________________

南

1haなり換i水I
トド エゾ

マツ マツ

I制
I hatリ換

全画方位 ・. 用
本 xc wに. 分 1haﾡリ換木致

271
68

当a.ン ・r! アカ 
千 /

ノ ぜ ト ド ア カ at 1 警1

6- 10 c90! 16 115! 821 124| s3 207 : 14|12- 20 197 49 246 2:34 96 330 1
22- 30 49 66 115 16 69 69 138 14
32- 40 :w 16 49 2S- 42- 50 49 49 55 1 5552- 60 33 33 1 ・14 14162- 70 41 41172- 80 * 1 1
S2- 9() 16 1602-100 102-110 " <

1 *

1018 16 205 12016 47 :8G 813

1haTり換*貫

11

27
4,
1'1
64
s,
网

141

■*

4

Ui-I

29s
lnl'>

1''
6s
sl
f>'I
2s
14

一 生-型

・ i 生 T

ﾡ頬型

プカエ ゾーマ ツート ド 

- ッーAi
I6

*eA商io) 
s E (m)

0:144 
790

_他-____ i.

*撃I 分

___«____

用

1haりすﾡ

lエゾ カ
マ ツ エ ゾIgisi(t径 

(cm)
6- 10 68o 14 41G 1110 1 21!2- 0. 7 ' 257 479 14

22一 :0 49 G9 11s 14
2一 40 14 56

2一 50 14 5 49
5一60 28 28
6一 70
72- S

14
7

14
7

8:- 99 。
S2-」0

12一1 1o
t 972 1 808 1801 49 108

14

209 666 25 450 67D

強型4
カエゾマッー ト ド 

- ッー賞ﾡnT

18
0.1118 
800
上il

1 ha 常 リ 換水バ

45 
215 
I07
37

1付

c ゾ 
マ ツ ェ

5 36 i M
98 143

179 :9川
107 214

I8
9

447 Sう9 9

シク ゲ

カェゾーツート ドッー 

エゾシヤクナ ゲロ

-----------------------------------一

13
0.250
790
hf部
念

1ha常リ換ﾡ

■ 2
1096

250
722

14

180 
4s
G4
20 
332 
2S
12
16

4o0

1276 
:04 
136

2-1 
32
32 
12 
1G

18ジ

11
IG

I

クナゲﾡないしA類ﾡに多く,メニジツ大低本の多い型朴分・ または上 ドンの8型 

朴分は ゴンゲシス ゲ確 とせにネ マ ガ リ ザ サ神 にH那ナ る 傾向があ る。以上山腹南面傾斜地の 

カェソマッート ドッーコンゲンスゲ mの朴分柄成 を 直理r本數配分曲線に ょつて見る に, 

ほ第56い 炎の数式で示される。ト ドマッツの山係型や数分山投 (仙し主林木は胸商直概5cm 

以., utの括約を と し, 1m 常 り 木数とする)はiう6ろ 炎のよ う ie ND.2:= 46,682 

の傾向を示し,1hﾡり主朴木木数は500本で, 小径木級の本数は 存し く 多いが,彷級を増す 

cしたがつて木数激ぬし, 50cm を超える大枢がタ少ない。これに登しブカェソッの山ﾡ別 

本数配の間線はII NDI•m = 2,：用 4 で示され」ha 當 り本數は 366 木で,曲線は 神しく 後段 

で, 大保木に富み, 86eici述ナるものがある。

高距 790m 内外の風ﾡの如い商iMi傾斜地のフカ ノマツー ト ドエッニェ yシャクグmに 

支けるui登木史配の山線はi記ゴンゲンスゲﾡのそれよ りも一なである。 gち トドマツは 

ND〜w=595,770, アカェゾマッは ND'I"=20,10の傾を示し, トドマッ小径木は極め 

c多く, 1h り の主朴木木製は トドマッ1」52 本, アカ エシマツ 400 本で, と れ ら朴分の 中 

には 漸次 ト ドマ ッ を 由 とする 若い I8 型林分への推移を 示 しているものもある。

以上の林分の tをろに,カェソマツートドマツーゴンゲンス ゲWの裕もは,不均1 ha 

常り 500m:内外, @ち1町なりI1800iである。これ らの林分は各種の群で鮎合されて 

いろので部的にブカェソマッ老人木の一情ル番をﾡ吹とすろ場合には lha 當り換算 680m 

内外のﾡﾡをイする。 cれに以 してﾡ衛のﾡい傾斜mi上商の トドマツ小後木の多い I。 型間ル 

群を對象とする場合には 1m 滋り換3120m内外の番積に迫さない。 以上はカェジッ, 

ト ド〜ッを主とする林ののﾡの権必であろ力, さ ら に相生型,群別に林分の構成を示せぱ第 

57炎のよ5である。

第 56 い 群別直径級別本数配分曲線式

械 ・ ・
..... 情-------- 1

1? ー I・ アマ ----、

径pi木SN分曲教式 摘 要

ス ゲ4i カエゾッ, トドツ 
ーゴンゲンメ ゲド

アカ エゾ ツ 

ト ドッ

ND " s,3a4
NDi.E: = 40,082

D=ptiic石i
N=主林イ木ﾡ

5cm 以上

シャクナ ゲ!
カニゾマッ, ト ドエッ
- エ ゾシ ヤ ク ナ ゲ

ブカモ ゾッ

トドッ

ND'.II = 20,104
NDI."シx" ・ 595,770

サ サ ス
エ ゾマッ, P ドマ ッ, m 
ﾡーネーィガリゾザ, シダ昨

エゾマッ

ト ドマツ

NDi.roir = Lo17
N • 20S
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第 56 ろ 表 ﾡ別役ﾡガ ド数配分山秋 (Ihaﾡリ 換 主林木木ﾡ)

= ——
エ シー ッ, 卜i

• ネマガリ リ
ーッ, 廣菜明一
・サ, シグ . ..

ブカ エ ゾツ,トドマツーゴンゲンスグ印

世 エゾ ツ ッ アカエゾー ッ ドマ ツ

NDI.Toi = ・ i,o17 ND'.Qw: = 2 0,873 ND'.アウだ= 23S4 ND 62" = 46,68:
ニエ

1 Kwu iuu 
し..」

交 引 

州 減
wwuliuu 2 リ!

州 ﾡ 賞t :停出価 茶引

州 減 T側I 山 必 !

(Cm) ボ 诚

8 :レ.
! 「 134 131 - 3 245 351 +106

14 25 54 +29 76 106 +30 J 64 60 - 4 105 94 - 11
20 24 20 + 5 39 52 +3 35 37 + 2 52 41 -11
26 17 19 + 2 43 31 -11 24 25 + 1 50 2 - 2S
32 20 i3 一 7 28 20 - 8 15 10 + 4 29 13 - 16
38 12 10 - 2 2s 14 -I4 14 15 + 1 14 9 . - 5
44 9 8 22 11 -11 20 12 - 8 s G - 2
50 8 6 一 2 7 s + 1 I2 10 - o) * 4 5 + 1
56 5 5 0 2 7 +5 16 9 - 7 4 + 3
62 4 4 0 8 8 0
6s 4 4 0 13 7 - 6 1 + 1
74 5 3 - : 5 6 + 1
so 2 3 1 4 5 + 1
s6 ・ り* 岸 0 ッ 5 + 3

請
-

カエ ゾーッ , t r- ツ-エ : /シ Y クナゲ昨

------------------------------------------------------------------

・ 揃 i カェゾ ・ ッ r * ツ

・ 教 式 = 20,104 ND'.qww? = 565,770 抽 • 要

一
ic役欲
(cm)___

木咏
、

依測値
1

ﾡ 引 
項減 Tii uw 茶 引

州 減

•

8 180 120 -51 1,006 1,093 - 3 エシ+ク ゲIは w 13 ili%の3i,
14 30 . 62 + 26 200 201 + 1 ネーガッザサ,シ グ及び ンゲンス ゲは

20 28 32 4 s4 G9 -15 そ れぞれ 代表的胖の平均数 値 であ る。

26 40 28 -1 36 31 一 む

32 28 21 一 7 13 16 + 4
3s 4 17 +13
44 20 14 -6
5o 16 12 - 4 1 1 0
56 20 10 -10
62 ia 9 : 一 3 ・

Gs 4 8 : 4
74 8 -1
80

1
4 6 i 2

86
.......

第57楽 ※型 と 林分構成

林 生型

四

ササ型 スゲ製

エッ, ト ド、• ン,R儿じ ・ッザサI アカエゾツ, ト ドマシーゴンゲン スダ群

け3k 
f (ha) 1.607 1.395

ボ 敷 村 ft (n) 木 ﾡ - 材 4
x 別

it代 \ 
(cm)

卜 Y
一

।
千 ゾ
マ ツ
闘辭鮮

t媒樹 , 高楽掛
• ト ゞ

マ ツ 計葉樹 *x
G ・ 3 0.0345 177 2

4
1

10
S
4

・> *
5

2
1

1

2.0088 0.0300
S 

1()
12
14
16
I8 
:0

24
26
28 
d0

2 
34
:6

・O
42
14
16

4s
50
52
51
56
58
60
6:
6
G6
6S
70
72
74
76
78
8り
s2
84
86
88
90
02
O4 
96 -
98

100
102 
I(4

・}*
5

5

I5
9

17
14
10
1
6

12
13
7

11
G
9
6
7
3

1

・ ・

4 
I5 
14
7 
7
6
S 
8 
4
6

7
5 
6

:
} *
5 
1
り

3 
7 
G
5 
3
o
7
1

・ 1
1
1
6
3
5
2
3
1
6
4
1
2 
1
1
1

I
1

1 
1

1

1

1

1 
2
1 
1
1
1

1 
I
1

2
3 
I

2
1

7
1:
21 
24 
22 
iG

22 
1S

12
15
20 
12

17
6

12 
9

14 
う 
6

* ・

8

2 
1
3 
8
4 
5
4
4 
1
6 
4
I
*!
I
1
1

1
1

1 
1
**
5 
3
3
2

5
2 
3
1
1

2 
1

1

1

1
2
1

I

1

-

0.0410 
0.2012
0.0166 
2.278う 
3.7440 
4.672S 
4.4560
S.505G 
9.6S00 
9.6822

11.6118
0.1440

13.3320 
20.5620 
14.1600 
22.8174

9.0780
204024 
17.07S4 
20.58S 
11.6480 
10.3064 
11.2336 
27,6165 
2:.4045 
25.35ざづ 
19.6060

s.440s 
36.4S0S 
11.6G52 
10.505S
5.60DS

17.05S0 
51.010 
ツ7.1.!20 
3じ,0400 
30.5772
31.:504

S.3002

:G.8108
9.7194

20.3064 
10,7161 
11.:496 
11.7735

12.8803 
I:.4037

0.02:4 
0.044
0.1.42s 
0.5230 
0.4101 
0.5SS0 
0.50S4

1.0600 
0,943! 
1.6S06 
0.6577
0.7602

0.0016 
1.1

1.5b4S

1.ss01

・.4:41 
5.2740 
2.8389

4.0060

4.bシ

87
57
5s
35
44
27
22
2o
2S
17
2I
13
15
11
11

S 
ふ

S

1
2
1

1

1

3

1
・} 常

1

1

1

1 n

9
S
7
5
6
7
7

12
6
7
3
4
9
8
4
4
3
5
5
7
2
5

・ 3
1
・y *
2

1

*

1

1

1
・»*

2.S014 
170S
G.5:79 
7.1796 
9.610 
S,4760

11.63S2
11.9680 

' 19.1400
12.2015 
19.7160 
11.9SSS
20.0064 
19.12万1 
20.7324 
16.9819
17.66D二

14.S050 
27.5056 
30.4S45 
15.6949 
22.0S78
10.7356 
11.66d4 
3.1150 
:7.5d6S 
14.S05
15.0S0 
12S673 
27.555G 
20,5092 
36.6926
11.1552 
29.6S30

133243 
7.0610

14.7206 
15.5574

S.6205

0.02 
0.0SsS
0.143s

0.1467

032o1

0.5602
1.3184

合 t 3)1 18s 1 2 412 40 ■l-ll • 32.8989 075 ; 广 4S2
372| 903

12 0649100 46173
T市毎5 11 11:: 14 34s 1s2.1920| 521 ; io 9 i 505.7220 3.oy19
映里 一.......... .こ. ___1,
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量生 2
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2
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1
 4
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 5
 9
 7

サ サ I ・シャクナ ゲ型

各税針災樹, ダケカンバー ネマガリ ザサ胖 アカ エゾマツ, トドマツーエゾシヤクナグ昨

5

豊 

4
1

2,8160 
.3500 
:3.7135 
3.8160 
0.7.93

0.25
二確 (m二 ボ 戦 オ f (m)

針業勝 M楽樹
ト ド
マ ツ

カニ針計 
ゾマツ 樹mi w掛 t※掛 M地樹

0.2850 0.4000 163 歯 18G
|

15 2.287S 0.1500
0.4669 0.2574 79 15 34 7 2.20336 ( 0.16:S
0.2278 : 0.0S8S , 32 7 31 6 18720 0.2664
0s436 0.:570 , 2:3 3 1.0S50
1.0840 0.3133 ； 14 4 3 2.1618 0.313s
0.7775 13 3 1 2.705G ; 0.1467
1,9071 0.7840 I 7 O 常 9 1 2.0355 1
1.9397 0.2042 7 2 9 2.6082 :

0.3201
1.1760
0.4717
0.560

3.6790 I 
:3.1566 
3.8171 
:.2345 
3.7805

22
24
26
28
30

2
 2
 4
 4
 3

0
7
7
5
5

I

自

農

初

62
捲

58
60
お

爲

窯

1.742
6,0:96

2 :3.45う4 1.0916
6.5315 1.122
2.4162
4 0350
5.5011 :.1006
G.0960 I.712
:.2107
4.00S4

]
ッ

I 1
い

1 :.68:0 
58::2 
:.211う

.ジ08 1 1

5

2

51 1 3.1421
・* 1 1

1. 1 2 7.0910
1

1 1 土.891 2 ・} 1
" !

1
1 ・.5026 

4.S08I 1 1
1 !

1 1
2 ・)*" 1187:2 1 I I

1 1 6.2041
1 1 1 1 C.G621 5.3524 , 

•1
1 1 i

1 
ビ

1 •
! 7.::003

1D.5574

* I

3 24.577:
1 17.2410

J I
2 18:1520 I

2.6217
2.0078

1:4300
1.600 
3.544S 
:.0020 
4.2770 
N35G3
D.0500

14.80S5

:.4:76

7ぶ864 :

4.470:

5,0:74
D.::だ2 I

5.9464 ；

ﾡ 災 川:は為/の低”し刀から商いもの力順に記する、

ササ攻れ過面秋1 660haは 4尚所のtin地を合計る もので, スゲはは s ia 
所の+g ← Aふせ z し のcお る

3 3 |

o
28.5870

35S i

・

455・ ,,1• 90 57 I 1S7 247.1553 [ 「
22.1225 100 32 109470 i 1.0:97

ihsmサ w 180 114 ：:7i Is 494 :100 4:50 1..:
J

400
-

is:2 I:8 ; 437.7080 1 4.15SS

第ニ エゾツを主とすナろ朴分 '

ゾマッ を主と する朴分は山N下i総斜地や,尚5iのつ尚いﾡ通り級斜地深頭小地に 

見 られ, 一がないしIl; ・押代朴状をユする。山N下位総斜地のェ ソマッ朴は老木の一 
、 J. ・・ I ・ ・ ・ ■・ ・ I -マ〜*...～や

林を情し, 林はネガリザリが優山して祈の不良な場合が多いが, 渡例が强 く,ササの 

散生する處にはゴンゲンスゲまたは オシダ,フッキソッなどが生し, 後繼樹の發生も 少なく 

な い。湿度の高い北一東面傾斜地の モゾッ 朴は トドマッ と 樹 葉樹 の 混交 を増 して,朴型も 

IIr4押代林状をユする場合が多い。 ch らの朴はシ ラ ネッ ラ ビーゴンゲンス ゲないレジ ラ 

ネッラビ, 主たはネマガリザサﾡ落の占むるところで, i新は中川ないしやや不良であ 

ろ. i深ii。 ェゾマッ 林は 一林型 を出すろこと多く, 朴は ときに 小斑数状に ヤマドリ ゼン マ 

ィ, ゴンゲンスゲ, ホザトナカマド, オシグ, シラネワラビなどの米落がられる。 これら 

の楽落は同都的に愈小面械を 占める忆無ぎないので 施業的遺義生少な く ・ 戦J新不央で,価 

かに 倒木」たに稚樹の災生を る に 地さな い。

海抜やや高い足根通り 平川地,ことに浮頭の校識の不出地または総斜地に位するェジマッ 

林は 倒治の一汽林分で,ゃおややiに簡i く も のが多い。これ ら朴分は 多少のカェ ソッ, 

,トドマッ, グケカンバを 混交 し, Aに は ネ マ ガリ ザサ生 して, 後ﾡ樹のﾡ生不であ ろ。

本朴分 护に 比べて風術が强いため,樹高曲線 も やや( く,地I1I°地に脚する。

以上ゾーッをとする朴分は ・4ないL/14代朴状の情をする場合が多い。

c れ を irit2ln型本数型の山銀で示 し, エソッー ト ド ッ 林分 と 比似す る c ・II取 

ド部の エ ゾ マッ ー ト ドマッ 一旅： 装樹ー ネ マ ガリザ yif におけるェソマツの 山i行対木製ﾡ分山総 

It N'"®=1,917, トドマツは ND'""=20,S72-の前向を示し, 1hり主朴木木望はェッ 

マッ157水, トドマッ2」木,Dび樹75木である。 これらの針樹小木のIiにID戦樹の 

樹冠 ドの被膿木を混ずるため,み よ りはむしろ I製分に近い山毎登本製配分山線を示すが, 

iかiブメ エ ッー トドマッ林分に比べて 曲線は権ね緩やかであ る。高距やや大なる澤頭平川

の エゾ ・ッーネ ガリザ 少i。 本数型分川線は it #よ り J) レ 型林分に近 く ・ さ】 も 一好疎 

で, 1hn常りの針3樹は 300木内外に過ぎない。 これmiな数式で示しﾡいが,山ﾡはﾡめ 

て緩慢なものである。

以一に分の裕げを見 る に, IM下な いL iポmiにおけ るェゾッ 林分は立木密度疎な る も 

併5人で, 川H価係の大、な:人イ木が多く, 1haり I0m内外, 1前少り 1,78石iのHを 

fナる。 本林分にしやや傾斜せる付mの= ゾマ ツー トドマツ'ー沆ノ枷ーネマガリ ザサ M の諸 

f1hレ383m, 1り 1,0797i-で* トドッの小, 小木端びIにM樹のﾡ炎が多
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いため, #書は渋少していろ。 ことにき一肝ﾡで,小木の多いダ2跳析なや地の治が(は一片 

低 FL, 1haり387mとなつている。 商5Wや大なる棋題り深頭ド地のエマッ老齢 

一林は 1ha常り 500m'内H, 部的には300--700m"の積を行している。Mtいe根通り 

殺斜面におけ ろェッ ー カェゾツート ドマッーグケカン バ交朴卜分では, グケカンバの 

混交のた め,蓄制は針焚樹純林よ り少い力, なお老大木が多いため 1hﾡり 490m3内外の帝 

積とつている。 .

前弛 Lた各林分のﾡもが必ナ I も 地殺と ﾡ行し な いの原生外なので, IがWxであ 

るのと立木密度が答I く 異なるためである この代炎的林分の版は第57に示されてある。

以上のェ ゾツを主とすろど齢林分は, 現在利川上から見て優良な林分であるが,林iに 

は ネマガリ ザリが優占 して,後繊樹が:比核的少いので, 静米このﾡものi的, TイﾡをJ行 

するととは明難なようである。

第 三救 M業謝朴披びに針Mdと交林

■葉樹林は 本が験林に はど られ ないが,快 •生”照川上 流澤沿而に带狀に極小面 秘けつ 

介在レ ヤチグモ, ケ ヤマハンノキ, ブカグモなどからルる林分である。 札にはネマガリザ 

サが生じ, ときにオッベイラグリ, オシグ, フッキソツなどを生している。 地下水が低くな 

るにしたがい トドマツ, エソマッの交を増加し, 針武混交林を構成するが,これら朴分のm 
1/
船は狭小である。この混交林の林床は概ね ネマガリ ザサのめると ころで, 廣: 興樹稚樹の發生 

をるが, 針葉樹の更新は不良である。

本試驗林は%,泓的に石仏を地こけるが,平均しては 1ha常り0ms内外の裕積をイし, 

全林の商が少合は ェッ 20%, プ カェソッ 45%, トドッ :#% 版 葉樹 5% と て大 

ない。ﾡ米の拠生山M地ガ犬然林に対する施ﾡ条調数びに施来県試以地の裕もは第1に ・ 

示されていろがる, 本が験朴に比べC戦t少い。これは本試験林は 奥地に佻し斧絨の入らない,原 

生で, iにlimi傾i斜地をめ, 針葉ﾡからル り, テカ ゾマツ, ソマッの大係木が多 く,

後繼期の密生す る #分であろ。 c到し,i は奥生川 原天然林全値 を 到4 と し加能樹の混交 多 

いためであろう。

風的少く,肥沃な澤面後科 地は 本木,位,M葉樹なと各ﾡのﾡ物の生に適するため 

誠下が社で, 雅時の生民総拠な針樹は仙の施物に出倒 され, 働 木上に發生して いる稚樹 

を除けi, K山祈が 1である。 ・ル環依作が混利なたなめ, かかろ立地はは半ず木でも後

ー ー・ . j

土でイ統しており, 他方地味肥沢なため小;I殺木の載命力激渋で, 劣乃木は枯損 となり, 

後勢木は 旺盛な樹高生氏によつて生 M の減退した火保級木に 随 從匸て行く ものである。 取な 

いしeﾡ通り傾行tmiltゴ.地係がiがよりも悪く, 生が不良であろが, 一面福草 根 雑木 

ﾡの生イ誠介が:少いため, かかる不利な体に耐えて生できる針葉樹の天公更新がィ場とな 

り, こと にﾡ時の生長の迎いブカェ ゾマッ も容易に更新ができる,

IIf座締のブカ ェ ソッは項境係のイ利な浮商な い L山施級斜地では交が少 く ・ 傾斜 

急で土壊の浅い立地に よ く分布し, こ と に南而の関光が限 く 照射する林分に多い。 ナメ エ ゾマ 

ツがかかる環城に特行のTﾡを構ルするこ と は,山品地のブカ ェ ソッの一特性と も られ 

る"。

K ゾマッは木地方のよう に附水のﾡり 多 く ない III折地帯では, 1度止校的商いへ海mi 

数びに北一北面iに多く分価u ・ 後傾斜で土壊の深い兄根通りなどにもまた出現している。こ 

れからェソマツはに適江地に分布し, 空小沿座の商5いﾡに好述するとおえられろ: トドッ 

はHにuに迫地して,低ﾡ地を除いてく 全林に分布してい"

M葉樹は 山前では温帝北前 の 計 廣泥交朴に 普通られ るシノキ, イクヤ,ハリギリ, ミ 

ズナ ラ など多數の樹林を 包合 する が,;昨iをすにしたが:い分5Sに示ナ上 うに, 和ﾡを波

第 "S 表 部 ! と樹和の交 と のつ附係

船t そ 汎す る朴分 1hm ッ 木

嘉 \ 樹

\ 税

Mし制級(cm)

計

葉

樹

赤
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ニ

ン

マ
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中

投
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や
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ド

部
)

II1
収

ド

冰

6-20 
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42-00 
C2以上

6-20 
22-40 
42-60 
G2以:

ュー 4 
6-20 

22 10 
42一60 
c2以iL

ホ

1!»2
11β
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38g

220
103
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18S
平

.
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第 59 & 群落•型の結級別材殖配分率 (1hniり換材)
じてさて, 兄根通 りには川いし朴のﾡ的樹和であ るダケカンバ の を増してく

胖

〜 こ ―一 - - Aawiwawaiaiw-aれい#*. * . w
拡 生 中 ササX4 スグ項

カニゾツ, トデツ 

ーゴンゲンスゲI
ゾーツ,トドツ, 楽出 

ーネガリザサバ

ササ

ゾマツ,ブカ ゾマ 

ツーネマガリザ

1.:95松代地画税 

(ha) 0.5001.66T

、u 秒
一,- xー r M? t t 空

t災掛 1 at

(径報 和 材税 合
#

ルな 材 ﾡ 材 硫 合 合 材 R 合
(cm) (m)」 (20) _(m) (2の) _(m) _(m)」 (28 . (m) (29) (m) (29)

6- 10 0.220 0.0 0.261i 0.1 8.115 1.6
0.7

8.217 1.G 2.00! 0.4 3.673 0.7
12- 20 0.639 2.0 10.960 2.2 :.80L :4.02う 6.7 1:.104 2.7 16.5じ2 :.1
22- 30 29.16S 6.0 32.312 6.4 57,926 11.5 59.G22 11.7 :0.S90 G.2 S5.96 G.7
32- 40 47.060 9.0 49.685 9.0 73.677 14.6 7:.G77 14.5 41.:70 9.0 53.60 10.0
42一 50 56.397 11.7 5S.45S 11.6 S5.380 16.0 85.:S0 16.8 47.361 9.6 57.00S 10.6
52— 60 G4,315 13.3 70.C2 14.1 74.832 14.S 74.832 I.7 30.:41 G.1 3.S21 G.5
62- 70 45.415 9.4 47.818 1 ③.5 94.677 1S.7 9.677 18.6 53.62S 10.S 53.G28 10.0
T2ー 80 97.637 20.2 I00.35L 20.0 47.277 9.3 47.277 9.3 49.659 10.0 G0.36 11.2
S2- 90 83.163 17.2 S2.168 16.6 30.037 5.9 30.037 5.0 165.780 33.5 1G5.780 30S
92—100 :2,475 6.7 32,475 6.0 三 .三 D7.174 I1.6 57.17 10.G

102—110 . 15.800 3.4 15800 3.1 — —
nt 482.189 100.0 501.925 100.0 505.722 100.0 507.714 100.0 494.311 100.0 53S.55G 100.0

---- 一 1
| ■ — — —— 1 '

6-30 39.027 8.1 43.533 s.7 1 99.842 19.7 JO1.8C4 20.1 45.905 9.3 50.141 10.4
:2-50 10M.357 21.6 106.14:» 21.5 150.057 :1.5 150.057 :1.: 01.73 I8.G I10.C4S 20.n
5ッ以上に 338.805 70.お 350.249 60S 246ぷ2: 488 26.823 48.6 35G.5s2 72.1 3717G7 G9.1

4S2.189 100.0 501:025 100.0 I 505.722 100.0 507.744 100.0 404.:11 100.0 5:S.55G 100.0•

ﾡ 旦 慨 シヤグナ ゲ系

m アカエゾー・ 
ーネガ

ノ, ト ドッ 
リ ゾサI

カェゾマツ, トドツ・ 
一ﾡ知門

稼画面稲
: (ha)____ 0.250 0.301S
\ u

价 M it t 葉樹 4 商iit

直僧級 \、 
(cm)

材 f|合 
(mT)|(%)

4硫 合

(m) (9る)

材積 合

(m) (夕%)

材 ﾡ ル合 

(m) (%)

る。 \ '

大に傾科度のﾡ税に ぼナ形研を るに, 市面における 30 座の傾斜地に正方形の杯平地 

を定す るときに は, 1ha 常り の水平而技は傾斜に沿う た斜而面杭に換 ◎すれば 1.155 haとな 

り, 水平而枝に比べて立木本數が 1.155 倍多 くなり, 傾斜度と相伏つて樹のめる交m市いも 

大となる。w E:ER バ, の成の ょう に面は北商に比べ剛光照打tが:晴に ょ り 1.3-31倍 

ﾡく,叫光にい温ﾡも」ルし,微生物の汗動, ﾡ葉,ﾡ机の分解などの生依も良なと 

なるので, 木地方の如く巡かで,Hの乏! くないi変番朴では市証ﾡ斜地は概優な#分 

を構成する よ うである。 第 18 死標準地のアカ エゾー、•ッート ドマッーﾡ類はが5距 890m P外 

の風術地に 他 し,III 等地で樹高低いに も かかわ らナ, 甫面傾斜地で•立木徳度大な一齊林なた 
・

め, 朴木本数は1haり8(ス, #H503mに述じている。

木試戦本のについてび代級別材積配分卒をるに第59おのよ う である @ち外 
*.4....やネ〜ァ" --ホm**vir ------ ^ *ewwrw **--********"*. J -,.,・

ﾡ村のﾡ税は412-50Gm,ボ均」4GG;m" で,52cm 以上の材積i分は, ササ地 70.5- 72.1%.

ス ゲ型48.8%, シ ヤク ナ ゲ品 47.G%,Aﾡ 32.16 で地fと 例的ﾡ係をイし, 血地位ほ ど ノ 

大であ ろ。これを C従の文除 と 比較す るに, B tou E"ぷ"はスィスの lannc. Fidnc の押代 

消林の税を」30mとし, この材iの山杯絞別配分ﾡ態を第60に示している。 木価は不試

驗林の ゴ ンゲンス ゲ番の柄に近似すナ る 上う であ る。

第G。 恆級別 君 以旭分 衣

i ﾡ 総2 (cm) 20-30 35一50

----------------------

55 以

材f1分率 (9の) o :o ,50

6- 10 C5S14 5,9
I2- 20 5.996 10.5
22- :0 70.60T 1G.1
:2一 40 24.27 5.5
42- 50 62.72 I4.3
52-- 60 03.544 21.4
62- 70 49.4ッ7 11.:;
72一 80 G5,264 14.9

82— 90 —
92-100

102--110 、

藕

S

舞

二

20.2ど7 I
48.37
40.437
G3.600

106.010
48.26S
50.85S
15.152
19.119

4
1
9
5

诉1
2
3
4

1
 

1
 T
 1
1

20.443
49,17:
43.069

4.9
11.8 :
10.4

直後級を："帝級に出括したし 

のをM記ナる。
03.600 | 15.:

106.010 25.5
; 48.26S 11.6

50.858 12.2
15.1n2 ; :.7
19.119 4.G ・

KUIEL.ドA Iバ は押代林のHを 200-:00 m とし, この材稿配分の状準 を第 (1共に示し 

てい る. 右他に 比べ 本試驗林は 原 生朴外であ ② ため, 老 人 木に命むが,H ィ 木ﾡの市もが:少な い 

xうであろ。・ , - 、

第(1 役級別 蓄積 配分表

437.70S 100.0 41.8G7 100.0 412.014 100.0 415.001 100.0

6-30 142.477 :2.G 146.03G 33.2 100.037 204 112.084 27.1
2一50 86.996 19.9 86.906 J9.7 160.010 41.2 169.610 4O.S

52以上 208,25 47.6 208.236 47.1 133.397 32.4 133.301 :2.1

計 437.708 100.0 441.807 100.0 412.044 - 100.0 415.691 100.0
KNuCIEI.氏")によ才れはスイ ス図オブリ ゲン地方の押代林では, 山イうOcm以 Lの材私は

-- ---ャバ～ " . .. T -
直 御 松 (em) 15-2S

•

29-43 4s 以上

材ﾡ分率 (%) 20 35 45
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企けHの 002% に該當すると. 本がﾡ供のササ型などの地位央灯な場合はﾡ以」.のKを示 

していろ。

村情:"によれはば排太項大流沼林の= ソッ・ トドツ押代朴の奈税は250-300m内 

外で, 第 62 の よ う 材秋配分率を行すると。

第562炎 行殺別ﾡ積配分式

ニニニニ....・-..ニニニニニニニニニニニニ......ごごニバ.ニニデ,* . "ニニニニジニこ ..."こ.... , -

径級 (cm) 10-20 ・0-:30 30-40 40-50 50 以上に

材積7分率 (%) 14. 32 24 15 5

ね少ないよ う である。

以上かららかな よ う に押代朴型林分は概ね地位 

ﾡのい朴分に 川現 L. ことにI。 型杯代朴はﾡ羽 

群,エゾ シ ャク ナ ゲの ような in 等地に 多 い。 押代 

林が地 代級の低い立地に多いこと については, すでに 

Fuuwvi, 中村賢太郎氏""、"e)1 を始め請研究がの 

發表すると こ ろであ ろ が,木試験朴 もまだこれらと i 

じ料果県を得た。
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第56う共 紙救別が凸分

犹毎録

w w wwwマwマwwwwwマ<〜マw-- w*マママ〜マママママ .

村積分半 (29)

_em)
E べ

1S—26 15.9 10.5
:S-36 :4 163
3s-46 . 23.5 17.S
4S-56 15.6 19
5S-6G 10.3 195
os以 103

---------- --
28.0

印ち朴太市部は不験林に止べてﾡH少な く,こと に大行木に乏しく, 20-40cm のつ小年 

木に神 しく 高むこ とが:知 られる

また渋込M諾氏") は東北堆方におけ る ブナ林のや迎を御 09 炎に示している。 @pち施求 

林には過熟な名大木が少なく. 生長証盛な小行木が多いので,原生朴とは自らその情ﾡを県に 

している。 ・

第63 行ﾡ別配分ﾡ

i 御 縦 (em) 10-ツ4 20-3G 3S 以上

ボ 致 纱 合 cつ) 50 30 20 -

材 合 (2の) 20 :0 50

以上投伐林の構成选準が地位級によ つて スメi せ られるととは, スイス における FIURV氏デ 

の部 (4 表に 示す成績に よつて も 窺われる。 本験林に おいて もこれと 同 じ 傾向が認め られ, 

木林の II III III 等地はそれぞれ FLuuY氏の 1,II, II4地に近似する よ うであ る。

第64炎 行ﾡ別ポ積配分

- 位 ! g g
yバ

i御級 (em) 材 r m 分 率

16-24 2.C 4.0 G.1 11.0 19.s
26-3G 8.6 13.5 21.0 35.2 4s.:
:8-50 21.0 :30.3 40.0 44.3 31.9
5O以上 07.8 52.2 :2.9 9.5

*w*、m
一

本林は原生林なるため道染木にんでいる。 と れを森駅地川の ヒ バ賞験 c北べて, 

後 Aは第 65 安の 上うに 本林上 り も 炎良であ る にかかわ らナ, 中木に富み, 大ﾡ木がK

第三節 林分成立

』&林内の樹な析解供試代木, 試験林に接ﾡした4,50林斑の村調木の代巡面の

4崎域びに試監朴附近の一柄成を世代した年命数に ょつて本#分の林輸を調し, この成立 

をお祭した。 :

第一 款 樹析解木城びに 資村調木の研究

働試木及び責材木の代巡山は20-130cm,不171.Scmで,代養商は15-150cm, 不均

56.8em である。伐照立用と伐痕高との間には第 66 炎に示ナ よう な相關關係があつて,こo 

相關係数は +0.3213士0014」である。伐採高は傾斜の緩急,拠商のビ入, 倒木ﾡ祈の模上

第0G表 代療と 代痕制 との新關表 

ト ドマツ, エゾツ, ブカゾツ

、、イ父さ、 
\(cm) i 20 , 30

___L

--------r-*-*---ャ--------マ---*--- - -ル1ギ、1マ。-
I |* 1

35 40 45 50 55 60 G5 70 75
1 •/ 1 上___ 1___

$。 86 90 95 l・wlooloola歳。

20 1
:0
40
50
60
70
s。 -

90
100
110
120
130

1
1 1
I
1

1
1 1

3
1 1

•

, ' 「 1 厂 I lz I
i

3 266 
7457

15 51.0 
1747.9
27 524
47 53.3 
t 035 
29 61.7
1s 6S.5
3 01.6
2 65.0
・ 67.5

2 1 1
1394 1

3723
5 7 6

3 5Gli プ

、1
" 1

111
24 |

2400じこ"

1|21275」2
114: 12

11 i
1
1 1 I 1

ポ均| 20.0

5 8 1 
1 1S0,0:3.7 (

6|20| 31 37130

jo.。 66.06s.9 70.0) 79.0

16 11 4 14
•7心,G 72.7 80.。 77.1

ーー——•

・Ls

S77 7do so.o

3・1 
; :

・ 1 |S3.3,80.0, Sa.0.0
212

1. 
__
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がり木どのM係で必すI も代巡行と正比例L ない力:, これら特殊のものを除けば •府高次の 

ﾡ関関係が示 されろであろう。代式高の消仰ﾡは 20.38 主 0.955 cm ・W分価仰は 10.09 cm 

で, 調布木の件数は代巡542.10-62.27cm の川i に含まれる。 したがつて代痕面の年倫致を實 
、 ・ -

際2に換算するには,高さ 57cm 內外の仲長に 要する従樹の年齢, f通 ト數年を加分する必要 

あ るが,脱生林の稚務の年齢は附渊で中には数十年を超え ろものも あ るので,本文に は便立上 

伐痕面の年輪數を経済酔と し,Iに 齢と呼ぶ こととした。
・

- A.ェゾマツ
M・

本林分の年齢は第 67 い 表のよ うに,梅ね押朴状を品する。 これを樹和別に処れは, ェ 

ソマッについては代が山ﾡ30-125cm, ボ均77.5cm, 依が面iの4輪数は80一4204,・不均 

26244年で, 年俗激の柄価姿は(1.88土2.5104, W分(個は1.124で, 卽ち全木數の牛 

分は樹180.0--268.24の問にあろ。以上の年齡の振布度 を 愛化係数で見れば 27.92士 1.1619%

エゾマツ

第 67 い 交 伏ﾡと 4特ﾡ と の相け

、、 sa
80 100 120 140 160 1so 200 220 | 240

1
aw 280 :300

1oo0
360 :380: 400 4a

----
不均

4給ぶk

30
35
40
45
50
55
60 
(5
70
75
80
85
90
95

100

no
I15
10 
125

1 1 i

1

1
1
1

1
1 1 1

1
1
2

1
1

1

1
2
2
2
2
3
3

1

1
6
3

2
1

1

1
1
1
1

4
5
5
1
1

I

3
1
3

1
5
1

1

o・ *
1

3
2
1

1
3

2

1 
4
1 
:

2
1

1
〇メ

2

■

2
4
1
1
1

1

1

1
・

1

・

1

二

:

120.0
120.0
100.0 
160.0 
1s0.0 
156.0 
180.0 
210.5 
223.6 
261s 
297.0 
216.0 
273.. 
2507 
27t.0 
2c0.0 
2000 
:340.0 
:8o0 
3:0.0

I 2 8 5

00 57.1

ホ 17 2G 15 II 17 8 11 4 1 1 1 152

半3’踊 co.。 45 56.6 72.G 73.6 81.1 86.3 004 82.5 83.1 83.6 99.7 120.0192.520.0 05.G

で,陥附に互ってかな りﾡくグ布L ていろ。伐痕在保 と 年齢とわ根關係数は +0.5505士0.0281 

で,かなりの相關関係が認められる.

B. デカエゾマツ

カェゾ マッ は第 (ろ のように,代山 20-110 cm, 小均 75.5 cm の年崎数は 80- 

(004, ド 298.2 4で, ェソマッより *やilであ ろ。 而 して 年齡の撒迎度 をるに, 標準 

個ﾡは 1142 士 S.2144,W分価ﾡは 704で, 印ち全木数の分は樹ﾡ 212-52 4のllに

ある。こ の愛化係数は 38.31 士 3.199% で, = ゾッ に比べて4燃の撤布度が一肝Mい。代ﾡ

山i神 と 年給数との犯關係数は + 0.5293 士 0.0732 で,ほエ ゾ マッ に近似の傾向があろ。

第 67 ろ 表 代ﾡ何 と 年給數との相關表

C・ ト ド マ ツ

・ドマッ は第 (7は おのよう に 代山御 5-90 cm, 小均5.3 cm の年検數は 00-280 年, 

1均128.7 年で,エ ソマッの不均作Mの 5525, テカェ ソマッ。 4% に過ぎない,またその最 

高年齢も ェソッの 120 年, ァカェソッの 000 年のほぼ半ばに相當 している, @ち トドッ 

のなは後所のほ4小分な ろこと が1 られる。この 年 陰の撒充度を 見るに,年診の標準偏 主
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は 42.12士2.7504, 四分慣個は 2」.92 で, 全木数のやクが 8.6-139.1 のNllic合まれ, 

ェソマッやアカェソッょりも 4齢の範Mlが:一H楽い。こ の4lの製化係致は:.73 土 2.:65 

で, エソッ, アカェソッ のほHIIに 位 し, 4齢の撤布度イは チソマッょりも 一ﾡが:つ 

ているようである。 俊ﾡ山ﾡと4崎数との川のﾡ劇係数は +0.5076士00628で, ig附と姫 

似の帆向があろ。 ,

第67は 伐痕役と年除數との相關表 .

(座径(em) I ・ j 80 . ioo1 __ 1 120 |1to i ICO 180|20| | 280 コ 年怆敷

5 1 60.0
10 1 1 80.0
15 * 〇 80.0
20 • 1 1 140.0
25 1 1 1 ・ 1 堂 110.0
30 1 1 1 1 4 110.0
:35 1 1 100.0
40 1 3 1 2 1 1 10 124.0
45 1 * •> 1* 1 9 1:1.1
50 1 2 1 D 1:0.0
55 1 2 2 1 5 140.0
0o 1 ・* 2 5 140.0

1 3 4 115.0
70 1 1 200.0
80 1 1 200.0
90 1 1 280.0
nt * 11 I:: 8・ 5 3 ：；! 1 i 53

T 均 径 22.5| 23.3 1 45.0 50.7 3o31 43.。 l 0.3 45.0 00.0 丄

以上 机也方の林分を出成する針葉樹について考察すれば, 第08炎のように, 資材木伐痕 

の年佑数は00一0004, 之力不均4崎1222.34, 北ﾡ偏280.14士2.6944,W分価個59.7 

4, s化係数0.10士1.30%である。 ロち本林の針業樹はﾡが:tに互つて, とくに一船 

級にﾡすることない力,調木数のトクは146.1-205.04のl川に合まれ, tでも 200-2104 

階のものがやや多い。

資材木伐痕面における年除数 

小除加本數根分

第68炎

atfEN所

福

樹!
80 100 120 140160 180 200

• ....」は -"

220240 260 30

*別花
野f 上Iﾡ
49, 5O 林究

エゾ*ツ

カエゾツ 

トドツ

潸

2
2

1 1 G
8

o*
11
13

8
13
21

1 お
14

72
14

17 |43
当

2651
32

, 1I 15

当

113
14

1751
23

林 サ Ml 外 

施茶成tA
同

4:,46 虎

エゾツ 

カエゾーツ 

トドツ

t
19
10

23
22

2
14
1,1

81 1
10 16

106

15.

47
11

86
14

耶恰 300 320 3o 30 wo fnn 「
掛H 一 1 レーー

木別花 40, 50林ﾡ

エソマッ 

カエゾマツ

トドマツ

叶

:; : :

:
:n 1

1

・}*

2
1
1

1524453
99

エゾッ 「4 6 2 5sS
N外 

施x茶nifclt
同

42,46 班

カエゾツ 

トドツ

肝 9

1二 44101
203

第69 逃山ﾡと崎数

: 調に

yH49

樹 H
4 給

1 Ii |T均 範 W
1 ： (cm) |(cm) (4)

4 総 宴 

(4) (4) (%) I
年崎3び役 
ﾡ劇係支

施山

#50 
いf.E

同ゼ

エゾマツ|152 
カゾ44

ト ドマツ | 53

30-125 77.5 80-420レ232.4 (4.SS2.510 
I ・20-110 750 80-600|29S.・11."4士S.214

5-90 45.3 60-28012S.7 42.12土2.750

エ ゾ ツ 

カェゾ
1160-360 240.3
200-400 291.4
00-2:。 134.1

01.08士3.199
52.20土3.760
2S.22土1.330

44.12 27.92士1.161 0.55050.0381
70.00 3S5.31土3.133 0.5203土0.073
2.92 33.73士2.363 0.5676土0.0638

43.7520.49土1.336
46.0Q：17.94 土 1.331
18.10,21.04土1.042

第二款 一版の哲代によろ調イ

カェソッー ト ドッーゴンゲンス ゲWのアカエゾマッ老人木を中心とし, これiに ト ド

ッ小ル木, カェソゴッ下ル木を叩ナるートのル状沈を知るためiに, これを代! て 

年齢を 制在した。この 常 は 第 70 表の よう に10- -40 4のM(dllic り ・'uic も0-504-Rio 
椎幼樹 と 副木が 多く,ほ ぼ押 代林状に立しいることが知られろ。士 なェゾマツー ブカェソマ 

ッー ト ドッーネマガリザサーゴシゲンズゲﾡも71 表のように, 前番と同様に各防を占

め悻伐林狀忆 成立 してい る こ とが知られる。



70 ブカエソマツットドマツ ー規におけ る •構成辞の成 上 

併別, 御械別ﾡ
・-----:——--

Im以 ド
f6さ1m

-icd3cm,

--
(cm) --- --- ----

干 P
(4)

f 1 1l-1i :I一1 61—70
1o

30
50
70
00

110
170
210
430

6
19(10)

(1) 不 3m
(2) 二

3m) 
o(3)

(2)

ﾡ内はアカェ ゾ 

マッとナる。

ただしェ ゾッが 

25s1m以ドmB 
304階に"*,i 
f4em, 4郎504 
階に1木含む。

t 25(11) 12() 7(1)| 5 (6) 3 51(21)

第71 エゾマツ,ブカエソマツ, トドマツーネマガリザサ, 

ゴンゲンス ゲ群におけろ一叶の広立

・ * 第三が お 宗

木ﾡ林における調先細と近接する木Ir求山」2,」G 札Jの, 北派道M技f林行立」t) 

の施業案調布 成績 と を」七校する に,第(8, 第69炎で示される。加ち兩木の伐痕面の平均年船は 

州ど大なく ・ 利川期に達した針然樹の伐期船はほぼ等しいことが知られる。 ただ林技的の調 

位は4齢の松ﾡ2,W分慣個並びに従化係数が:やや小さく, 年齢の施回が一肘狭く,II 

・ ・ ・
つ分散の圧合もまたややな上 うである。 かかろル(は後の役がエ ゾマツ, カェ ソ 

ツでは 40cm以上, トドッでは 28cm Jにに叫ら/t,、ilAiにJtべて縦が:ール人さ く ・ NII 

が狭い熱果であろう., • • )

渋兵物"JI"wcよ/uI, 北iれ道北地Slﾡ樹4WXに新し.,分の一w 

ほぼ一斉林状に成立 した ものである と。また祈#の一人松井部cよれば, 野拠国行の卜 

ド マッ犬然朴の大市分はほほﾡ期に一ﾡにル立したも oであ ると。村武太郎博士®によれ 

, 梓太東大演習林のエゾマツ, トドマツM生朴は外設が代朴型のように立故びに運せ。 

ま た择伐林状忙行われる と。本試ﾡ朴の大部分を占める採代林型の森#はその立もた外親 

のように採伐林型を呈する。

天然朴の山生は徐々に押代林状に行われ, 樹部及び朴製に登激な變をﾡうことがないと 

いうのはな学設で, これを立誑し得る天然林も少なくない,ciuc反して己明る天然様 

内の確樹が:生してル朴ナることは#ろ例外で, 地督は主と して拠にﾡして一に行わ 

る と の設をなす ものもまた少なくない。 ドイッ の然朴研究の第一人 解であ る Schenck 氏 

は北米, 西比利亜などの森林について固く この載を持し; ま *た Gosr 氏ヂはスカンジナビヤ・ 

ッィンランド, ッ北部などの北方のﾡ生#でこれを究切し, NIUti" もた一朴型朴 

分は同時に大面新に亙つて成立 し, 幼前時か ら一#映の朴延を形ル して選した も のであ ろ 

と ・ た。 我が國で も 戸メ大ABN:"りは秋川のス ¥,1森の ヒ バについて, 後劇に敵博士 

は 納師火び太の グイ マッ について これ を 支持ヒ た。 犬然朴の uiに 興つて 力ある 契省は 火 災 

を部一とし, ついでﾡ, 当山衛などである。 これらのM設はいナれも犬然林で立iできると 

と ろで, これら の.立, 秒ﾡはそのルW, 立地條件せびに 林分の構成状況に よ つて必す しも 玳 

純なも のでな い。Fwonucn J。 に よ turM生朴の#木は 各複級に亙 り ・ 県fでR木な いLm 

狀に更新せられるが, ときにﾡ風, 火ﾡ, 旗菌害などの災位によつて大面精の更新が行われる 

とし, Miurie". VAssruハw, RUuNEi=)のtf氏もrsulu, 疥附地,.森林限状地帯に は 

不既な择伐林型が構成せられる と Lている. RUINu、はこのル山cついて新1〔年度の不以川 

Mびに結實の減退,過激な環境條件による母樹の生理的年齢の制限竝びに稚幼樹の消長などか 

ら 不ﾡな押代林型を ナるにると並べ, R地位の一ﾡ林ﾡにい#分との川に満進的推秒清 

が仔する と した。 RUiNil 氏はﾡによつて人Mitoc-資朴が:ナるととを諾じているが, 

こ uc到 I CiuSaoド 氏':)は ポ ス = ヤの河生林の研究から- •青林の 「新, .立は まナルに行 

xu,、次火面気の牛伐林状に推移すると L , ct らの朴分介は 0-50 年の更新痛川で一齊に 

がし二大的に一朴』に認なせられる も ので, 依 助の年齡はやゆ年に 及ぶものも あるが 樹 

坐Iほば1004で定ルに近づ くのe, 多少巣fの も のでもポ大一#状にせナ るものと

I た. またNIisilrzr",Roustit"は押代朴型と世iの記e交との開係を送べ。・株代の 

4いTann, Buehe な ど の樹冠肝淋の異な a 出団のi交朴分, 人ﾡ的に押代せ ら tた朴分は押 

燃を」するとLた
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本調林分のように山ﾡ林でエゾマツ, カェゾマツ, トドマツ など大ぶ と 生長の異な る 

各樹種の泥交す る 場合には』木な い L 昨状に押代材的新とん立をることが多い。ことにェ 

ソマッ, カェゾッのように 注として朽田木の上に災折ナるものはﾡ状に立ナることが 

多い。 去な樹れ階の異なる樹種, 切ち雨木と 亞魚木,或は修樹と陽樹などの泥交する場合に 

は採伐林狀の構成 と &立をす ろことが多 いカ,不地の トド ッ 林の ように 同一 條件の立地に 

同一樹Hの老林が:イけナろ場合には染ﾡによろﾡ倒と これに件う小公当, 象外世などの大於生 

のため短期川に倒し, その跡に一的に後ﾡ朴介が:立する場合が:多いようである。

第六章 林床植生と稚樹との関係

本が朴の#ﾡ生のm来墨と種樹のﾡ,生竹との嶋係を究削りし上う。 なだL木なで川 

いる「4」は土域でば川した「K」と慨ね •致する ものである。 本ルﾡ朴の朴W生を叶的 

ﾡから 5崎の「4」に大別!, cらを さ らに施架的見地から「m」に細分した。

第一前 林床植生と稚ﾡの我生

ネス期?林の林床徴生を計 m型,シャ クナ グ型, スゲ』,ササ』, シグ別に 大別 し,cnら 

植生型の構成を酎らかにするとともに,推的り我生との關係を究明しよう。M生調のガ述は 

代表的目落について 4mの方形N劇七i的地を 5-20ﾡ所iとi! ・ その小のM物の被山と常現

とを MAKNGIA"I のつ力法にょつて5隣級に炎示した。 @ち被うはれ地ittを 1 と 

した場合, その1-力 のmiHtを被ﾡナるもので,被度」以下は同に 1
1,_1_1,1 1

-8 =8-i0' 1=以F, + =怖か跡生のものとしな。 常現度は企状判地ﾡを 

100とし そのパの ・州物のつ川現する+池ﾡを%で災示したもので,常現5は全準地数 

ゆ 190-80発% のtイ/の場地合,現以ドは」= 80-00%5,3= (o-0%, ・ =40-30%, 

1 = 20-5%, +=5%以下と した

. A: aFﾡ期

本型は傾斜のさち附なェゾッ, トド〜 ッ複朴分と くに = ソマッを 日朴木と 。 

る構成群に历部的に見られる料床仙 生)也 で ある。 こ の朴が坐生はめ 72 の よう に桁4したA 

類のに/5 さ 3-6cm 内卜のゴゼ ン ク チバナ, イ チヤク ッツ期,コトンバイ, コミマカクパ 

ミ, ヒカゲ ノカズフ, ホソパノト ッゲシ バなどのメのWM生木いびにi流木をi生する もo 

で あ . 別 推山ﾡよめ 7,i7」4に ナょゥに,独生似 め て 多く,内高直郁 1 cm以x FのM 

樹,利 i 1hatり 27,000木を敷 え ること力でろ。 こ の卜災幕樹の約 7 トドッで, -'

賀
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第 73 炎 m型 と 雅樹 と の W係継括

依" m
f [ 樹 木 受 :_______-1mTリ

プカエ ・ ゾ at 降"樹 4H"世l 1 .蟠
•蓟烦型 アカ エゾ マツー トド マ ッーﾡﾡ 60 26 4 9 10S 20 27,000 5,000
シク 

ナゲ

アカエ ゾッー ト ドツーエ ゾシヤクナ 

ゲ『 86 4 1 1 10 23,000 2,500
カエゾー ツー トト〜 ツ-ゴン ゲンスグ 

I :8 1 6 35 17 8,750 4,250
ササ

卜地ﾡ一次樹ーネマ ガ リ ザサーゴンゲ 

ンスグ (征生i) 2 — —, 30 Gs 7,500 17,000
グ

エ ゾツート ドマツー』樹ーネーガ リ 

デサーオンダ胖(町生中) 2 — —1 2 6 500 1,500
チ ゾーツーネ マ ガリザサ(ﾡ) 4 — ・ *... 1 4 36 1,000 0,000

グ
ェソーッートドー ッーMﾡ樹 (w)ー ネ 

ガリザサ許 (証正生ﾡ)
一 — — -- ・ .... 一 一 一

t集樹ーシラネワラビI 7 1 2 * 10 6 2,500 1,500
卜樹- Fリゼン イーゴンゲン ス 2 2 ・* 一 1

/
6 4 1,500 1,000

ク 計!難身オンダー#•ザ・ナナカマド胖 — 一 — — 4 — 1,000
y トガーオ レ ダーン ッネワクビHA 4 — .. ... 4 4 ' 1,000 1,000

*

ﾡ要 a袋樹は エゾマン, hYマッ及びカエゾーツをむ。

+れ地面fは 4の 力形:地 10 t と 合Hと 乙 も のっであ る。

4

ただし針付ーオシグーシグネワフビロ, l-ヤマドリゼンマイーゴンゲンスゲ, 同ーオシ 

ダーザキナナカドなとは小"なでﾡ駄5iTeあったから, こ札れを40 に換した。

第7炎 価ホ型 と 林樹の樹種別高 さ 別 木数 

+地硫 =40宛
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I = 10-ツ5em
R = 25-50cm
I = 50-100cm \
V = 100-150cm
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刺はブェソマッ,他はエソマッ, オンコである.,放葉樹相樹はナナカマド, ヒ"ハノッリバ 

ナなどの重でべで,前i卜姫種世のほ2初をiめるに地せない。これらのi樹のl, とくに 

トドーッは I -敦年生の和備•が多く,これらは普過的に加也土壊に發生しているが, ょ く 額※ 

すれば樹植肝中に龍人する腐朽例木ないI枝條を登芽床とするものが多い。これら針葉樹桃曲 

のmは桜めて不良て, 多くはi41em 内クトの」••仲生母を見るに過ぎない。

B. ッヤクナゲ4
木林床離落は 山腹上部の用面傾弱地に 局託的に分布する も oc, カェッーッ, トド マツ 

のlld浮よ映朴分にられるが, とくにフ•カエゾマツを わ林分とする緩は林分に出現する。 

この植生群落はエ ソシ クナゲと コョツラクッッ で代炎されるが, 局前的にオウパス ノト, 

オッカメ ノキなどの流木をする場イ, ッルッゲ,ッルンキ:などの重流木の多い場イ介などN 
ﾡであろ。とら流木ﾡは2m以下の店防を占めていろが:,ササのようにﾡに繁だしていない 

oで, 第72のよクiにAX及び各団術ﾡ生が木を威し, 山新紙血ﾡである。 トド〜ッを 

主と する針葉 和 助は 1 h 高 り 2000 卜内外に述ナるが:,= ら和: 樹の半数は ま だ崎5 さ iocm 以 

Fのiliで, 不公定な も のがルな く な い。総世はi カー F, ヒuハノッ ッバナなどo 
亞侖木が 多く,前 毋 の 17必を 用めて い る.

C.スゲ パ

木』山眼iの斜iに分布するブカェソツートドッ4分介の#Iに通処 られ る ゴ 

ンゲシス グ群落である. 傾斜急とな る か土壊掩い空 切林 Fではこ/ucariをiナるﾡ向ある 

が, さばを淡ナるにしたが:い, ンゲンスグは繁し, 大にﾡ4し,ぬさ16cmP外にl 
L, lm= 高 り 生項i100e 内外と な る. 懸 閉やや疎な るか,土壊の深度大とな る場命には » », 

シ グ畑ないし他の水ﾡのi並入が処られる。8下のゴンゲンス昨にﾡ『ナる林M物 

は第72炎のよっに,ゴゼンク, コキンバイ,マイゾルッッなど の州統生才で, 確樹 

の發生住 続は槪ね良好であ る. 雅樹ば トドッを非とし, 御木上にはェジマッをeヒ, 丁 力M 

ゾマツ は極めて 少なく, 1ha常り 卜葉確世塾水数, 8,750 本を敢えられる。武葉桃樹は亜爾 

木を加え ろときは, 外非樹の4割近い数と なる。=れ らの稚樹は前2 前 知群落よ り t 形継が 

きいもの多く,仲炎 も ・ル*rで. 川4:仲小生」端は m #。 1.5-0仲である。を 

し, ゴンゲンスゲのだ川に終になるにしたが;い, 樹のﾡ生水数は沖しているが, ボ木ルを 

数せ川=な!た形書の iocmJのi機lが;多く なる.

以上41, ゴシゲシスゲ, シヤク ゲ前ﾡの代炎的な怖広を遠べたが, 現沈はその 

小川状を4ナる場イや体Wが:拠E動にナる地イなどあつて山純なることが多い.

1I7

D. ・リー ・リー 型

不地のリリは i:としてネガリザサ (別イ クイサザ, チマキーザサ, 作 クマザサ) で 

あろが, 49 林流 の一部足根通 り には, シ ッ ッ ンザサ分布し、「Lつ円項のM斜Mの一局就に 

チシーザサが:生じていろ。 これらは商ﾡ桜めて少なく,』Lつ一局市に回企しているので施系封 

媒としての災作は少ない。 ネガラザサは地沈。林況によつてその生方戒況,監仲部を県に 

しているので,これと 更商との關係は簡単でない。以ドその生7状没を大別して記城lょっ。

a) ネマガリザサ(散生)ーゴンゲンスゲ群 ： 本肝落は 山服傾斜地の邕用中席度の ト ドマ 

ッのiビ交多い卜業樹#ないしこれにミズナのitナる針卜担訓と交朴にられ, #ポはﾡ小な ネ 

ガ リ ザサが疎に散生している。 @ち朴ドには和550cm 内外のササが 1 m m り 16木,IR北 

270P外生ナる他は前記ゴンゲンスゲ帝の帆物を殆ど色合する。 u新もAJ*rで, = 

とに ト ドッの種樹にみ, 卜業樹飛樹は 1h盆り 7,500本ハ外に及んでいる。

(h) ネ ガリザサm (座) : 本研流は 山腹傾斜地の？?也やや疎な計過混交林に 処ら. 

針型制はエルマツの吊技多く,•葉樹はシナノキ, モソィタ, ハリギリ. ダケカンバなどの 

t交ナる朴分である。ササのため業樹の山新はﾡめて不血で, ト Fッポ樹は 1mり 1.00o 
-にﾡぜないが,欧e縦樹の確樹ないL幼世の吸生,坐生は良なrである。自磔樹被幼樹はシナノ 

ェソイタ ヤ, オビツ, ミズトなどで1h 常 り 9,000 本に述し, こ れ らは高さ約 2 m で, 

笹上に抽出したものが多い. ササはFM5約 Mem, 1m常り4代,JRi1009xで, 概ね生 

灯度中郴である。. ・

e ネマガリザサ (4) : 本郡海は in1級料地の ェソマッ &龄ー幷林屮上木の館 

功に よ る疎開地または針席混交林中ダケカンバ七人木の ドにられる。ササは程に繁茂 し,程 

rw130cm内卜,1m:常り 05、木,」「北2,000に内外で,.諾前番の20に益りぬ樹のﾡ 

生をど許さない。 しかし, かかる ササ曙生地は 木林分においては林J也全面に亙る ことなく, 

ntルIにP『mに ﾡ生L て い る に過ぎない。

() ネマガ リ ザサーオシ ダm : *iはN斜iMi下簡の計ﾡ交札, @ちyー ッ, 

トドツ,.シナノキ・ エソィタヤ・ ハリギリ などの林分に見られ, フットソツ及びサルシな 

どを も のである。 ササはル師的に 多少密度を 異に-する が,W 高 のvvが 1 m り 

の水,"%8rP卜, wIで, y殲 M の泥交 M は リリ め 2 対村に お•り,ﾡポ出の獲不 

A である。 "

E. シ グ型

本は 多 く は責動ルに小面Hづつ川川型ナる もoで, のmにﾡ分ナることができる。
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(a) シラネワラビ群 : 叶はル)部に-にポﾡ比牧(的な斜iのさ』した外集悦下 

にられる。 cの 離落は 前m の岡伴 多い用合 と, ゴンゲンス ゲの協 多 い地イと Iに 順別 される。 

iiは後者上 り も询度高い立地に 多く I現し, シ ラ ネッ ラ ビを優ﾡと しこれに計対群落の描 

成林を随伴する他, マルバノイヤルメルッッ, ズグヤクシュなどの水が合まれろ。 後の高 

伴種はゴンゲンスゲ群落の構成林と近似•している. ﾡはやや不良で,Mが州近似し, 1h

り研樹木数は針業樹 2,500木, D樹 1,500内外であろ。

(b) ヤマドリゼンマイーゴンゲンスゲロ: 木流はエゾマッを主とする朴川のにない 

し市M斜商下部及び校miに 応部的に責動状に イする。ヤマドリゼンマイ は t5 さ 70 cm 内外 

で, 主としてゴンゲンスゲを 随伴 してい る. 樹のﾡ生は it記eッ ラネック ビW流 よりもやや先 

り, iha%V外葉樹1.500本,ルは集樹1,000本P外である。

e) オッグーホザキナナカド : 本群落は東而傾斜地 R 部面の針葉樹林中に とき に見 

られるもので, 朴住にはオシダの他やや広诵性草木を混じ,とさにホザキナ ドの多いこ 

とがある。和樹の發生は 不Rで,依かに例木上にられろに過ぎない.

(d) オングーシラネワラビ: 木Tﾡは 前者に接続 し,釘•菜樹林屮ル部的に澤而忆 見 ら 

るもので, 前楽のようなTﾡ的情ルを出し, ﾡﾡのﾡ生はﾡ木を除いてA不貴である。

木状朴の仲帆生人ルI てA規』,シYクナゲ型, スゲ剤,サ卄型,シグ期に分類さ 

れ る。こ れら朴ﾡ生迎と朴分のﾡ と は相關的關係があ り ・ 卽ち都類型, シヤクナ ゲ型, ス 

グ型はカエゾマツ, トドマッをとナろ朴分に多く, サリ型, ングは前記樹和にエソマッ 

または廣葉樹を混する林分に多い。これら林体林生劇と更新とは一赫渊接な關係があり,和樹 

時代の生の微明な針業樹の以新はこれを被ﾡすナろ誠合M物にﾡ呼されるこ とが多い。 afn型2 

のよ5iCsiiにﾡ小な州統生水の散生ナろ昨ﾡではをﾡく, 域く, ﾡ人なるにかか, 

わらナ, これを被里する植物が多いため机樹の僉生存 続か極めて人七•卷ある. シ ャグゲ』の 

流木加は密林 Fでは 此校的なに放生するに過ぎないので,稚樹の微生税に 支陣 を りえない. 

スゲ』はﾡ規型よりもよの商さ,新大なため, 史新は後斤より 劣るが,なお計東樹の更行 

はmAで, 後獵樹の保績件大である. ササ型の史新は ササの生育狀態に 左右 され, インゲンス 

ゲに媛小な ネマガリ ザサの散生すナる朴分では後ﾡ樹の我生イﾡは 不貴でな いが, ササが:

を増し, 大型になるにしながい針業ﾡの山折はW雑となり, ことに その強生地では旗型和. 例

・
の残生すら国難とな る。シ グ型はシ ラ ネワ ラビ群のように大型でないシ グの場合には後ﾡ樹の 

笠生イ派 でないが, オシグ, ヤマドリゼンイ などの大型 ホ附弱が密止する と き はチF代稚樹の 

発生は困難とな る. な州W4と:地について!前N!穴代媒を参照さたい・

PL:株生綱は#施充続」.か.ら施ポの一としてW分すると簡利であるが, #が生 

はEIに地界されて,i記のﾡ生用が小商びづつi動映にけナる場イや, そのNSを す 

る場イなど撤報な構を示している。 締12日はアカェソゴッをとする採代朴歌ル番でき 

閉せる林下の植生は•前類を主題とし安定した感を與之る.第1三岡はアカエゾマツ,トドマツ 

を加交ナる押代朴ル情Wで, 倒壊した老大木の根株,倒木が散在している。これは例によ 

つて地ﾡ生が提ﾡを求り,サの体入が:られ,各部状生が逃交し, 视難している.

以上:木文では朴ﾡ生の優占ﾡに止つてﾡ生ﾡを改Wし, ごれを施ﾡの化と して開し 

たが,以Lにを いわゆる株朴ﾡ(Foret opes) なる情成加位と し, または施業 上の飛耶と してM 
く #ﾡせしめ代るか否かについては介後一の研究を要ナる。けだし"とは向一京境峰門 

Fに 成立 し た終局の森林は L 定の型 を ル ナべせことを前 とナろもので,同 一森#型では 更

生, 朴分の情ルなどﾡﾡナるという考父方である。I たがつて よ朴型は施業上極めて 

イiな流な mであ る が:, 架林の遷移過出中に は同一収下で も tic 同一朴分 を 柄ルナる と は叫 

らない。ことに人爲によつて植生が攪亂を蒙った科分ではしかる場合が多い。また環境係件よ 

りても多くのi地形,地I, 土壊など 局部的に 變化が*しく,根の分布林が多師多様なの 

e, 林生地に築 く 地位の判定に は誤然が多い。ことに気候株の川去れる場合には各部ﾡ物の 

誠合激で, 一必りWにtに一必』の休生を型せしめるとは叫らない。したがつて北方の 

然#のょ うに試候狭みでM生のJ純な場合,立地止認的ピーな場合, 人工に:るが生

土がの提砲処化の少ない場に は森朴』の刊定利川は北岐的場で効県が:大な よ う であ る. ド 

洲でも森林型の趣川せられているのはフ ィンランド, ッ選北簡などの人然朴が注で,前部 ドイ

* ッなどゆ洲小部以市では多くの興論が:ある1 森林型の表示方法には次の:; 純がああ, その 

一は Moiwos wi", KutpiiなどのS山nの旅朴にナる研究のように, 優削ﾡと 

その分布すろ立地と と に::tのﾡ別との純せに よ つて示す方法である。その二は CADE 

パ's)のフ ィンラン ドにおける硏究のよ うに,1に才犬ﾡ生の代炎ﾡのみにょつて示ナガ法で 

ある。その 三は近*本邦でしば しば植物生態學方岡に nい られるよっ c",森#を W物地用県 

.1•.から群系に 火別し,その情樹所 A帆生の『y磁に+つてI派に細別L, に要な構成樹純 

数びに 林床の 優山種を 就記 し て 炎示ナ ろ 方法であ る.

以.のIICANDEIの法はフ インラン ドでは小装的に沟く 適川され,施も上好成績を 

あけてい る。 その代なと して (Mi加(カタバミ) ,】かrill.. (クロッスゴ) m, racciniwwm
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第 12 卜 を叨出 ろェソッ 代林 ド。 M

第 13 l ﾡ川にあ るカエゾマツ, ト ドーマ ッポ代朴下のﾡ生
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(コケモモ) 型,”,加 (ハナゴケ)取など に分ﾡ されてい る"。 フィンランド では ﾡ候災かで 

M生比較的ポ純なのと,地ルﾡく樹木数びに地ﾡ物の棋系か同じ 炎::域に分布! てい 

ろことから, 地炎が生は朴型と一扱, また立地係を良くJ現ナろもののよう であろ。

トドーッ, ェソッ然朴についての研究紙をろに, 川行羽氏", イmﾡ"のの 
/ -

杵太保科試驗林の羽倉成績. 弘一Ap"のの同ぶ大流ﾡ朴の調広報などがあろ。これ らは 

ﾡ生ﾡを (1 エゾクロウスゴ』, (2) スゲ』. ( オクシグ』, ()ササ』, (5) ヤマドリ 

ゼンマイ型などに便分し,林床植生と更新ないし林分構成との關係または生長量との関係を論

したもので, これらの川にﾡな開係の『ナることを略じている。また北海琏の硏究成 气 

としては介井兆氏,IIni氏'の小/地荷卜業ﾡ大然朴における調布, 松江賢修氏や 松 

ル部,や"ノの野幌ガ ト ドマッ天然林における網在成精があつて, CAADEN 氏による森 

林型の表 示力: 更新の 良否奴びに 林分の構成 と ﾡ関関係 を イナ ることをﾡ楽している。山崎大リ 

氏"の祈太北部に分布す ろグイマッ 原生林の研究に 上るも, ま た林床植生は以」•.と 同様のつ幽 

係を示している。亜災術地力州業樹生朴では本び略朴ﾡびにﾡ往の研究に示ナように, 朴 

植生料 土填,y析放びに分ぬとのlにはﾡ接な相1凹W係のイfナることが:知られる。

*

さ

本

ご

第二前 林床植生と推囲の生育

朴申 M 生と計業相樹の生育形態蚊ぴに 生長市との關係 を考察しよう とナるものである。

第一次 税の生育形

第 14Wl ト ド ツ ポの生形態

M), lo) 部ﾡ WゴゲンスグI 7MI

A・ ト ドマッのHi
ﾡ樹の生形館 と 株生地 と はﾡ 

接な関係がある。和:林•の幹部を側根 

分岐部から端でとし,ﾡ部を上: 

記分岐部以下とナれば, さのﾡい 

afIti。 ト ドマツ確樹は w 75 炎 

のように, i地の friic べて幼や 

部く, 根部の發述は 梅 I く不良で 

ある。 ctam来はゆな 3-56 
P外で, 空中温度高いため•葉の燕 

敬似利なのに打し,ﾡ部も水沿に高 

むMびに 加怖植のM い層 中に 在

郎

方

二

一

Z
 E

お
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すろので,火然その根能が低下していろ。かかる五境では:の仙小は微々として連41cm 

内卜の的を るに過ぎない。 したがつて第 1, 第 I5Hl ようiに I数4生で/ さ 10 cm以. F 
のものが多く。 決色でﾡ小なﾡﾡを生し, まだ側伐も分岐せす,ﾡのﾡ逆も様めて不良でイ 

安定な形態のものが多い。

ゴンゲンスゲ郡の稚苗は好類権よりも関光の射人衆が多いので,ゴンゲンスダを抽出して 

いる和備•は放射光棵を受けて仲長が良く,葉色も前M•より濃く,大をく,根疝もまた前川て比 

べて良く 僉達している。 これとiせの1-24生とを比俊ナれは, 加堆関は側极の分岐, 仲 

が神しく, ﾡ休1機部のRﾡ比市によつてるに第75炎のように根市のﾡ述がﾡである。

第7う炎 トドマッ稚樹生状沈

火輪

•

ﾡ rr 地

ル →x c1cit ■
惯 lll t r 1sバ I -
お 「 It ﾡ kt2 追下t

(em)(4)(木) (T) _(R)

g) 
T/R 
(%) (em)

菜敢 
(物)

1*の

量 楽 悄近 

(S)

g) 
L/S 
(%)(g) (L)

上
ブカエゾー ツー ト 

ドマツー部 4.S 2-9 5 0.0175 0.0041 i
・ト,

-
4.279 0.7-1.1 23.4 0.000:5 0.0079 0.005G 0.82G

yf 拠 m W 4.5 1 :t 0.0830 0.03S ns 1.11.7 0.001760.0512 0.0318 1.010
F 上

カェゾツート

1 ドマツー京* 

ブカェゾツート

D.7 S-14 : 0.0585 0.012» 4.701 0.3 1.3 49.5 0.00062 0.0:00 0.0285 1.000

" 1 ド ツーゴン ゲン ; 

スゲF
5.54G : 0.0G16 0.0154 4.000 0.7-1.6 43s 0.00083 0.0365 0.0251 1.4on

yf 製 , i W G.G2 3 0.24160.1426
! | | ・

2.306 2.0-2.6 叫 0.00239 0.2055 0.1:G1 1.510
yf W 本略 7.0 4 5 30 0.1269 0.024G 5.333 1.1-1.7 40.6 0.00130 0.0569 0.0700 osua.

例木上:に 货生した邪. 樹は倒木の財朽程度に 上つて生育状ﾡ を 県に してい ろ。州朽倒木上の 

杭樹の根は倒木の良好な通気性 と 豊富 な合水量 と 機械的障ポな いし 抵抗の僅少 と のため, 札地 

土城に比べて良く 伸び,ﾡが:り,分依が:ﾡなﾡ向が:ある。が朽逃抄したﾡ木上の飛ﾡはそのﾡ 

が断朽しロ木ル#にボつて附ドL,地に地入L,生良なであるが,ﾡ朽が地抄しない例 

木のitその肌が炎片のﾡ朽位Eに清つてたく仲し, 生長イ;人である。燃朽した根株,= 

とに根附苗に より窩朽即異Iた根株に黄生 I た稚樹の根は, 他契にﾡいドM深くにダ入し,n 
下根の整 しい發達を見る ことがある。 ' ,’

P アカェゾマッ, エソマッの

ァカェソッ, ェジーはど例木ないL朽木ル上にﾡ4生し, 供系はトドマッ 

りも一•肝岔に分岐し多数の根もを生じて一居繊細な感を巩える。傾斜地前類弾落のアカエラ 

マッiのiCは第 1パドにガナ上 う に, M” のため倒臥 し た地上部,叩ち幹部から根を發生

cいる ものがある。こらの t根は極めて長く 初剛なる感を與える叫

• 第二款机樹の生育形態

A. 調 布 方 法

地況, 朴沈びに樹性によるﾡ樹の生形態を知るl的で, 簡所の立ルか,ら高さ 1m内 

タトの秘板を選び生育形態を 利査 I た。 aじの地況, 林況の幅要就びに:1：は 席面を 3aせば第 

76, a77炎のようである。 ﾡ系は桜めて世で, ﾡ確な調はうと噂川をﾡナるばかりで 

な く, その情を1細にJ現する と とが至難なので,本文では施業的見地から構造の机要をN

し, 生育の陆向を窺うに止めた. @pち根を掘りL, 第一大側供についてはその述向,さ 

を記ﾡ,示 し, 第二大側根は mic 木ﾡを製えるにめ, ﾡの企量は地 ドmRiで示 I た。

第76炎 稚樹副在地の地況,林況概要

・州形 1 H 外 方佃 EJ/ m 落 a

49, 00、 ir ブカエ ゾツート ドッ・ A士たはエゾンャ 
クナゲ

49 究 山腹 Fii w エゾ ツーゴン ゲンス ゲト

• » 3 ...... ネガリ 4バサ50ザ | 中 トドーェマグ ﾡ茶ーゴジゲジ スヶ

50林班 附 やや球
エゾマツ ート ドマ ツー ネ マガリザサ ・ 
エゾマ ツ・.トドマツ・・ゴンゲンス ゲ
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「 77炎 唯樹調イE地の土断mi
内 f a 4t

ﾡ 知 エゾシャクナ グバ
土岡 一 ﾡ 厚 (em) I_色

t合ル 1 石 ・ (cm) 色 tル G 尚

恭 ﾡ 1.0 0.5
F H 7.0 73 Iハ｝

I 15.0 m 富t :0.0 m ッ wt
I 25.0 m間 05.0 砌土

ロ 35.0以下 石融土 、

地 祝 t 州 T M I 地

ゴングッ クw _ネ がりッ, ゴンゲンス ゲI
土ﾡ府階 ﾡ ア (cm) e t合ル ﾡ P (cm) _e ﾡ合座 互 当

0.5 05
F ﾡ 4.3 撫禍 3.0 mW

I 5.0 ッ 100 やや怖 常t
I 13.0 やや怖 wむ •

22.0 含む

I 13.0 7U ﾡる高し 30.0 崎 ﾡる高t35.0 " 61.0以ド y " 高t
V 66.o以ド 飛 y 石税 !

D. 調ルﾡ

松の我述はﾡのtIcよつて, #Lくなる。したかつて地況,林況と根系との關係战 

びに ■樹純及び生育形態と根系との關係は 多数資料の平知に よらなければならぬ。 本調在はかか、 

る 話で正出を 期し 難いが,そのﾡ向を孤うととがでせる。

・ 地上のの生と生形態とのM係

生と 生育形態との關係を知るために,飛樹の4l と御感的均樹高比率との相關係数を求 

めなるiに, 第78炎のよクiに, +0.1670士0.1015 となる。 gち高さ 1m内外の#樹では樹% 

幅登機府の事は 仲長良好で側枝 を型る 論の ものと, 年状に枚ﾡ を摘けﾡﾡ を 生ナ る 尚l 
の被里木 と で大な いMt を示しcいる。

b 地上.M1地% ド的仮策比率と立域條件との關係

地勢がル上化ゴサ地 FMのJi州に及ナ地響を比るに第79炎のよ うである。 M斜t地は 

不也にべてﾡのみ道が良で,T/R ボ小なるﾡ向を示しでいる。これは傾斜域における枳 

系は樹的の力學的支特と 地 ド水lの低下な ど ic 卽也」て, パ川 よりも ・の及述 を た も ので 

あろう。 /
管とT/R 率との則係は期冷でない. 陽尤射入地の生民肛盛たものは枝葉繁茂するが,
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第79炎 ﾡ系調査の稚樹生状沈

即4 ,, .. や削代ﾡ 樹的() 幽
-1--マ i (cm) -- .---- -

枝 単
マ

T/R
度 數

ポ均 ; 施tml 平均 (cm)' (m) ﾡ一さ前三* (R)(g)
卜 不 ' w 7 ソ:;」 15 28 76.1 020- s5.0 1.55 0.47 10.4 10S.1 2944 72.9 333
ド 
マ 8 j 37. 29 44 101.2 i 76.6 I0.0 .12.01 0.61 16s 121.1 350.11 135.0 ュ77
ツ M針地 当 4 :07 15-31 110.4 i 98.S 130.5 287 0.34 1 30.。 卜173.0 400.2 156.7 3.15
工 T 地 w 4 22.. 15 26 8D.7 74.5-103.5 ios 0.05 1 323 257.5 369.0 101.3 375
ゾ
ーマ Mt地 7 28.0 21:G sG.1 71.0 10S.5 1.S4 0.:s 25.7 213.7 338.7 15S.4 :2.15
ツ 傾年地 4 10.3 15-2S 00.1 83.0- 95.1 1.70: ! 0..i 7.0- 350.0 3ツ.: 125.0 2.59

プ エ T ﾡ 特 — - - — — -- — *
傾G地 7 33.8 10 46 02.1 54.0-110.5 1.97 0.6 27.4 2S..5 350.7 120.5 2.05
傾斜地 4 ・ 24.0 10-20 108.5 02.0-121.4 2.2 0.52 : 42.5 1 340.7 580.5 2555 2.33

地上mに比例して地下仰もょ く 弦述L, 一方被木は繊5な枚業に比例し て地下開も また賢迷 

不良なため,T/R事ではMiがlに大さな巣がられない。稚樹の 年騎 切 ち 生長の双速 と T/R 
ポとのM係は第80炎のように ・=一0.08400.0033 となり 殆ど相關關係が 見られない.

・ ﾡのﾡがりﾡびに深さ

地炎をﾡく水に述る必一大側棋の拡がりは31, 第 82 表のように,樹純によって多少 

の茶典がみられる。 @ち側ﾡ数では大遊ないが, 紙トドーツは墳がりがく, エゾッ・ カ 

ェジマツはい傾向がある。 .
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第80ﾡ 稚樹の 年齢 と 地上備対地下備 朮比率 (T/R )と の札

TRポ 

4m ピ
"

21
当

3.7 3.3 3.6 3.0 小山
T/R4

15 1 1 1 1 5 3.06
18 1 1 1, 1 4 2.78
21 1 1 2 1 2.7G
24 1 1 3.10
37 /1 1 ・}

* 2 7 3.:0
30 3 1 1 8 2.0
33
36 1 1 2.10
39 3 • : 2.s0
42 1 1| 4 2.o
45 ・) 1 2 2.70

・ 7 S i 7 i ・1 ・ 2 I 1 45

T場m 33.0 20.! 2.。 1 7| 30.4 23.6. ! 27.0 24.。 1 27.0 | 15.0

第81 地況, 林況と根の水平的城がり

MI-
H私のボがリA

!___(em)

樹 な a 
B

___ (em)___

山 のホ が り 

r出ac領\ 

合*100
-(2の

tび外にお 

るN山計

C
(em)___

iafMiLポ 

S*100 

--(22)____
トドマツ

エゾツ
カエ ゾマ ツ

w:
105.5
121.2
183.7

86.0
S1.:
76.2

121.5
149.1
241.1

130.G
161.7
343.1

160.6
193.0
450.3

トドッ 
千ゾッ 

カエゾマヴ
aia

178.2
153.6
180.6

77.2
72.6
81.2

2:0.8
211.6

- 222.4

2S1.0
277.4
20S.1

305.
2.1

307.1

ト ド,マシ

ゾツ 
カエゾマツ

T ﾡ
G:.o 

102.0
7S.7 70.9
98,8 ! 104.1

25.3
102.1

32.1
103.3

ﾡ 要 例系の據がりは祖の占颌曲他の平均血融とす。

82 地, 林況と 水平网根との關係

w -
停一次 水 バ側山 y 三: 次 H

A 形 豊閉度供試取
st

(em) (cm)

ここの 
花 間 

_(em)

ャル ・山1でり攻k "こで」。 本ﾡar 
(お)

w; 7 s.0 0.G2 |30. 9 300.3 1 32.2 11-70 2s7
卜Fマツ M年 " 8 0.) 0.S2 00.3 1 100 ・r 468.2 1 339.S 18-75 65

H追 4 10.5 0.67 1 62.9 1553-25 G68.7 1 37.4 13-73 376

小 地 ! w; 4 10.:; 0.67 ! 4.。 . s2 20 4.1.9 . ::7.2 1:; 81 :81
ゾッ AH地 ツ ry 9.2 0,30 | 5.2 I( 26 199.:; , 95 1 1n6

HlH ! ﾡ 4 !7 (.0り 5S.5 ] Idl-17 579.4 ・1O.0 I5-71 :バ7

カェッ
マ ツ

M鋼地 
Aa川

・: 

P
lo.

8.8
0.65 67.2
0.8S . Go.ぶ

150-17 
I5ツー20

711.ツ 45.5
D3払0 44.2

12-108
0- 9S 

... ....

46n
:00

5 83 & 所野地に おける 根系の 方別投述状沈

休況

■

•

第 ・* 山

供試取*®り M ..い,. fl Tドuoル 山元従
の上方 ドガに 茅城方屮 Hxt 现啧 似 虹"

に 伸m 丨 f W |に仲 (cm) (cm)

....にマママ

山 It

掛
トドマツ s I 10 23

林 dゾッ 7 ； 24 21
通

プカエゾマツ 7 34

トドッ o| 14
林 エゾツ 4 15 13

カェゾーッ 15 I2

13 3 13 50.3 0.52 30s
16 4 (4 54.2 080 50.5

2 74 G7.2 0.05 45.5

1 o 40 6..9| 067
ノ 1 39 59.5 059 4.0

6 ・... 2 1 35 do.s、 , 0.ss 142

根の抜がりと地況.林況との關係を見るに,各樹林を通& 傾斜地は平坦壊に比べて根の 

ﾡが: り が一 大となるﾡ向があ ろ。 また拠のﾡが り とさM度との叫係をるに, 疎開地では庇 

農地 より も挑が:りが一片人である。

以.上の樹t, 地形及び主Mと機のﾡが:りとの関係は第S1 表の根の掖がり と樹好福との 

ボ, こ と に樹外に仲せる側根の炎さのﾡ計と樹ﾡ細との判に ょつて一MUMに処る = 

と がで ・ ろ。傾斜地の根は平川. 地位 比べて, 土城がたいためﾡの立範的占イ脈が少いこと,

RJに釣しﾡﾡのリI,支持を必災とすろこと, 地下水位低く,地味劣るため,養水分の軸給 

には一層廣い而机を要することなどのため,外狼的に物がつたものである.

またﾡ"地におけるﾡのﾡがりの大なのは, 地」: 間の旺盛な仲長に封する養水分確保のた 

め, 州展登達幺見たものであろう. ﾡ斜地の拠系は第83炎のようにﾡ斜の上方に仲びて,I 

にﾡし樹記を此リけナる側供下方または水不に仲びて, 树般の支持に當る側根よ り も本が: 

多い傾向がある。ことにエソッ, ブカェソッのように,霊下ﾡのﾡ述不良なものﾡ斜上 

力への世iの!リI作川が:4的に一必とすナろもののようであろ。明師によ る根の披がり と 

消さと のM係 をろに, ﾡﾡ性:で小供s(Flachwurzeリッ と いわ る トッ ヒ艦の エン マツ, カ 

エゾマッの供ﾡいが:, 深供性で,心供』(Herzwurzel)とられるモミ厳のト ドッの拠ﾡ 

i深い。加ち根の深度を見るト第 83 表のように料ない I ぜドし た根赎はト ドマッはエゾッ, 

カェメマッの情に近く, 17叫のように、 心ﾡ状に下深ポく好入している。 傾斜地の工 

ソマッ, ブェゾマツの下棋はポ均 20cm 内外, 般長 ocm内外に迫ぜないが,H一地の 

:均しい場介の ト ドッのm下ﾡは oem を超える ものが多く,中には石 磔の開 頃 に沿 

い(0-70cm の下に地していろものがある。J下ﾡの深ﾡはまた墳性にル響さル, ﾡ拠性 

なェソマシでもﾡ大なる第 18kつよう なでは1供地炎下70-80cm の下にダ入L て 

いる。
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518l ﾡ樹すのﾡ系形態 りXによるユゾマツ批出のH棋形催のHiれA八1/だ0

d)地上版と地下的との生及關係

樹/1m 内外の確樹の4上に仲生述が:一」em の場合の 第一次水平他根の吓 均 1 淄年間

の仲xは第8」炎の上 う c 1.:-1.0cm-で, この仲長就の累計はほぼ 12-20cm と算定され

8 根のボ均生

・ *

ﾡ 形

節 ・大水 | 3二大世 __N山ii ---- 1 ・ 1
% ドtCIc M t 母 LTt

1m り (em)
* . ・ベ I4/ 命りポ(em) 1 (本) ,

黒 t 
(本)

生■破

(o)
1< 」一t 
(em). (g)

不 M 地 t7| 1.:1 11.G1 , 1.39 1:.40 3.15 3.:。 10.14
トドマツ 傾t 科 回 " 8 1 1,55 1 1.60 1 1.07 Q.81 3.62

グ N ・! 1 3.0S*I 1.8 1.81 18.20 7.67 5.353 1 23.6
小 a 密「 』 1.9; 19.01 | 1.07 1 17.14j 4.nS I 4.04 id.02

エゾー*ッ MT M ﾡ "|7 1.0n 17.8:; | 1.8: 1:.02 ・.07 1G.29 > :.0S 1.10
り 消 4 :.08 20.70 l G4S 1 4.じG IG.69

カゾ
マ ッ1

不 川 増 婦" 7 1.99ﾡ 4 2.78 21.04 ; 1.35 124.37 1.81 1 12.7616.25 38 I 10.( 2.72 1 10,041.52 21,1
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た・ を圧一甘真で巡上仲小生5cm 内外の稚樹では, 第一大水下側根の仲は不均3cm, 

数t3ocm内rで,it上 り も HE 盛な仲長を示している。第二根のﾡ生本数はを朴内では 

連年 10-17 本で,FI地では 16一20木を数えられる。ﾡの生iは地上Mifo増加iiびに 

校の埼加数 と 怖接 な 相關關係 に ある。

が三米 林床植生と 和・ 樹の生長

稚樹の發生故びに存上は地況, 朴に行され, = と に林ホ植生と宿接な關係にあるが, 

その生育彫態ないし仲長京 も またこれ らと關係がある。朴M生別に ト ド丫ッ稚樹の仲MM： 
・

をろc, 第85, 第86炎のようにスゲ型がﾡも良く, つwでシグで, シヤクナゲ』, 好: M 
』はともに下位にある。 ササの生山 た林のﾡは被ﾡをつて生が:不良である。税樹の

仲艮 証 は隔光量に影響されること 多く,雅樹の仲も大なスゲ』ではﾡ光射入も4』, 

シヤクナゲ』, シグ』よりも人で, 朴内が:るい燃がある。はた土壊より 見る も スグMは粗内 

ﾡ牧的く, p!-.のつEJ.7, u換t行iど0.185c, afのiftL度., ut換 

イ;灰 0.099% cべてﾡ もく, 」HYy低件卜も 史 cであろ。

第 8う & 林卜H生別 各純稚樹のJ•.仲生長

t セ 4! 町
樹 ta所
| _n卜rJ 4仲止it_(cm) _ 10idt ll L仲 

生 と

より の ・・

(em) 1—2 :一4___ 7 S 0-10
ト ドツ 6 21.0 o。 0.9 1.:; 1.1 1.2 10.8

ンヤクナ グ エゾシャクッ・ r ・ 21.4 1.0 0.0 1.1 1.4 1.2 11.2
シグ型 シラネソラビ " : 18.8 15 1.3 1-7 1.5 1.2 14.4
スゲ ゴンゲンスゲ

一- .

2 20.0
体

24 1.お; 1.3 1.2 15.8
f M 4 • : ト ドーツ G ::;.5 1.6 1.3 1.:s 2.0 10 15.6

シャクナ ゲ エゾシヤクナゲ " m 2 :6.0 1.6 1.5 1.2 1.5 1.0 1:.6
レダF シッネリクビ 山l 1 42.S :.4 1. :.4 2.3 21.4
スグ4 ゴン ゲン ス ゲ 0 । 41.9 3.0 3.3 1.7 20.0
スケa ゴン ゲン スグ ト ドツ 0 05.5 5.5 4.5 。 43 2.9 42.4

摘 次 H付のう;sは次のW級に分一eI = o -10cm IV = 50--100cm
ロ = 10-25 y V= 100-150 y

f 獅 類

な.グL ゴンゲンスゲ

17.421.0 0.01.7 • 0.71.8ノエゾツ ; 

グ I 1 0.お1.6 1.00.0 0.80.8 8.413.0
t M 型 |# 额
スグ ゴンゲンメゲ

ャゾッ
・ 42 30.046.0 1.12.S 1.42.7 25 1.02.0 1.52.3 15.626.4

* グズ! ゴングンメゲ
デカモゾ

•
3 wo.. 3.3 . 1.6 4.1 20.0

< ゲズ ゴンゲンメゲ エ ゾ ッ 1 4:.1 2.1 :.。 i 当 3.0 i.o ...

回 円 25-50 り

第 SGる 樹H別稚樹の-上:小生」

t10irmlの:とt (cm)
林床価生卬

H 樹の大さ

I ■__________

解 知 卜 r 
ブカ

マ ツ 
ゾマツ

10.8S.4 15.615.6
ゴン ゲンメゲ

ト ド 

ブカエ 

エ ゾ

マ ツ
ゾッ

ご2 1
15.S13.0 29.026.4 

ツ.

42.429.0

$計稚樹の生向状沈を符樹所行に比止すろに, 8G, S7, 第8S炎のように, トドマツ

稚樹の仲阳R は各郡落を単 じ, カェソッ, エソッ確樹よりなであろ。 かかる生現条 

は樹のルPをi通じてられ, ことに 1 m 以」S 夫照和樹に城 袴である • ェソマッ確樹の 

生は殆ど例木に叫られ, その生はM斜地のご朴分ではト ドッ, カェゾツ確樹より不 

良であるが, 沖而*麻I 地の？? 開却な林分では 生長の冗盛な ものが限察された。エ ソッ樹 

生の不良については, 商渋性の他に= ソッとェ ゾシ ャクナゲとに俗換的に寄生ナるMィ 

の年生の影呼などもがﾡしなければならめ。 確樹は高さ大となるにしたがい,木,1 木 

ﾡの被Mをがれ, 第87炎のように生が:貴なけとなる傾向がある。

第87炎 ゴンゲンス ゲに お け る 樹の s さ 別リ上イ生

(em) _
不高

(em)
不*A.上仲卜. (cm) 
ﾡよりの次 (4) 10t4m 

上上ki (em)1-2 -4\ .... 5 G 7—8 9-10
70.0- 79.9 5 75.0 4.6 I 3.5 5.9 G.S 5.1 50.680.0-- 89.9 , 2 S6.6 10.0 G.6 82 5.5 3.7 6S.100.0---109.9 1 102.2 10.3» 10.0 7.5 9.2 28 79.G110.0-119.9 1 114.. 1.9 S. 12.7 10.1 3.6 97.2

トドマツ 120.0-120.9 2 12.3 15.1 13.7 11.5 9.4 4.1 106.0140.0--119.9 2 145.3 20.G 1..2 13.0 7.3 5.ふ 117.6150.0--159.9 2 151.. :1.1 14.0 12.3 G.S 5.l 118.9170.0--170.9 1 176.8 19.5 11.6 16.8 15.0 G.0 178210.0--219.0 1 21:.0 15.7 9.6 10.7 15s 9.1 120.8
60.0- 2 G7.5 GJ 56 2.5 1.0 ::3.170.0-- 79.0 1 78.0 :.8 2. ・5.S :.6 ' 42.8

カェゾ $0.0- 89.9 1 Sb4 :..5 24 4.5 \ 7.0 :,5 41.S
- ツ 90.0 99,9 2 91.0 10.9 G.: 4.0 5.4 ■ 2.9 . b..1100.。 109.9 ツ 107.0 5.7 . :5 C.7 . 7.0| D.G 1 57.2
*** ***•_ ・

110.0-119.0 1 11:.0 10.G 0.3 G.お , 心 う G8
50.0- 59.0 1 .G :.7 I : 40400.0- 69.0 2 69.0 d » 37.1

エゾマッ 70.0- 79.0 1 74.0 1.9 1.7 4.0 2.0 :H4.690.0-・99.9 2 91 2 :.1 2.1 2.7 :1 31..100.。 ・109.9 2 100.2 土.6 2.8 : 4 9 1 5.2 46.7 .120,。 ・1299 2 120.S ぶ.0 D.7 4.1 1 9.3

「
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88 ゴンゲンスゲドがにおけ

る各稚樹の樹純別上仲生に

1otllo5上:仲:とt (cm)

MBのrs 1 トドツ

10.0- 25.0 158 1:.0
25.0- 500 「 29.0 96.4 •»•> •>*・**

6o.0- 60.9 424 32.1 37.1 ・
70.0- 79.0 50.6 428 34.6
s0.0- 899 6S... 418
90.0- 99.0 5o.1 31.2

100.0-1000 572 46.7
110.0-119.0 97.2 G28
120.0-129.9 108.0 59S

第 考

朴イの供不のイはﾡめて 多 く のテノJ と I 
Iと をxナるので, 木調布では行略を餘債な く 

された。南而傾斜地のゴンゲンスゲ祥落のトド 

マッ 風例 木の根系の深度 を 叙栄ナ る に. n下根 

は (0-70m の下ルに逆していた。樹印に ょ ろ 

深ﾡﾡ性の傾向は高5さ 1m内外の飛樹に もら 

れ, トドマツはエゾマツ, カェゾマッよりも 

深根性である。Lかし棋の分布ナる城ﾡHに 

は大交無い もののょう で®, 浅根性の ェソーッ,

テカモソッは トドマッよ り も根のﾡがリカー片大であろ。

鉄明科下の和: 樹の生長は極めて後科で,僅かに每昨 1 cm 内外仙びるにﾡせない。 ことに 

「止高く, 和慵植の以い荷類型,シヤクナゲ型の生は徴々とI ている。 ト ドマッのiが: 

カェゾッ, ェ ソーッにべて生良町なのは確市時の耐ﾡ性が:ール大なる賞のともられ 

る 飛ﾡの仲のはげなﾡ想型数びにシヤクナ ゲ型の稚潛の發生存績の極めてIQ好なのは部 

合植物が少く,この被をみらないこともーパである。かかる立地ではﾡ微々たる4 
ル態にあろが,一上に木のきが床こた場合にはめに後ﾡ樹としてI姫な生を開的ナる 

ものであろ。 エゾツ・ カェゾツ孤ﾡの大部分は仰朽ﾡ木に張生したもので, 一.札地士 

ﾡに及生したように父るものも, 多く は枝條方の寝朽木片上に根をイル ているのが我察され 

た。

ェ シマツ,ノ •カエゾマツの 七大 •木の中には列狀に他立 I , ﾡ上に り 伏の形態の ものが多 く ・ 

Iに供件が造.上にS川! て主側ﾡを』ﾡ祉状に地小にﾡ入しめているものもある。 こら 

W朽回木ないし供休上にJ析したことは卒めに推楽せられるところで, 例木の表kに沿って 

仲したﾡﾡが:これらおの陥朽崩解にしたがい,沖べその機iびに 注側棋を地上にﾡ川 

I めろに至つたものである"。 したがつてェソマッ, アカエゾマッ科を人爲的に伐採利川する 

場合にはﾡの我であるW朽ﾡ木の少のためこれらの後ﾡ樹のﾡ生は#しく低ドナるで 

あろう トッヒ 國の和 助の 發生と m朽倒木と が術な叫係に あるこさ は従米の なにもられ, 

このW関 も 主た研究らろ と こ ろであ ろ。以下これ ら窩朽御木と 山祈について記1 s う。

エ ゾマツの和樹が海朽倒木以外に殆ど發生【ないこ と は 統村情士の神太九大流ド#"') 

',村博 止の同大油アオ0), イHIﾡの同保口M略よ®における調などによつてﾡら力 

であろ。 創lち多数のげ木をイナろことI原生朴の一大特微であるとともに, 玉ソジ・ モ ・ 

ソマッのﾡ状と して 爪要な点甚を行 する ものであろ。

W朽例木が: Fich..,Tanne のような蔭樹を にとする原生林の 犬然虫折に極めて好適した教 

ﾡ味であ ること は古く から 後察せられ,Ceymak 氏r の ポス = rのM生朴に到ナる所, GusE 
氏")のネに られる TKArscIiiSk。 氏の北就露西亜の森林に対す る研究に よ れ, Fiche の 

雅樹。 955 は伊木山ﾡであるとし, こ北らのr賞はスカンデナビア,(止利成・ 北*でもi 
め られている。 ま た Miu ER r")は Fichte の 山 督は Fichte及び Tanne の尚朽例木上におい 

て城 ・ nire, 大面状の風倒腓地の怖朽例木上に も 普遍的に 史新が行わ れ る 方 を述べて い る ・

こ n ら將朽倒木の發芽に好適した條件と して CEKMAK氏は均一に保持せられる氷分,n 
な無機养料,良な通氣性の三つとしている。 たネかの一人内田丈夫"つトドマツ抑色崎朽 

例木についての研究に よれば,ﾡ除 加収など○所性の無機茶料が多太に作すること, 空 

筑及び水分のm分に都合の良い情を行tていること を舉げている,以上の他, 情朽例木は生 

のい= ソマッ確の以 り 場い物, ai桂生の被を転し, ﾡの被を発北 ビ めて, 関光 

の受量を増大せ! めt,Lつ地多時に低沿地などに多い»持の被術を幡波! 縛るな ど疑 多 

のAま北た生竹依をJルイするものである。

第七章 主要樹種竝びに主要林分の生長量

主愛樹前比びに主媛朴分の生ﾡ地は施飛上, ことに收俄:の締定上景 も 市要なので,ト 

ドッ, エゾマッ, カソマッの』木の生状館を鳴らかならしめるとともに, この調ル 

級から これ ら林分の收進表 を 想定 し よ う とすろものである。

第一節 主要樹種の生長量

木林分の主要助師なる ト ドマッ, エソッ, プカ エゾマツの用好析解妓びに資材木伐痈而 

別ルiからぬは5uif,樹ば5法びに材ﾡ(生ﾡを定し, その生炎の特代を究め, この- 

仙分の收役を算定しよう とする ものであろ。

第一 生長の定

生長量は資材木の伐度に闕する利査と 各m位級から選定し た依甲木の樹幹析解の成績と を 

綜作して法正な生長量を想定した.本,臓林の地位級は前証の立地條件や植生则や樹高曲線と 

併せて樹髙生長曲線によつて:3階級にm分した。地位級は普通生長策の優劣によつて測定する 

も ので, 林積または樹高生長で 凡 校するが,村加生長は生長荒の終1開 を 示す も のであるか ら,
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崎的には横5に よろもの上り 適であろう。しかし原生林はその成立 •構成と もﾡめて f
-なので, 材H生に よるとさ は誤曲を生じ 以く, ことに 木ぬの ょう な高の林の 地他級を 

材M生に よつて定ナる こ と は一片設交を生じ場いﾡれがある。しかし樹高生長は 比校的* 

本密度に影影せられる こ と が少いので,原生林の地位級作定に適當であ る。したがつて 木ん聡 

林の生」と*:布定に は第五章に述べた よ う にuf樹ば山報によつて修括的にW分L た 3 附級の 

地位から標準木を選定し,こ北を機休作析解してﾡ高5生を定した。 t木は各地報にる 

と ともにこの立地條件 の指標と もられる午株林研ﾡ』から武定せる もoc, 昨ﾡ型と4生と 

の○削係 も 併せて考察 し た。杯木は形町Rﾡで順刷な 生紀ﾡ を行すと処われ るもの を通び, 

茶 城時代の 不法 正 な生要は代成苗竝びに送桃木の生•屋に 辺 は換え, = nれ らの修正 した 仆 

勘内生ﾡ縦を岡ーグラフ上にﾡ示した。次にこれら生長曲線の优向を粽合し,各地位級の小 

均と な る 生長曲線 を 岡上に 求め,これを数式によつて:し,地位級別樹高5生山線をﾡrし 

た

標那木の生長は腺生林においては被m,彼合, 優占などの時代を紙たものが:多く, : 

転始山州なのを加とする。しかし米文で,半川M時代には優店木としての生紀地をイすナる 

もののみと採ル木とI て通定し, 被ﾡ,誠介代の生比は飛ょびに朴木の4生で換ﾡI 
たので,一G朴の場の木の4生ﾡ向を大ﾡ無く 定I fる も のとおえ z。 1※樹印o 
生長:ホ:在東は施業」••極めては要なので,前述のような方法でその大道ない傾向を安定し,なめ 

林分の皆代地における 人工植栽林飲びに 前更作業林における將來の牧 後 状 を想定する こととL 
*。 ,

木セ及表再作 にに川いた標準木を地位級竝びに出成汴別に総括すれは第 8oだで示され る.

» , 第二k トドッの生に

地ﾡびに7旅"別iに トドマッの生状館を調イし,M終式を川いて法7な:4生さをW 
L, 代地 のト ド ッ外分のII 表 を 地定 L た。

・ ヘ ﾡ高4生」

山ifS勝が間計払なびIに併が5生にﾡ換から 本試験林の地位を 3 附ﾡにW分した。I ・l士 

ゆから比て服 ド部ないし澤而緩斜地の風術少く, 土事い立立地にしてお り, これをm 
にれば= ソーッー ト ドツーネーガリ ザサWの1と Lてめると ころである。 Wには少 

の妣 廳樹 を泥交する 地介が 多 く ・部的にシラネワフビ,ードリゼンーイなど の札米ボの 

介イナることがあり, そ引下のササ散生地にけッグ, フットッッ,ィッルッッ, =/ンゲン

589 樹析解わ川ボー・

併I 試管
植也型 wAic補 

(em) (m) (4

A 1
A ・}

シ ゲイ

ササ

; ササX

エ ゾエッート ドマッーシラ ネりラ ビーゴン ゲン スゲI 

エゾツート ドツーネーガリザサI

夕

34.9

4s.5

51.2

22s

30.5

76
14ハ 〜

1 A 3 I 145

卜
A 4 サXt 41.3 259 92

r A o スゲ! カェゾツート ド ツーゴン ゲンス ゲI 14.5 ・ 1o4 100

A 6 I スゲX4 27.4 902 106
* A 7 ; スゲX1

、 ・・ 、
41.3 29.0 133 

・

ツ ス。
部知4 ブカエ ゾマー ト ド マツー 物類 ex 14.6 109 106

A 9 部期4 16.7 13.4 117
町

A10 部4 :.0 20.2 1:0

All シャク 、 卜* ** ・ ... •*/ ・ 1* .. * • / > 、卜* A え構 29.5 18.4
ナゲペ4 バンマ /・ ト* /・ プごドグ ヴI 10-
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23.6

" w wwwwww
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P 8
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エゾマ ツーア カェゾッー ト ドマ ッーシ ラネワラビW
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320—

T} 4
ササXt エゾマツ-ブカエゾッー ト ドツー ネガリッサ『 84.0 29sピ 1
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-39.1

ササ
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•

350P 0 千 ゾマツーゲカェプマート トマツー ゴン ゲン 4"盯 31.お;

スグ 6G.0 1 :97P 9 ブカエゾマ ツー ト ドツ ー ゴッゲン * ゲ昨 SS
ア

力
PIO スゲX 我 72.0 j 29s ( 309

x. Pn I スゲ1 33s 390

ソ
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マ
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ス ゲなどがし ていろ。 木立地におけ ろ ト ドッの樹高生」は第 90 い, 第 90 ろ の 1-1 

弊t木のょっである。 これらは31-774の生徴々たる被』, 較合時代を冇 するので,こ 

れを木や朴木の生でutさ換え, 件した生山線をグラン上にい示した。

II4地は主として情ﾡの傾斜地に位し, 大部分カェゾッート ドマツー ゴンゲン スゲ昨 

の占めるところである。これらの群落には局加的に少荒の!此楽樹が混じ,朴床もまたササカ:父 

入して,ササーゴンゲンズグWを構していろ場イや, 東北面傾料地などにはエゾマッカ:混交 

してさて, 林味もまたシラネワラビ, またはホザトナナカマドなどの米藩で占められる場合が: 

ある。 主たi所不地地の=ソマッーネマガリグケ研も木地位級にﾡナる。 本立地のトドマッ樹 

高生長は第 90 炎で示 さ れ, 7-7 死標準木は 28-55 の被』時代を 行しているので, こ れ 

を修正して同示した。

I"地は主と して為距大な山枝斜面に位し, 流と してはブカェゾマッー ト ドマツーェゾ 

シャクナゲ群,同一期類郡,各市業樹ーグケカンバーネマガリザサmなどがられろ。 本立 

地における ト ドマッの樹が5生長は節00炎の第8-115ﾡ木で示されろ。叩ちこれらは45一81 

年 の被川時代をイすナるので, 修して示した。

第 90 表 トドマツ4父甲木切高生 K (m)
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地ﾡ I 他 I 等 地 3 地
旧限木

11
1|4 : 4

ン ゲゼササパdササササ4 1 5
* ゲ

6
スダ斗

7
スルX

S 9 ! 11
ア ト

・------- ;------------- :--- 1 テ ト 1 一
• 1 ・-・

エ ト エ ト 力、 ア ト ' カ 1
ゾド 

ママ 

ツ ツ

ゾ ド

マ マ 

ツ ツ
sIM： 送

力
こ ド

ゾ

ラ

N1 1 に ツツ ーマ

シ コ 

ラ ン

ネ
ク

ま

い i ッッ1 グ1 工

4 t(4)
5

ネゲ 

ワ ン 

ラ メ 

ビゲ

り 

ゾ 

サ 

昨

r 
川 

式

ン

グ

* ?• . 新 ' 

類 

m
■B* (
*

—

101020 (m1 4) (50m) 6.07 (554)(46f)(2Sf) (724)25 5.05 6.:0 (49m) S.:2 G.00 G.70 6.10 6.27 (81 4)(074) (1b4) 5.53 4.22
:o 8.04 8.00 10.52 8.20 8.40 7.00 8.05 7.70 5.00 5.40 7.0 5.56
35 10.53 10.50 11.70 12.00 10.70 10.06 9.10 ; 978 S.:3 8.3S 7.45 8.11 6.91
40 13.00 (774) 13.85 14.0: 1..:0 11.53 1049 11.43 S.95 9.05 S70 9.02 sA45 16.00 16..7 1670 15.63 1d.:1 14.87 1a..0 1157 12.97 963 9.S2 9.00 9.03 9.545o 18.51 18.85 1880 17.04 15.73 14.n6 1:19 14.41 10.02 10.5S 10.30 10.84 10.7s
66 19.0s 20.33 20.:4 18.07 10.42 10.0 10.00 14.61 15.74 10.9: 11.. 10.90 11.66 11.05
0o06 21.0022.05 91.562247 21.7022.05 22.16 20.7621.90 18,06 18.80 17, 17.95 158016.s9

16.96
1S.09 11.7012.17 12.201a40 124213.20

13.06
14.10

70 22.7s 23.37 23.03 2:.10 10.40 18.57 I7.62 19.12 12.55 14.: 13.97 15,07
7n 24.00 4.24 2.2: 24.11 19.20 18.39 20.07 1:1.00 14S4 14.74 15.98
so 25.04 25.60 25.03 10.0s 10.15 20.95 1 1a.55 15.56 16.40 108:
S5 25.82 2G.27 25.90 25.S7 20.15 10.87 21.75 16.30 16.15 17.62
90 26.59 26.0: 20.59 2249 1 17.00 16.00 18.36
95 27.:1 27.0S 27.36 21.:0 23.1s 17.70 17.M4 10.04

100 27.87 28.20 28.01 22.2 9a.81 18.41 18.00 10.69
105 9842 28.8: 2S.61 23.41 24.40 19.10 18.43 203
110 28.99 2o.41 20.17 21.52 2404 19.69 20ぷ4115 29.:0 29.04 29.0S :5.Gコ 2D49 20.20 ッ1:37120 :x0.46 :0.16 26.74 25.02 21.86125 27SD130 28.0G.. _......_। * *」 ... - : w. w

( )内の齢は彼離ひ代の的とする。以下同斷。
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91 ト ドッ 樹 尚; 生 及 (in)
----------  

地位ヤ I I 回少 地4上1均生 e4 1 44 T均生 地4生 小均1生
0.55 0.11 0.:38 0.08 0.20 • 0.04o.9s 0.20 0.1110 1.07 0.:S 0.20 1.:.7 0.:S 0.14 0.77 0.18 0.0S

15 3.87 0.2o. 2.76 0.1s 1.0S 0.110.44 0.:5 0.2520 G.o7 045 oao 4.50 0.35 0.2:. 2.95 0.25 0.15
25 8.32 0.44 0.33 G.27 0.:36 0.25 4.92 0.27 0.17
30 10.51 042 0.5 8.05 0.35 0.27 5.56 0.190.2725 12.60 0,39 0.:6 9.78 0.::3 0.28 G.91 0.200.ツ740 14.5:3 0.36 11.45 0.29 s..4 0.210.:6 12.07 0.31 0.2645 1G.31 0.33 0.36 0.29 0.29 9.54 0.25 0.21
50 17.44 0.36 14.41 027 0.29 10.78 0.220.30 15.74

10.96
0.235p

C0
1942 
2d;o 0.27 0.35

0.30 024 0.29
0.2s

11.05
13.06 0.22 0.22

0.220.25 0.23 0.2121.09 0.:4 18.09 0.31 0.28 14.10 0.19 0.220222.10 0.33 19.12 0.19 0.27 15.07 0.:20.20 0.1824.11 0.32 20.07
20.05 0.18 0.27 15.08 0.17 0.21・ 0.1825.03 0.:1 0.16 0.26 16.83 : 0.16 0.210.1785 25.87 0.30 91.75 0.26 17.62 0.210.16 22.40 0.15 0.1590 26.65 0.14 0.30 n 0.25 18.36 : 0.14 0.20

95 27.35 0.:9 23.18 \/*4'太 0.24 10.04 0.20-0.13 0.13 0:1:100 28.01 0.28 23.81 0.12: 0.4 10.09 ! 0.200.12 0.19105 28.61 o..n 0.27 24.40 0.11 0.23 2o.3S 0.11 0.19
J10 20.17 0.27 24.04 0.2: 20.84 0.190.10 0.11 0.11115 20.68 0.26 2549 0.22 21.:7 0.190.10 '.0.00 0.10120 30.16 0.25 25.02 0.22 2186 . 018

以」•洛標準木の樹高生長の走向 を粽合し 各地位級の平均 と なる 樹高生長曲線を 求め, こ 

れを古rn正り州:や)の生tいを川いて間報の不ボ化をつた。 aち y= やさ 

( y = 樹高 (m), x = i, a.b, cはルによつてま る常數)に ± つて導 出した値は適度な探 

竹開I代によつて後までM調な生ばを地る もoとuiI たものであ るが, 現實林分は生育 空間 

の炎少ルE川などのため後川の樹/生ばぬ退の傾i向］を示ナものがある。 ことに I "地の 

単木は 群落的特微の が Lい内所, と く に:いな斜け地や・風ﾡのい秘に遭定したが:一般に 

u杯Atで常仰術生するため幼サ代の世ん5生」が:促地されるに反! て, 後ﾡの樹高生は # 

しくA山I ていろ. LたがつてこのルケのII"地の4というげﾡを持いたLめるため採内 

木の後期の生長よ り 多少上廻る値を とった.木生長數式は 地仙: 級によ り次の数的が與を られz.

I等地

ロ_______________________¥_

0.028ポ + 0.7838x + 0.67

II 等地
u ・ ___ X5____ ___

0.0261x + 0.97x + 50.0

111 ・地 u ¥ -0.0288x- + 1.20x + 100.0

木でした価は第91炎で示され, 1ぐ地は804ドで25.0m, 100年で28.0m, 120年 

で :0.2 mとなり, 11 地はそれぞれ 21.。 m. 2:8 in, 25.9 mとなり, 111 等s地では 16.8 m, 
19.7m, 21.9mとなつている。

大にト ドマッ の樹4生の大は I 地は 22一2 年 (iを合む)で 0..45 m, 11 等地 

は 25 4で 0.36 m, III "地は 35 4で 0.27 m であ る。 ボ均生の大は 1 "地は 2-3 4で 

0.36 m, II "地は 52-53 4で 0.29 m. III ぐ年地は 60 4代で 0.22 mであ る。

開高在保生長

胸高也但生長は樹高生長 よりも 立木宙度に 左右 されること多く, 生がールﾡ 々になりが 

ちである。胸高 近 他生長は第 92 炎に示される。これらの関ば5山係生」にの此:』4代はi記樹高 

生長と 同じ 方法で換好し,修:I た生長曲線を グラ ン上に岡示した。次に これ らの生長曲線の 

ﾡ向を締合し,各地ﾡのド均となる生炎山縦をNL上に求め,rHI博士の製域

y = て二ぶず5、二-------c (y= 脚/iば無 (cm, x = 年齡,a, b.. ・ d., cそれぞ立 

ルﾡ作に よ り て決地せら るる常敷)を 川いて平制化した。茶數式は地位級によ つて次の數値が

與えられる。 .

以:に よって 導川 した イが朴り 地, 各 W 生型に おけ るDば5u杯生は 第 2ろ, 第 9 
表で示 される。 .

次に資材木の伐痕面における 年齢を るに, に示したよう に平均伐痕後 t.cm の
年輪数は 128.7で, 1i1 filo山if4 は 0.:52cmである.

・ 以.の胸ば6u［杯生長は比無fで3 したので,一般よ分の肥大生長と 卜る地合には付 

山wに換wの必公が:ある。 しか山 kIiポはC［においてはﾡ木とI ての生を示すも

1 ぐ地 0.0003すででぶ) + 0.01で一の +
- 1.6

11 地
__________ ¥_____ ___

0.0108 (x'- 121) + 1.07(x-11) + 59 -1.5

111 ・地

・ 、

0.0117(x一1(9) 十 1.:0(x-13) 十 97 - 1.4
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のが多いので,中央木と しての山を氷めるには,i#の山行を多少淡じて小何に換算ナる 

ことが考えられる。しかし犬然林の世維な生Rを桜てきた木ﾡ木に登し適確なる換3中 

を次めると と は至姫なので, 水冬では樹のけさ0げち山/の支ないしI%のを以て似介: 

中 共木の脚高道年と 倣L た。 @ちトドー ッ のB高u何坐生は 第 9 o ょうに,1 "uでは 

80年:37.1cm, 1004P:i4.3em, 1204:50.3cm, Irsではそれぞれ30.」cm,368cm, 
12lem, III等地では23.5cm, 29.4cm,3i.icmに炎するものと比て大絶ないであろう。

連年生長の般大は I 等地 30 4で 0.50cm, II "地 35 4で O.49cm. III "地j34で 0.39cmで

弟 20ドl ル 高 山i f 上」I $

第92 トドマツ松i準木鵬i行生 (cm)
転で----王 

地位ﾡ 1 I ・ 1 ・ I 3 地 等 3 ・

2 3 4 5 7 8 9 10 11
HX 1レダ激 サる1 ササ式t ササM スゲ ス ゲ式1» スゲて! __ 毎類!U部類p

シャグ 
ナゲ型!

・

エ ト 
ゾド

* マ 

ツ ツ1
シ コ 

ワ ン 
ネゲ 

ワン 

ラ メ 

ビゲ 

昨
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ゾ ド 

ーマ マ 

ツ ツ1 
.ネ

マ 
ガ

ザ 

サ 
『

グ

に 
よ 

る 
就

. , 1
/ ド 1

シ

ン

1

ケ

ア ト

r 
ゾー 

マ
ツ ツ1
蘇

テ ト 

3・ 
ゾー 

マ
ツ ツ

1520
3035
40
4550556o65707580
859005100105

110115120125130

(314P)6.008.7211.05
14.0018.:3021.65
24.5427.44
30.55J2.85

(774) 21.05 23.00 26.80 20.20 31.21 3.3 35.85 38.Js 40.33 41.83 43.10 44.45 45.50 46.80 46.05

(B04) 6.43
11.7615.7810.5023.3:26.4828.5631.6033.6035.62 374 30.33 41:6 42.80 43.00 45.07 46.09 47.07 40.61

(424)
12.85
18.15
23.28
27.00
J3.J3
40.00

•

8.79 11.76 14.71 17.60 20.42 23.02 25.73
30.50 32.86 36.01 37.06 J0.01 40.87 49.64 44.32 45.0347.4648.0250.31

(554)5.237.158.739.75
10.7011.0012.2812.7313.0513.38

•

(o4)7.128.9510.5411.00
13.7815.0217.0510.04

1 ・1.c4:3.411 :4.56
1 25.4626.35

(284t) b.53 6.00 
8.80 10.70 12.65 14.88 17.5020.0022.05 :4.29 25.60 26.03

29.33 30.6s1 32.03 
： 34.181 36.6o

38.13 j 38.08 :J0.60

8.76 11.18 13.5915.07 1827 :0.5122.0G :4.73 26.70
128.b0 30.4032.1:33.7035.33 36833S.25 39.01 40.01 42.15

(814)8.039.3810.6511.6912.8013.78

(074)8.629.23
100110.0511.0512.7313.3413.0214.5315.04
15.82

(4o)7.850.0210.0511.1512.3013.9015.4017.3910.0520.3721.5623.0125.4427.022s.o120.35
: 30.563.92

(724)6.958.30
0.5010-8612.0113.0314.49

15.4816.9618.4819.6121.1922.5224.5225.2927.0228.00

w "*w

5.05 748 9.3511.32 
13.10 14.05 1680 18.52 
20.24 21.00 23.50 25.05 26.53 27.08 29.36 30.0S 31.003.1934.37
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第93求 ト ドマツ脚高直後生長 (cm)

年 t (4) 色止 1 1均生 拠生 u生|T均 さと 4 'W'l.li
20 5.00 0.5S 0.30 4.08 0.46 0.20 2.28 --- 0. 0.1125 8.79 0.35 6.37 0.25 3.00 ().160.50 0.4S 0.530 11.76 0.59 039 8.76 0.49 0.29 5.65 0.37 0.1935 14.71 0.5S 042 11.18 0.48 0.3J2 7.48 0.37 0.3140 17.6020.42 0.56 04 1:.50 0A8 0.:4 0.:5 0..:;0.:04b 0.55 0.45 15.07 0.46 0.35 11.32 0.2523.02 .0.3850 0.54 0.46 16.27 045 0.J7 13.10 0.2625.73 0.3756 0.50

0.47
0.47 20.51 0.430.41

0.37 14.95 - 0.:760 28.22 0.47 22.66 0.38 16.80 Q・"0.35 0.2865 30.09 0.45 0.47 24.73 0.30 038 18.02 0.34 0.2870 32.86 043 047 26.70 0.:8S 0.38 20.4 0.200.:376 35.01 0.41 0.47 28.50 0.:8 21.00 0.:90.36 0.3280 37.06 0.39 0.46 3040 0.4 0.38 2:.50 0.200.:185 30.01 0.46 33.12 0.38 25.05 i 0.20oo 40.87 0.J7 0.45 33.70 0.33 0.38 2G.53 | 0.:0 0.:00.35 0.:l — 0.2905 42.64 0.340.2
0.45 :5.33 0.J7 27.06 1 0.29100 44.32 0.44 36.83 0.:00.28 0.:7 20.:6 0.2s0.:7

0.260.:50.:4

0.20105110
115120

45.0347.464s.02
50.31

0310.29
044 
0.43043 0.4:

38.25
:0.G140.0142.15

0.27
0.260.25

0.36
0.360.:60.35

30.68 :1.06
3:.10 .:7

0.:9
0.:00.:90.29

ある。 ボ均生」の氷べは1ペF地054:で(.7cm, II"地地754で0.38cm, III^地は954で 

0.20cm であろ。

C. けゆ脚ば形く ・

以上の救でIしに機/, 胸高直程に管する材新生長の弟定は,中島依古博士“,の北海 

道灌針葉樹(トドマツ, ェソツ, カェソマッ)の世ゆN/形数を使川した。 間N士の形 

数は樹高 を 函数 とすると, Bi3uifを 函数 とするよとより w川 し たMを小場ナ るもので, 次 

の数式で示される。樹門に制する杉數は F=0.01-0.0055H+5.8e-'.aai, Ntsuific討ナ 

る も のは F = 0.5 一 0.0008D + 0..121 e-3...n であ る。

*で算川した 各樹/附故びFに山係教に1サナ る 形数は め 94 c示 される。

D. iit木材W ・
各4大のMi山I4,山高がりセレ, これらに的ﾡl山ゆ形数を求め, 木材Mを必ナ 

れは第95 表に示される" ﾡリちトドッのmi木HHはISルでは 804::1.2801ms, 1004:

関 高 形 支
第50」

紘 III式 幽高立徹を面敷とする5川式 

樹高を附敷とする就出式

F=0.5- 0.0008D + 0.421 c-"・:ハ

F = 0.61 - 0.0055H + 5.se-i.-aIr
(em) 憐形郡 t5 (m) 2 -

リi i(c径 (cm) 出作形量k; 樹ど 1

(m) 1 t形t •
曲髙

径(cm) t泊I 卅高!

(m) ! 掛仲形it
G 0.7001 3 *0.8467 ] :延 0.48:5 16 0.52:0 58 0.4540 29 0.45058 0.66s 4 0.6789 1 :4 0.1790 17 0.5165 ： 6o 04023 30 0,445010 0.61S8 5 0.0151 36 0.476S 18 0.5110 $ 0.4506 31 0.43951: (.590: 0.5SS7 38 0.4740 19 0.5055 : (4 0.4400 : 0.4:014 0.507: 7 0.5757 40 0.4715 0.5000 | 66 0.4473 33 0428516 0.い189 8 0.0675 4 0.4691 ッ1 0.4045 1 04457 34 0.42:018 0.5:4: 9 0.56lo 44 0.466o 二 0.4890 ・ • 70 04441 35 0.4175

ッo 10 0.5662 46 0.4649 23 0.4835 ; 72 0.4425 6 04120
ッ 0.5125 11 0.5496 4s 0.4629 24 0.4780 : 74 0.4409 37 040654 0.5c4 12 0.540 50 0.4610 0.4725 ' 76 04:02 38 0.401026 0.407S 13 0.5:S5 52 Q,4592 2G 0.4670 7 0.4376 30 0.:305528 040: 14 0.5::0 0.1574 27 04615 1 So 0.4360 40 し 0.3000:0- --- 0.4S75 15 0.5ツ75 50 0.4567 が O.45GO :

95炎 トドマツ 樹幹材積生長 (m
・細 I I

年 P (4) お や T4I 社小.J" T*生. u4生|T均生

20 0.010G 0.0005 ; d.0041 i 0.0018 0.0002 | .... ...0.0040 --
ツ5 0.0306 0.0012 : 0,0130 0.0032 0.0005 0.0036 0.0001:0 0.0656 0.0070 0.0022 ! 0.0:02 1 0.0010 0.0091 0.0011 0.000335 0.1176 0.0104 0.00: 0.0555 1 0.0053 0.0016 : 0.0189 0.0020 ! 0.000540 0.1S85 0.0142 0.0047 0.00:s ] 0.0070 0.0023 : 0.0:41 (.0030 t 0.000945 0.:773 00178 0.0062 0.1411! 0.0007 0.0031 0.054S 0.0041 0.001:0.0207 0.0119 0.000450 0.:806 0.0070 0.2006 I 0.0141 0.0040 0.0SIS 0.0007 0.001G0.02455D 0.5029 0.0091: 0.2711 I 0.0100 0.0049 0.1155 0.00s0 0.00210.02706O 0.6380 0.0106 0.3511 0.0178 0.0059 0.1507 0.0026* 1 0.0204 0.0003(5 0.7850 0.0191 0.440:0.5:89 0.0197 0.0068 0.202r 0.0105 । 0.00310.00360.031870 0.0442 0.0::1 0.01:5 ; 0.0201 0.0077 : 0.:545 0.011575 1.100s 0.0:H41 0.014s ： 0.0:9: 0:0216 0.006t 0.::1 0.0124 0.004二80 1.:80! ! 0.0:M48 0.01G。 • 0.:470 (.0ツ:4 0.009: : 0.:74: 0.01: 0.007So リ4541 0.0171 o.Sbss 0.0:コ1 o.0lo1 ; 0414 0.01:9 0.00520.0:5100 1.0300 0.0:250 0.01s1 0.0741 0.0:36 0.010S 1 0.5107 0.0147 0.005705 1.8102 0.0191 1.0023 - 0.02:8 0.0115 0.5843 0.00020.0:6ジ 0.0101100 1.0012 0.03: 0.0100 1.2110 0.0:40 0.0121 ! 0.6607 0.015S 0.006o105 .17:7 0.0:i59 (.0:07 1.3:17 0.0:24 0.0127 0,7:i99 0.01G1 0.0070110 ・} ・・*h} 0.0368 0.02I4 1,4D20 0.02s 1 0.01:ヴ (.820 0.01u6 0.0075115 2.5312 0.0357 0.0220 1I..739 0.024d 0.0137 0.9027 0.0165 ! 0,0078120 2.7007 0.0226 1.6070 ; o.oia1 1 0.98b1 0.0032
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1.9912m,-1204年:2:7097m'で, II等地では同向4でそれぞれ0.7」70m', 1.2115m, 1.6970m', 
in 等地では 0.3742m, 0.0007m, 0.9851mに生ナるものとて大地ないであろう。 地4 
生の域大は I 地は 1034で 0.00303 m,II F地以下は 120 4以上となつている。

E. 牧 現 表
• •、 -

本がﾡ林におけ る 人」: 造出也ないし前更作東地 または俳狀切伐跡施 に一声に成立 した稚幼 

樹mの約米の収座派をiのi木生」にいて地級Mに定した。 お林木はﾡ時にI川を 

熱りし,つ相の披合沿のため,l命iに向かうにしたが:い材積は増人するが, 不数は少 

するも ので, こ の関i山年登 ヒ林木木我の關係は 従來の收校表 を 参則し"の, 野税略のトド

ッのルi5山ifと世Mとの削係 Ku=1.0105+0.1009D.,などを考地して,敬式 N=αD-" 
+ふ-。(N= 主林木木数, D = 調/su/ cm, ・ 8, r, o は地位によ つて決定せられる沼敷) 

を 用いて算出 した。この本數曲線は地位によ つて相違する も のであろ。 ボ林のIII "地は土 

羽ﾡ性良切なﾡ斜uiに位し, 理:幼樹密生し,幼齢時は立木幽密な るが, に域はﾡく, 供の 

イそicが:少いのみな らず 杰 水分も 少い。 ーカ姫人な る ため生期川処 く ・ 風商選 く ・ 後作 

に至れば種々の危害を蒙 り 易い林分である。I ながつて後は I"地の上 っ な立木密度を塩』* 

ナるととは出ﾡとなし, 牧的Iに 本數の減少度を 急 と した。 またII"地は 現實林分では雁 

幼樹が密生しているが,集約な経誉では除伐によつて適度の本敷を成立せしむる ものと した。 

网お 3 里對主林木検の關係は I"地では N = 27,46 D-。 + !5 - 179.5, II ・地は 

N = 27,0i9 D- e + 1 - 105,IH4地は N= 27,188 D-1.. + 1 - 150.5 なる数 

やとなして人迫ないようであろ。

以.にさ4よの胸/山価に討すナる本致をよめ, 1h常 り主木けゼを布地ナるにめ90 
よの よ う であ る. 本か ら トドー ッ朴の 1 Iia 當 り水優量は I4地では 80 4tで (71 m, 100 
4生c 795 m, 120 4で 879 m となり, 11 地ではそれぞれ 500m, 621m, 71 m となり, 

IでIは350m, 458m,57mとなつている。ホ林木の林分の連年生長 比の业 人は 1 等 

地では:7一38 4で 11.8 m, II "地では 7 48 4で 8.9 m, in "地では (2-63 4Fで 6.5 m" 
となろ。 小均J生比のル 多は । "地では 54で &.4 m,II "地では 85 4で.6.. m, IIt4地では 

105 4で」.6 m? となる。次に連小,平均雨生長の交む .は I "地でIは 75 4, II "地では 85 4, 
I's地では 1o7- 1084であろ。次に適に川される林木のについては B度のI川J代の 

り さろとい っ場の もとに 1 な。節ち へ 牧の：;。ー ホ)%, 付ﾡの 20-3%0% のポ・CIll 
伐されるものと し,これらの開 代の経 り地L期川Iは後4になるにしたがつてく なるのである 

ヵ:, 本文では 3 年衽の七林木 の 生 たのI川に これ を配分せ L めた。.材 殖 間代率の 木數間代率に 幻
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III 等 地

マ こ......コ-.......マ 
副 林 木 副林木計

$材R年k
林______ 木ホ

4的 3" 广
師村弑

木數
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T均|
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2io4で トドマッにべて被町代ががしく い。これらの老大木のliには樹300-1004を 

超える ものがあるが,これを結済除に投算して,i記このようにル比びに逃林木の生で被 

A, 誠時代を修:して, グラフ上にげ示し, これらを練へして午地位級の不均となる生曲 

執を求め, 前記のよう にlN:の救式を 川いて修正口定した. 各地位級の樹而生長の數式に

は次の數値が與えられる。

I "地 ・=- ------- -- ----------- -
0.0223 x +1.2x+ 49.0

"" ・=マmマず、子ラテ /

III 寄触 y =------------- -——X--------------------
0.0:11x+1.」05x+100

・

木式で算出 し な樹内5生は第 98 炎で示 さ. I 守地では 100 年: 25.5 m,150 年 :30.s m,

2004ド:33.0m, II4F地ではそれぞれ21.sm, 2G.nm, 29.2m. 1I1等地では 18.1m, 22.3m,

ナそおは 1Wのll常時は州及木の生の良での異が人なので比ﾡ的小 さ いが,I川代 を 

前ねる にしたがい生長の差異は少 く なろので, これら を勘特 して副收獲の材状を 求めた。 大に 

これ らの副收城 そ ﾡ計す る にか 96炎で示 されろ。 大に l副林木合計材積の連年生長の般大は 

I 地では 42-1 で 10.1 m.. II"地では 52-53 4で 1.3m, HI 等地では (5年で 10.4 

mであ る。小均生の堪大は I 等地では 85 4で 13.8 m, I1地では 100 4で 10.2 m, 

ルは1204以たとなろ。 ,

第 三 エソマッ, ブカェシーッ の生比

ﾡ生朴の卜めて不以川な生経地を示ナかの料によつてエ ソッ, プカ エソッの生 

区分故びに生紅地の特性を別ナるととは山ﾡである。 ﾡがの生経やははば 

似していろ ので, この場介これ を W別せナにイ してイ均 した 方が一措 よ い新果が得 られ る と 

ぢえるのc, ト ドッiにiパじて地をり附松に大別して3川した。午地位級のセ合ナる立地係 

ftizびicHnIim1とWじで,樹/,Miuif, 樹体胸/5形救のつﾡ必もなiがIにi" 

じた. ’

A. 樹 為 生一

な；か:, こおける工 yマッ と バカ : ソッの松れポ水の樹高6生長は部 97い, 第 97ろ 炎に示さ 

れる。 これらの被M時代は I4地では 12 190 4,II 地でI 55-228 4,1I 地でIは 75一
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松 木桃生 袋 (m)

I 等 地 a 等 地
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エゾマツ, アカエゾマツ第5 97 表
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1020L (ss4) (1054) (874) 1 (464) (42m) (1oo4r) (1224) (100m)30 0.70 S.:1 7.20 8.20 ・ 0.30 7.95 S.57 8.10 0.5240 1:3..20 10.70 10.53 13.20 10.:0 9.01 12.06 10.40 10S25o 17.20 15.c4 12s0 16.80 13.70 11.10 15.17 13.00 13.1:
co 10S7 18.70 16.20 21.20 17.01 14.50 1789 16.87 1:.4S70 21.10 18.75 21.00 19.57 16.04 20.23 10.51 15.30so 24.95 2:.:. 20.80 26.31 :0.00 2:.24 21.05 18.3000 26.5S 24.5s 22.os 28S.50 :2.23 20.16 23.00 ::.49 10.4

100 28.29 25.97 24s4 23.74 22.16 25.51 23.76 -20.SDH0 29.01 27.:S 2643 25.05 2:.52 :4.87 2183120 31.31 28.29 27.70 26.83 24.0: :8.01 25.78 2:SS1:0 32.42 29.20 28380 27S5 25.74 29.04 26.02 2:.93140 3:.53 20.20 20.00 28s。 . 26.85 20.07 27.:4 :4.06150 :.c4 31.20 30.00 29.s0 27.76 30.79 27.8 25.6G1do a5.52 :2.03 3187 30.80 28.5: 31.5: 28.29 - • 26.17170 :6.17 :2.85 :2.82 32.21 29.30 3:.20 28.77 26.0918o :8.01 33.43 :.05 # :0.:0 32.s1 29.27 ジ7.201o0 :7.35 03.82 :4.50 :1.:0 :3..36 30,00 27.Sn200 37.7:3 :4,20 :3.87 28.5521o 36.11 :H1.58
22o 3S4s :4.97 :1.76
2:0 :ss4 :5.41 35.16

o a0.05 :5.02 :.52
26o 36.4: 35.862c0 30.94
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第598炎 エゾマッ・ アカエゾマッ樹高生ル (m)
増 級 I I ロ

卒 商
___ (弟し_

e堂 1 4t T均1% 口生品 上 T均t 総 i T均と

20 4.S8 0.24 7G 0.19 285 i 0.140.:7 0.1 1 0.130 8.57 0.29 6.81 0.23 5.29 0.18 .0.05 0.30 、 0.2540 12.06 0.30 9.82 0.25 T.77 0.190.31 0.27 0.25;5o 15.17 0.:0 12.56 0.25 10.0S 0.2o0.27 0.24 0.21co 17.89 0.30 14.98 0.25 12.15 0.2o0.2: 0.21 0.1870 20.2s 0.29 17.08 0.24 13.97 0.200.20 0.18 0.1680 o。 o **** 0.28 18.00 、 0.21 15.5G 0.100.18 0.16 0.1490 2:00 0.27 20.47 0.2：5 16.9:; 0.1: 0.19100 25.51 U. 0.26 21.S:; 0.22 18.1:1 14} 0.18
110 26.S4 ・・・ 0.24 ： 23.02 い・』ン a2i 19.1S U.』 0.170.12 0.11 0.09120 28.01 0.2: 24,07n 1A 0.20 20.10 0.08 0.17
1:0 29.04 0.22 24.09 0.19 20.91 0.160.09 G C. ハ… 0.0S 0.07140 29.97 0.21 25.81 0.18 21.63 0.150.08 、 、 0.07 0.06150 30.79 ! 0.21 26.03n ハr 0.18 22.27

( (ド n nn 0.15160 :1.5:; 00 0.20 27.1S 0.17 22.84 V・リ 0.140.07 、__ 0.06 0.05170 32.20 1 0.19 27.77 0.16 23.30 0.140.06 C C Cヘ 0.05 ・ 0.05180 32.S1 0.1S 28.:0 0.1G 2381 0.130.06 1 CC . 0.0D 0.04190 :3.: 0.18 ； 28.78 0.15 24.23 0.1:;0.05 C 2 0.C4 0.04200 3:87 0.17 29.22 0.15 24.62 0.120.05 0.C4 0.03210 - :4..s 0.16 29.62 0,14 24.96 1 0.120.04 0.C4 0.03220 :4.7G 0.16 I 29.09 0.14 25.28 on0.C4 0.03 0.032:。 ・ :5.16 0.1D 0..2 0.12 2D.0S 0.110.04 0.03 0.03240 :5.52 ( 0.15 30.C4 0.12 25.85 0.110.0 ・ 0.03 0.03250 30.86 11 014 30,923 : 0.12 26.10 0.10
2」.6 mとなろ。次に迷年生長の最大は I地は 25 で 0.37 m. II地は 30 年Fで 0.1m, III 

地 は 5 4で 0.25 mであろ. 不均 生の最 大 It I"地 は 50 で m ・-II4地 は 55 で 

0.25 m, III 地は(04で 0.20 m であ る。

胸商5u【4生

前記世4に川いと*がバ木の関75Lif生そ第00炎で示される, 前,;己 のよう に被里位 

合時代を性だし, 紀濟齢に換 R Lてグラ ン」:に岡示し,これ らを締イして午地殺の小均Jとな 

る生曲を求め,叫をにMり巡すことによつて法正:な立木ﾡをﾡ地し, i記のように 

1rmNの数式を川いて正算定した。他部不の代批iにおける4依をるに, モ yマ 

ッの 平均紙は 伐痕役 77.5cm,4F簡 232.4 4で, uHは 0.35cm である。 たカ 
雄 22 lはl 帆 t 山i生 J< Illi 線

エソツのボ均傾は似ﾡ行75.うcm, 4崎数298.24で, バ均生は-0.253cmである。
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カエゾマツエゾマツ»第99
地位統 I 等
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1020 (884) (1654) (874) (4o4r) (4em) (100f) (1224) (1504)3o 10.4G 0.86 12.06 0.75 8.05 9.50 9.50 11.8: 12.5040 13.27 13.54 16.16 16.05 13.8S 1450 14.87 15.55 . 158550 16.01 17.70 19.03 24.03 19.30 17.73 19.86 19.58 17.7660 2o.13 21.82 22.85 30.00 23.43 22.:30 24.80 22.03 21.0370 24.00 25.04 25.06 36.20 26.50 26.40 29.45 26.55 25.Ss80 28.:1 30.00 28.55 41.15 29.63 30.0S 3:3.80 30.25 2s.8s90 33.00 03.:6 31.25 46.30 :.45 3:3.80 37.84 33AS 32.18100 37.1s 36.50 35.28 37.38 36.95 41.59 36.0s 35.70110- 42.21 30.:8 40.63 41.55 40.00 40.07 40.20 38.4310 464S 42.00 45.05 44.55 43.78 46.20 - 44.05 41.03130 40.:0 45,04 40.25 • 47.3: 46.10 51.:20 47.05 43.70140 54.22 48.10 54.4: 50.05 48.78 54.07 D2.00 46.05150 57.17 5o.C4 50..3 53.0S 61.70 50.07 D7.03 48.18100 60.11 53.50 C4.00 56.6s 54.53 59.08 01.0: 60.35170 6:.06 5580 G0.55 Do.5S 57.30 01.34 64.33 52.4s180 07.07 57.06 73.68 / • 50.08 63.45 0S.2D 54.55
1wo 00.48 6040 70.40 01.13 66.43 71.05 b64s
200 71.37 63.70 07.20 b7.4s
21o 79.60 05.78 00.04 *

ッ20 25.87 07.2G 70.00
2:0 77.42 68.nS 72.シ4
240 70.09 70,04 73.70
260 71.20 75.00
2c0 72.18 ♦

松 準 木 原 制 行 生 長
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エゾマツ, カエゾマツ の胸山行のは地位殺に よ つての係が:奥 えられる。

1 "地 v =-----------------——-——- - --- 1.3
0.008(x2 - 81) + 1.1(x一 9 十 53.7

II "地
__ イ _

0.0086(ご 一 121) + 1.3(x - 11) + 78.0

in 地 , _ ¥ _____ ____________ _  1..,
0.0090 (x2 - 169) 十 1.6(x-13)+ 124.0

木式を川いてﾡ川した胸5山生長は第100炎で示される。印ちェゾマツ・ ブカェゾツ 

の胸高5u毎生はI 地では 1004で 1.6cm; 1504で 56.7cm, 2004で G7.3cm, II ・Fuで 

はそれぞれ3.6cm, 48.Gcm, 5S.7cm, III^地では27.1cm, 40.1cm,49.9cmとなろ。 大に

4生長の域大は I "地は 35 4で 0.54 cm,II "F地は45 4ドで 0.44cm, III F地は 55 4で 0.3」 

on である。平均生長の険火は 】 等地 85 年で 0.42cm,II 等地 95 年で 0.35cm,III 等地 120 年 

で 0.27cm である。

C 樹ゆ胸高形

iioト ドマツの明幹第高彬敵と同じく ,.o博:の針卜業樹謝脚形賞を川いてﾡ山し 

た。 木備は 第 9 炎に示される。

D. t水材前生

•前記の 任年次の胸高 直花,出崎, ﾡゆ形数によつて文川した木材tは第101 炎で示され 

る. I 等域の酢材ホ生長は 100 4で 1.629 m, 150 4で 3.511 m, 200 年で 5.289 m"となり, 

II地ではそれぞれ0.095m, 2.279m, 3.574m, Ie地では0.527m, 1.302m, 2205m 

となる。

第100 エゾマツ, ガェゾマツ胸高行生長 (cm)
.,i........す.

・ I. I 1

4-的
___ (年) 一.

当生 ! 地年生1均ﾡ ﾡ生 ポ均氏 当上 4 不均J生長

20 4.55
0.50

0.23 3.04
0.39

0.16 1.61
0.38

0.0s
"o 9.50

0.54
0.50

0.:2 G.92
0.41
044

0.23 4.40
0.32
0.:4

0.15
40 14.S7 0.37 11.06 0.28 7.5s 0.19
50 19.86 0.40 15.46 0.:1 10.96 0.22

049 0.42 0.34
(o 24.80 0.41 19.6S 0.33 14.35 0.24

0.47 0.41 0.34
70 20.45、 0.42 23.73 0.34 17.71 0.25

0.44 0.38 0.3380 3.80
0.40

042 27.57 0.:4 20.98 0.26
0.36 0.3290 37.84 0.42 31.19 0.35 24.13 0.27

100 41.50
0.38

0.42 34.59
034

0.35 27.14
0.30

0.37
110 45.07

0.3D
0.41 37.77

0...2
0.4 30.00

029
0.370.32 0.30 0.27120 48.29 0.40 40.74 .0.:4 32:72 0.27

130 51.20
0.30

0.30 43.53
0.28

0.33 35.30
0.26

0.27
54.07

0.28
0.39 4013 0.26

0.33 37.74
0.24

0.270.26 0.24 0.23150 56.07
0.24

0.38 48.57 0.32 40.05 0.27
100
170

59.08 i 0.37 50.86
0.23
0.91

0.32 43.23
0.22

0.210.23 0.26
・ 01.:4 j

0.21
0.36 53.00 0.31 44.30 0.26

180 0.20 0.200345
0.20
0.19

0.:6 55.09 0.31 46.25 0.26
190 653 0.: 56.01 0.19

0.:0 -4S.11
0.19

0.25
200 07.20 0.34 58.70

0.18
0.20 49.87

0.18
0.25

210 60.04 0.18
0.17
0.16

0.x3 60.30 0.17
0.16

0.29 51.54
0.17
0.16

0.26
220 7000 0.32 61.0s 0.28 53.13 0.24
-0 72.24 ' 031 63.4s 0.15

0.38 54.63 0.16
0.24

uo 73.70
0.15

0.31 (4.01 0.14
0.27 50.07

0.14
0.23

250 7500
0.14

0.30 00.26
o.14

o.m7 57.43
0.14

0.2

第101炎 エゾツ・ ブカェゾツ樹特材も生 (m)

城 I _!

年 t 
____(4)____

総 i
1 1 4 T均4 台 4生| T4 4生は|T均生は

• 30 0.0:74
0.0078

0.0012 0.0166 0.0006 0.0054 0.0009
0.0038 < 0.0016

40 0.1168 0.0029 0.0544 0.0014 0.0216 i 0.0005
0.0131 0.0076 0.0033

50 0.2409 0.00G2 0.1296 0.0026 0.0549 ! 0.0011
0.0192 0.0111 0.0054

6o
70

0.4390
0.0242

0.0073 0.2406
0.0146

0.0040 0.108sS
0.0075

0.0018
0.0806

0.0286
0.0097 0.3565

0.0179
Q.0005 0.1839

00107
00026

80 0.0066
0.0:19

0.0121 0.5651
0.0204 ,

0.0071 0.2s05
0 0116

0.0035
00 1.2847

0.0345
0 0143 07694

0.0226
0.00S5 0.3054

00132
0.0044

100 1.6204
0.0369

0.0163 0.9050
0.0240 0.0100 : 0.5270

0.0147
00053

no 1.0007 0.0181 1.2350 0.0112 0.6730 0 0061
0.0:71 0.0203 00156

120 2.3592
0.0377

0.0197 1.4S78
0.0962

0.0124 0.8300 |
00167

0.0069
130 2.7359 0.0210 1.7500

0.0204
0.0135 0.9069 00077

0.0375 0.0172
140 3.1103

0.0360
0.0222 2.014!

0.0286
0.0144 1.1601

0.0178
0 0084

150 34788 0.023ツ 2.3792 0.0152 1.3469 ； 0.0000
0.0367 0.0267 0 0180

160 3.8459
0.0360

0.0240 2.6461
0.0263

0.0100 1.526S
0.0180

00005
170 4.:057 0.0247 2s023

0.0260
0.0165 1.707:

0.0181
0.0100

0.0309
180 4.5048 0.0254 3.00ss

0.0257
0.0170 1.Sss。 !

0.0181
0.0105

0.0348
100 4.0124 0.0259 3:4s 0.0175 9.06s9 0.0109

0.0337 0.0:9 0.0181
200 5.:402

0.0326
0.0262 35750 0.0:1

0 0179 2.2503 -
0.0181

00113
・1o 5.5754

0.0314
0.0265 38151 0o:H

0.01s: 2.1315 1
0.0175

0.0116
5.8890

0.0308
0.06s 4.0401 0.0231

0.01s1 2.6061 !
00170

o.o1ls
"30 0.1973

0.0298
0.026o 12799 0.0230 1

0.0186
• ・.7704 !

0.0172
0.0191
0.0123240

0.0286
I 、•

0.0270 450S7 、1 
0.0226

0.018S 2.94S7i
0.0168

250 1 0.7918 0.0270 4.7351 0.0189 a1160 : 0.01°5
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前記トドッiにi#して人工札地数びにi山ﾡまたは状作飛株地にル立I た y 
マツ, カェソッ 稚幼樹林の將來の単位面祜當 り 収理量 を想定した。 ェソマッ, カェッマ 

ツの主林木本數は 前記の トドマツ に準匕 1 等地のみが僅かに数紙を婕更 したが,I,me地 

は前方を その ま ま 川い。1 "地の 代製山機は N = 20251D-1= + 1900 - 138.5 で示 さ 

z.
以上によ つて算出 した各年次の 1 ha 常 り 材は第 102 にけると こ ろで, 1 ・地では 

100 年で 078.7m, 150 年で 890.3m, 200 4で 980.6m となり, I 等地ではそれぞれ 

546.4m, 741.9m, 833.4m, IIl4地でI178.0m,(87.7m, 748.2m"となる。 大に主朴木 

の朴分の退年生の最大はI ・地では55 4で 10.1 m, II "地では (。 Tで 7.6 m, 111 e地で 

は 65 4で 55mである。 不均生のル大はI 等地では 00 で G.8 m, II"地では 100 4で、 

5.5 m, III $地では115 4で 4.0 m となる。 ま た連年,平均生艮の交渉 は 1"地では90 年, 

IIe地は054,III"地は1154である。

w本水のル( も ir。 トドマツ icifL てB度のl川に を行うものと L.-c3lI た。

火 木

林

159
II ぐ 地

4

(4)

100 110120 1:0) 140 150 100 170 180 190 ・00
220 sao 240 250

-

胸

直

(C4
 9
 M

M

5 10 炎 北 そ戦町-」・地王 ソマヴ・ ブカモソマッ 林敦驻 換想表

I ・ 地

T 木

( な夕 幹材微

() 位败 (m3)
4.9 —059712.1 0,5215. 0.52517.9 0.00S

ン0.2 0,40422.2 0.48424.0 047G2う.5 0.47026.8 04652.0 046029.0 0,456:»0.0) 01D2::0).8 0149:1カ 0,4450.ツ

"ガ.0小40
だl 0.83:.0 0.4:5 .0,4:5"4,8 04320430"5.6 01ッ35.0

0.074 0.115 0.2469 0.4:90 O.GSOfl 0.0605 1.2S47 1.6204 1.9879 
ツ :92 2.7:5S :.110:; :,.710 
・:お4う! .2007 L.o6お 

!ひ1:4 5,ン10: 5.57f4 D.8990 0.1972 G.485 0.7718

べ ボ1 ha 荷 り

I I 林 ボ ド:4ボ川計

2755

住嗣秋 ゆ材成(m) (m3)
1956 27.96 3.88 408U 4.65 D023 5:.6G ・ 5G.G7 
あ0.02 (0.07 
の2.:0 G:.0 (4.ぶじ 

けううI 
(ふ.(M
Gri.90 G7.(K) ・7.. 07.35 
ロ"10 G7.6l 07.08

1(.0 1860 260.7 :71.2 465,910 012.2 07お7 7:l G 7841 S218 Sd0.0 890 3 91 :： 9.0.6 0$.0 !74リ 9389I(N.9 1010.9 10109 1n:7.0

820 8:710.14 947 74 7.20 G.6D 6.60 4.89 4.0 
:「 :.0:;2,592.15 I S:;1.G0 1.40 1,20 1.00 0.00 080 | 0.70

3,47 4.U5 5.30 6.19 G.06 G75 6.8O G79 G.G9 G.D G.:l G.14 n.0d 5.7: 5.5:» 
ふ.::> 

ふ.l:; ・.u1 
・ト.77L.6O

(m)
I鈴t+fc生ょit

_()
20
30
405060
7080
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主刷林木の介計材械について連年生長飛の心大を 求め ろに, 『等地は55 4 で 1G.1 m, 11
・地 05 4で 12.7 ml HI 等地は 75 4で 9.5 m となる。 ド均生地の最大は I等地では 10
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4で 11.2 m, H 等地では 120 4で 9.1 m, III 地では 140 4:で 6.9 mとなる。 地4生と 

不均生との爪なる跡は1"地では1104,Il"地では1204,JI"地では 104である。

： - wN談 歩 ※-

隠生林に おけ る 林木の 生 、終為 を 見 る c, 幼M時にはﾡめて総世な被nI代をイナ るto 

が多い。 これをﾡ木について別すナるに, トドツは28-81年, ェソマッ, カェソーッ 

は4一228年の被ﾡ,技合時代を布し, 後がはiがに4べて*しく被解n代がい。この被m 

時代から側放されろときは山ちに『盤な父た生を開崎するととはM生朴の ・大特磁であつて, 

ことにエソメマッ, ブカーソツは後4まで炎く生をﾡけるものが多い。

樹団に上る生比の特性をお挙するに,iiのように在材木拡の生から比れは, ェッー 

ッはカェゾツ上 り も生長が良好である。 これエゾマツは山投下部の傾斜地などの肥沃地に 

多いのに反レ, カェゾツは主に臓ﾡ行地の地II地に多いためである。LかL同一地 

位においてはカエジマツの生はとさにェソッに優るものもある。木文では間料が:ル 

いため, 附がの生をN一となし,とれと トドッの生炎とを北校した。 ト ド〜ッのざは 

エソマッ (以下生長の項アカエゾマツを省略す)のほぼ半はに過ぎないので,この生紐過も 

自からエソーッと ﾡ逸 | てい る。I 等地の用高生長について 見 る に,連年生長の俄盛期間 20 簡 

年を 平均 した生長吊 は ト ドッ」.8cm に討して, ェソマッ 36.0cm である。 また4生の 

最盛年次は ト ドマツは22一2i4, エジーツは254でゆが近似しているが, 4坐生がル4時 

のう及び ; に低 ド る 年次はそれぞれ トドマッ は 07 年,004, エソマッは85 4,115 年 

前後であろ。即ち 前 斤は後-より も 樹高生長が迅速で HE 盛である が,生長の低下が速やく,後 

*は報桜ながら後年主で関高生を対益するようである。

内高iui係iびiに 軍木材"(の生長も・i同校で ト ドマツはエゾマツに べて やくI 

であるが 後#はよ く 黄年迄生艮を得統し,利川似値人な大慳木とな 况

に参考のなめ,木朴の牧依火 と 代米の*ば炎 と を」ヒ校 しよう。先づ 本,诚 料の トド〜ッ 

#牧座とイiゆトト方の炎陰火""と北核するに, *地ル。 1 地は後なの n"fに延 

<, またバ地カ•の「*坨は後护の 山等泣よ り? や劣る. これは 本地方は高秋度の上に山折地 

mcし. 式岐狭かで,坐ルげ処か・く叫りち4:不均i油が:yP拠地ルの a.5CiにrLiCであ 

る. また水朴のトドツ®火生 Eiclio.、.パtの!Wlールなそ:優炎と比核すれ, 

。 1 wルは 後 ? 附縦M分のIiII uに ・ 木林の" 等地は III $uiに,MIt 地は

iiに近mLている:

以ぬのソーツメびクェメマッの生とV獄以が小・牧ルノェ ソッオiつルK" と 

tzす2c,l座の*%隆火にわいてt,姫似の坐館を示している。

ま た 木が戦朴の エゾマツ 及び カエゾマツ 朴散ﾡ 表 と SCitwpPACI 氏>のﾡ迎国一般 ト 

ッヒオの「炎 (1204生ごす定) と を 比校するに,樹:においては木林のI"地は後の 

5 附級グ｝の小の 111 地, IIぐ地はI "地,III 地は V"地に近似すろが, 肥大生は以 

上の附ﾡよりも叩盤であろ。 なエゾマッ・ ブカェゾッは幼的時の生がいので, この生 

」を廻はず懸の ヒ バ札牧ﾡ炎"と 似ナる も のが:ある。

第二筋 採伐林型林分の生差量

板沢臓料の中腹傾科前は iとI て林型を品する。かかろ打伏朴4は分の生は立地, 

謝師. 朴延の利ん披びに各よ木の生状に厳じて桜めて複報なので, 多数の資料に基かなけ 

れは適岡にﾡし代ないが, 一斉林の生!Gtと異なつて,連年の材技生長はほぼ均一でおるが, 

午朴木は幼陥時代期川被iせられる もの多く,上木の被ﾡから解区されれば, 証遊な生を 

開始し, 幼商謝#川.c淡I い競争 加汰が行われて,中役木林となり,一資に比べて比核的 

後4造生を樹けする ものcある。今磁石のためアカエゾマツー ト ドッーAnびicェ ゾ 

マ ツー ドドッーMは機ーネガリザッ -ゴ ンゲンス ゲ晴にいて 生k 錐で超布した成績を掲 

げれば第 10 炎。 よ う である。 招役朴』を 4/るよ調朴分では被川ない L城合状ﾡに あろ小 

代べの生よはﾡめて不央であるが,'I, 大代木は生HR好なものが多く, ヒ期に向かうにし 

とがい清大生イ良となる向を示している。侵次木について在校するに,卦類群及びエゾシ 

クナゲの生は立地係件の不良と 木度大なるため, ネガ リザサiびにゴンゲンス 

ゲ mc べてﾡね 不良である。

第 10: 炎 拝代理林分の ui生 M:5話新商 1 cm 納にせける 年幢數

, | カェゾーツートドッー エゾマツート ドツニ許地樹 | 
ーササースゲI

td千 カエゾ
■ —'

6-10 (14) 14 (5)16
12-20 ； (13)13 (5)1:
ッ2-30 (3)12 (4)11
32-40 (1) 8 (:)11
42-50 | (3)10 1 () 7

5:一00
0ツー70
72一80

エゾッ

(1)17

" 要

():3 (1)21 (1)20 必弧内は 他試木 載

(20)17 (1)13 (あ) 20 で, 年怆載は 平均

(16)10 (9)14 (10)13 とナる。

01) 8 (2)8
(の) 9 (1) s (9)7

(1) 8 、、

(1) 7 〔 -

第三部 生長量と植生型との關係

出木の生 仁 抜と 林生型と のB係をるに, 卜場地のょう な 領候炎かで,M生ら止校的m 

純な山卜でかな りの州以場係が:せめられ,ブカェ ソマッ分介地II1,I1"地ﾡに分価
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ること多く, その林ﾡ生がスゲ型なる場合にはI"地に, シャクナゲ型去たは4作類型なる場 

合cl Is地にﾡナる場合が多い。

エソマッートドマッールC樹の針ﾡJ交朴は概I,II"地をめること多く, 林峠はネ 

マガリザサの任ナるところであろが, これにオッグ, フッキソツ, オウマイゾルソツなどを 

ﾡ件ナる場合は1°地iに, ゴンゲンスゲ, ゴゼンクバナ, コキンバイ, ホッバノトッゲッバ 

をう場合はII"地cすることが多い。 エソマッーカェソマッート ドマッーグケカンパ 

の混交林は II, III等地に多い。この2ダケカンバの混交多く林床にネマガリザサの優門する山 

枝の林分は 111 等地に,グ ケカンバの混交少く, 朴をシフクネワラビ ゴンゲンスゲの占める 

場合M11等F地にﾡする。

生量と ﾡ生型 と の關係については,フィンランドの Iu pssAL。 オッシッカマッ, 

ドイ ツ トッヒ, カバM に関する研究に よれば,越潤地における Oxali-Mrillw type (O.M.T. ミ 

ヤカクパミーク "ッ スゴ型) が最 も 生良 く, ついで ルrillwtype. (M.T. クロッス ゴ4, 
/acciniun tpe (V.T・ コ ケモモ型), Callua type(ギョ リュツモドキ型), CIadina type (ハナゴ子ケ』リ) 

のMで, ドイットッヒの 生 を 林の エゾ マツ に 比校すれば,蚊 も 生良 さ O.M.T. が 木林 

の II 等地に 跳 する ゴンゲン スゲ に s ぼ近い紙 を 示して いる。

オッ シ ウ アカマツ と ト ドツの 生 を 比牧す るに, オッシツカマッは初川の 生以I 
であるが, 後の生の式(ﾡしいめで, 1004生分の材Mを比峡ナれば, も4生血rな 

O.N.T.が:木朴のI,II*地のIlllic; M.T•が II 等地’に, v.T.が:II^地にいととが知ら 

れろ。印ち /acciniwiにAナるオッバス ノキ, エゾクロッス=, ィワッッ ジ诫びに右周の関する 

シャクゲ科のエゾシクナゲ, コ a ッラクッッジなどの任iする地がi ィンクンド地 

方の% 応"汕" 優地とほに似の生量を示すとと興味深いことである。

生と土城性とのM係をるに, 生述f性 (PH) 竝びに置換性酸度と極 M で席 

接な関係にある。地位不良なほど酸度高く,生不良なととが叫われる。フィシランドのV.T. 
ANrosms氏 の研究, 野桃地方 トドマ ッ林にNナる研P®ャ», 本林の調作成績な ど いナれ も 

生とPHとのl川iにW接な削係あろととをりらかにした。 , .

大に生よM物H激との開係について,林と町制地力と を比校すれば,木地方の植 

物純敬は 181Hで, 野松ル方の525Hnc比べて, たとえ後ﾡには二大的ﾡなが入ナるとして 

も,後がよ り も 植物眺断が少ない. フィンランドの LINKoL 氏l, ス イ スの RAUNKIEI氏"1 
は各ﾡ生 と ﾡ物部数 と のM係 と 科力 じ,一般なに 優典地位ほ ど 植物械數の 多いことを 證 明 しな。 

イ、林分では全服的に 見ればかかるM向が加われる, I かし簡的icサ サのは人優山のなめ, 

他のM物が: #L く 抑仙 らtろので, かかる 生レ と ﾡ物預数 と の関係が見 られないのみならす, 

広対にの M物印数が: 多い場 合があ る.
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第へ章 育林學的研究

竹札的地か ら 本, 状驗林に考密を 加え,こ の施業方法について嬴及 し よう.ま *利川上 

数びに*帳保横上から商t'の良, 不良木に檢时を加え,ついで除生林における林相の遷侈を 

分析I て,'その犬然のM遊を施業」:に活用しよう と し, さらに緑 の成績 を綜合して作東種を 

除ヒ よ う とする ものである。

第一施 主林木の瑕瑾

比木の取瑾を外親から判定する こ と は極めて困難な と とe, 樹幹,枝葉の形態,菌了 •實開 

の行i無,打「報のf呼など次たる主設で行う他なく, 熟練した他夫でも他朽程度を適確に断定す 

ること玉ﾡなものである。収用は何朽,曲り,扱れ, ﾡ節の多少などにくもので, これら 

によって造材步止 り sびにi"規格の優歩がつて く る。现立木の脂質は利用上の債値か ら 3 
P級にW分I た。

(1) 木: 造材步止り 70% 以上のもの (標準步•止り 752%) I たがつて極曜でない過熟 

木や, 被ﾡ木を合むものとナる。

() 不央 I: 材ル止 り 55-7026 のも。 (依準渋止 り 05%) 以びに造 M•ル止 り 行にな 

るも, ルtのつWれ, 仙り, 扱れ, 枝強等のため,規格の;; 等材の丸太を過半生选する もの.

() 不血IL: 材止り55%以ドのむの(+i®ル:り」S%)で,偵がしいもの, 火曲

り, メ木などの不形木を合む。

以.現立木の利川I係tからた形iの 人別の他に, 介uちに刊川すると さ材の形 

質に 大きな遜色を ないが,幌e描をﾡれないで,大期I1ゆ4には例をJ型せられ ろもの, 

ロち当省により樹町校山した被衛退木, サルオガセの附ガリ た女退木,M田に湖I たム人 

などはとれを木に3入! 代ないので不血Ir'とI <M別しだ。

造材歩止りは心後の火小,樹高の高低によつて相通するも,健全木に對する-•例を述べれ 

' IX, 樹ど中約 8%, ﾡ人miにおけるﾡ八げと不均山係とのM係に逃く沙 り #ﾡ約0の", 5分 

止括約に よ る 少 り材H約り35,代, ポ 木のぬ楽に よるもの約6。と Mtナれば, 造材步止 

り は 779%となる "。 1際供mi上ではル太材もの定は米口向采法 (行i) c よ るoで, 立挥 

約26cm 以上の九太にL ては過大な數紙を與を,大行木では5-1025 内外過大となる"。I 
がつて必材ル止 り のな松misWt水で性 を地え, 不I の材ル止 りは催企木の約 

809%, 不ムII の止 りは他全木の約00% に常する。

カイメン グケのよう なﾡ, ッ ノカタクレタ ケの上 う な心 M 网朽曲の被害木はその网朽
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第 104 炎 形 質 別 蓄 紡 表

-ママママ 2—7F な ペ4 ブカ ( マ /- " *--コン

商 弑(ha) ____ 1.295
戦 ・ 1 !

-----
ブカエゾ ツ, トド: ノ

ヽ、み 面 K * ____________  不 E____ 木

合 atgvsit
径 (em) _ I II I 計....6- 10 7.027 1.551 : ・ 0.547 2.287 4.:85 11.4121:一 :0 26.007 G.o14 ツ.141 5.55S 14.013 40.8:022一 30 47.00G 13.005 J442 3.800 20.007 G8.00:;

ッー 40 57.247 20.005 5.053 4.006 30.054 8S.2014- 50 71.018 10.447 ・ 11.608 1.045 33.000 104.6785:一 60 c4.114 22.507 6.41 ... 28.03S 93.0526:一 70 75.077 :4.1:3 4.604 5.007 43.744 110.7コ172一 80 36.186 11.060 5.851 6.213 24.033 00.319s:- 90 2.70 G.614 8.915 .... 15.529 38.80092-100102-110
而 40S.54: 1:57.825 40.802 :S.876 :I6,563 G:5.005

形重別少合«%) 65,4 :2.0 s.0 4.6 . 100.0
・ ドマッ (m?) 112.000 J7.7:0 14.5S1 11.788 04.000 . 177.000% 63.8 21.3 8.2 0.7 36.2 100.0
エゾッ (m)

メな:
205.54: 100.005 35.271 17.088 152.154 447.007

カエ ゾッ(の) 06.0 7.0 a.s :4.0 100.0
・ ' "筆切一* • ッ ッ m

u 座 0) 1.667
1. 卜 Y ・

形 wr し

型 (emチ

バ 木 I II I 合 叫H
• ・- 10 0.210 0.019 0.057 0.142 0.お1:一 20 0.017 2.041 0.700 2.101 0.742 14.700- 3o 30.052 8.010 2:60 :.770 14.136 44.18S2一 40 47.66i 18.512 5.401 3,241 27.154 74.8154ゥー 50 57.555 ・ ・1.:00 8.504 2.125 31.979 ・ 80.5345一 0o (4.041 20.1:) 1:.507 5.174 3S.817 103.75802一 70 4G.607 19,050 7.500 ..... 2G.550 73.:137ツー so 1!5.500 21.:1 :0.834 .... 42.100 157.674s一 00 88.276 21.008 13,2:0 10.161 50.359 13S.63602-100 41.1:9 12.007 - ..... 13.097 54.136102-110 15.250 11.080 — — 11.080 26.:90510.207 157.150 72.057 31.029 261.136 777.433
形I川合 (の) 0o.i 20,2 4.1 u.6 , 100.0
トドマッ (m) 108,12 5:470 :o.n:o 10.8nt 81.85: 253.045

« • ・ 11 4... 33.6 100.0
エゾマツ (m) 34S.106 103.980 bI.b2S 20.775 170.280 5221.880
字よ

カエプマ e) 10.8 4.0 33.0 100.0

の初朝は外布から容心に刊別でき少.：をたその岡朽の程度も渝別し細い,超害を2む材の収理 

についてl, ・確な数係を期サし刊ないが, W の概略の傾向 お 見るため に 木林の釜械皆賞別 

に大別ナれば第 104炎のようである。 @ち小取領斜価のカェソッー ト Fッーゴンゲンス 

ゲmで良木05.45, 不良I22.0%, 同IIS0%, 同IY46%で, 深面級斜地におけるエソマ 

・ッー ト ドマツール己単桃ーネマガリザサでは良木(G.4%. 不良120.2%,同II9.5,同II'1.1% 
に大別される。

代損調に よ る窩朽木の本数泥交率は第 105 炎に示すよ う に, = ゾマ ッ 5025, ト ド ッ 

39%,カェソッ 4G5 で, 合計7% なることを 学照 しても M生朴にはかな り 燃朽木の品怖 

が多い。このW朽と樹齢との削係を設るに如106炎に示ナように, 必ナ! も名火のものに多い 

とは叫らナ, 齢木にもかなりられる。

なお第 107のわi地調によるに, 外喫よ り付別したW朽木木数交ボはエゾマッ 40-50 
%, トドッ 27-51%, カェソッ 42-50% で, it がの利川期に述 した代式の調と 近似 

Lている。 たI和112 年度林行九技帥 3 の野上耗なW施求栄在に 上れ, 木原【生朴を合む

樹 H -• デカエゾッ t

第 105 & 朽木の樹種り変

106
4 B 附 健全木 

不 素
お木

木 ft

91-110 1 2
111-130 3
1:1-150

・ 161-i70 1 4
171-190 8 7
191-210 ii 7
:11 -2:i0 2o G
2:1-250 9 0

オボの/i別による況さ

-270271- -290201-310
:i1--03a1 -0:1 -0
・-1_ _:t90:01-410

ボ ﾡwr 木催金木 
木 St
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ー・ カェゾツをとする朴分第 107 い炎 徑級別取理木混交状況

け別主林木ﾡ 40 林卵

デ

ニゾマツ ブカ 卜 r マ ッ

パ 1 1 1 I |
ﾡ "位を木不木ﾡ木不木健会木不項木

ロ- 10
10- 16 
ご 

粛 

u5一40 40- 45 
46- 00 50一 55
55- 60 (0- 66 
(5- 70 
70— 7 7ロー 80 so- 85s5- 90 90- 95 95-100100-105

〇

13
is i5

9
7 ।
1 1
1o*4
11 •1

・ 2
1
・

(700

4 I
1 1

】 1**2 1
2r |63
22 1r 
イ

〇

611・y*45 540 M

I• 11
2

-

12189
11
6GG
:

◆
7s40

5
13

71412
G713
1

7451

第 107 ろ表 行殺別形所木/沈

秒｛&別ヨ:林二にﾡと 50内

生川原生林の市もの良ではト ドマツでは良木62.う%, 第I不良木 29.49%, 第II イ以木 7.8 
%で, ェソッのそれぞれに到するヒ*I08.86, 20.46, .8%であろ。以.にを締合ナるに木 

林分の イ通蓄 殖 は: 第一如％ と定I て大ないであろっ。

第三節林相の番移 ・

生館数びiに 施求上のル的た る「m」it 多数樹木及び地床钦物の不•機的に 結合 L た 4合 

ﾡであろ。これら確門間の'liにもそ6,材, 倒, 材, 生"によ り 生存の競合が行われ, 

粒に推移變逸している。本曲はこれら 上#分のェ移についてﾡ楽したもので, 施求作犬 

然の曜移を洞察し, イ川樹印の祈と生を促地しめるとともに, ピ6,林, 例に湖し 

た も のの杯, 利川 をろうとナろも のであ る。

(A) ブェゾマツートドマツーゴンゲンスゲ群

木げにはのよう ェ -I 綺の代表的林分が識別され,これを概括才れば 108 炎 1-」iに示

されろ。

生1

1

番 洋

ゾツス

I ンE

E地 林社ﾡ別主林木木ﾡ(1hnリ) 片附別

第108 朴分構成と そのﾡ秒相

tu Tt
雨 千(ha) 1 _______ S品は品 占

at 木ﾡ料 

(29.
ト ド-ッ| 115 ! 115 ・ 230 50:50: 0
ゲカェッ|1マ ツ

9S 3a 3G1 492 7:7:
エゾツ - 丨 一 — —

ft0732 計 213 14s 361 722 30:20:50 S50

シ

ャ

ク

ナ

ダM

ス

ゲ

绍

ー

ス

ゲ

咏

ー

ス

ゲ

ポ

®■
川

中

同 .

上 0.0063 j

卜*ッ
カェッ

ヤ ッ：

エゾマッ

計

633
oo

768 )

45
45

・ -
90

-*
1s1
15
1o6__ 1

G78 93:7:0 
28:14:57 
75: 0:2p
73 : 9:19

316
oo

1 
トドマツ 217 ； - 159 w 315 ; 69 ：19 :12

同
カェッ

マ ツ
Is 69 32 226 D2 :31:17

ェゾツド ..... -
上 0.1015 at 12S 7s ロ41 62:24: 14

トドマッ 51 140 266 457 11:31:5S
い

カェゾ

マ ッ
5l Gs 177 29::d: 36

エゾーッ ... ... * — ...
上 0.07ss-.- •- 102 20: ::9 a.

...」

16:32:52
ア ッ ッ 

・
ト ドマッド 959 110 1152 85:10: 6

カ I 1
エ トﾡ

ブカェゾド 

マ ツ
2:6 ! 79 63 :78 02:21: 17

ゾド
エゾツ :1 一 ・..... ッ1

ママ昨 0.1056 1 122G ; 189 126 1541 80 :12 : 8
トレ ト ドマッ :::S : 19 1 :58 94:5:0

カ ドヤ 

エマッ
カェッ

*ャ * 1 21 100 67 : 21:22
1ツェグ

* イ 1
修优樹； :2 1 32

I ゾt 0.078S 427 . 40 23 490 87:8:5

F 種 

nなり 

(m)
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第 23 Wl モ ゾマッ老大 木の - f 林ド

I 映)

(1 カェゾーッゼ人木の一朴状情で, 第.23 岡の 上 うに中,Fにトドマッ,ブカ 

エ ゾッの被川木をiじ, 批樹の 険生の 良好な 郡である. アカ エゾマツ の老火木は緩徐な がら 

位企に生し,400 以の商5崎にするので, 木林分はなお現 林相 を代領するであろうが.

第 24al メェソ マッの二 段 型 朴分 

(IiK'tIifg2従)
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アカェソマッ 大作木が老* L, 逆c 怖い 例成ナる場合にはトド ッ のit交の 多い後協林分 を

出現す る であろう。 ・

(2) 上ﾡ林は主と してアカェゾマツの大ﾡ木が占めているが, 第2」日の上 うに一部老 

不が#倒ﾡしたため, 関光が射入し, 後ﾡﾡの生が良で, ことにトドマッの交が多く 

密に下持を占め,二段林狀構成を理している。したがつてﾡのケカェソマッが介後老ず6, 例 

壊するときには ト ドマッのぴ交の多い若齢の一朴に推移せんとナる師向がある。

(3) ア カ エゾ マツ,トドマッ の採伐科狀構成酢で,第 25 ll。 よ う に老衰木倒壊跡地の中, 

下ほ木は旺盛に 生, 朴びは複ﾡ朴状桁ル をなし, 今介後 トドッ の交 を 増加ナ ろ であ ろ 

う.

(4) 第26ドつようなトドマ ッ ﾡ崎木 を主とする 一充林型林分で, カェソマッの交は

こ
Y

入入く

O) (){O«

つ

く

「

IIふリ代 (林idfパ地3り)

第 20日l トドッを1とするI8 W一#

(+dPIi追4 减) 

tﾡ的ルい。木4分介18 り 1〃 に 向って推移1 つつあるが術朽した投林ないし例太のル館 

から定すH, 1H時にル朴を情していたブカェソツが:洲前後してﾡし, その跡地に 

・

一fに現朴分が. L たものの上 う であ ろ。ま た 木朴分のカ ェゾツ1-2m 階の他樹の年 

M,脚/5山［年:0-0cmのト ドッ木と大交ない60-804の樹齢をイする。この點か 

ら も 木林分はほぼ一府に成立した も のであ ると考父 られる。 現の トドマッ朴が:将米老 

L, に述して倒けナる際には被M前生樹のカェゾマツは町ﾡな生を始し, ト ドマツ

第 27 以l カモッ マツ のつボ代林状 朴分
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に 価ナ る 天 ま で生 を 村も して, 次代に はま た アカ エゾ マツ の泥 交 多い林分 を繰り返 ナので 

/

はないかと推定せられろ。

以上徐合してﾡ定するに調地(1は (2)のよっ な 林相に送移して (たは ()のよっ な 

相ないし間iがのほ"的朴沈に推移して行く ものとお父 られる。

,/カェソッートドマッームm
・エノ I

I フ•カエゾマッー ト ドマツー土 ゾシ Y クナゲ

本情ルﾡ第27同(第108炎5, 6参照)の上うに,Io型科朴ル情を品し, ェy 

マツは上ﾡ朴電を占めるとともにl, 下ﾡにも保を的にじ, この後繼樹ら發生. 生育が良ﾡ 

で, 今後も現と大なのないﾡH交本と林ﾡを持をナるものの上 う であろ。

.第二な エゾマツ を;1汕 する林分

エゾマシ林に は部分的に 老師の一齊林が 多い。朴は主としてササに恋われているが, t 

明強いササi生地には針外業樹確樹が:ﾡ致生し, LHLii. 下ﾡにト ドマッの多いことがあ 

ろ. 印ちエゾーツが市大老炎村ければ, トドマツ の混交の多いお楽樹林への推移 を辿る もの 

である。また彼田が球でササの密生する場合に は,後総樹はM樹が:多くなり,州朽田木上iに 

のみェ ゾツ確世が:処られる。 もしェ ソマッ老大木がヤッパキクイ ムシ などの被害を 蒙 り 短ゆ 

mic一斉に6ナる場合に, 後後樹は一時版葉樹を tとする朴分に抑移するであろう。

・ 第三 考 ※

本試殿林における トドマツササないし大』木特生地を除けは, 概ね更新が良好である 

が, カェソツ, ェゾツはﾡの商い部, エソシャクナゲ群を除けば更新不良で,僅か 

c 倒 木上c ﾡ生す る に過ぎない。したかつて地味肥沃 で披合ﾡ物の多 い立地のエソマッまた 

はアカエゾマツの老障ル分は トドマツの泥交多い林分に推移しよう とする傾向がある。Lかし 

カェゾツまたはェ ソツの析に適するi前記の立地では, 後 藤樹を有 紙せしむ る よ う でb 
る. に生,大講などか,らるにトドマッの生はく城盤期に並し, その退がかなる 

c以L ェソマツ, ブカェソマツは生松徐ながら後4まで域を持ﾡし,前杯のに1r2イの 

人を行すナる。 したがつて 木略よのェ ソー ッ 及びカ エ ソマツの山新の良なrな適地では トド 

マッの交材的迷移が見られろ。印ちェゾマッートドマツたはアカエソマツートドマッのーア 

林分を想定して,さらに この移川を 推察するに, トドッは百数」-4生で名6, 天壽に述し, 
・
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’後積樹の熒生. 生長良好となり, さらに百製十4耗迫したェソマツまたはアカェゾッの老ポ 

期には順調に生及した ト ドマツ も また進衰期に達し,一方前界の老大木の被頂下に ある ト ド* 

ッは未だ小, 中但木の大さにあるので,この林相は採伐林狀を呈するであろ2. これら老な木 

の例後は, 一時トドマッを主とする押伐朴』朴分に推移する。しかしエソマツまたはてカェ 

ソッ後総樹の生によつて, 滿次これらの混交を増加してきて,トドマッ老大木の倒壊後は 

"びエソマッ またはアカェ ソマッを交する押伐朴ないし一川輸林にﾡい林ﾡに推秒するで 

あろう。したがつて数17 年の生育期間にかナる兩国国り混交度比びに林分構成の量 化を示せば 

大のようである。

A: P → A P ・ →P→Pa Am→ P3 Aai→P卜 

A Pa1<-A っ1Pa1 <-AsP・

仙L; A= トドマツ, P=ブカェジマツまたはエゾマッ, 1=小任木, 2=卜ﾡ木,3= 

火大木とナろ。

第三施 施業的考察

本がﾡ朴のエゾマツ,アカエゾマツ,トドマツを主とナる針葉樹原生林の實態測査の成就 

と現替林機Wによつて行われる系広航からA州! て, これらの育林的施業法について ◎及 

しよう。

本がﾡ林はO述のよう に*に重 り ・ 広立;がともに押代林状をユするものが多いの 

で, これら朴分に登する施平方法は押作飛を探川するのが常然である。しかし これら採伐林 

型林分には局部的にエゾマツ老齢ー卉林狀構成胖,トドマツ况齡―齊林状構成 潸,アカェッ 

ッ, トドマツの二段林狀構成群などが介布 し,移地NにLじてﾡめてﾡなMルを4するの 

で, これらの 局部的没に ついては皆伐 ないしi T的施求 を 適當 とする 場合が 少くない。 

しかし,これ り局部的に 復翔な林況の 相違に慙じ て和を 県cナると と は施犬上徒らに加雅 

を増す納果となるので, を商i的ic打役ﾡに働せしめて施業I た方が刊である。仙し

業と いって も m木押代をM林ナ ることなく, 小miuづつのnル的竹な いLiguRを 

川したいわゆろ叶派押作飛となすべtでめる。 これは出精,成立が郡状に行われる場合が 

多いので 力•機的な林分構成の施礎である樹木用ないし林冠構成群の識別が可能なためであ る。 

かかる作業の触通性はと かく 過代 を 誘致 I, 林を下! める限れあるが,生との比段 

inc 上 る代採量の制りと yiwのﾡとに よって收也の保徳を死保 づ ろことができ上

竹付 し, ブカエソツ主 なは エゾマツ の一林と な る。ー・朴内はゆ光!射し, トドマツ
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作来の依期齢は地位ﾡに上つて州違すべさも,従米の施特で慣川の期は トドマ 

ツ-1204, エソマツ160年または104である。それか生長關係を檢討するに, 本ﾡ朴の昨 

派のﾡない し前史作業地に成立 した トドマ ッ朴の 120 4生の生状は, itixﾡRuliに 

・るに,I等地lはほル/5Lf50.3cm,II"地では」2.2cm,Iir"SiuでIは34.」cmで, 111 等地 

を除いてほ各ﾡの川途にﾡナる利川術級にするものの上 うである。 ェソマッ及びブカェy 
マッは1604の伐期lで,同様Iぐ地では59.1cm,IIcJでは50.0cm,Ill"地でI」.emn 
c肥大し,ル拠通りなどのIII等地を除いて 1004で利川何級にするものとお2 られる。しか 

しとく に役級 GOcm 以上の大材を上 う と ナれば, I "地では 180 4ド, II "地では 230 4の伐 

期齢と しなければならぬ。伐期齢は土地期ャ債の最大な年齢と するのが令理的であ るとせられ 

ているが, 天然林の採伐作業にあつては土地期望位の適研: な布定が困迪. なのみならす,生 

態の異な る 佐個林木の熟期の 判定 も 会 た至難なので,伐期齢は利川上最 も 行利 な術級に地す る 

4齢でめられ る。さ らに採伐作業は主と して天然山新によ るので, 良好な尊子が最 も多iに 

生産せられる生ﾡ的期動的もまたおされなければなら。 トドッ1204, エソマッ 1004: 
の伐期的はかかる曲からも適常と されろが, i,M林木の不均生」ﾡ大の年大を伐期命とすナ 

るときはト ドッは 1004, エソは 12040外となり代期崎が拡締される。

こ の場合の 伐期の親舟直便は ト ドッ36S cm, エソマッ 40.7 cm 内 外で, cれを 以つてた 

だちにをが的ﾡとナることはでさない。M岫年は史拓 擅げ上から林相の急激な變化を避百. 

なるべく処 期町iに Wの探をぬり返すのを ﾡ地 とする。 こと に燃木な いL形I不良 木の 多 

い 天然林では,なるべく処馴川にこれを探整用し, 世全な持伐林に 防御する 必要があ る. し 

かし木, 极林の よ うに奥地に位し,林］也の傾斜が火で,振出距離が長く,材の搬処の燃む場 

5ある林分では： WB年を 10 4と して集的なを行う = と は山ﾡなので, 紙濟的利用と 森 

林の推疗とい う Bﾡから考※して現ルでは 2 4内外とナるのは止むをイないでぁ ろ う .

伐採策は林分の組品ん と 給伐期 と佐の越燃と からせ ら n る が,原 生林に は u 
ﾡ附に項つて納当, 劣乃木,K央木が多く.,員方生長を しているので,これを適確に査定 

ナるととはいﾡである. これらのペr木を伐採整理して健全な押伐林に誘用(する場合には, か, 

かる』の生か:少となろので, 海次法正な生長が期得できよう。採伐作業.の伐採木の選定に 

林ﾡにな激なﾡいをﾡえることを避け, 生雄を内とすべさであるが:,部的には林#の

遷移や樹林の交办の動向に よって前更的ない ・ mル神代的木を wel.L.. ま た企mとしての代 

株*の訓糜を純 らなければな らめ.しなが:つて木が始4はめ一の(押にょつて流fo
% を占めるイ;健全木を企誣除去する 二 とは ペリ能で,伐採後の林分にはなむ イ;他全木•かぜむ し 

cれ らの内部的おiに 上 るfの生や,代田のさいに生ろかか り木などの脈団析木や,代 

跡地に必然生する風例木や,これに伴って二次的に發生する小我世などの被害のため伐採木の 

迅定には 多少の全率をおえなければな らめ.

採作求の計にあたつては,代探ﾡ地の朴分を権括的に各種のﾡ生叶に大別し, 締合 

的に役探, 朴などの施飛の大ﾡを樹てる。次に各地植生酢について林冠の有機的構成を識別 

し,これらM生Wの/, 制ル, 移相に応じて伐採木を選定する。次 工 各植生群に亙って伐採, 

慈林施業法の火要を記述しよう。

商型にBナ るカェソマッートドッ -A想mt, アカェソツートドー ッーﾡ題ーゴ ン 

ゲンスゲm, シヤクナゲ型に戯するカェマツートドツーエゾシヤクナゲは第 27 Nに 

示すようiにIo型償朴状を品し, 後粮樹 を 保欲的に 生じ, 折状沈が:良好であろ。こ北らの 

分に 対して は下 片木 を 被W ナ る 名衰木の利川 伐探や鼓合激し wi, 小沼 木ﾡ 生叶の指育間 

・
を行う とともに,上木の底膜のため生長極めて返い秋幌の生長を促進せしむべきである.

スゲ型に屬するプカエゾマツート ドマツーゴンゲンスゲ仲, エゾツーゴンゲンスゲ『は 

iiの上うに林ﾡの盤じ絶Wcよつて一資は&, 二段朴側,I1み墨代朴製など桜な広を 

nするので, これらの林分の構成状態竝びに林相遷移に感じて伐採木を選定すべきである。・ 

ち第 23Iに示ナ上 うなカェソツゼ大木の一朴卜型怖mに釣しては, ビ木をして 

H%を陣開せしめ,確機のﾡ生,生を促地せしめる。 また第21Hに示ナよクなァカェン 

・ッの大木が:上ルを 尚iめ下Miに トドッのW木ないし小低木のW生す ろ 二段林型構成併に 

封しては,iry作業の後にiポじて,」木裕Hのリーリ.を代探し, 大期ゆ4に茂りの老木全 

wを採する。 ととといに下木の接Iをい, Wするトドーッの不良木, 多勢木を 

除さ, yーマッ, カェソーッ幼齢木はなるべく保ﾡﾡ前にﾡめる。 また第25lに示すよう 

なアカエゾマッ,ト ドマツの n 3型構成群に対しては前紀の前所昨, ェゾシヤクナゲmに半に

<折独びに描を行うがょい. さらc第26HIにナよなトドーツを主とナる18製川 

一#にﾡしては: ﾡ川によつて朴木の生を促地せしめる。ゴンゲンスゲ群は戦ね稚 

樹の發生良好であるが,局M的に發生ペロな競所には,林實年度を選んで壊床植生の刈拂,地 

の拡起を行つて以新を促すべきであろ。

ッ ・mは王 ソマッを主とする林分で, 第 54に示すよ う に 多数の怖生叶を厳別L fる- 二 

れ ら植生昨の中澤而段斜地 • M 根通 り級行地いLi消下」川U地のェ ソッツーネ ガリ ザサは 

エゾマッ%大木の一忻林で,吃閉やや疎な林 小に は ネ ガリザッ が:生している, 北川面A利 

地竝びに山腹 ド他傾斜地には ト ドッ, 数に機の交をし,アカソッをへして*て
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朴型 も紙 II T 型挿伐林狀を呈する。こ れ らの朴分はさ裕でササの球生する簡所には針咲樹 

稚樹の登生が良好であ るが,ササの密生する 麴 所は袋生不共であ る。これらI; 型ﾡ朴 

分に対しては上げ#延を占める巻災木を採代し・徹ﾡの役生不良なたﾡ地には,ササを刈物つ 

てトドマッ, ェソマツを神ﾡする。

以上押役木の運定には木採に確ﾡ押代をのルナべなもので, m採のu作は賞の 

n助改はサ少の繁茂を抑叫するため,ル分の樹高を進えないWがょい. またエルマッ ゼ 

大木の数本加立する樹木件のように,その枝條,ﾡ張などが:ﾡり一木の世木の上うな8al 
を保つものと t を全部探 ナるを可とナる。

山IA下部の-ジッーネーガリザレのよクなセM一#分注核量機にこしい. この史新 

は人工植奴に よ る他なく,とれをﾡしてもル終の#木に風を及ぼナれがないので,担 

林木の経濟的利川上か らもか.かる半一資朴分に別しては流的にW出I収のつ伐(二ﾡを抑川ナ 

るがよい。

海抜やや weA り や河所不地の ェッ 老齢一 弁林分は空閉疎に 傾を, ネーガリザ 

サが密生しているが,ムﾡ地情なのでとれを代するときは隣接朴分に風をんす賞れが:あお 

るろので, 代を避け,ササを刈いトドッ, ェゾマツの下木ﾡ求を行うのが:である。

ヤマドリゼンイ, オシグ,オザキナカド, ッラネワラビなどのシグ型のM生はﾡ 

沿い緩斜塊に斑點状に小 而加 。在する が,和制の登生か 不央なので, ェソーッーネー リザ»

と と もに部的に確状に探して人Mを行い, 侵火林分に 誘呼すべき である。.

一歯札頂の商前は北沿道内行#では従ポ 200ha内外であ るが,山/卜ではかかるMitmi.ie 
も 深面無科地や尾根通 り の原衛地が合 ま tれisA28が:00 m 内外に 及び,林木の生育條件が w 
しく巣な ろ場合があ ろ. Kf別w光拠通 り の 林木は樹高低く,枝條 多く,生長微弱で, ・材刊 

川率も低いのみな らナ, 材の品等 もり,他 方運搬の施"2 費端びに搬出の前林費な ども#しく 

ばみ集約な施系討4とな らない。Lかし生育依の血い山取下部や深商i級斜地では坐生炎が:IE座 

であり, 樹高が火で,枝下 も 史 た髙 く, 公材利川や材の"$が:出れておる。他方材の連撤費 

b 少いので,前がに比べて ドLく ivIMに高なんでいる。 かかる%I 等地に屬する林分に 

到 し ては巡約 な 施 弋 を加 2,从極的に これを一 優良 m分 に 力 成す る 必要かあ る。 力.か.る R地 

位化修ム以析イAなので,ロ状坊代Bはとして人でM収ナる。植ス&には筋刈地拓を行い 

火然生稚樹の發生生 m ている崎』はMよから休外!,後私樹のパなritと紙のt減をI

代比の』地fに 州iじ さ れたトド ッ は ﾡ後約 25ラ I1で, エブ マッ, ブェソー
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は304Hでド増山If10cm内外に述し, 相常の川I敷細が:則付される。朴ﾡHは型在"方 う 

に*独はのの務がを到災とするときには, 楽ホやW放の場なト ドマを主としなけ/なら 

いが:, ェyマッ, ケカェソーッはトド〜ッと県なる川があり, とくに大材の生産に酒するの 

で, 木分のような地にはエソーッ, アカエゾマツの极極的な造林も考えなければならぬ。

そyマッ,ケカェソマッの商前は一以大なるようであるが:,",小係木が止核的少ないた 

め,収险の保績性に乏しく, 老大水の収杯該な故にその帝旅を低下すナるが, ト・ドマツは大低 

少久く,屮,小役木に常み,伐採後旺盛な受光生長によって,帝独を増火すること明らかであ 

る. 粗放な經誉に見られる ように掠奪的に優火火梅木を伐採した後の林分は,ﾡ木) 形不

木が:度るので,質的Iに低下ナるのみならナ, 樹団, t交性もまたトドマツをール加し, 次 

JIHIA4iに至つて も 6o-70cm のェyマッ 政びアカ エソマツ の火復木の資材を 多兆にみる こ と 

は 不可能である。一方エゾマツ期阳: 腐朽倒木以外の更新が由理なので,施飛#では益々快ﾡ# 

が:選する。

したがって造林方法 とし ては エンマツ,トドマツの混交植栽またはアカエゾマク トド 

ッのe交州が:適常なるものとお考える。 @ちトドマツは主としてﾡ木, 土工, ベルプ川として 

が一大, 第二次にIし, 許米はエソマッまたはブカェマツを主とナる川材朴に説綱しょう 

とするものである。

結 ・言、

本研究は北海道北見地方の山開也郡におけ る針樹原生#の賞催を究明 し, 叶せてこの施 

業をあ究した ものである. 調した典生山原挑始朴は速械着朴で所岡行林野上枢誉K第0, 
50林班に位し, 商s距i600-975mに項る山品地を占め, カェゾツ, エゾマツ, トドツを 

と する原生朴で, 現イfする北治北i山地福外葉機原生朴の代交的朴型をイする。北 

の 山行地帶針浜樹林は トドマツ, エソマッを優勢ﾡとするものが多い力, その大ﾡ分はﾡ打 

伐が加え られ, 斧鉞の入らない原生林は奥地の高距大な傾斜面に及仔するに過ぎない。これら 

の原生林に はブカェゾマッを 混交 し,中 に はこれを 優勢田と ナ る 朴分 も少くない。

本状監林の気校状ﾡは光く,山品筑候の性Iを番びるととM約で, また地, #によつ 

て 局所*(象上の微妙な 特性が:認め られる。

:については と く に木試驗林の M 体m 物中* 要な ネガ リザサ・ ゴシンゲシスゲ, 4な 

どのそれぞ優るル域を選んで北校するに, 川 M 尚伊找びに够質土壊の訴件段度,u換t 
ィiど, 金金素,ぬポなどにﾡ逃が:認められ、Iでも祈性ﾡ此; d換性石炎の茶がiで,
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i止の林床ﾡのﾡに性ﾡは大と な り ・ 置換性石灰は減少し,地位 も 主 た前記の順に清大低 

下する。これに よつて観る忙土度性状の差異と Z も m, 林床植物も變化し,附杯Iに相9開 

係が生ナるものと考えらる。

以上c よ り地力の よ う c氣候巡かな地力では森朴の施采にあた り ・ 仲ﾡ物を地位制定 

○指おと なし代るとと をりかに した。

本内林のﾡ生型を主2な林優占ﾡ物につて大別ナれば, a墨, シャクナゲ型,ス 

ゲ型, ッダ4,ササ型の5種にW分するととがでさる。さらに施来上から林休任占種と上木の 

格成種と た組み合せて 多數の植生「群」に 分類する こ とが:でさ ろ。この植: 生群は山典下部には 

デゾマッート ド マツー 廣葉樹ーネ マガ リ ザサm, 中腹 に は アカ エゾマツー ト ドマツー ゴンゲン 

スグ, やや上部にはカェゾマツートドーッー館期, カエゾッートドマッーエソシヤ 

クナゲ, またはェソマツーブカェゾマッート ドマッーネマガリザサが:主として分布してい 

る 山枝には林床にササガ抜く,概ね前記各針葉樹とグケカンバとの針過混交林を構成し,鞍 

部上 うの不地にはとさと してエゾマッーネガリザサ川がある。 ・

#分の商t は ス ゲ型では Ih り 約 500 m, 型及びッ ャクナ ゲ型では約120 m, ササ 

型の=ソマッ#では約」80 m"であろ。52 cm 以上の針業樹大ﾡ木の流も合は 算M型 及びシ * 

ク ナ ゲ型では 32.4-47.6%, ス ゲ型では」8.8%,ササ型では約71.2% で, 立地係件良好な ど 

大何木にみ, 新tが:多 く なる 陆向がある。本朴分をﾡﾡ太の原生林や文映に見られるそ ミ 鳳, 

ドッヒムの打役施飛朴に比べて修大慨木に☆み供が多い。

本林床欣生型と 更新と は恠接な网係があ り, g町及びシヤクゲ型では針業樹のy市が: 

頗る良好で,スク型では密度疎な場合やや良好なるが,シダ型及びササ型では生長好く,密度 

大なるにしたがつて新不良となる。 •

本朴帆生型と林ﾡとのlIに も相関關係が見 られ,黄M刑及びシ ャ クサグ型には u 6』 

俊社ル・ス グ型には I r 型せ地・ササ型 &びシグ型に はI α 型一#ル wtur 型採俊 

#状 を 描成 す る 場合が 多。

本み験朴を修取するに, エソマッとケカェソーッとは多く上ﾡ林ﾡを占め,ﾡHの交率 

大であるが, f及び下林ﾡに少く,主林木木数の漫交ポが少い- トドマッはとれに区L上 

好に少いが,中暦及び下層林冠に多く,木數の混交率が火である。しかし坏知型及びシャクナ 

ゲにおいてはカゾマツの後載朴が多くられる。

また本朴のような生朴には多散の例水, 化比木があ り,ことに押代林ﾡに立し. かつ 

出代林状に遷移/る林分には適度の倒木があつ'J 杵通林川に發"し照いエゾマツ, カェ
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マッの良いﾡﾡとなつている。したがつて將來とも木林は ト ドッのみで任占されるととな 

く, カェゾッもエソッもと もにﾡ性を行ナるものとおえられる。

苗類型及びッ ヤク ナ ゲ製では土域ﾡ く ・ 酸度が大なので, 葉樹ﾡ市及び種樹の生が不 

良で, 41cm内外の仲長を示すに過ぜない。 しかし競合M物が少く, この被腿た蒙らない 

のと水分ルﾡが良好なこととﾡ伏つて, これら稚樹の發生は良好で,その“•績も 不良でない。 

chc反し地ﾡ件良好となれば,他怖物の繁大となり, この破mのため, 市の及生故び 

c横は不良となる。

確樹の仲炎とM生型との関係をるに, 種樹の孤生多い跡ﾡ星及びシヤクナグ幻の仲は 

稚樹の少いスゲ型より も不央である。また用種別に稚樹の仲氏を比校するに,ト ドマッはカ 

エゾマッ, エソマッょりも生良好である。 .

根系を観然するに,高さ 1m内外の確樹でも ト ドマツは深根性を, カェゾツ及びェゾ 

マッ は浅根性を示している。 カ エソマッ法根性の好例は岩彳 i 地の* M 群で見る ことができ る。 

主なエソマッ, カェソマツは何朽倒木上に新すろものが多く, 林にﾡ生したものも多く 

は枝條などの腐朽木片にその根系が生じている。ﾡ#下の確樹は総jで, ことciluiic 
べて ﾡ飾の 發達が不良で•あ る。なお アカ エゾ マッ 和:芮の には tk当な どのため 倒臥した幹部か 

ら 袋根 したもののあること は, 木樹団の伏川 祈に開ナる a例 と 照合 して興があ る ・

エソッ及びアカェソマッ 伐採木の平均年齡は 233-298 4で, トドマツ のほ ぼ 2 許の出ゆ 

を布し, ことにカェゾマッは6004FCi地ナる向齢のものがある。 天書の興なる各世Hの交 

林分,c と に地杉に比化の 多い 山岳林の林分はその外観的構成が採伐科型であ るよう cl立ic 
おいても押朴状を品する。一朴延の位した依旗調益による朴木の4輸もK々で各論級に 

』つている。

原生林の制積中には不健全木が多く,cれ らは全けの 3割以上を占め, Kの生となる 

こ とが多いから, 優良木のみの掠奪的伐採を行う と き は 茂。 林分は質的に低下するのみな ら 

材断生もまたネしく減退するので, 施業上情Rな考慮を必とする。

伐林状を品する原生朴の朴ﾡ退世は桜めて徐 な に行われ, 自然川秒に委わると卜は世前 

または林型に急激な駆化 を 生する ことがない力, 部的にエソマッーネーガリ ザサnの上 う c 
エソンの後熱樹を映く老崎一資朴分, 商所aに起プI位iの低い朴分へ選じすナることがあろ 

う。 主た現朴分はﾡね上に林にェソツまたはカェゾッ多く, FHはトドツの多い構 

ル態か らて人公的刊川代探を加えろと さ, ド府木の叮館な受光生長 と モソッ, ァ = 

ソマッの 發芽"、で ある 倒木の滅退 と 相供つて,、トドー ッ のeボ と 増 人 ナ るにるであっ。
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モソツ, カェソマッとトドマツとの犬ボ, 生を『, 新, 適他力などの相違はこれら混 

交林分の今後の遷移を示唆する ものである. 現林分はﾡ今後ト ドマッのじ交を一州大ナ 

る斜向を示すが, エゾツ, ブカェゾマツはその適地では天がト ドマツの2なるﾡから 

部的c見て ト ドッとエソマツまたはカェソマッとが交元に樹部を交ﾡするような避じを地 

るととがあ りイろ。

天然林の朴木の生我経過を見るに, 生ﾡめて級役な被W時代を行するものが多く, cれ 

らの被』時代は例」。 -130 4内外に及ぶので, 施業上恰 伐:齡の決定には これ を造林木の 

生及に換算 した経浦齢を 用いる必要があ る。被』時代から解放されたお林木は証な受光生炎 

をなし, ことcエソマッ, カェゾマツは後年までょく生を持ﾡするものが多い。各地位, 

各樹部に到し状木を選定し, これを樹幹折解した飾か、らB州的に救で生山縦を3山し, 

牧uを想するに, 木地方のトドマッI等年地は野拠地方のII等地iに, it#oIIe地は後 

om地に近似ナるようである。本地方のエゾマツ； アカエシマツの生長:氏は概ね苫小牧地 

方のェソーッ林と近似した生ﾡ状態にあろ。 ト ドマッとエゾマッ及びカェソマッとの生を 

比校するに,後兩者は前者 に比べて,初期の生が:れるが, 後年まで長く 旺盛な生長を注紙

すろ。 •

ォ山mAではﾡ生型と生ﾡとも術接な叫係があり, ササ剤,シツ型はI,II"地c多く, 

スゲmはII"ic, 鉢類型' シヤクナゲ型はIII"uc山I現ナろ場合が多い。 cれら朴ﾡ生 

と 土壌と は前述の ように相関關係を行 し,これら朴ﾡ生は土壌の性映を指松し, 林分の更新,

びuびc生炎と術接なW係を示している。

以上から林ホ植生と土木の構成林と を組合せた「m」は森林飮物群落の方機的な 構成琅位 

cなる»と もに立地條件を指標し,また施業上からは作業の一基準として川いられるのである。

本原生林に對する施業方法を要約すれば次の ょうである。

1 作東種は拝伐作承とする• なだし木林は修へ押伐林型を品するか, 林相は極めて树雜 

な ww を 示ナの で,局部的林況に 略 じてR木ルな w しm状採役 を 例川ナべ さである。山製下部

。m前の2 しい老齢林分はW部的に皆伐して人工M我によって更新する。 *

o 各地位を‘ト均した伐期船は ト ドッを 120 4, エソッ及びケカェ ソマッを 160 4, 

. ルナ る。 こ の拝伐率 と して同崎4ド 20 4の場合は約 25%, 30 4の場合は約30-

33%となるが' 現在の上?紙べや約では適常なものと記められる。法正林の平均材植生

あKMMliがではこ/化より20年, 後者では40 年短縮されるが, 天然#には場木や

c5c, 法正の生ちたちにﾡ川するのは危臨である。

地理本か歹

3 ) 本林に は 多数の不健全木が存在 し,現在のような利用本位の代探をすナるときは, 茂 

朴分はH的に低下し生事の淡選が発れないoで, これをなる •べく 伐採除去するとともに,從 

來施業対 象 となら なかった 副木や小径木の撫育間伐に らめ, 生量 の増大 を 岡 る 必要があ る.

4 山m#卜では深画級斜地と風ﾡ独い足松題りどで, #木の帝ﾡ, 形I, 生びに析 

6業な ど#しく 相違するので,これ らの土地生産力に感 じ て事業の集約度を •典にする必要が 

ある。

5 ) 更新加助作業としては良地位を選び, 普通 トドマツ を植戒するが,エゾマツ及びアカ 

エゾマ•ツの補載泌aに備えてエゾマツ, カェソマッ, トドマツ混交林の造成を岡る必要があ 

ろ。 ・
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Resume

An Investigation on the PrimevalForest in the 

Northern Mountain Regions, Hokkaido

by 

w 執
Masasukc Hattori

This is a report of an investigation carried out on the subject of the 
ecology and the management of the primeval forest in the mountain regions 
of Kitami Province in Hokkaido. The area on which the experiment was 
made belongs to the Nogami Working-unit of the National Forest admin_ 
istered by the Engaru Divisional Forest Office. It is situated at an altitude 
of GOOm to 975 m above sea-level, and dominated by the Akayezomatsu 
(Picea Glehmi Mast.), the Yezomatsu (Picea jezocnsis Carr.), and the Tod- 
omatsu (Abies Sde/Lalinenusis Mast.), showing a typical forest physiognomy of 
the existing primeval forest of the northern mountains in Hokkaido.

The climate of the forest indicates conspicuously the character of the 
mountain climate ; besides the particular properties in the microclimate 
depending on the site and the stand are, of course, recognized.

In comparing the soils in the different areas dominated respectively by 
Sasa, Carez, and Mfo8s, of which the chief floras on the forest floor consist, 
it is recognized that there are differences in the active acidity, the excha_ 
ngeable lime, the total nitrogen, and the carbon-nitrogen ratio of the raw 
humus and also of the mineral soil among those areas; particularly the 
differences in the active acidity and the exchangeable lime are remarkable, 
the active acidity becoming larger, the exchangeable lime smaller, and the 
quality of the site lowering in order of the above-mentioned areas. Itis 
considered that the ground cover of the forest varies together with the 
differences in the properties of the soil, showing the correlation between 
them.

The forest can be divided into 5 flora types by the chief dominant floras 
on the forest floor as follows: the Moss type, the Rlododendron type, the 
Carax type, the Dryopteris type, and the Sasa type. Moreover, the forest 
may be classified into many vegetation groups from the combination of those 
dominant floras on the forest floor and tho construction of the stands; and 

chiefly the Yezomatsu-Todomatsu-broad-leaved species-Sasovegetation grOups 
are distributed on the lower slopes; the Akayezomatsu-Todomatsu-CareE 
vegetation groups on the middle slopes : the Akayezomatsu-Todoffatsu-M/oss 
vegetation groups, the Akayezomatsu-Todomatsu-R/todloledront vegetation 
groups, or the Yezomatsu-Akayezomatsu-Todomatsu-Sasd vegetation groupS 
on the somewhat upper slopes. In the ridges of the mountains, Sasa ErOW9 
thick on the ground, and as a rule, the mixed stands of the above-mentioned 
coniferous species and the Dakekanba (Batula. Ermanii Cham. var. comLmLM"is 
Koidz.) appear; sometimes the Yezomatsu-Sasa. vegetation grouDs can be 
seen in the plain.

The stocks of the stand are about 500m'per ha in the Carex type area, 
about 420m? per ha in the Mross and the Rhiodloderdron. type areas' about 
480 ms per ha in the Susa type area of the Yezomatsu stand. The percentage 
of the stock of large coniferous trees with a diameter over 52 cm is 32.4- 
47.6 in the Moas and the Rholodendron type, about 48.8 in the Carex type, 
and about 71.2 in the Sasa type. Compared with the primeval forests of 
Sakhalin and the selection-forests composed of Piccd and Abies in literatures, 
the stand is more abundant in trees with large diameter and has more of 
them in stock.

The flora type on the forest floor is in close connection with regener- 
ation; in the Moss and the Rhodcdyndron type the regeneration of the 
coniferous trees is the best, and in tho Carex type it is pretty go0d when 
its density is thin, while in the Dryopteris and the Sas。 type it becomes 
worse according to their better growth and higher density.

There is the correlation between the flora type on the forest floor and 
the forest type ; the stand generally shows, in most cases, the selection- 
formed stand of the type II。 in the Mfoss and the Rhododcndron type, the 
selection-formed stand of the typo IIr in the Carex type, and the even- 
aged-formed stand of the type Ia or the selection-formed stand ofthe type 
IIr in the Sasa and the Drvopteris type.

Taking a general view of the forest, the Yezomatsu and Akayezomatsu 
are dominant in the upper stories of tho crown-canopies, the percentage 
of the mixed stocks being great, while they are few in the middle and 
lower stories, the percentage of the number of the mixed principal trunks 
being small. On the contrary, the Todomatsu are few in the upper stories 
of the crown-canopies, and abundant in the middle and lower ones, the 
percentage of the number of the mixed trunks being large. In the M088
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and the Ihododcndron type, however, there are numerous succeeding young 
trees of the Akayezomatsu.

Moreover, there are many trees fallen dead and standing dead in such 
a primeval forest as this, which form the best seed-bed for the Yezomatsu 
and Akayezomatsu, which are difficult to germinate in the ordinary soil. 
Accordingly the stand will not be dominated by the Todomatsu in future 
as it is, but both the Yezomatsu and the Akayezomatsu are considered to 
continue.

In the case of the Moss and the Ruododendront type, the soil is thin, 
the acidity large,the quantity of the exchangeable lime comparatively little, 
and the growth of the coniferous seedlings is in poor condition, showing 
only a poor height grOwth of about 1 cm annualy, while owing to competive 
plants being few and the condition of moisture being suitable, seedlings 
favorably develop and the state of their continuance is satisfactory. On the 
contrary, according as the condition of the site is better, other plants are 
found in greater numbers, and the state of the growth and continuance 
of seedlings become worse.

In the relation of the growth of seedlings to the flora type, their 
growth in the M08s and the Rhododendron type areas where seedlings are 
abundant, is poorer than that in the Carex type area where seedlings are
scanty・ 、 ,

In comparing the height growth of seedlings in every species, the
growth of the Todomatsu is better than that of the Yezomatsu and Aka- 
yezomatsu-

In observing the root system, even at the age of the seedlings growing 
about 1 m, the Todomatsu shows the deep-rooted character, while the Ye- 
zomatsu and Akaye2omatsu does the contrary. A typical example of the 
<allow-rooted character of the Akayezomatsu can be observed in the Moss 
type of the roeky " nd many of the Yezomatsu and Akayezomatsu ヽ 
regenerate on the deeyed, fallen trees, and it may be seen that seedlings

wing on the grOund are rooted, as a rule, upon the rotten pieces of 
・ d like blanches ete. Seedlings under the dense stand are weak, and 

over the development of their root system is poorer as compared with 
oeuitivated seedlingシ.

' 〇 The average age of the felled trees of the Yezomatsu and Akayezoma-
• 288-298 years, "hich corresponds to about the twice age of the To- 

tsu . .. and sometimes the Akayezomatsu has an advanced age of 600 
domatsu

years. The mixed stand of various species which are different in their 
natural span of age,- especially the mountain stand where its topography 
is changeful,- show the selection-formyed appearances in their formation as 
they do the selection-formed type in their aspects of structure. The ages 
of trees are diferent and spread in every age class, as can be seen from 
surveying the stumps in the clearly cutt group.

In the primeval forest, there are abundant unhealthy trees, amounting 
to above 30 per cent of the stock, and in most cases show the negative 
growth. Therefore, when the destructive working is practiced only to the 
dominant trees, the remaining stand will not only deteriotate in the quality, 
but the volume increment will remarkably decrease ; then the careful 
consideration in working should be required.

The plant succession of the primeval forest that shows the selection- 
formed appearance is had very gradually, and there will be no sudden 
change both in the species of trees and the forest type, when it is leftto 
the natural course of succesaion ; on one particular place, however, the old 
even-aged-formed stand such as the Yezomatsu-Sasa vegetation group, 
vvhere there is no succeeding young tree of the Yezomatsu, will be inter- 
mittently changed into the broad-leaved stand of little economical value. 
In view of the fact that the present stand is generally formed by the 
abundant Yezomatsu and Akayezomatsu in the upper stories of the crown- 
canopies and the abundant Todomatsu in the lower ones, in case of adding 
the way of cutting, the percentage of the mixture of the Todomatsu will 
increase, owing both to the vigorous increment due to increased light of 
the trees in the lower story and the decrease of the fallen trees which 
form the seed-beds for the Yezomatsu and Akayezomatsu. The differences 
of the natural age, the growing course, the regeneration, and the adapt- 
ability among the Yezomatsu, Akayezomatsu, and Todomatsu, indicate the 
future succession of the mixed stand, and though the present stand shows 
a tendency to increase more of the percentage of the mixture of the To- 
domatsu in future, yet it will be possible that the Todomatsu and Yezo- 
matsu or the Akayezomatsu should succeed alternately to each other, in 
some particular ground, from the standpoint that the natural age of the 
Yezomatsu and Akayezomatsu in the favorable site is twice, of that of the 
Todomatsu.

In surveying the growing course of trees in the natural forest, many 
trees are seen to have passed the oppressed age when they could not but



193

groW very slowly. Since the oppressed age generally extends about 40-130 
years, it is necessary for the determination of the final age to apply the 
economic age corresponding to the growth of planted 
trees which were liberated from their oppressed age, 
increment due to increased light, especially about the 
yezomatsu, there are abundant trees continuing the 
later years. Selecting the model-trees according to 

trees. The principal 
perform the vigorous 
Yezomatsu and Aka- 
favorable growth till 
the quality of every

site, calculating inductively the increment curve by a formula from the 
result of the stem analysis, and thus supposing the yield table, we can 
find the site class I in the Todomatsu stand in this locality generally seems 
to approximate to the site class II in the Nopporo locality, while the site 
class II in the former doest。 the site class III in the latter. The incre- 
ment of the Yezomatsu and Akayezomatsu stands in this locality approxi- 
mates to that of the Yezomatsu stand in the Tomakomai locality.

Comparing the Todomatsu with the Yezomatsu or Akayezomatsu, both 
of the latter continue the vigorous growth till later years, though, their 
groWth of the early years are generally slow in comparison with that of 
the former.

In this mountain forest, the flora type is in close connection with the 
increment of stocks; generally the Sasa and the Dryopteris type mostly 
appear in the site class I or II, the Carex typo in the site class II, and the 
Ml08s and the Rlododlendron type in the site class III. Ultimately there is 
the correlation between the ground cover of the forest and the soil, as 
has been previously mentioned. In the forest, the ground cover indicates 
the property of the soil and the close relation with the generation, the 
construction, and the growth of the stand.

parts according to the stand. The stands of old age in the lower parts of 
the mountains, where there are few survivals of young trees, should be 
generated by the plantation through the partial clear-cutting・

2) The average final age of the trees in the quality of every site can 
be decided as 120 years for the Todomatsu, and as 160 years for the Ye- 
zomatsu and Akayezomatsu; the cutting cycle should be adopted as 20 
years; the percentage of selection should be amounted to about 25 per 
cent of average stock.

3) There are abundant unhealthy trees in the forest ； if the cutting 
of trees for mere utilization is carried on as it is, the qaulity and the 
percentage of increment of the remaining stands will no doubt go doWn ; 
accordingly, it is necessary to strive to cause the increase of the increment, 
by removing those unhealthy trees as possible, and by putting every ade- 
quate improvement into the stands through the cutting of the secondary 
stands or the trees with small diameter, the method of which we have not 
taken up as the object of working hitherto.

4) There are some remarkable differences with regard to the stocks 
of trees, the quality and growth of them, and the ex pence for cutting 
between the gentle .slopes along the streams and the ridges facing the 
brunt of wind in the mountain forest. Therefore it is necessary t。 differ- 
entiate the intensity of management according to their productive capacity.

5) As the means of the artificial working for regeneration, the me- 
thod of planting the Todomatsu is commonly used, selecting the site with 
better quality. Yet it is necessary to form the mixed stand of the Yez0- 
matsu, Akayezomatsu, and Todomatsu in preparation for the decrease of 
the stocks of the Yezomatsu and Akayezomatsu.

Putting the above-mentioned observations together, the vegetation gro- 
up that combines the ground cover with the construction of the stand, is 
not only the unit of the organic structure, but indicates the condition of 
the organic site and moreover it can be practicable as one basis of working 
in the management.

In conformity to the above-mentioned ecology of this primeval forest, 
the method of its management may be summarized as follows:

I) The selection method is adopted as the working system. However, 
though the forest generally shows the selection-formed type, yet, as the 
stand appears to have the very complicated structure, we should take the 
method of the felling of a single tree with that of the group of them in
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第1回版

1. カエゾマツー ト ドツニゴンゲン ス ゲバ

アカェゾッ大径木と ト ドッ小役木のニワ

2. ブカエゾーート ドマツ ーゴンゲンスゲ酢

アカニゾマッ老大木の的げによるル部的ト ドマッを主とナる齢一

. アカエゾマソートドマツー智類け

Ia 代ズ林

4. =ゾツーネガリザサP I
そ的一株

第n1回版

5. アカェゾッ老大木がﾡ死し, トドマツ幼齢昨に推住しつつある林相

6. 山範後鉄 坨 のエゾマツ, 卜rマッ林

7. ブカエゾマッ(ェゾツ)ートドマツーネマガリ ザサーゴンゲン ス ゲPド
s. アカエゾマツート ドマツーゴンゲン スゲI

第I・版 '

o. ﾡﾡ下にわるアカエゾマツの生T状公

10. アカニゾマツートドツーﾡ知町の林味ﾡ

ﾡ類にﾡ件する4生木ゴぜ ン ク プ・バナ, コ イ -ヤ クッツ, ジンコウイヤクソウ

第IVE版

1l. アカェゾエッ(ェゾマッ)ート ドツーゴンゲン スゲ昨の林床ﾡ

ゴングンスゲIに国するKh生木=ゼシタクブバナ, コオンイ, マイッルッッ

12. アカエゾマツート ドマツー 師知ー ゴンゲン スゲ川の林床植

ﾡ類, ゴンゲンスゲ『に随ナるkﾡ生木ゴゼンクチバナ, 小ソベノトウゲンバ, コャンベイ, ケマイ 

グルンウ, コイヤクソウ, ゾンコウイヤクソツ, コミヤーカタバミ, ミツバオウレン

4.
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